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第百七章「パーティー名」







　冒ぼう険けん者しやギルドで合計五つの依い頼らいを選んだ俺おれたち。

　エヴァは依頼の印が刻まれた竹製の札を握にぎると、俺に見せてきた。

「ん、皆みなでがんばろう」

「おう」

　楽しそうなエヴァ。彼かの女じよが楽しむ様子を見ると、ほっこりした。

　エヴァは車輪に手を当てず魔ま導どう車くるま椅い子すを操作して受付の前に移動する。レベッカとヴィーネも続いた。肩かたで休む黒猫ロロが触しよく手しゆをエヴァに向け「にゃ」と耳元で囁ささやく。『エヴァに続けにゃ』という意味だろう。

　首に感じる相棒の息いき遣づかいが、凄すごく可愛かわいい。

　そして、微かすかな体重を肩に感じながら受付の前に向かった。

　受付の前は冒険者が並んで混こんでいる。その最さい後こう尾びに俺たちはつけた。

　雑談をしながら待つこと数十分。ようやく俺たちの番になった。

　カードと依頼札を受うけ付つけ嬢じように提出。

　そして、意い気き揚よう々ようと〝パーティを組みます〟と宣言――。

「パーティ名はどうしますか？」

　と、聞かれて唖あ然ぜんとする。何も考えていなかった。

　幸いにも後ろに並んでいる冒険者はいない。

　だからパーティ名を考える時間はある。ということで、

「どうしようか。パーティ名、案を希望！」

「ん、シュウヤと仲間たち」

　エヴァが素す早ばやく名前の候補を挙げるが、ダメだな。

「却きやつ下か」

　と、俺が速そつ攻こうで否定。

　すると、エヴァはショックでも受けたような表情を浮うかべてから肩を竦すくめる。

　そのまま魔導車椅子を操作して、ヴィーネの背後に隠かくれてしまった。

「えっと、レベッカ代案を」

「わたしが？　えっと……アームブルー団！」

　レベッカはにこやかに語りつつ、細い腕うでを上げて二の腕に筋肉のちっこい瘤こぶを作る。

　筋肉が細すぎて逆に可愛いが、安直すぎる。

「却下！　【青腕宝団ブルーアームジユエルズ】のパクリだろ」

「ぁぅ、バレた……」

「ヴィーネ、何かあるか？」

　俺の問いにヴィーネは銀色の細い眉まゆを動かしてから、

「はっ、闇やみ獅じ子しと書いて、ダークブレズム。と言うのはどうでしょうか」

　闇獅子でダークブレズム？

「闇獅子とは何？」

「地下世界で恐おそれられた闇の害がい獣じゆう名です」

「へぇ、響ひびきはいい。だが、却下」

「青い鳥ピピクは？」

　レベッカが鳥の名前を推すい薦せんしてくれた。響きはいいけどな……。

「惜おしいが却下」

「ちぇ、却下却下で、シュウヤの案を聞いてないんだけど」

　悔くやしそうに語るレベッカ。じっとした視線で文句でも語るように注視してくる。

　うーん。全員の特とく徴ちようを捉とらえるか？

『閣下っ、いい案があります』

『何？』

『一、閣下と下げ僕ぼくたち。二、閣下とお尻しり愛あい。三、至高の御お方かたの下僕たち。四、閣下と……』

　お知り合いとお尻愛か、だれが上う手まいこと言えと。

『待った。ヘルメ、もういい』

『はい……』

　ヘルメのアイディアは参考にならない。

　ということで、戦せん闘とうスタイルで考えていこうか……

　俺は前衛としての槍やり使つかいと鎖くさりがメイン。サブが魔ま法ほうだろう。

　レベッカは魔法がメイン。

　ヴィーネは二剣けんがメインでサブが魔法？

　エヴァは二本の鈍どん器きがメインでサブが魔法？

　ロロディーヌは俺と同じように前衛も後衛も可能。

　レベッカ以外は武器が使えて、魔法も使える。

　魔法、マジックユーザーズ。安直すぎる。しかし、他の案は……。

　浮かばない。一応、マジックのことを言ってみるか。

「……マジックユーザーズとかどうだ？」

「大却下っ！」

　素早く俺を断罪。へへんっと言ったように得意気な表情を浮かべていた。

　上うわ唇くちびるを舌でなめるレベッカさん。

「それを言いたかっただけだろ？」

「ち、違ちがうもん」

　口を尖とがらすレベッカだ。

「あのですね、パーティ名と言ってもクラン名ではないので、気軽に決めてもらっていいんですよ？　パーティ特典としてパーティボックスが使えますが、ギルドの記録に残るだけですし、名前はすぐに変へん更こうが可能ですから」

　受付嬢はこめかみに力を入れながら話す。暗に早く決めてくれと、催さい促そくしてきた。

　その時、肩で休んでいた黒猫ロロが受付台に降りた。

　トコトコと受付台を歩き尻しつ尾ぽをふりふりと揺ゆらす。

　黒猫ロロの愛あい嬌きようある姿だ。無む邪じや気きに歩いていく。

　その〝無邪気〟でピンっときたよ。

　英語でinnocenceイノセンス。イノセント。

　無邪気で、無む辜こ、無む垢く。イノセントブラックキャット……。

　イノセントキャット……。

　井いの頭かしら公園……井いの上うえ……胃……。

　と、そこで、ピコーン、とスキルを獲かく得とくするような音が鳴った。

　気のせいだが、閃ひらめいたのだ。

　イノセントアームズという名を、無邪気な武器団。

「〝イノセントアームズ〟なんてどうだろう？」

「ん、賛成」

　エヴァの声。いつの間にか俺の隣となりに戻もどっていた。物静かにヴィーネも、

「ご主人様に従います」

　と賛成してくれた。黙だまっていたレベッカに視線を移す。

　ウキウキとしているようなレベッカの面だ。が、俺の視線に気付くと、じっと睨にらんで照れるように頬ほおを赤く染めていくレベッカ。彼女は視線を逸そらしつつ、

「まぁまぁのセンスね。わたしも賛成よ！」

　と、俺に指を突つき付つけるポーズを繰くり出だし、謎なぞの強気発言を行う。

　すぐに、また恥はずかしそうな表情を浮かべてから視線を逸らす。
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　双そう眸ぼうの動きといい、表情の移り変わりが激しいレベッカさんだ。

　そんな俺たちの言動を見ていた受付嬢は、

「では、パーティ名【イノセントアームズ】で登録しますがよろしいですか？」

　そう宣言。間が空いたが、受付嬢は眼め力ぢからを強める。

『早く決めやがれ、こんちきしょう』といったようなニュアンスの視線だ。

　受付嬢の迫はく力りよくに負けた俺は、すぐに、

「はい、よろしく、お願いします！」

　と、丁てい寧ねいにお願いをしていた。その刹せつ那な、ニコッと営業スマイルを浮かべた受付嬢は、

「では、少々お待ちください」

　そうハキハキと語りつつ俺たちの冒険者カードを机に一列に並べていく。

　続いて、細やかな仕草で依頼の札も揃そろえてから別の高級そうな紙の書類も机に用意すると、カードと札と書類を交こう互ごに見比べながら羽根ペンを忙せわしなく動かしていった。

　その後は同じパターン。皆、水すい晶しように手を乗せていく。

　五つの依頼は受理されカードを返された。

「これで正式にパーティ名が登録されました。プライベートの連れん絡らくを取りたい場合はパーティボックスをご利用ください。手紙を受付で申しん請せいできます。公表してもよい場合は受付の右、あちらの立ちテーブルが並ぶ待合室の連絡板を使ってください。待ち合わせなど気軽に利用する場合などの場合は、あの連絡板を使えば便利ですよ」

　視線を向けると、確かに伝言板らしき物と立ち喫きつ茶さ的なテーブルが並ぶ。

　なるほど、いつか利用するかも。そこでカードを見る。





　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：竜りゆうの殲せん滅めつ者しやたち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦闘職業：槍武奏：鎖使い

　達成依頼：二十五






　今受けた五つの依頼を終わらせたら、三十回達成となる。

　Ｂランクの試験は受けられるのだろうか。所属はなしのままか。

　これ、パーティ名を登録しただけでは、所属はなしのままで、書かれないんだな。

「ん、シュウヤ、こっち」

「おう」

　エヴァに促うながされギルドの外に出る。喧けん噪そう激しい円えん卓たく通りを皆と一いつ緒しよに歩いていく。

　布告状では、またニュースが流れている。




　――ルシズ戦せん役えきで結果を残したオセべリア王国の貴族たちが主しゆ催さいする募ぼ兵へい集会が、アリアの広場にて開かれる。戦争が激化しているため、新たに兵を募つのるらしい。優ゆう秀しゆうな場合、騎き士し団だんに直接編入、貴族の従者、或あるいは、軍の幕閣に取り立てもあるとのことだ。




　――ベンラック村の近くにある光の十字森の丘おかにて、またもや、〝虚うつろの魔ま共きよう振しん〟が発生し、モンスターが大量発生し集まっているとのこと、東の大橋を渡わたる行商人たちは注意されたし。

　――仮面魔人ザープの続報だ。紅のアサシンと争う様子が南の郊こう外がい、鉄角都市ララーブインへ向かう街かい道どうで見られたとのこと、貿易商人たちよ、注意されたし。




　ある意味、歌手ではないが、声の商売。いつものような布告場だ。

　新聞のような商売もあるようだが、紙はまだ高級な部類のようだからな。

　色々なアイテムが売られている露ろ店てんと売り子たち。

　中でも、美お味いしそうな弁当に興味を抱いだくが我が慢まんした。

　黒猫ロロは小鼻をくんくんと動かして反応を示しているが、俺と同じくお豆のような小さい触手を匂においのほうに向けただけで、鳴き声は発しない。

　冒険者たちの口上を聞き流しながら歩いていく。

　すると、薬草売りの少女を見かけた。また、買うか。

「あそこで買い物してくるから先行ってて」

「ん、買い物？」

「また、買うの？」

　エヴァとレベッカは薬草売りを見つめていた。

「そうだよ。じゃ行ってくる」

「ご主人様、わたしも付き合います」

「おう」

　レベッカはエヴァの方を見て、

「それじゃエヴァ、わたしたちは先に行こう」

「ん、わかった」

　エヴァとレベッカは迷めい宮きゆうの出入り口に向かう。

　俺は肩に乗せた黒猫ロロとヴィーネを連れて、少女の下に歩いていく。

　前と同じく薬草売りの少女の双眸は真っ白で同情を誘さそう。

　少女は気配を察知したのか頭部を左右に動かして、俺が何処どこにいるか探している。

　声を掛かけてあげよう。

「よっ、また買わせてもらうよ」

「あっ、この間の冒険者様ですか？」

　声の質で、俺が誰だれか分かるようだ。耳がいい。

「商売は順調かい？」

「はいっ、少しだけ売れました」

　元気のある声だ。真っ白い双眸は輝かがやいて見える。

「そりゃよかった。それじゃ、薬草を買わせてもらうよ」

「はい。何束入りますか？」

　実はこの間買った薬がまだ胸ポケットに入っている。

「一つでいい。代金を渡すよ」

　アイテムボックスから銀貨を一枚取り出す。

　少女の掌てのひらの上に優やさしく銀貨を手て渡わたした。薬草と交こう換かんだ。

「こ、この大きさに少し重い、銅貨じゃないですよ？」

「いいから、釣つりもいらない。この薬草、もっと売れるといいな？」

「でも、困ります……他のお客さんの手前がありますし」

「あ、迷めい惑わくだったか？　ごめん」

「……わたしの目を見て、同情されておられるのでしたら必要ないですよ。わたしは今の暮らしがとても楽なのですから」

　そっか、完全に蟹かにの横よこ這ばいだった。

「悪かった。次からは普ふ通つうに買わせてもらうよ」

「はい、でもお優しい冒険者様なのは分かっています。また、買ってくださいね」

「あぁ、またな」

「……ご主人様？　何故なぜ、薬草一枚を銀貨で？」

　ヴィーネは困こん惑わくと疑問が混ざった様子で聞いてくる。

「気き紛まぐれだよ」

　と、ぶっきらぼうに語ってから、皆と合流し迷宮の出入り口を潜もぐる。

　建物に入り中心にある水晶の塊かたまりにタッチした。

　そして、エヴァが三層と言った瞬しゆん間かん――。

　三階層の水晶の塊へと、瞬しゆん時じに到とう達たつした。ワープの成功だ。

　一階から三階へと無事に辿たどり着ついた。しかし、正直ワープは怖こわい。

　ヘカトレイルの転てん移い陣じんの時も思ったが、蠅はえが混ざったら蠅人間とかあるかもだからな。

　原子レベルに体が崩ほう壊かいして、また再構築とかだろう？

　転移する度たびに、一度、死んでいる？

　とか、考えると怖くなる。ま、気にしても仕方がない。

　と、開き直ったところで、俺たちをここまで運んだ大本を凝ぎよう視し。クリスタルの塊。

　二階の水晶の塊より太く長方形だ。エヴァはもうその水晶の塊から手を離はなしている。

　どうやら、一発で目的地の水晶の塊を引き当てたらしい。

　転移はランダムだからな。他の三階層にある水晶の塊へと飛ばされることもあるから今回は運がいい。水晶の塊が鎮ちん座ざしている部屋の床ゆかと壁かべは灰色。

　コンクリートのような質感を持つざらざらしていそうな壁と床。

　白色の光の光源で幾き何か学がく模様が眩まぶしい。壁と天てん井じように白い光源があるのは二階と変わらない。冒険者たちがグループごとに休きゆう憩けいしている。火元を中心に囲い炉ろ裏りのように囲んでいた。

　火を跨またぐ鉄てつ網もうで焼いた茸きのこを美味しそうに食べながら談だん笑しようしていた。

　他も同じように、茸を食べている冒険者が多い。

　茸を食べるためだけに、この三階層に来ている冒険者もいるのか？

　部屋が狭せまく感じる。四よ隅すみに通路が続いている空間はあまり変わらないが。

　すべての通路の先では、化け大茸と冒険者たちが戦っている。

　いきなりの激戦区だ。大量に化け大茸が湧わいていると依頼紙に書かれてあったが……。

　実際に目で見ると圧巻だ。冒険者たちが次々と武器を振ふるって化け大茸を潰つぶし倒たおしている。素材としての利用価値のある傘かさを大きな袋ふくろの中へ入れていた。

「シュウヤ、こっち」

　エヴァは二本のトンファーを左へ伸のばしてから、左の通路に魔導車椅子を進めていく。

　俺の肩から降りた黒猫ロロはエヴァの隣に向かうと、黒くろ豹ひようの姿に変身した。

「左か」

　黒豹ロロのスタイルから戦闘が近いことを察知する。魔ま槍そう杖づえを出した。

　エヴァと黒豹ロロのすぐ後ろから進む。

　俺の後方からヴィーネとレベッカが続いた。

　隊列やら、作戦やら、何も話をしていないがまぁ大だい丈じよう夫ぶだろう。

　この横よこ幅はばが広い通路で戦っている冒険者の数は多い。

　しかし、モンスターである化け大茸の数はそれ以上だ。

『閣下、いつでもお呼びください』

『おう』

　ヘルメと念話をしてから前を進む。

「十字路まで茸狩がり」

　エヴァの言葉に誘われたかのように――。

　化け大茸が胞ほう子しを撒まきながら俺たちに近寄ってきた。

　エヴァは魔導車椅子の車輪部位から両手を離す。

　左手の袖そでから黒色のトンファーを伸ばすと、そのトンファーを振り下おろす。

　迫せまっていた化け大茸の頭部の、傘の部位をトンファーで叩たたきつけて潰し倒す。

　続いて右手ごと前方に真まっ直すぐ伸びた黒色のトンファーが化け大茸の黄色い柄えの胴どう体たいを貫つらぬく。エヴァ独自の棒術系〈刺し突とつ〉のような突とつ技ぎだ。

　黒色のトンファーの穂ほ先さきは尖っている。片かた腕うでが伸びた状態のエヴァが化け大茸を倒した直後、次々と他の化け大茸たちが襲おそい掛かってきた。エヴァを助ける――。

「左に出る――」

　と、パーティメンバーに宣言しつつ、魔槍杖バルドークの穂先を他の化け大茸と違う巨きよ大だいな化け大茸へと伸ばす。柱のような太い柄を貫く魔槍杖の穂先――。

　紅べに斧おの刃ばと紅べに矛ほこが巨大な化け大茸を切きり裂さいて倒した。握り手から柔やわらかい感かん触しよくを得る。まだ化け大茸の数は多い。

　俄にわかに魔槍杖を傾かたむけて、紅斧刃を寝ねかせた――。

　化け大茸たちと間合いを見つつ傘をちょん切るイメージで魔槍杖を振り抜ぬく。

　一度に三匹びきの化け大茸を切断――。

　俺は一歩二歩と足場を確保する槍組手の下半身を意識した風槍流歩法『風軍』を使う。

　その『風軍』の大だい腰よう筋きんを意識した歩法から〈刺突〉を繰り出した。

　右手ごと突き出た魔槍杖バルドークは最初の化け大茸を粉ふん砕さいするように貫く。

　続けて、螺ら旋せん状じように回転しながら直進した紅矛と紅斧刃刺突。

　二匹の化け大茸の胴どう体たいをぶち抜き倒した。

　だが、俺の一本の槍と化したような伸びきった右手と、その槍やり技わざを繰り出した体勢に隙すきでもあると思ったのか、斜ななめから化け大茸たちが襲しゆう来らいした。

　俺は伸びた魔槍杖を生かすように握り手を手前に引く――。

　魔槍杖の紫むらさき色いろの柄を武器とする『風ふう殺さつ棍こん』を実行――。

　握り手のグリップ位置に近い魔槍杖の柄を、鉄てつ槌ついでもぶち当てるように、化け大茸たちに激しく衝しよう突とつさせた。ハンマー代わりといった魔槍杖からゴゥンと音と震しん動どうが響くと、同時に化け大茸はぐにょりと音を立て窪くぼみ潰れた。だが、まだ左と正面に化け大茸が居る――すぐに身を捻ひねりつつ回まわし蹴げり敢かん行こう――。

　左から近づいた化け大茸に喰くらわせて吹ふき飛とばす。

　続いて正面から迫った化け大茸には魔槍杖を下から振るう――。

　紅色の弧こを宙に描えがく紅斧刃が化け大茸の胴体を両断していく。

　化け大茸たちは仲間が倒されてもお構いなく襲い掛かってくる。

　知能が高くない――シンプルに突いて、突いて、突きまくる。

　紅矛が化け大茸を貫いて倒す度に、その貫いた穴は炎ほのおを自ら縁ふち取どるように彩いろどった。

　化け大茸は燃ねん焼しようしていく。そうして、風槍流を基き軸じくに連続した槍武術を駆く使ししながら、斬きり突いて蹴けり突いてを繰り返す。

　火か炎えんを纏まとった暴風を巻き起こすように、化け大茸を屠ほふり続けていく。

「ん、凄いシュウヤ！」

　とエヴァから褒ほめられるが――。

　倒せば、倒すほど、松まつ茸たけを焼いたような香こうばしい匂いが鼻び孔こうを支配し集中力を削そぐ。

　これには参った。焼いた化け大茸に気を取られるとは……。

　倒したばかりの美味そうに焼けた化け大茸を、胃の中へと運びたくなった。

　ヤヴァイが、我慢だ。

　冒険者たちが焼き茸の料理を楽しむ理由だな。

　ま、これも修しゆ業ぎよう。風槍流の基き礎そでいく――。

　右手の魔槍杖バルドークを振り回さずに脇わきを絞しめてシンプルに化け大茸を突く。

　紅矛に貫かれ紅斧刃に巻き込まれ切られていく化け大茸は瞬時に燃焼していった。

　匂いが鼻を衝つく。が、我慢だ――魔ま竜りゆう王おうバルドークの素材から作られた魔槍杖の穂先は火属性だ。火属性に弱い化け大茸にとってクリティカルに効くだろう――。

　と、考えながら、魔槍杖を振るい突く。慎しん重ちように化け大茸を仕留めた。

　化け大茸は事前にアルコールでも体に掛かっていたようにほとんど炭化する勢いで燃焼する。黒豹のロロディーヌも、触手から突とつ出しゆつした骨の剣で化け大茸を突き刺さし仕留めてくれた。アイコンタクトで褒めておく――褒めた相棒は「ンン」と喉のど声ごえで返事を寄よ越こす。

　その可愛い声を発した黒豹ロロは身の回りの化け大茸を倒しきると、膂りよ力りよくのある四し肢しの動きでエヴァの下に移動していった。エヴァのことを気に入ったようだ。

　レベッカは強力な火球魔法を化け大茸たちへと衝突させる。

　火球を喰らった化け大茸は炎に包まれて倒れた。

　瞬またたく間まに火球魔法の余波で他の化け大茸にも炎が伝でん搬ぱん。

　化け大茸たちを火だるまにしていく。

　さすがだ。火属性が得意な魔ま法ほう使つかいなだけはある！

　近くで控ひかえていたヴィーネも前ぜん傾けい姿勢で化け大茸の群れへと突とつ進しん――。

　下げた両手を腰こし元もとでクロスさせながら銀剣の柄を手で握ったヴィーネ。

　その直後――二振りの剣を引ひき抜く抜ばつ刀とう術を披ひ露ろう。

　軌き跡せきが重なりあった銀閃が化け大茸を通り抜けた瞬間――。

　化け大茸の胴体に×字が生まれると、四つの肉につ塊かいが誕生した。

　ヴィーネは大おお鷹たかが両りよう翼よくを広げたようなポーズから次の標的に向けて跳ちよう躍やく。

　跳とびながら銀剣を振るう――。

　しなるような軌き道どうにも見える剣筋が見えた直後、化け大茸が両断されていた。

　ヴィーネは十じゆう字じ架かのマークを胸むな元もとで作るように銀剣をクロスさせながら着地する。

　続いて、その十字架を崩くずす。左手が握る銀剣を左に振るい右手の銀剣を右斜めに振るい上げて、迫った二体の化け大茸を両断。
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　その剣けん技わざの動きの妙みようはさながらオーケストラを指揮する指揮者に見えた。

　続いて、舞まうようなステップワークと連動した剣技を繰り出すヴィーネ。

　大気ごと切断するような綺き麗れいな剣閃が幾いくつも宙に生まれ出ていく。

　ぼよよんっと音を鳴らしながら脳天気にヴィーネを襲う化け大茸たちは自らの身をもってヴィーネの妙なる剣技を体感していく。

　彼女は戦闘に自信ありそうだったが納なつ得とくだ。

　両りよう刃ばの反そった銀製の長ちよう剣けんを扱あつかう技術が凄すさまじい。

　アキレス師し匠しようの剣けん術じゆつやオゼの短たん剣けんさばきを見ているが、剣術も槍そう術じゆつと同じく奥おくが深いと思わせるほど、彼女の腕は確かだった。今も、一剣の妙みよう技ぎで化け大茸を両断せしめる。

　続けて反対の腕をムチのようにしならせながら、下から弧を描く軌道で振るった銀の長剣で逆ぎやく袈け裟さ斬ぎりを敢行するヴィーネ。

　凄くカッコイイ……その綺麗な剣筋は記き憶おくに残る。

　一いつ瞬しゆん、ユイの刀技と被かぶった。二剣だけでなく一剣を扱う動きもスムーズだ。

　袈裟斬りから切り返しをするポーズも、銀色の長ちよう髪はつが揺れて美しい。

　ヴィーネの戦いぶりに感心しながら化け大茸を倒し終えると、その死し骸がいの太い柄と形を変えた傘が通路内に多数、横よこ倒だおれて山のように重なっていた。

「ロロ、見回りよろしく。皆は、魔石と素材回収――」

　適当に指示を出す。

「にゃ」

「うん」

「ん」

「はい」

　皆、それぞれ回収作業を行う。俺も目の前に転がる大茸を回収した。

　化け大茸から取れたのは小魔石だった。弱いし当然か。

　だが、化け大茸の身体は美味しい茸。

　食べられるし、これはこれでよし。

　その間黒豹ロロは一いつ生しよう懸けん命めいにきょろきょろと頭部を回して警けい戒かいしてくれていた。

　そして、壁からにょきっと生えたように湧いて出た化け大茸を見つけると、すぐさま壁に衝突する勢いで飛びついた。相棒は傘の部分に歯を立て噛かみ付くと、身を捻り、反らしつつ壁を後あと脚あしで蹴る。見事な三角跳びを実行――。

　華か麗れいに着地した先で、頭部を傾けた黒豹ロロは奥おく歯ばを使いながら化け大茸をむしゃむしゃと咀そ嚼しやくしていく。いい食べっぷりだ。

　今さっきも食べていたようだし、腹が減っていたのかな。

　そういえば、ちゃんとした朝飯をあげていなかった。

　ひょっとしたら、キャネラス邸ていの庭で何かを食っていた可能性もあるが。ごめんな。

　と心の中で謝あやまりながら倒した化け大茸を数えていく。

「……燃やし尽つくしたのは省いて、残っているのは全部で二十五匹か。このままなら、化け大茸の素材はすぐに集まりそうだ」

「ん」

「そうね。すぐに湧くようだし、ほら、壁からもう頭が出てきてる」

「本当だ」

「ご主人様、化け大茸は天井からも湧くようです」

　と、ヴィーネの指し摘てき通り落ちてきた化け大茸に向けて、〈鎖〉を射出した。

　化け大茸を宙空で貫いた〈鎖〉を化け大茸の身体に絡からませていく。

　絡ませた〈鎖〉ごと化け大茸を手元に運ぶため、左手首の中に〈鎖〉を収しゆう斂れんさせた。

　左手に蛇へびのようにじゃらついた〈鎖〉を消去させつつ……。

　戻ってきた化け大茸を左の掌で掴つかむ。柔らかい傘の茸だな。

「これで、二十六個目。湧く速度が早いのか」

　指の腹で化け茸の傘の感触を得ていると、

「鎖……未知の秘術系？　凄い……」

　そう呟つぶやくヴィーネ。動どう揺ようしているように見えた。

「シュウヤ、そんな凄い武器を持っていたのね……」

「ん、わたしも初見。シュッて、伸びてじゅばって、凄い」

　俺はエヴァに手首のマークから〈鎖〉の先せん端たんをチョロッと出して、

「そうか？　これ、エヴァ助けた時に使ったぞ」

　と、語る。エヴァは頭を左右にぶんぶんと振る。

「？　気付かなかった」

「あ、そういえば、あの時は気を失っていたか、済まん」

「――んん、いい」

　エヴァは頭を軽く振ると優しく微笑ほほえむ。レベッカも、

「わたしと組んでいた時も、その鎖は使用してなかったわね？」

『怪あやしい』と言葉にこそ出さないが、顔にいぶかしげな色が表れる。

　レベッカのそんな表情かおを見ていると、また壁からニョキッと生まれようとしている化け大茸を視し認にん。

「前衛が基本だが、俺には魔法もあるからな――」

　と、告げながら両手で握る魔槍杖に魔ま力りよくを送りつつ、斜め上の化け茸が生えた壁のほうに石いし突づき側の竜魔石を向けた。俺の魔力が伝搬した竜魔石は光を帯びている。

「茸だ。湧いてる――」

　そう皆に告げた瞬間、後こう端たんの竜魔石から氷の広刃が生まれ出た。

　隠し剣氷の爪の発動だ。その氷の広刃の切っ先が伸びに伸びて壁に突き刺さる。

　誕生したばかりの化け大茸は壁に貼はりつき凍こおり付いた。

「……」

　この瞬しゆん間かん的てきな光景に皆が驚おどろく。

　魔槍杖の後端から如によ意い棒ぼうのように伸びる隠し剣氷の爪。

　ただでさえ魔槍杖は普通のハルバードではないのだから当然か。

　ま、これからも使う場面は多々あるだろうし、いちいち気にしても仕方ない。

　魔槍杖を微かにずらすが氷の広刃は折れずに伸びた状態で、さっと消えた。

　氷が瞬しゆん時じに溶とけて生まれたような涼すずしい風が辺りを包む。

「あ、あのぅ、その斧おの槍やりから氷が伸びた？」

　レベッカが恐きよう縮しゆくするように質問してきた。

「そうだな」

「ん、今度のは絶対、初見！」

「ご主人様、凄いハルバードをお持ちなのですね……」

　ヴィーネの言葉の後、通路の先頭で周囲を見張っていた黒豹ロロが長い尻尾で床を叩きながら、「ンンン？　にゃお、にゃ」と、鳴いていた。

　そんなことより『先に進むにゃ』といったニュアンスだ。

「ほら、ロロも催促しているし、先へ行こう」

「はい」

「その凄い武器に納得はしていないけど、黒豹でもロロちゃんはカワイイし――」

　そう喋しやべったレベッカは頭を斜めに僅わずかに振って、

「先に行きましょうか、ね」

　と、笑え顔がおを浮かべてエヴァに語り掛けていた。

「ん、ロロちゃんのお尻ちゃん可愛い！」

　エヴァがヘルメと同じようなことを……。

　すぐに『ふふ』と笑うヘルメが念話を寄越してきた。

　レベッカとエヴァは互たがいに顔を見合わせて微笑みながら頷うなずき合う。

　小声で話をしてから俺おれをチラッと見てきた。

　二人はコソコソと話しながらついてくる。何を話しているのか気になるが……。

　と言うか、彼かの女じよたちさっきまで初対面だったんだが、もう意気投合している。

　ま、同じ境きよう遇ぐうだったからな。彼女たちは気が合うんだろう。

　俺はヴィーネと一緒に歩く。

　そのヴィーネの顔を窺うかがうと、買った直後は冷たい表情を浮かべていたが……。

　今は違う。どこか熱を帯びた視線。俺が戦うところを見たから？

　と、銀のフェイスガード越ごしに彼女の銀色の瞳ひとみを見つめる。

「ご主人様？」

　そう聞いてくるヴィーネ。

　前は氷の微び笑しようだったが、今は生き生きとした微笑だ。

「いや、ヴィーネは何か、元気になったのかなと」

「はい。ご主人様が〝モノスゴイ雄おす〟で、真に強き男だと分かりましたので嬉うれしいのです」

　はは、モノスゴイ雄。もう少し語ご呂ろを考えて欲ほしいもんだ。

　と、ツッコミを入れたいけど、我慢しとこ。

「……先頭ではロロが戦い出しているから、俺たちも行くぞ」

「はいっ」

　横幅が広い通路を進む。

　内ない壁へきの光源模様から眩しいぐらいに白銀色の光が射さしてくるから視界は良好だ。

　他の冒ぼう険けん者しやたちとすれ違いながらも最初の大部屋に辿り着いた。

　大部屋では戦士が三人と魔法使いと盗とう賊ぞくに僧そう侶りよの冒険者六人のパーティが、大きいムカデ＆化け大茸と戦っていた。化け大茸は言わずもがな……。

　もう一つのモンスターは初めて見る。

「ん、黒種百足ブラツクムカデ……中々強い、嫌きらい」

　エヴァが説明していた。俺の〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉はそうモンスターを訳したが、気にしない。

　そのパーティの戦いを邪じや魔ましないように隅すみを歩きながら大部屋を通り過ぎた。

　俺たちは右の通路を選せん択たく。一時間近くかな……灰色の固い床の通路を進む。

　その間に湧き続けた化け大茸はすべて倒した。

　化け大茸ばかりで通路に罠わなはない。どうやら三階層には罠が少ないらしい。

　罠のない灰色の通路を進み続ける俺たちイノセントアームズ。

　化け大茸を二百匹以上は倒し終えた頃ころ……。

　十字路が見えた手前の通路で、エヴァの魔ま導どう車くるま椅い子すが動きを止めた。

　その魔導車椅子をくるっと回すエヴァ。

　振り返る。前まえ髪がみが揺れている。紫色の双眸は綺麗だ。

「――この十字路の先から森に変わる」

「森？　場所が変わると化け大茸は湧かないのかな」

「ん」

　エヴァは俺の質問にいつもの短い声を発して頷く。

「それじゃここから、ゴブリンやオークに樹じゆ魔まとか甲殻回虫ロールキルギンが相手かしら？」

　レベッカだ。この間、手に入れた杖つえを振りながらエヴァに聞いている。

　器用に指先で杖を回していく。白魚のような細い指たちだから、魅み了りようされた。

　エヴァも、目をパチパチと動かしてレベッカの杖の動きを見てから、微笑むと、

「そう。他にも、強いモンスターが居る場合がある……」

　途と中ちゆうで、笑えみを消しつつ目を瞑つぶり、両手でふくよかな胸を触さわりながら発言した。

「え、〝バルバロイの使者〟とか？」

　レベッカの問いに、エヴァは目が見開く。

「ん、会いたくないけど、ここは三階層。その可能性はある」

　女子な二人は警戒を強めるように顔を引き締しめる。

　頷き合ってから俺を見た。バルバロイの使者か。前にギルドのボードで見た。

「なぁ、そのバルバロイとは、現れると不気味な音が鳴るという？」

「そう。ユニークモンスター」

　エヴァはいつものように頷き、肯こう定てい。レベッカも俺を見ながら、

「でもさ？　宝とか部屋に湧く守護者級のモンスターとか、十じゆつ天てん邪じや像の近辺に湧く強力なモンスターが相手でも、シュウヤなら何とかしちゃうかも？」

　と、語っていた。レベッカは俺の魔ま法ほうから槍やりの実力を間近で見ているからな。

「どうだろう。戦ってみないと分からない」

　レベッカはプラチナブロンドの髪かみを揺らしつつ、両手を腰こしに当て、胸を張り、

「――わたしはシュウヤの実力と心意気を強く信しん頼らいしているからね」

　なぜか強気の表情を浮うかべているレベッカさんだが……。

　信頼という言葉をくれた。凄すごく嬉しい……少し照れたが、

「おう」

　と、返事をした。

「ん、シュウヤ強い！　銀ヴォルクをあっさりと倒した」

「へぇ、初心者キラーの個人で倒すには相当な実力が必要なモンスターを倒したんだ」

「そう、わたし、救われた」

「そっかぁ」

　レベッカはそのまま俺の姿をじっと見つめてくる。

　今、瞳が蒼あおく輝いた。いや、蒼色の炎が灯ともったような……気のせいかな。

　レベッカの虹こう彩さいと瞳は元々が美しい蒼色を基調としている。

　プラチナブロンドに似合う光源の明かりを蒼色の瞳に受けた結果だろう。

「ふふ、シュウヤなら黒種百足ブラツクムカデも瞬殺かな」

　頬を赤く染めたレベッカ。

　一心に俺を見つめ続けてくるレベッカの瞳。

　その微び妙みように褒め殺ごろしっぽい言葉と態度から、話をそらすように視線を外した。

　とにかく、バルバロイと守護者級と十天邪像の付近に湧くモンスターは強そうだ。

「スライムはもっと奥なのか？」

　と、指摘する。三階層について知っているエヴァへと話を振った。

「ここからもうちょっと先。森の先にある広い湿しめったとこに湧く。ジグアの木金魚もその辺り、レアモンスター部屋を通ったすぐ先」

　エヴァは頷き、右手に持つトンファーを十字路の右へ指す。

「レアモンスター部屋？」

　お宝大好きレベッカは、身を乗り出すようにエヴァを見る。

「んっ」

　エヴァはレベッカの反応のよさに、少しビクっとしていた。

「その部屋に何が湧くの？」

「黒飴水蛇シユガースネーク、Ａランク」

「あの、黒い大だい蛇じやと呼ばれている奴やつかぁ」

「どんなモンスターなんだ？」

「ダメージを与あたえる度に〝黒い甘かん露ろ水すい〟を傷口から放出するの」

「黒い甘露水……」

「そう、その甘露水を飲めば少し魔力が回復するの。しかも喉がスカッと爽さわやか～……でもね、甘あまくて、とても美味しくて、高級な魔法の水」

　黒い甘露水を飲めば喉がスカッとする？　まさかコーラではないだろうな？

　だとしたら飲んでみたい。というか、猛もう烈れつに飲みたいぞ。

「王国美食会がいつも討とう伐ばつ依い頼らいを出しているモンスターよ。噂うわさでは王おう侯こう貴族たちが常に欲しているとか。美食アカデミーでは必ひつ需じゆ品ひんらしいわ。紅茶にも実は合うのよねぇ」

「レベッカ、詳くわしい」

　エヴァが言うようにレベッカは詳しい。

「ねぇ、そのレアモンスター挑ちよう戦せんしない？」

「ん、シュウヤ次し第だい」

　彼女らは美人さん特有のプレッシャーで、俺を見つめてくる。

「構わない。でもさ、そんな美味しいものが出る場所だ。どうせ混こんでいるんだろ？」

「……混んでいる。手て練だれなパーティが数組。その部屋の出入り口がある通路を進む時、必ず誰かしらは居た」

　やはり。

「うぅ、それを聞くとゲンナリね。でも黒い甘露水は飲んでみたい」

「確かに飲みたいかも」

「うん。それにお宝よ！　宝箱が出るかもでしょ？　ここ三階層だから鉄箱を超こえて、銀箱とか金箱が出現するかもしれない。挑戦してみたいなぁ」

　レベッカは倒せる前提で話している。お宝も気になるようだ。

　前回も腕うで輪わを手に入れて嬉しそうだったし。

「レベッカさんよ。何か、最初から倒せる予定で話しているが黒飴水蛇シユガースネークとはＡランクモンスターだよな？　強いんだろ？」

「うん。巨大だと聞いたことあるし強いのは強いと思う。でも、シュウヤとロロちゃんもいるし。エヴァとヴィーネも一緒じゃない。わたしもがんばるし？」

　まったく調子がよい。が、俺もコーラは気になる。

　宝箱も気になるが黒い甘露水は飲みたい……だから一回だけ挑戦してみるか。

「混雑具合によるが、一回、挑戦してみるか？」

　と、笑みを浮かべているだろう、俺だ。

「はいっ」

　ヴィーネは気合いを入れるように素す早ばやく返事をする。

「ん、了りよう解かい」

　エヴァは頷き、紫むらさきの瞳で俺の双そう眸ぼうを見つめては微笑んでいた。

　真新しいミディアムヘアが似合う美人さんだ。

「もっちろーん」

　レベッカは喜びの声をあげて、その場で少しジャンプ。

　スカートが捲めくれて、縞しま々しまの革かわパンツらしきものが見えた。

「にゃおぉん」

　黒猫ロロもそんなレベッカに釣られた。

　脚あしを斜めに上げて、マヌケな可愛かわいらしい跳躍を繰くり返し喜んでいる。

　こっちはこっちで、プリティな菊きく門もんを見せていた。

「……はは、んじゃ行くか」

　黒い甘露水はコーラか、蜂はち蜜みつ水か、砂糖水か、未知の水か、魅み惑わくの黄金水か……。

　はたまた、鳳ほう凰おう院いんが飲んでいた選ばれし者の知的飲料ドクターペッパー、秋あき葉ばで売っているホットコーラ、或あるいはオデン缶かんみたいな物かもしれない。

　それとも……と、そんな妄もう想そうを繰り広げながら皆みなと共に通路を進んでいった。







第百八章「樹魔と甲こう殻かく回かい虫ちゅう退治」







　確かにエヴァが話していた通りだ。

　コンクリートの迷宮から森の迷宮へと、環かん境きようが急激に様変わり。

　冒険者たちは周囲にいない。観察しながら進む。

　樹木が覆おおう迷宮の横幅は、拡ひろがったところもあれば狭せばまったところもある。

　壁は、タペストリー風の樹木が幾いく重えにも重なって成されていた。

　光源はそんな樹木群の隙すき間まから溢あふれているから意外に、ここは明るい。

　しかし、先に進むと……少し薄うす暗ぐらくなってきた。

　その原因となっている天井のデザインがまた強きよう烈れつだった。

　天井から繋つながる壁にかけて、大きな虎とらの姿を象かたどった彫ちよう像ぞうがある。

　神社仏閣にあるような代しろ物ものだ。

　鬼おに兜かぶと紋もんから駒こま額ひたいのような破は風ふ造りの飾かざりもある。大きな虎の像は威い圧あつ感があった。

　サーベルタイガーのような牙きばもあるし、口も大きい。

　その大きい口から、煙けむりのような青白い霧きりを垂れ流し、天井に青白い雲海を作り上げていく。森の迷めい宮きゆうだが空は曇くもり空ぞらという……。

　さっきも見たが、それでいて、内壁は樹木が重なった造り。

　樹木が重なった隙間から漏もれる光源も、天井を隙間なく覆う青白い雲海のせいで、更さらに、淡あわい色合いへと変化を遂とげて、光が届かない場所では薄暗くなっていた。

　そんな薄暗い森の迷宮だが、自然は豊かだ。

　様々な虫たちと、その虫を元気に追う小鳥たちの姿が眼前を行いき交かう。

　横幅が広がったところで、

「地上の光景のようね」

「そうだな」

　レベッカの言葉に同意。次第に地面を踏ふむ感触も固くなった。

　樹木製の凝こったラグのような地面も増えた。雑草も生えて、邪魔な木の根の群れが地中を這はう蛇のようにうねる。それら森の植物たちが、俺たちに絡みつくように歩行を拒こばんできた。

　斜めに湾わん曲きよくしながら伸びた樹木群は、机の形から人の形を象る。

　不思議なオブジェを形成している。

　そして、エヴァの乗る魔導車椅子がガタガタと揺ゆれることが増えてきた。

　フォローしようと思ったが――

「ん、必要ない」

　と、不ふ機き嫌げん気味にエヴァから注意を受けた。

　すると、そのエヴァの進む方向が明るくなった。

　街灯？　と勘かん違ちがいするぐらいの明るさだ。

　エヴァは細い両手で両輪の横にあるハンドリムを操作して進む。

　魔導車椅子の揺れも少なくなってきたようだ。

　先の方の地面は比ひ較かく的てき安定しているようで――足早に向かう。

　明るさの源が現れる。それは、垂れた枝先にある歪いびつな広卵形の光源だ。

　その花は人の胃い袋ぶくろを形成するように、膨ふくれ、窄すぼむ。

　提灯ちようちんの形にも見えてきた。その輝かがやきを帯びつつ伸しん縮しゆくをくり返す花の下には、銀色のカンパニュラ風の形をした可愛らしい花が咲さいている。

　その銀花は、『わたしも照らされたいわ』とでも語りかけるように、銀色の花弁を光源の広卵形の花へと向けている。

「不思議な地形と花。森のようね」

「ん」

「そうだな」

　俺はそう肯定。ヴィーネは黙だまっている。色々と経験済みか。

　そんなヴィーネの足あし下もとに巨大ツクシも生えていた。

　一方、先をゆくレベッカやエヴァの地面には、雛ひな菊ぎく、別名デージーと似た白い花が咲いていた。やがて樹の地面を覆うほどの白い花が咲き誇ほこった場所に出た。

　――圧巻の花畑だ。俺たちイノセントアームズを出で迎むかえてくれるようだ。

　黒猫ロロも嬉しそうに花の匂においを嗅かぐ。鼻先を花に突っ込んでいる。

　すると、花粉らしき粉が小鼻に大量に付着してしまった。くしゃみを連発しだす。

「あはは、ロロ、こっちに来い、落としてやるから」

　俺に抱だきつくように戻もどってくる黒猫ロロ。

「にゃっ、クシュッ――」

　うへ、くしゃみがもろに掛かかる。まったく……だが、可愛いから許ゆるす。生活魔法の水を出して、鼻の汚よごれを濡ぬらした指と皮布で落としてやった。

「ロロちゃん甘えちゃって、可愛いな」

「ん、ロロちゃん、ゴロゴロ音を鳴らしている」

　そう語りつつエヴァとレベッカの二人は母性が刺し激げきされたような表情を浮かべて黒猫ロロの前脚の裏にある肉球さんを揉もみ揉みと指と指で優やさしくマッサージ。

　そのまま二人はペットマッサージ師のように黒猫ロロの体を伸のばす。

　両前足をバンザイさせて、後脚を伸ばした。

　黒猫ロロさん。お腹なかがおっ広げ状態となった。

　その姿を表するならば、ぐでーんではなく、びよーん、って感じだろうか。

　背筋ごと後脚も伸びに伸びた黒猫ロロさんだ。

　黒猫ロロも満まん更ざらではないのか目を細め……『もっとモミモミしろにゃ』的な表情を浮かべ出す。ヴィーネは羨うらやましそうにその様子を眺ながめていた。

　迷宮にいる空気感ではないな。なんとも言えない。

「さ、鼻は拭ふきおわったし、離はなれてくれ」

　黒猫ロロも皆の手から離れた。

「あぁ、離してしまった」

　離れた黒猫ロロは少し先を歩いて、身体を犬のように左右に振ふる。

「ん、ロロちゃん、マッサージはシュウヤにしてもらっていると思っていたのかな」

　エヴァが微笑みながら語る。ふっと笑ったレベッカが、

「だから、離れず喜んでいたのね」

　黒猫ロロを見る目が優しい。もっと触りたいんだろうな。

　そんな調子で迷宮を進み出す。先頭のエヴァが、

「正確にはモンスターではないけど、あの〝おっきい唇くちびる〟、気を付けて」

　と、エヴァが可愛く指摘する。

　指摘した右側を凝ぎよう視し。巨大なツクシのような植物が螺旋状に伸びていた。

　前部は粒つぶ々つぶとした飾り鋲びようのような光源が複数ある。

　中部はエヴァが指摘した〝おっきい唇〟。あれが胴体なんだろうか。

　後部は丸い光の玉が葡ぶ萄どうの実のように連結している。

　中部の唇は……確かに、人の唇のような形の茎くき胴どう体たい。

　すると、その唇が食い物を欲ほつするようにパックリと左右に開く。

　しかも、開いた唇は上下に動いて虫を喰う。

　提灯アンコウ風に虫を誘さそい喰う光源もあるのか。

　ゴルディーバの里でも、似たようなモノなら見たことある。

　レファを救った時に倒たおした食虫生物モンスターだ。

　近くにいけば俺たちに唇を向けてきそうだが……。

　モンスターだとは思うが、胴どう体たいはあまり動かない。

　不思議な形の蝶ちようもひらりひらりと飛んでいる。

　変な形の飛蝗ばつたもいるし、カナブンみたいな虫が左から右へと飛ひ翔しようしていく。

「にゃお」

　ぶぅんぶぅんと音を立てたカナブンを追いかける黒猫ロロ。

「ロロ！　さっきみたいなことになるからあまり奥へ行くなよー」

　と、注意をしたが、遊びたい気持ちも分かる。

　すると、真しん珠じゆ貝がいと似た物体がチラッと見えた。樹木の陰かげで蠢うごめいている。

　森林地帯の迷宮だが、真珠貝とは……怪しげな森の通路は続く。

　すると、前方から複数の魔ま素そ反応。偵てい察さつに向かうとしよう。

「少し先を見てくる」

「ん」

「了解」

　黒猫ロロと合流してから、一いつ緒しよに反応があった場所へと走って向かう。

　お？　誰だれかが戦っている音が聞こえてきた。

　幅はば広ひろな森の通路は同じ。だが、樹木が少ないな……と平野のような場所に出た。

　そこの平へい坦たんな場所で冒険者パーティと戦うモンスターの姿があった。

　それは不気味な樹のモンスターと甲こう羅らを背中に持つ団子虫。

　あの樹木モンスターが樹魔トロント。

　甲羅を持つモンスターが甲殻回虫ロールキルギンだろう。

　ロールって感じがしない。甲殻の回虫って感じだから、甲こう殻かく回かい虫ちゆうと呼ぶことにするか。

「ロロ、見学だからな」

「にゃ」

　黒猫ロロは俺の肩かたに戻ってきた。

　森の広場で戦う冒険者たちの様子を一緒に見ていく。

「おら、働けよっ、犬耳とエルフ！　あの木の化けもんとロールキルギンに当たってこい！」

「「はいぃ」」

　指示を受けた貧相でみすぼらしい格好の獣じゆう人じんと、まだ幼そうなエルフの二人はモンスターたちへと正面から立ち向かっていく。

　なんだありゃ、あんな装備で戦わせるのか？

　戦う前から憔しよう悴すいしきった表情を浮かべていた獣人のほうは、樹魔トロントが繰り出した枝に足を絡めとられて転てん倒とう。回転した甲殻回虫に、背中ごと全身をひかれていく。

　幼いエルフは長剣で樹魔から生えている枝を斬きって生き延びようと奮ふん闘とうした。

　しかし、回転した甲殻回虫に横っ腹を抉えぐられて倒れてしまう。

　その倒れたエルフ目め掛がけて群がる甲殻回虫の集団の様子は惨むごい。

　幼いエルフの頭部は獣人と同じように轢ひき潰つぶされてしまった。

　バイクの車輪のような機動で激しく回転する甲殻回虫か……。

　硬かたい甲殻と擦すれた面から煙が昇のぼっていく。甲殻の内部に自立モーターでもあるのかというぐらい凄まじい回転を起こして移動をくり返している。

　アレに轢き逃にげはされたくない。そして、バンデッドアーマーを装備した冒険者は、

「ちっ、安もんは使えねぇなァ」

　と、ハンマーを振るい甲殻回虫と樹魔を破は壊かいして倒す。

　続いて、金属鎧よろいを装備した冒険者が鼻で笑いながら、

「お前また、奴ど隷れいを使い潰しているのかよ――」

　振るったポールウェポンで甲殻回虫たちを薙なぎ払はらい突つき刺さし引きずるように倒す。

　樹魔に対しては、突き刺した根元ごと、へし折るようにポールウェポンを振るって、刺さっていた樹魔を吹ふき飛とばしていた。

　その吹き飛んだ樹魔を見ていたバンデッドアーマーを装備した冒険者は、

「売りもんにもなんねぇし、いいんだよ。他にも大勢いるからな」

　そう発言しながら、仲間の魔ま法ほう使つかいに目配せをした。

　指示を受けた仲間は、魔法の詠えい唱しようを開始。めらめらとした火の塊かたまりを目の前に出現させる。

「火球を喰くらえや！」

　魔法使いが叫さけぶ。さきほど、長なが柄えを扱う戦士が吹き飛ばした樹魔へと、火球を放った――。

　火球を喰らった樹魔は燃え上がる。

　断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて動かなくなった。弓持ちの軽戦士たちも矢を射出。

　経験が豊富そうな冒険者たちだが……奴隷をあんな風に使い潰すとは……。

　閉口しながらも、戦う様子を眺めていた。

　そういえば城じよう塞さい都市ヘカトレイルで初めて見た奴隷たちも雇やとい主ぬしからゴミのように扱あつかわれていたな……エヴァたちが来るのを待つか。

「ん、どうしたの？」

　レベッカは俺の顔色を見て質問してきた。

「奴隷はあんな感じに扱われることが当たり前なのかな？　とね」

　くいっと、顎あごを動かし、奴隷たちを扱う冒者者たちを指す。

　死んでいる奴隷たちにも指を向けた。奴隷をゴミのように使い捨てた冒険者パーティはすでに樹魔と甲殻回虫のすべてを倒しきり回収作業に移っていた。

　彼かれらのパーティにも奴隷たちが居る。命令を受けた奴隷が回収作業を急ぐ。

「ん、安い奴隷なら当たり前」

　エヴァは至し極ごく当然といった顔だ。

　平然と回収作業を続けている奴隷たちの様子を眺めている。

　ヴィーネとレベッカもエヴァの話に頷くと、

「シュウヤ、奴隷たちでも生き残るチャンスがあるだけマシなのよ？」

「……そうなのか」

　レベッカの言葉を聞いて改めて思う。

　当たり前だが、この世界に基本的人権の尊重はない。弱肉強食がまかり通る場だと。

　まぁ俺の知る地球も同じような側面はあった。

　金を持つ雇い主が、労働者を、とくにシニア層たちを奴隷のように扱っている。しかし、この異世界ならば、力さえあればシニア層だろうと、どんな種族だろうと、上位者になれるのだから多少はマシなのか？　買ったばかりの奴隷であるヴィーネへと視線を移した。

　その綺き麗れいな顔を見つめる。

「はい、奴隷を置いて前に出て戦うご主人様は〝稀まれ〟でございます」

　畏かしこまった言い方だ。彼女は機知に富む思考を持つ。

　綺麗な顔ではなく、心を問う視線の意味を彼女なりに分ぶん析せきして悟さとったようだ。

　ありきたりだが、フォローしておこうか。

「……お前を使い潰したりしないからな？」

「はっ、ありがたき幸せ」

　俺を一いち瞥べつしたヴィーネは視線を下げてから、またすぐにチラッと俺を見上げた。

　再び、頭を下げている。しかし、言葉は戦国武将的だ。

「奴隷を大事にする博愛主義もいいけど、先に行かない？」

　レベッカは魔宝石が先端に付いた杖でぽんぽんっと掌てのひらを叩たたきながら先を見み据すえる。

「おう。で、どちらに進む？」

　この広場から左右に道がある。

「ん、右」

　エヴァは魔導車椅子を動かし、右の通路へ向かう。

「また右ね」

「了解」

　俺たちも続く。右の通路からは早さつ速そく、動く魔素の反応があった。

　前方のモンスターたちの名は見た目通りの樹魔トロント。

　通つう称しよう、樹魔に決定。全部で五匹ひき。いやこの場合は匹ではなく体か？

　まぁ、どちらでもいいが五体以上いる。

【魔ま境きようの大森林】で出会い交こう渉しようをした魔族を喰らう樹木モンスターのことを思い出す。

　名はトレント族だったかな。この樹魔トロントとは、名前が似ているだけで、大きさも魔素の質も違ちがう。その樹魔たちは、俺たちを通路で出迎えるように襲おそい掛かってきた。

　長細い槍にも見える枝の触しよく手しゆを伸ばしてくる。

　魔ま槍そう杖づえを振るって迫せまった触手を破壊――だが、連続で、枝触手を伸ばしてきた。

　黒豹ロロも体勢を低くして地面を這うように前進。

　応戦しながら先頭に立つ仕草は華か麗れい。黒女王と形容したくなった。

　樹魔が繰り出してきた枝触手を、胸むな元もとから出した六本の触手で、撃うち落おとしてくれた。

「ん、わたしもがんばる」

　紫むらさき色いろの魔力を全身から発したエヴァだ。

　黒猫ロロの後ろから魔導車椅子の両輪のホイールに魔力を集中させる。

　ホイールから、ディスクトレイのような細い穴が出現した。

　そのトレイのような場所から、ニュルリと、細い扇おうぎ状じようの刃は物ものを何枚も出していく。

　それらは扇状から円えん盤ばん状じように変化を遂げながら、俺たちに向かってくる枝触手の群れと衝しよう突とつ――次々と魔の枝触手を裂さいていく。

　結局、前方から迫った枝触手のすべてを裂きバラバラに砕くだいてくれた。エヴァは凄い。

　超ちよう能のう力りよく者しやが扱うような紫むらさき魔ま力りよくで金属たちを包んで操作できるんだから。

　鋭するどい刃はで円盤状になったり、先が杭くいのように細まったりと、変化が可能のようだ。

　そのエヴァが、紫魔力で包んだ金属武器を遠えん隔かくからコントロールする絶ぜつ妙みような感覚攻こう撃げきを見ていると、ニュータイプという言葉が脳のう裏りに浮かんでくる。

「やるねぇ――ファンネルみたいだ」

　思わず、そう呟つぶやきながら左前に出る――樹魔の胴体へと、魔槍杖の穂ほ先さきを伸ばした。

　紅べに矛ほこと紅べに斧おの刃ばが、樹魔の幹を捉とらえた――木き屑くずを生み出しながら貫つらぬく。

　すぐに、その突き出した魔槍杖を右手から消去。

　間合いを取る必要もなく、迅じん速そくに、魔槍杖を再召しよう喚かん――。

　その魔槍杖を握にぎる右手ごと一本の槍のように突き出す〈刺突〉を樹魔の幹に繰り出した。

　樹魔に風穴を開けた。続けて、タイミングを変えた突きの攻撃を行う。

　紅矛が、樹魔の幹を何度も貫く。炎ほのおが縁ふち取どる穴を幾いくつも誕生させた。

「ギョェェェ」

　樹魔は短い断末魔の叫び声をあげて倒れていく。まずは一体と。

「ご主人様――その〝ふぁんねる〟とは？」

　すぐに、ヴィーネが跳ちよう躍やくしながら二剣けんで他の樹魔を攻撃――。

　左右の手を振り下げて、流れるような斬撃を樹魔に喰らわせながら、そんなことを聞いてくる。ファンネルか。そういえば素すな反応を口にしていた。

　ニュータイプ用の兵器とか話をしても解わからないだろうし。

　続けて、左に一歩、ステップを踏むように魔槍杖を振るう――。

　樹魔の幹を紅斧刃で粉ふん砕さい。

「いや――何でもないっ――気にしないでくれ」

　そう言葉を発しながら右足を出したところで、黄土色の樹魔の枝触手が眼前に迫る。

　俺は頭部を横に傾かたむけ、枝触手の先せん端たんを紙かみ一ひと重えで避さけつつ前ぜん傾けい姿勢を取った。

　頭上を直進する枝触手――が、髪を削けずるのを感じ見ながら、樹魔の懐ふところに飛び込む――。

　と、同時に〈刺突〉を繰り出した。突き出た魔槍杖は炎を宿す勢いだ――。

　勢いが乗った魔槍杖バルドークの威い力りよくは並ではない。

　ましてやスキルである〈刺突〉は強力だ。紅矛と紅斧刃が太い幹を貫く。

　炎が縁取る風穴を、またもや、樹魔の幹に作り出した。

「ん、シュウヤ、ふぁんなんたら、とは違う。わたしのスキルで動かした物」

　後ろからエヴァが否定する声が聞こえた。〝スキル〟か。

「ちょっと、あなたたち！　戦いながら話すなんて、魔法が撃てない！」

　レベッカの注意がくる。確かに俺と黒猫ロロとヴィーネは前に出っぱなしだった。

　これでは、巻まき添ぞえしかねないレベッカは魔法が唱えられない。

「すまん、今終わらすから。ロロ、ヴィーネ、残りの樹魔を倒すぞ」

「にゃ」

「はっ」

　樹魔は木のモンスター。当然の如くこいつらも化け大おお茸きのこと同様に火に弱い。

　しかし、その化け大茸よりかは、幾いく分ぶんか耐たい久きゆう力りよくがある。

　そのせいか、魔槍杖で突いて叩いて引っ掛け倒して潰していくと、紅矛で突いた穴と紅斧刃で斬った断面部位が着火して、自然と樹魔が燃え出していくことが増えていく。

　こりゃ、こいつの素材回収はなかなか無理そう。そんな感想を持ちつつ樹魔の一体に紅斧刃を喰らわせたところで、黒猫ロロの活かつ躍やくが視界に入った――。

　六本の触手骨剣が樹魔の胴体に突き刺さっている。

「ンンン――」

　そう喉のど声ごえを発するロロディーヌは、触手を身体に収しゆう斂れんさせつつ駆かけていく。

　当然、触手が絡からんでいる樹魔は、ぐわりぐわりと回し引きずられた。

　黒豹ロロに遊ばれるように引きずられた樹魔は、同類のモンスターと激しく衝突。

　何体も同時に倒すロロディーヌは神しん獣じゆうだ。

　そして、動きを止めて転がる樹魔の一体に、ヴィーネが飛び掛かった。

　銀色の髪を靡なびかせながら華麗に太い幹に跨またがるヴィーネ。

　マウントポジジョンを維い持じしながら涼すずしい顔付きで逆手に持った二剣を振り下げた。

　樹魔の胴体を何回も連続で突き刺していく。冷れい徹てつな殺し屋が切れたというイメージ。

　ちょいと怖こわい。レベッカも他の樹魔へと向けて火か炎えん魔ま法ほうを放った。

　火球が衝突した樹魔はすぐに燃ねん焼しようしていった。

　炎で迷宮の内部が明るくなる。残りの樹魔たちにも炎が燃え移った。

　迷宮を構成している周りの樹木群も燃え移ると、一いつ瞬しゆん、大だい丈じよう夫ぶか？

　と心配したが迷宮を構成する樹に移った炎はどういうわけか下火になった。

　どうなってんだ？　不思議に思い迷宮の壁かべから生える樹を触る。

　あまり変わった感じはしない。一つ一つは小さい樹木の格こう子し。

　それが何千何万と重なりあっている。不思議な仕組みだ。

　樹の格子の奥おくから光を覗のぞかせている。

「シュウヤ。そんな端はしで何をやっているの？」

「あぁ、この迷宮から生えている樹がレベッカの炎に耐たえていたからさ」

「それは耐たい性せいを持つからでしょ？」

　レベッカは〝当たり前でしょ〟といった顔で俺おれを見る。

「いいから魔石を回収したら？　ぜんぶ中型魔石よ」

「そうだな、悪い、今回収する」

「手伝います」

　ヴィーネの言葉だ。素早く回収してくれた。

　魔石は話をしていた通りすべてが中型魔石だった。

「ありがと」

　最後の一個を拾い渡わたしてくれたヴィーネに、素で頭を下げてお礼を言う。

「ご主人様……」

「ん、なんだ？」

「いえ、何でもございません」

　ヴィーネは少し困った表情を浮かべている。

「ん、シュウヤ。奴隷にお礼を言っていたから」

「そうね。わたしも初めて見たわ。買った奴隷に頭下げて礼をしているの」

　エヴァとレベッカがそう指し摘てきしてきた。

　でもなぁ、こりゃ素な反応だからな。平和な時代に過ごした名な残ごりだ。

　ま、浮いた存在になろうとも別に構わない。俺は俺を突き通す。

　丁てい寧ねいなら丁寧に、礼には礼か。ま、自分を変えるつもりはない。

「いいじゃないか。俺の奴隷なんだから。それより先へ進もうぜ」

　と、多少強がって話をした。

「はい」

　ヴィーネの頷うなずきを確かく認にんしながら、魔槍杖を肩に担かつぎ通路の先を見る。

　そのヴィーネは何も言わずに俺の傍そばに来てくれた。

「ん」

「ふふ、お人ひと好よしなシュウヤ。顔を逸そらしちゃって」

　レベッカの微笑ほほえみ声が背後から聞こえたが振り向むかない。

　すると、黒豹から黒猫の姿に戻ったロロディーヌが、トコトコと歩み寄ってくる。

「ンンン」

　黒猫ロロは喉声を発して、真ん丸い黒色の瞳ひとみで見つめてきた。

　可愛い視線を寄よ越こす。

「ロロは笑ったりしないもんなぁ？」

「にゃお？」

　黒猫ロロは顔を横に傾けて『なんだにゃ？』的な顔をしやがった。

　そのまま長い尻しつ尾ぽをふりふりと揺らし見せつつ俺を抜ぬかして先頭を歩いていく。

「ロロちゃん！　尻尾のふりふりが可愛い！」

　レベッカがふふっと笑って興奮しながら発言している。

　そこに、魔素の反応が近寄ってくるのを感じた。

　現れたのは甲殻回虫と樹じゆ魔まが五セット以上。数が多い。

「――敵が多い、魔ま法ほうを撃つ！」

「ご主人様、わたしも風魔法を放ちます」

　レベッカとヴィーネが少し後退しながら魔法の準備をする。

　黒猫ロロも黒豹へと瞬しゆん時じに姿を大きくしていた。相棒も戦う準備は万ばん全ぜんだ。

「ロロ、戻ってこい！」

「にゃあ」

　先頭の黒豹ロロは俺の声の大きさで判断したのか四し肢しに力を込めると、身を翻ひるがえして即そく座ざにダッシュ。後あと脚あしを滑すべらせながらぐるりと回って俺の背後に隠かくれた。

　相棒の黒豹としての頭部から頬ほおを撫なでてから、

「ヴィーネ、レベッカ、いいぞ」

　と、指示を出した。

「はっ、風かぜ精せい霊れいロード・オブ・ウィンドよ。我わが魔ま力りよくを糧かてに、風の精霊たる礎いしずえを越こえ、理ことわりの重き流久なる風かざ槌つちを現したまえ――」

　ヴィーネの唱える声の質は静せい謐ひつさを感じさせる。

『素す晴ばらしい詠唱速度と魔力操作。精霊の集まりも速い。詠唱から中級と判断できます』

　精霊ヘルメが視界に現れて早口で説明してくれた。ヴィーネが青白い腕うでを掲かかげ、

「風槌エアハンマー」

　と、魔法名を唱えた瞬しゆん間かん、指先の宙空から風の塊が発生。

　その風の塊は周囲の空気を吸い込むような風を引き起こしつつ前方へと突き進む。

　風の塊こと風槌が樹魔と甲殻回虫に衝突した。樹魔は、

「――ギョバッ」

　と、断末魔を叫び、幹がへし折れて吹き飛ぶ。同じ魔法を喰らった甲殻回虫のほうも甲殻がグボッと音を立て潰れると、その潰れた箇か所しよから黒っぽい血を噴ふん出しゆつさせていった。

　まさに名前通りの風の槌か。風が謎なぞの質量を持ったハンマーだ。

　質量がどこから発生したのだとか野や暮ぼなことは聞かない。

　続いてレベッカの詠唱が始まる。

「火精霊イルネスよ。我が魔力を糧に炎の精霊たる礎の力を示し、炎玉を現したまえ」

　いい声だ。澄すんだ声の響ひびき。

『前よりも、火精霊の呼応が早いです。魔素量も魔力も上がっているのを感じます』

　ヘルメがまた説明してくれた。

「火球フアイヤーボール」

　レベッカの放った火球は唸うなるような音を立てながら樹魔トロントと衝突した。

　その樹魔は無数の火ひ屑くずを撒まき散ちらしながら「グギョオオォォ」と奇き声せいを上げ、爆ばく発はつ――。

　強まった火勢を帯びた衝しよう撃げき波はは扇状に広がると、他の樹魔たちにも燃え移った。

　甲殻回虫にも、その炎が燃え移る。だが、甲殻回虫はダメージをあまり受けていない。

　やはり、丸みのある甲殻で身を覆った形状だからだろう。多脚の脚が数本燃えている程てい度どだ。まだ動ける甲殻回虫は団子虫のように丸くなると、その丸みを生かすような車輪が回るような回転を始めて、俺たちに襲い掛かってきた。

　凸でこ凹ぼこのある地面を勢いよく転がってくる甲殻回虫――。

「前に出る――」

　俺は皆に宣言しつつ、魔ま闘とう脚きやくで地面を強く蹴けった。

　魔法を撃ったヴィーネとレベッカを越えて黒猫ロロの横を走り出る。

　素早く前線へと躍おどり出ると、同時に、蹴りのモーションを取った。

　――皆の先頭に立つ。甲殻回虫を迎むかえ蹴った――。

　硬そうな甲殻回虫の真ま芯しんを、足の甲こうのインステップで捉えた形だ。

　そのまま――甲殻回虫を潰すように力を込めて蹴り上げる。

　金属が潰れる音が響き、甲殻回虫は壁向こうへ飛んでいく。

　もしサッカーのゴールキーパーがあれをキャッチでもしたら、螺ら旋せんパワーの衝しよう撃げきでグローブと衣服が剥はぎ取とられ、素すっ裸ぱだか状態となって、派手に尻しりを晒さらしつつ吹き飛んでいたはずだ。

　そして、俺の防ぼう具ぐ靴ぐつは、ただの防具靴ではない。魔ま竜りゆう王おうの素材が使われたグリーブだ。

　特に足の甲の部位は丈じよう夫ぶで頑がん丈じよう！　衝撃も吸収できる柔やわらかさもあるし、硬さも、普ふ通つうじゃないと思う。前にも思ったが、モース硬こう度どはタングステン並みと勝手に仮定。

　とか思考している最中にも、樹の床ゆかを擦るように回転しながら甲殻回虫が突とつ進しんしてくる。特に俺に狙ねらいを定めたのか、集結してくる甲殻回虫たちだ。

　さすがに遊んでいられない――魔槍杖を右に振るう、紅斧刃の斧おので、数すう匹ひきの甲殻回虫の甲羅の内側をひっくり返すように叩き斬る――。続いて、魔槍杖を左へと――振るい回し――その紅斧刃の棟むねで、甲羅ごと甲殻回虫を潰しつつ吹き飛ばした。

　俺は片方の足先に体重を移しながら体を半回転させつつ魔槍杖を背中側に回し、跳躍。

　左手で魔槍杖の柄つかを叩き――魔槍杖を回転させた。

　右みぎ腕うでの肩上で縦に回った、その魔槍杖を両手で掴つかみ直しつつ、飛来してきた甲殻回虫目掛けて、魔槍杖を迅速に振り下おろす――。

　真っ正面から、甲殻回虫をぶった切った。

　更に、振り下げた魔槍杖を左手で持ち上げるように、振り上げる――。

　右から迫った甲殻回虫の下側を、魔槍杖の竜魔石で打ち上げた。

　竜魔石の跡あとを残すように窪くぼんだ甲殻回虫は、天てん井じようと激しく衝突し、甲羅が弾はじけ飛ぶ。

　破は片へんの散りようは、打ち上げ花火が爆発する勢いだ。

　当然、俺にも降ふり掛かってくる破片たち。

　俄にわかに魔槍杖を傘かさってイメージで、横や縦に乱回転させた。

　飛来した破片を魔槍杖で弾はじく。

　俺の動きを止めて破片を弾く俺の姿に、隙すきでも見いだしたのか？

　右と左から、俺を挟はさむように突とつ撃げきしてきた甲殻回虫。

　慌あわてず、半身の姿勢に移る――右回まわし蹴げりを、右の甲殻回虫に喰らわせた。

　その蹴った反動を利用しながら斜ななめ下したに魔槍杖を振るう。紅斧刃の棟が向かうのは、

　左の甲殻回虫。ズゴッと鈍にぶい音を響かせて紅斧刃と衝突した甲殻回虫。

　そのまま硬い床と紅斧刃の棟で挟む。

　撃鉄サンドイッチ状態で、その甲殻回虫を潰し倒した。そして、

　最後の甲殻回虫を前蹴りで止めてから――両手に持った魔槍杖を前に出す。

　今回の穂先は紅斧刃ではない――竜魔石の石いし突づきだ。

　竜魔石は、甲殻回虫の甲羅ごと押おして内部ごと潰す。

　結局、一匹も甲殻回虫を後ろに行かせなかった。

　潰れた甲殻回虫の死し骸がいが……扇おうぎの壁でも作るように散乱している。

「やるぅ。本当に凄すごい槍やり使つかい」

　レベッカが褒ほめてくれた。

「――ドガッとする蹴りに、ぶんぶんって、ハルバードの回転見えなかった」

　エヴァは俺の蹴る真ま似ねをする。手を一いつ生しよう懸けん命めいに前後に動かして、彼かの女じよなりの〈刺突〉と薙ぎ払いを想定した動きを示してくれた。興奮した口調で可愛かわいい。

「――ンン、にゃお」

　俺の肩に乗った黒猫ロロは、頬を舐なめてくれた。

　触手では気持ちを伝えてこなかったが……相棒なりに褒めてくれているらしい。

　ヴィーネは、ただ、口を開けて唖あ然ぜんとしていた。

　豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食くらった顔という奴やつだ。その途と中ちゆうで、ハッと我に返る。

　頬を紅あかく染めていたヴィーネは、恥はずかしそうな表情を浮うかべつつ、そそくさと死体の素材と魔石を拾い始めていく。そうして、森迷宮を進んだ。途中から幅はばが狭せまくなった。

　幅は狭いが構わず俺たちは変則的な隊列を組んで進んでいく。

　基本は三角ツリーのような隊列。

　前衛が黒猫ロロディーヌ。

　中衛に俺、ヴィーネ、エヴァ。

　後衛にレベッカ。

　俺と黒猫ロロとエヴァとヴィーネは代わる代わる前衛を変えた。

　自然とコミュニケーションを取りながら戦せん闘とうしていると、この変則的な隊列に進化していた。スムーズに隊列を維持しながら迷めい宮きゆうを突き進む。

　樹魔と甲殻回虫の他に、中型ゴブリンも大量に出現してきた。

　そのすべてを倒しきる。

　魔石と死体の素材を回収しながら迷宮の奥へと進んだ。幾いく重えにも分ぶん岐きする森迷宮。

　スムーズに進むことができた。

　エヴァとレベッカとヴィーネの美人三人衆の経験があるお陰だろう。

　相棒と一緒も幸せだが、やはり、仲間が居るっていい。

　そんなこんなで中型魔石を大量に手に入れることができた。

　俺の目的でもある百個を余よ裕ゆうで超こえる。ギルドの依い頼らいは二百個。百個をアイテムボックスへと納めるから……残りは、あと、五十個の中魔石を集めればいいだけだ。

「ん、もうすぐ、レアモンスター部屋。あのＬ字角を曲がった先」

　魔石のことを考えていたらエヴァの声が響く。

　右の放射状に続く通路ではなく、左のＬ字の角をトンファーが指していた。

　Ｌ字か。待まち伏ぶせに使えそうな場所だ。







第百九章「バルバロイの使者」







　ここはペルネーテ第三階層。森の迷宮。

　双そう剣けんを持つ黒の衣い裳しようの魔ま剣けん師しが、甲殻回虫ロールキルギンと樹じゆ魔まトロントというモンスターと戦っていた。

　優すぐれた魔察眼の持ち主ならば、そのモンスターと戦う姿を見ただけで魔力操作が巧たくみと分かることだろう。その魔剣師が僅わずかに体勢を前に傾けた瞬間――。

「氷ひよう夜や・憐れん殺さつ陣じん」と技わざ名めいを呟き、左右の足を交こう互ごに前に出す。

　軽かろやかな魔ま闘とう脚きやくの踏ふみ込みを生かす進行性剣けん法ぽうだ。

　双剣を振るいつつ袈け裟さ斬ぎりに斬り込みながら、半身の姿勢をできるだけ素す早ばやく維持する「氷夜・憐殺陣」の威力は凄すさまじい。

　魔剣師が双剣を振るいつつ一歩、二歩と進むたび、アンモナイトと似た背の殻からを持つ甲殻甲虫が、いとも簡単に何重にも細切れに切断されていく。

　やや遅おくれて右から現れたモンスターの樹魔トロントも、それは同じだ。
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　魔剣師は冷静に樹魔トロントの動きを把は握あく――半身の姿勢から一転。

　反転する身体のキレをわざと見せる対人用の隙を作る剣法で、剣を振るい回し、樹魔トロントの幹を剣の内側に巻き込むように斬っていた。

　樹魔の身体としての幹が、真っ二つとなった。

「ギュァァァ」

　轟とどろくような悲鳴を聞いても涼し気げな表情を崩くずさない魔剣師。

　その魔剣師の名はリュクス。だが、リュクスという名は仮の名だ。

　ソール・イヴェマルタが本当の名。

　元魔族殲滅機関デイスオルテの一桁エリートだった魔剣師。

　戦闘職業の名は〝魔剣師〟ではなく違う名だが……。

　今の剣法を繰くり出しているように一流の魔剣師としての実力を持つ。

　現在、リュクスとしての名で、身分を助祭と偽ぎ装そうし、教皇庁一課遺い跡せき発はつ掘くつ局副局長のミラ・フレイギスの側に身を寄せていた。

　そのリュクスは素早くターンをしながら緑の法ほう衣えが似合う女性の側に戻もどる。

　女性の名はミラ。

　そのリュクスとミラはパーティメンバー冒ぼう険けん者しやの戦士団の様子を見た。

　その戦士団たちは『ドゥン』の教えと哲てつ学がくに生きるラ・ドゥン族の戦士団たちだ。

　酒場で知り合った、そのラ・ドゥン族には『ドゥン』という啓けい発はつの物語がある。

『ドゥン』の教えとは、彼ら戦士団と同じ名前のラ・ドゥン族に伝わる哲学であると同時に神格でもある。彼らが信しん奉ぽうする『ドゥン』の教えは多た岐きに渡るのだ。

　その戦士団の一人は、片手に持った魔ま槌づちを振ふるい甲殻回虫を甲羅ごと粉砕していた。

　更さらに反対の腕に持つ盾たてで、樹魔トロントの枝触手の攻撃を正確に防ぐ。

　他の『ドゥン』の哲学に殉じゆんじる覚かく悟ごを持つ戦士たちも確実に魔槌を振るい、樹魔たちを粉砕するように倒していた。

　経験を感じさせる戦士団たちの動きだ。

　倒したモンスターたちを解体して魔石の回収を始めていく。

「ミラ様、この冒険者たちは経験が深そうです」

「司教にお勧すすめされた英えい雄ゆうたちの酒場でメンバーを集めたかいがありました」

「ミラ様のご人望は厚い！」

「ふふ。わたしではなくリュクスの、ですよ。絡んできたＡランク冒険者を〈霞かす斬みぎり〉で倒したからでしょう。その甲斐かいあって優ゆう秀しゆうな槌使いが興味を持ってくれました」

「貢こう献けんできてよかったです」

「しかし、『エデンの果実』に迫りながらも失敗ばかりなわたしたちですから……もっと成長しなくては……」

　と、語るミラの表情は厳しい。ルーランのネックレスが悲し気に光を帯びた。

　ミラは同志を失ったことに強い自責の念を感じていた。

　それはペル・ヘカ・ライン迷宮大だい回かい廊ろうでの一件だ。

　宝玉システマに付ふ随ずいする無数の残照を追う任務の失敗。

【不ふ浄じようなる邪じや悪あくノ書】から生まれたアンデッド軍団及および巨きよ大だい地ち底てい竜りゆうとの戦いに敗れたミラたちは、多数の仲間を喪うしなっていた。

「ミラ様……」

「死んだ仲間たちはゴルディクス大だい砂さ漠ばくを共に越えて旅をしてくれた……わたしの想おもいに賛同してくれた大切な、数少ない同士でしたのに……」

　わたしは弱い。そして、屑だ。どうしようもない……。

　外の世界への憧あこがれが強い皆みなと一緒に遺跡発掘局としての任務を重ねて……。

　奴ど隷れい制せい反対といった幻げん想そうを抱いだいたわたしは皆を巻き込んだ。

　挙げ句の果ては……この異教の地で大半の仲間を死なせてしまったのだから。

『エデンの果実』の反応を得ただけ。

　眠ねむり姫ひめどころか『宝玉システマ』に関する『ライマゼイの闇やみ渦うず』が潜ひそむ地下世界や『外げ典てん・黒教皇』と【深しん淵えん神しん殿でん】と【大神聖教会の闇やみ通つう路ろ】の探たん索さくどころか……。

　その噂うわさも痕こん跡せきさえも見つけることができなかった。

〝セウロスへと通じる道〟、〝セウロスへと至る道〟、〝セウロスへ通じる道〟と、色々の伝わる言葉の調査もままならない。

　そう思うミラは、表情を曇くもらせる。宗教国家ヘスリファートの思い出が苦しめる。

　それは、教皇庁の大司教たちを束ねる枢機卿カーデイナルたちの聖職者にあるまじき、色々な欲にまみれた醜みにくい権力争いのことだ。

　外では対魔族の大事な聖せい戦せんがありながら、内部では同じ人族同士で殺し合う。

　人族だから仕方ない面もあるとは思うが、ミラは純じゆん粋すいに神聖教会の教えを信じていただけにショックが大きかった。その醜い権力争いに巻き込まれた聖人と呼ぶべき存在が、いったい何人無意味に死んでいったことかと、己おのれの不ふ甲が斐いなさと力のなさを痛感したミラは、より憂ゆう鬱うつになる。

「……ごめんなさいね」

「いえ」

　ミラはリュクスに謝あやまる。だが……そんな気分も……。

　今、ミラは頬を触さわっているように、この都市で再会を果たしたシュウヤ・カガリの反応を〈光こう韻いん〉が得るたびに、ミラの心は温まり癒いやされていく。

　シュウヤの顔が忘れられないミラ。心の中に新しい希望を宿していた。

「死んだ仲間たちのことは残念ですが、がんばらねば……」

　その自らに問いかけるような〝がんばらねば〟という言葉が、現在の彼女たちの姿とも言えた。冒険者として日々の糧を得て、自身の成長を促うながし、遺跡発掘局に凱がい旋せんできるほどの発見と叡えい智ちを宗都に持ち返ることができたならば……仲間たちの無念をはらすことにも繋つながる。と、奮闘を続けているミラ。

　そして、同時に彼女はシュウヤのことを想う。

『彼に会いたい。運命の人。ルロディス様が夢で告げた方。でも、これはわたしの一方的な思いとそう変わりない。シュウヤ様に迷めい惑わくはかけたくない』

　と、シュウヤのことを考えるミラ。その証しよう拠こに、今もミラの頬は朱しゆに染まっている。

「……そうですね、あ、ミラ様。運命の人の反応があるのですね？」

「さすがに分かりましたか。ですが、依頼が優先です」

「はい、ミラ様――」

　リュクスはすぐに、パーティを組んだ冒険者たちに向けて、

「おのおの方、準備はよろしいか！」

　と、叫ぶ。

「おう。お嬢じようさん方、ラ・ドゥン族の強さを、もっと見せてやろう」

「おう！　『ドゥン』の教えを生かす。化け大茸やら樹魔やらを倒たおしまくってやろう」

「しかし、お嬢さん方が、ゴルディクス大砂漠を越えたって話は本当かねぇ」

「確かに俺たちと違い身体が華きや奢しやすぎる。が、今の剣けん術じゆつを扱う動きを見ただろう」

「あぁ、女の魔剣師は異常に強い」

「うむ。回復魔法を扱う司祭長とやらも、お偉えらいさんらしく強力な呪力魔法を扱う」

「なら、本当のことだろう」

　ミラ・フレイギスとリュクスをそう評する『ドゥン』の教えと哲学を知る戦士団。

　彼らもまた、長い旅路の果てにペルネーテに辿たどり着ついたラ・ドゥン族の末まつ裔えいであった。

　その『ドゥン』の教えを信奉する『ラ・ドゥン戦士団』の一人が、

「確かに、遺跡発掘局の副局長の魔法はともかく、双剣を扱う魔剣師の剣術は、俺たち以上だぞ……相当な修しゆ羅ら場ばを経験しているはずだ」

「当たり前だろうが！　『ドゥン』の教えに従う俺たちにラ・ドウン族、剣は使えねぇ。鈍どん器き専門だ」

　そんな彼らのラ・ドゥン族の異教の教えを信じる会話を、後ろから聞いているミラとリュクス。ミラは異教の教えに異論は持っているが、とやかく言うつもりはなかった。

　そして、自分の瞳に映るリュクスの姿を見て、改めて彼女が側に居てよかったと感じていた。ミラの視線に気付くリュクス。リュクスも、またミラを支えようと思っていたのだが……しかし、いずれは自分に追っ手が……。

　と、ミラに迷惑を掛かけるのではないかと不安に思っていた。

　すると……リュクスの内心が現実化されたように通路の先から不気味な音が響く。

「聞こえましたか？」

「はい、微かすかですが、金属が擦こすれ合うような、小さい鈴すずと鐘かねの音も」

「骨と肉がぶつかり合ったような音も……」

「もしかして『バルバロイの使者』か？」

「げ」

　と、戦士団の一人が、嫌いやそうな声を出した時、その前方から逃にげてきた冒険者集団が、ミラたちの前に現れる。

　多数の奴ど隷れいたちを従えた冒険者たちだ。

　その奴隷たちは巨大な腐ふ肉にくと骨で構成された四本腕の骨ほね騎き士しに追われていた。

　いや、御ご幣へいがある。瞬時の間で奴隷たちは、その四本腕の骨騎士が振るった四つの大剣に斬きられ、貫かれ、倒されて液体に取り込まれつつ息絶えていく。

　更に、圧あつ倒とう的てきな膂りよ力りよくから繰り出された二振りの大剣が冒険者を襲う。

　一人の頭をかち割り、もう一人の喉に突つきを入れる四本腕の骨騎士。

　骨騎士は執しつ拗ように冒険者と奴隷たちを追いかけるように口から灰色の液体を吐はく――。

　その灰色の液体を浴びた者たちは身体が溶とけていく。

「な!?　巨きよ大だい怪かい物ぶつだが速いぞ！　リュクス、俺たちが前に出る。お前たちは逃げろ！」

「え、だめです」

　ミラが否定すると、ラ・ドゥン族の優れた戦士の一人が、ミラに向けて、

「馬ば鹿か野や郎ろう！　司祭長なのだろう？　お偉いさんは大人しく背後で震ふるえて見ていろ！」

　彼かれが戦士として気き概がいを見せようと声を出す。そして、

「ガァヴァァァ」

　バルバロイの使者が咆ほう哮こう。地じ響ひびきが起こり、森の迷宮が間断なく揺ゆれた直後、

「ええい！　そんな咆哮なぞ、意味はない！　ここは我らラ・ドゥン――」

「あっ」

　ミラが、声を出すが、遅おそい。

　バルバロイの使者が口から吐いた荒あら波なみのような波なみ頭がしらが、その戦士を飲み込んでいた。

　優秀な防ぼう御ぎよ能力を持った戦士だったが、その胴どう体たいの半分が瞬またたく間まに溶けてしまう。

　まだ残っていた武具が、哀かなしげに音を立てて樹木の床に転がった。

「そ、そんな」

　と、リュクスは驚きよう異いを感じて、体が奮える。が、それは震えでもあることに気付いていない。そして、

　バルバロイの使者の腐肉が擦れ合う頭ず蓋がい骨こつが、不気味に震えて縦と横に拡ひろがる。

　拡がった口から、どす黒い波動を出す。

　どす黒い波動は、生命体の精神を侵おかす効果のある怨おん念ねんめいた精神波の攻撃だ。

　同時に、口内から腐肉と歯肉の欠片かけらが飛び散った。

　続いて、無数の蠅はえと腐くさったロープが、口内から溢あふれ出る。

　どす黒い波動効果も重なると、黒い鎖くさりも口内から出現した。

　蠅と腐ったロープが、その黒い鎖と乱雑に絡まりながら四方八方へと散っていく。

　この場のラ・ドゥン戦士団とリュクスが、時間の流れが遅くなったように感じた刹せつ那な――。

　リュクスの視界が揺れる。

「ソール、遅い！　もっと速く強く打ちこめ」

　唐とう突とつに、渋しぶい老人の声で、リュクスの過去の名が響く。

「そうだ。突きからの虚きよ勢せいを見せて不意を突け、緩かん急きゆうをつけろ。攻せめろ、だが、甘あまい――わしの攻撃を避けろ、半身の姿勢を維持して退け、そうだ。回転して突け！　イヴェマルタらしく、いい動きだ。が、右腕が甘い。名と同じ加護を持つという魔ま神じんソールが泣くぞ。もう一度、下半身を意識して動け」

　レガム師し匠しようとの訓練は過去の出来事。だがしかし、彼女は今、この場で感じている。

　こうした、元一桁エリートで経験豊富なリュクスが茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる原因。

　それは、バルバロイの使者が放った怨念めいた黒い波動の精神攻撃をもろに受けたからだ。リュクスは、その精神攻撃を浴びていることにさえ気付けていない。

　一方、バルバロイの使者が放った精神波攻撃を見事にレジストに成功していたミラ。

　対精神防御層の効果が高い緑の法衣と、彼女自身の力だ。

　頬にある特別な印の効果もあるだろう。ミラ・フレイギス。嘗かつての枢機卿。

　そう、たんに、美形だからという理由でもてはやされていたわけではないのだ。

　嘗ての枢機卿たちの中でも強力な光属性の魔法力を扱あつかうことができる。

　その彼女が、緑の法衣が似合う副局長としてのプライドを示すように、

「――光神ルロディスよ。我が魔力の礎に呼応し、清せい廉れんたる癒やしの光を与あたえたまえ――治癒ヒール」

　強力な光魔法を繰り出す。

　精神攻こう撃げきを受けて棒立ち状態のラ・ドゥン戦士団たちに、その光の魔法が当たっていく。

　すぐに、正気を取り戻していくラ・ドゥン戦士団たち。

　リュクスにも光の照射が当たるが、彼女はまだ過去の幻げん影えいに捕とらわれていた。

　師匠との厳しい訓練だけでなく……。

　痩そう躯くな父と母と妹と過ごした、故郷たる宗都ヘスリファの情景。

　過去の幸せな日々。追われる理由と、絶望の日々……。

　苦痛と幸せの出来事を体感し、記き憶おくが絡み合うリュクス……混乱の極きよく致ちといえた。

　そんな彼女の頭上に、ミラの強く温かさのある眩まばゆい光が当たると――。

　リュクスは意識を取り戻す。

　ミラの光魔法がバルバロイの使者が放ったどす黒い怨念めいた波動を打ち破ったのだ。

　リュクスは頭部を振った。そして、一瞬で、絶望的な現状を把握した。

　あれが走そう馬ま灯とうという感覚か。リュクスはそう思う。

　レガム師匠も、過去、アーメフ教主国との争いと、魔ま境きようの大森林から押し寄よせる魔族との聖戦の最中、煉れん獄ごく丘おか付近で争う不死軍団と戦った時に、走馬灯を数度見たことがあると話をしていたが……現実に同じ感覚を得ようとは……。

　そうリュクスの瞬しゆん間かん的てきな思考を打ち破るように、ラ・ドゥン戦士団の仲間たちが叫さけぶ。

「トレスとハベルタが死んだ！」

「トレスが！　くそが！」

「ここは、ラゲラタたちに任せましょう。ミラ様、急ぎ避ひ難なんしますよ」

　現実的なリュクス、いや、元一桁エリートで経験豊富なソール・イヴェマルタだからこそのドライな思考だ。

「しかし、パーティメンバーを置いては……」

「ミラ、楽しかったが、お前たちとのパーティはここで解散だ。俺たちは独自に動く。ドゥンの教えにあるように」

「おう。ドゥンは偉い大だいなる教え。神聖教会の教えは正直、糞くそだ。が、ラ・ドゥン族と少なからず通じるところはあった」

「おうよ。あの頭蓋骨は俺たちで粉ふん砕さいしてやる！」

「しかし」

　ミラも彼らが強がってそう発言していることは分かっていた。

「いいんだ。ミラ！　ドゥンを知る俺たちに任せろ。お前たちは逃げろ。冒険者たちを避難させろ。強者がいたら討とう伐ばつを頼たのむのだ！」

「ターモ副長の言うとおりだぜ！　頼んだ、お嬢さんたちよ！」

「ドゥンの教えを！　ラ・ドゥンの誇ほこりを見せる時だ。トレスだって、一いち撃げきはくれてやりたかったはずだ。気張るぜぇ」

「おうよ、だが、のうのうとドゥンの哲学に殉じて死ぬつもりはねぇ」

「そうだな。バルバロイの使者を仕留める！」

「一気に【ラ・ドゥン族の戦士団】として名を上げよう！」

「よーし！　お前たち、簫しよう然ぜんたる荒こう野やと呼ばれた【バゼゼー荒野】の大乱を思い出せ！　巨大な森の悪夢たちを屠ほふったことを！　怪かい物ぶつ八足デ・ガとの争いを！　故郷で多くの伝説を生んだ、我らラ・ドゥン族を思い出せ！」

「「「おう」」」

「俺らの受難の物語はこれからだ」

「ラ・ドゥン族の誇りと『ドゥン』の教えを生かす！」




「「「ドゥンの力を、ラ・ドゥン族の誇りを！」」」




　ラ・ドゥン族の戦士たちが叫ぶ。それはミラとリュクスの心に響いた。

　彼ら、ラ・ドゥン族は、ドワーフ族に近い姿。

　だが額に小さい角と頬に切り傷のようなマークがある。

『ドゥン』とは彼ら種族に伝わる教えであり哲学。

　ラ・ドゥン族の人生を現すような意味もあると言われている。

『ドゥン』に改宗した女め神がみアリアを信奉していたオセべリア人『マハル・デルアエル』が何かに導かれたかのようにバゼゼー荒野に向かい『ドゥン』に帰き依えした物語は有名だ。

　マハルは、『アリアの示す道をアリアの教えの通り、愛の放ほう浪ろうの行き先を、私は今の今まで疑っていなかった。だがしかし『ドゥン』の教えを知り、アリアの教えは間ま違ちがっていたと知った。私は自分自身の道を旅する意味を見出したのだ』

　と、『マハルの伝記』に記していた。

　そして、その『ドゥン』を信奉するラ・ドゥン戦士団たちが、

「「おう！」」

　と、叫ぶとバルバロイの使者目め掛がけて前進していく。

「だめです、皆みな様さまも一いつ緒しよに逃げま――」

　そんな叫ぶミラの片かた腕うでを強ごう引いんに掴んだリュクスことソール・イヴェマルタ。

　森の迷宮通路を走り出す。

「止まりなさいリュクス！　異教徒とはいえ、仲間となった者たちなのですよ！　置き去りにできません！」

「ミラ様、命を無む駄だに散らして、死んでいった仲間たちの想いを無む下げにする気ですか。ミラ様の同志たち、故郷で志を誓ちかい合った者たちの想いのたけは、その程度の重さなのですか？」

　敢あえてキツイ言葉を投げかけるリュクス。

「……」

「生きてこそ、ですよ。他の冒険者たちが多い共通路に出ます。さあ、震えていないで、足に力を入れて！　走りますよ！」

「は、はい――」
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「了りよう解かい」

　Ｌ字通路の角を見ながら、エヴァが頷く。

「速く感じる。モンスターを倒して順調に進めることができるって最高ね」

　レベッカが感かん慨がい深ぶかそうな表情を浮かべて話をする。

「俺おれは今回が初めての多人数パーティでの迷宮だ。その殲滅速度の基準は分からない」

「ん、確かにレベッカの言うとおり速いと思う。けど、わたしも多人数のパーティ戦をあまり長く経験したことがない」

　エヴァもレベッカに同意見か。

「わたし、嫌な渾あだ名ながつく前に何回かパーティ戦を行ったことがあるけど、今回のパーティのほうが絶対に速いと思う」

　レベッカは確信をもって話しているから、たぶん、そうなのだろう。

「ヴィーネはどうだ？」

「わたしは四階層までは八人パーティでした。エヴァ様とレベッカ様の言う通り、殲滅速度はご主人様のパーティのほうが上です。比べ物になりません。正直、驚おどろきの連続といった状じよう況きようです」

　ヴィーネの経験した八人より、人数が少ない俺たちのほうが速度は速いのか。

　それは驚くだろう。

「そっか。ま、これから長い付き合いになるんだ。よろしく頼む」

「はっ、畏かしこまりました」

　エヴァはさっさと先に進んで案内してくれた。時々トンファーを出す仕草が可愛い。

　放射状に幾いくつか続いているだろう森林の通路は進まない。

　鋭えい角かくなＬ字の角を曲がる。先に進むと、横よこ幅はばがやや広い場所に出た。

　だが、幅が広がっただけだ。森林の通路は続く。

　先に進むかと、思った時――背後から複数の魔ま素そたちを感じた。

　巨大な魔素の塊かたまりから逃げている？

　迷宮のせいか、分からないが、掌しよう握あく察さつの感覚が正確ではないのか、揺らめきを感じる。

「なんて強さなの！　三階層に現れるなんて！」

「くそ、足場が悪い――ぐあぁぁ」

　逃げる冒険者たちの声か？　俺たちが通ってきたＬ字のほうから響いてくる。

　聞いたことのある声も混じっているような……。

「皆、警けい戒かい態勢、ロロ、こい。ヴィーネは少し下がれ。エヴァとレベッカは後退だ。壁かべの隅すみに移動してくれ――」

「ん」

「分かった……」

「にゃ～」

　後方へと移動した相棒とエヴァとレベッカ。ちゃんと壁についたことを確かく認にんする。

　ヴィーネは俺の横に並んで、角から現れそうな冒険者たちを見み据すえた。

　と、角の突き当たりの壁に衝しよう突とつするように現れたのは……。

　ミラだった。え？　迷宮に挑ちよう戦せんしていたのか。リュクスも居る、あの双剣使いだ。

「あぁ、シュウヤさん！」

　焦しよう燥そうとした表情を浮かべていた二人。背後を確認しながら肩かたで息をしている。

「……ミラ様、足を止めてはダメです！」

「はい、しかし、ラ・ドゥン戦士団たちの他にも冒険者たちが戦いを挑いどみましたから、さすがに距きよ離りは取ったはず」

「そのようですが……油断はできません」

　と、背後を凝ぎよう視しするリュクス。

「……まさか暴走湧きスタンピードではないでしょうね。シュウヤ、頼むわよ」

「ん、シュウヤとロロちゃんを信じている」

「おう。まぁ、俺なりに踏ん張ばってみるか」

「にゃおぉぉ」

　レベッカとエヴァの声に応こたえつつ魔ま槍そう杖づえを右手に召しよう喚かん。

　相棒はエヴァの言葉が嬉うれしかったようだ。

　狼おおかみのように頭部を上げて叫んでいた。

　すると、ミラとリュクスの間を冒険者の死体が通とおり抜ぬけた。

　壁に激げき突とつした死体は灰色の液体が染しみて歪いびつな形に変化している。

　その死体を見たミラは、

「え、もう、バルバロイの使者が……」

「道はたくさんあったのに、こっちに来るなんて、ラ・ドゥン戦士団は……」

「……はい」

　顔を青白くしたミラとフレイギス。二人は俺たちのほうに走ってくる。

　バルバロイの使者らしき魔素はまだ感じない。掌握察の外だろう。

　まだ距離はあるはず。

「シュウヤ様、申し訳ありませんが後生です……助けてください」

「任せろと豪ごう語ごはしないが、何とかしよう。エヴァとレベッカの位置にまで下がってくれ。俺たちはここで、そのバルバロイの使者を叩たたく」

「はい、ありがとう！　運命の人の言葉を信じます」

　運命か。違ちがうと思うが指し摘てきはしない。

「シュウヤ様、このご恩は必ず！」

「そんなことはいい。それより、そのバルバロイの使者の情報をくれ」

　ミラが頷うなずきながら、

「恐きよう慌こうを促す音を響ひびかせる大おお柄がらの骸がい骨こつ騎き士し。足あし下もとから異質なモノを垂れ流して移動します。その効果で、地面を川のように変化させたり固く変えたりと、動きは予想外に速い。そして、どういうわけか、わたしたちを追おい掛けてくる……光の魔ま法ほうは効くと思いますが、わたし程度の魔ま力りよくでは相そう殺さいされてしまいます」

「了解した」

　ミラとリュクスはエヴァの下にいくと、そのエヴァに挨あい拶さつしている。

　レベッカも「シュウヤと知り合いなの？」とか探さぐりを入れている。

　ヴィーネも気になるのか、長耳を揺らして、背後の会話を聞いていた。

　エヴァも

「ん、シュウヤは格かつ好こいい。女にモテると思うから我が慢まん」

「……シュウヤの彼女なの？　ふん……」

　レベッカが怒おこったが、放っておく。

　俺はヴィーネとロロディーヌに視線を巡めぐらせた。

「ご主人様……あの……」

　レベッカと同じか。やや眉まゆを中央に寄せて不ふ機き嫌げんそうな表情だ。

「知り合いだ。魔ま竜りゆう王おう戦せんやら、ペル・ヘカ・ライン迷宮大回廊やら、闇ギルドの戦いで何回か会っている」

　抱きつかれて、ミラのおっぱいさんの大きさを鎧よろい越ごしにチェックしたことは報告せず。

　ヴィーネにそう答えると、

「でも、まさかまさかのバルバロイの使者だなんて、わたしの運のなさは……」

　俺からミラとリュクスの闇ギルド戦の話を聞いたレベッカは冷静さを取り戻したのか、声を震わせながら、そんな話をしていた。

「……わたしたちもまさかですよ」

　少し落ち着いたミラとリュクスは顔を見合わせて頷く。

「そのバルバロイの使者は突とつ然ぜん現れたのか？」

「そうなのです。突とつ如じよ、不気味な音が鳴ったと思ったら冒険者たちをなぎ倒しながら突き進んできて……」

「はい、特とつ攻こうを仕し掛かけた戦士の大半は、灰色の液体を身体に浴びて溶けてしまって」

　溶けたか。酸系の攻撃かな。

　あの強者のリュクスが警戒しているから、強きよう烈れつな攻撃だったんだろう。

　その直後、巨大な魔素の反応を感じ取る。

　同時に、何かを引きずった鎖と鈴と鐘が合わさった多重音が鳴った。

　液体が、深い奈な落らくの底にでも吸い込まれ落ちて、巨大な鐘と衝突したような音も響く。

　きたか……壁の向こう。身体に付着した小さい鈴でもあるのか？

　連続して打ち鳴らしている音もある。

　おどろおどろしい音だ。

『閣下、出ます』

『おう』

　左目から常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメが出る。

「「え？」」

　当然、ヘルメの存在に皆が驚くが、

　バルバロイの使者が繰り出している奇き妙みような多重音のほうが大事だ。

　どっかで聞いたような音……思い出した。地下だ。

　ロアが持っていたアイテムの音に近い。すると、

「あ――」

　現れた。恨うらみが籠こもったような声も加わった。

　何か身体や心が圧あつ迫ぱくされた感じを受けた。こりゃ精神波か？

「閣下、精神波の攻撃です」

　やはり、右手前に出たヘルメもちゃんと教えてくれた。

　眼前で、バチバチと何かが破は裂れつする音が響く。レジストしている？

　カザネの時と同じか。

　俺には通じていないが、ヴィーネの表情は凍こおり付ついている。

　エヴァは大だい丈じよう夫ぶそう。レベッカもだめか。

　相棒のロロディーヌとヘルメは精神波を浴びても平気のようだ。

　だが、長引けば悪あく影えい響きようもあるかもしれない。

　さっさと倒したほうがいい……とバルバロイの使者を睨にらむ。

　姿は骨の騎士。沸騎士より大柄だ。長く太い頭蓋骨。マントを羽織っている。

　マントの中には小さい鈴やら鎖とローブのようなモノと絡からまった腐った死体があった。

　鋼と骨で構成された甲かつ冑ちゆうから覗のぞかせる巨大な肋ろつ骨こつには、小さい鈴やら鎖のようなモノが腐肉と絡まりながら大量に付着している。防御層としての意味がある？

　四つの腕うでに大たい剣けんを装備していた。

　四腕が扱うクレイモアを超こえた巨大な剣か。厄やつ介かいそうだ。

　そして、バルバロイの使者の足下から垂れ流している灰色の液体は、ただ、流れているわけではない。うようよと蠢うごめく灰色の液体は死んだ冒険者の身体を足に引き寄せていた。

　その死体がバルバロイの使者の足にくっ付いた。その足に付着した死体は輝かがやくと、死肉を体内に取り込んだのかバルバロイの使者の足が太くなる。魔力も増ぞう幅ふくさせた。

　魔力が増えると鈴のような音も増えた。そして、太くした足から液体を流しつつ鎖と腐ったロープのようなモノも無数に出していく。

　その両足から出続けている灰色の液体は足下に小さな川を作っている。

　異質な灰色の川だ。

　しかも、その川が通った樹の床ゆかが変化していた。

　花か崗こう岩がんでも敷しき詰つめたようなモノに変質している。

　だが、幸いなことに、死体を取り込む時はバルバロイの使者の動きが鈍にぶくなるようだ。

　叩くなら、今か。俺たちに近寄ってくる前に、皆に連れん絡らく。

「ヘルメとロロ、俺が最初に攻撃をする。遠えん距きよ離りからぶち込んでいくぞ。ヴィーネ――起きているならレベッカとエヴァの位置にまで下がっていろ」

「……は、はい。ミラさんも魔法をありがとうございます」

　ミラが光魔法をヴィーネたちにかけたようだ。

「閣下、準備はできています！」

「にゃご」

「おう！」

　バルバロイの死者に向けて〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を三発発動。

　三つの光こう槍そうは宙に弧こを描えがきながらバルバロイの使者の頭部と胴体に向かう。

　バルバロイの使者は片腕で握にぎる大剣を振るい上げた。

　大剣は一つの〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を両断――。

　続いて、腐液混じりの死体が連なった肉の壁が、地面から湧き上がる。

　バルバロイの使者は、更に口から、灰色の液体を吐いた。

　二つの〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉は死体の壁と灰色の液体に衝突し、青白い閃せん光こうが生まれ出る。

　閃光から抜き出るように〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉は肉壁と液体の波頭をあっさりとぶち抜き――バルバロイの使者の胴体と片側の腕に突き刺ささった。

　刺さった〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉の後部はイソギンチャクの触しよく手しゆのように紐ひも状じように分かれると瞬しゆん時じに光の網あみを形成。その光の網と化した〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉は、バルバロイの使者の胴体と腕の一部を覆おおうと、骨ほね鎧よろいと腐肉の一部を溶かしながら内部に浸しん透とうして、光の網の傷を刻んでいく。

「グァァァァァ」

　バルバロイの使者は痛覚があるのか、悲鳴をあげる。

　だが、それでも三つの腕を振るい続けた。神しん獣じゆうロロディーヌが連続で繰くり出す触手から出た骨剣を、その振るった大剣で何度も打うち払はらう。

　しかし、光の網がバルバロイの使者の体に浸透したのか？

　俄にわかに動きが鈍くなる。

「ググ、光ノ質ガ高イ……」

　と、言葉を発したバルバロイの使者。

　一つの大剣の切っ先を地面に落とす――。

　よし、腕に展開していた光の網が効いた。

　そこにヘルメの繰り出した氷槍が、バルバロイの使者の頭蓋骨に突き刺さる。

　しかし、頭蓋骨の複数ある溝みぞが煌きらめく。

「フハハ、キカヌ」

　刺さったヘルメの氷槍だったが、淡あわい粒りゆう子しとなって散る。

　バルバロイの眼がん窩かに宿る灰色とオレンジ光の魔眼に、淡い粒子は取り込まれた。

　その瞬しゆん間かん、神獣ロロディーヌの触手骨剣が、その頭蓋骨に突き刺さる。

　物理属性は効く？　あの彫ほりが深い眼窩に宿る双そう眸ぼうは魔眼だろうか？

　バルバロイの使者は、その灰色とオレンジ光の双眸で俺を観察するように煌めく。

「失ワレシ、神々トノ、終ワリナキ、戦イヲ、彷ほう彿ふつトサセル、攻撃ゾ……」

　そう不気味な言葉を響かせるバルバロイの使者。

　足下に流れていた灰色の液体を引き上げる。

　と、死体を両足で吸い上げていくバルバロイの使者。

　自身の両足に死体と灰色の液体を吸収していく。

　バルバロイの使者は死体を体内に取り込み〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉で受けた傷を回復する気か？　回復はさせない。

「――皆、魔法はあまり効かないと思え、ロロも少し退け」

　そう皆に指示を出してから、そのバルバロイの使者の両足に向け〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を二発放つ。ロロディーヌの触手骨剣が、首下に収しゆう斂れんしていくのを視界に捉とらえた。

　そして、俺の目の前から飛び出るように発生した二つの〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉は、バルバロイの使者の足に付着していた死体を吹ふき飛とばしながら、その足に突き刺さる。刺さった箇か所しよから幾いく筋すじもの青白い閃光が迸ほとばしった。

「グアァァッァ」

　さすがは光属性の槍だ。効いている。

　俺たちの近くに流れていた異質な川も、蝋ろうが固まるように止まった。

　エヴァの円えん盤ばん状じようの金きん属ぞく刃ばがバルバロイの使者の胴体に突き刺さったことを確認。

　俺は魔闘術を全身に纏まとう――魔闘脚で地面を蹴けって前進。〈脳脊魔速切り札〉は使わない。

　速度ではなくタイミングを重視。

　古代魔法も効くかもしれないが、足止めの時間はない。

　右手に持つ魔槍杖バルドークを用いて、最大、最高の技わざで仕留める。

　跳ちよう躍やくし、宙の足下に〈導どう想そう魔ま手しゆ〉を発動――。

　その〈導想魔手〉を片足の裏で捉え蹴る――。

　高く跳とびながらバルバロイの使者を眼下に見下ろした。

　大柄な頭蓋骨――バルバロイの使者が間近に迫せまる。瞬く間に槍やり圏けん内ないに入った。

　そのバルバロイの使者が、俺の動きに反応。

　バルバロイの使者は口から液体を発しながら、

「ググ、コウゲキはサセヌ！」

　そう叫ぶと、三つの長太い骨の腕が持つ大剣を振ふり上げてきた。

　その大剣ごと喰くらってもらおうか――〈闇あん穿せん・魔ま壊かい槍そう〉を繰り出した。

　漆しつ黒こくの闇を纏う魔槍杖バルドークの紅べに矛ほこと紅べに斧おの刃ばの穂ほ先さきが大剣と衝突――。

　魔槍杖の〈闇穿〉は防がれた。が、これは想定内――。

　コンマ数秒遅おくれて出現した闇色に輝く巨きよ大だいランス。

　その壊槍グラドパルスは螺ら旋せん回転を続けながら〈闇穿〉を防いだ大剣と、他の二本の大剣をぐちゃぐちゃに破は壊かいしながら突き進む。

　巨大な三の腕も、練り込んだ飴あめのように、ランスの螺ら鈿でん細工に巻き込んで破壊した。

　壊槍グラドパルスは『ワルキューレの騎行』の音楽を響かせるように突とつ進しん。

　突進した壊槍グラドパルスに触ふれた灰色の液体は蒸発。

　蒸発した後の灰色の蒸気めいたモノさえ破壊する壊槍グラドパルスはバルバロイの使者の頭蓋骨を貫つらぬく――貫いた箇所から閃光が生まれた。

　強烈な喇らつ叭ぱ音を轟とどろかせつつ頭蓋骨は一いつ瞬しゆんでグラドパルスに巻き込まれて消失。

　頭蓋骨から半身を破壊しつつ突き進む壊槍グラドパルスは凄すさまじい。そのまま回転が衰おとろえない壊槍グラドパルスはバルバロイの使者が足下に形成していた灰色の川を蒸発させ、花崗岩のようなモノに変質した迷めい宮きゆうの床ごと破壊するように突き刺さる。

　地響きを起こし、そのまま迷宮ごと貫く勢いの壊槍グラドパルス――。

　刹那、今まで見たことのないような黄色い閃光が、その壊槍グラドパルスが刺さった根元の、樹の床の迷宮の内部から発生した。

　だが、そんな黄色い閃光すらも喰らうように吸収していく壊槍グラドパルス。

　しかし、突如、壊槍グラドパルスは虚こ空くうへ消失。

　半身だけ残ったバルバロイの使者は、その半身も溶けた。

　溶けたバルバロイの使者を構成していた骨と腐肉と鈴やら鎖やらの物質は……。

　一瞬で何かを形作るように収縮し固まる。

　その固まった物は煌びやかな極大スタチューだった。

　しかし、壊槍グラドパルスが突き刺さっていた穴が反応。

　傷のような穴から、黄色と青白い色の魔力が噴ふき出る。

　その噴き出た黄色と青白い色の魔力は、宙で交じり合い、血のようなモノに変質すると、出来たばかりの極大スタチューに纏わりつく。

　極大スタチューは、その血のようなモノに溶かされてしまった。

　その血のようなモノは、噴ふん出しゆつした穴に吸い込まれて消える。

　刹那、その迷宮に出来た穴は輝きを発して、穴は塞ふさがれた。

　スタチューをエネルギー源としたのか？　バルバロイの使者を迎むかえ撃うった迷宮の床は元通りだ。

　その下に戻もどった床に黒豹ロロが立つと、頭部を上げて、

「ンン――にゃおぉぉぉぉん」

　と、叫んだ。『倒たおしたにゃ～』と、だれかに叫ぶような感じだ。

「閣下、バルバロイの使者は消えましたね、不思議なモンスターでした」

「おう。左目に戻ってくれ」

「はい」

　ヘルメを左目に格納すると、背後から皆みなが駆かけ寄ってきた。

「凄すごい……バルバロイの使者を倒したの？」

「ん、凄い！　シュウヤからもう一つの大きなランス？　が現れて、敵を潰つぶした」

「にゃおおおおお～ん」

　相棒が自じ慢まん気げに鳴く。ドヤ顔だが、許ゆるそう。

「シュウヤ様！」

「ありがとう――」

「本当に……素す晴ばらしい魔法技術と魔法の槍でした……」

「おう、ミラとリュクス、助けることができてよかった」

「でも、シュウヤ、今、綺き麗れいな水の衣ころもを纏った女性が居たけど……あれ？」

「常闇の水精霊ヘルメだ。俺の左目に彼かの女じよは棲すんでいる」

「「ええええ！」」

　と、簡単にヘルメの説明をしていく。皆、驚いていたが、納なつ得とくしてくれた。

「しかし、ミラたち、他のパーティメンバーは大丈夫なのか？」

「あぁ、そうでした。ラ・ドゥン族！　運命のシュウヤ様、またの機会に――」

「シュウヤ様は命の恩人です。お礼は次の機会にでも――」

　ミラとリュクスはそう語ると、踵きびすを返して、そのまま逃にげてきた廊ろう下かを走っていった。

　あの様子だと、パーティメンバーは生きているのかな。

「無事だといいけどね」

「あぁ」

　と、レベッカに答えてから、

「よし、とんだ大物狩がりとなったが、俺たちも仕事がある。進もうか」

「ん、行こう」

「はい！」

　そうして、先を歩くエヴァは、

「この先にレアモンスター部屋がある。冒ぼう険けん者しやたちも並んでいると思う」

　エヴァがそう説明してから魔ま導どう車くるま椅い子すを進めていく。

「わかった。レアモンスターを狩かるにしても、スライムの素そ材ざい回収とジグアの回収を忘れないようにしよう」

　背後の二人と一匹びきに依い頼らいの確認をするように告げて、先を進むエヴァを追いかけた。

「はい」

「にゃお」

「うん」

　この先はまだ樹で構成された迷宮。森のような通路の先から魔素の反応がある。

　この魔素の形からして、モンスターではない。人だ。

　他の冒険者パーティも多いようだ。その通路を進む。

　あそこか。窪くぼんだ先を左に曲がり進むと……広場のような地形があった。

　床は樹木でもコンクリートでもない。黒みがかったタイル状の材質だ。

　内ない壁へきと天てん井じようも樹木に覆われていない。奥おくに黒い大だい蛇じやが彫られた大きな石いし扉とびらがある。

　その他、部屋中にも蛇へびの象ぞう嵌がんが施ほどこされてあった。大きな石扉を凝視。石扉の縁ふちという縁に、灰色を点ともすランタンが多数ぶら下がっていた。それらがまるで、標識のように見えてくる。







第百十章「変わった凹凸コンビ」







　あの扉の先は、いかにも〝何かいる〟と感じさせる。

　石扉の内部から漏もれる黒色の魔力。怪あやしい。

　その黒色の魔力はランタンの灰色の明かりと混ざるように渦うずを巻くと、石扉の中に渦を巻きながら消えていく。その渦を巻く魔力の動きに、少し恐きよう怖ふ感を味わった。

　大きな石扉の前は広場。そこで冒険者たちが休んでいる。

　皆、あの扉の中に居るレアモンスターが目当てで、順番を待っているのか。

　あちこちに篝かがり火びが置かれ魔法の光源がぷかぷかと浮ういている。

　俺たちも順番待ちに加わろうと広場に向かう。

　広場では、フリーマケットを行うような冒険者も居た。

　敷いた布の上に様々な物が乗っている。色いろ違ちがいのポーション類、怪しい粉が入った袋ふくろ、陶とう器きの瓶びん、干ひからびた蜥蜴とかげ、小さい杖つえ、何かの魔法の文字が刻まれたスクロール。

　それらの商品を物色していると周囲の冒険者たちから視線が集まった。無視だ。可愛かわいい黒猫ロロを見る！　と、相棒に微笑ほほえみかけてから、大きな石扉に向かう。

「ンン」

　相棒は尻しつ尾ぽを俺の頬ほおに当ててくる。

　その悪戯いたずらを見たのか、背後から微笑む声が聞こえた。

　相棒は楽しいらしいが、俺も仲間たちの楽しい声を聞いて嬉しく感じる。

　じゃんけんでもしているのかな？　レベッカの白魚のような指たちでも、見ようかなと、思った時――声が響く。喧けん嘩かでもしているような声だ。

　その声が聞こえた広場へと、さりげなく視線を移す。

　そこで揉もめていたのは、人族たちと、ペンギンのような種族の冒険者。

　ペンギンは、一歩も退かず、

「何しやがる！」

　と、一本の刀とう剣けんを背中から抜いて正眼に構えている。所作と姿を見て、驚く。

　見た目は、小こ柄がらで可愛いペンギン……だが、その剣を構える所作に淀よどみがない。

「ネームスを馬ば鹿かにしやがって、おめぇらは、この俺様に喧嘩を売るってことだな？」

　そう気合いを込めて語るペンギン種族……。

　和風っぽい戦せん闘とう服ふくを身に着けているのもあるとは思うが……。

　それは剣けん豪ごうが剣気を丹たん田でんに溜ため込んでいるような構えだ。特別な気き迫はくを感じた。

　魔力操作も巧たくみだ。魔闘術系のスキルを実行しているんだろう。

　しかし、見た目は、青毛と白毛と黒毛の体毛を持つぺンギンさんだ。

　三角の形に近い顔。乱暴な口調で喋しやべっている黄色い嘴くちばしもリアル。

　そして、もこもことした可愛らしい腕を注視。

　あの小さい腕は、翼つばさの効果でもあるのか？

　この世界のペンギンさんは空を飛べるのか？

　青毛が覆う小さい翼。その小さい翼は、両手でもあるらしい。

　柔やわらかそうな羽う毛もうが付いた両りよう腕うでの内側に、鳥の脚のような手がある。

　細っこい小さい指たちで、ちゃんと刀剣の柄つか巻まきを握っていた。

　その柄巻を握っている十本の指は、人族と同じ色。

　が、足はペンギンと似て、薄うすい黒毛と青毛が生えている作り。

　剣けん士しらしい靴くつも履はいているが……やはり、




　あのペンギン、ただのペンギンじゃねぇな。




　俺は思わず彼かれを凝視しながら、そう気合いを込めて思念の言葉を贈おくった。

　そのペンギンの剣士と、相対した冒険者たちが、

「……なんだそりゃ、そのなりで剣けん術じゆつかよ。笑える。――なぁ？」

「ははは。確かに滑こつ稽けいだ。小さい鳥種族のくせに、いっぱしな剣士を気取るとはな」

　すると、嘲あざける言葉に同調したのか、他の冒険者もペンギンの剣士を囲み出す。

「おい、なんだなんだ？」

「吠ほえているねぇ」

　ペンギン剣士をからかう冒険者たちが増えた。

　人族四人組対ペンギン種族一人の構図。

　剣けん呑のんな雰ふん囲い気き。戦いになるのか？　と思った時。

「――ネーームスッ！」

　突然、野太い怒ど声せいが響く。声の主は巨きよ人じん？

　その巨人が、ペンギン剣士を守るように仁に王おう立だち。

　巨人は黒色の鋼の腕を、左右へと広げている。

　その大柄な巨人を凝視。最初はただの柱だと思ったが……。

　身体のすべてが、鋼鉄と植物で構成されている？

　いや、土も混ざって、鋼鉄以外に、粘ねん土どもある？

　未知のシリコン系の素材も巧こう妙みように混ざり合っている？

　硬こう質しつそうで柔らかい部分もありそう。不思議な身体を持つ巨人種族だった。

　身長は三メートル以上あるんだろうか……実は伸しん縮しゆく性せいがある？

　太い鋼鉄と樹木が混ざる一いつ対ついの足で、身体を支えている人型巨人。

　頭部は意外に可愛い作りだが、可愛いモンスターと言われても分からないぞ。

　横に移動しつつ巨人さんの観察を続けた。

　顔は長方形、特とく徴ちよう的てきな相そう貌ぼうだ。小さい鼻の穴がある。

　細い顎あご先さきに小枝類が幾つか伸のびていた。

　その小枝に極ごく彩さい色しき豊かな実も生えていた。素す直なおに面おも白しろい。

　双眸は紺こん碧ぺき色に近い。丸い水すい晶しようの塊。クリスタルなお目目ちゃんだ。

　唇くちびるを形成している樹皮の素材が、微び妙みように裂さけて歪なタラコの形となっている。

　鋼鉄ブロックのような左ひだり肩かたに、大きなタンポポのような花が咲さいていた。

　そして、見えにくいが……。

　右みぎ肩かたに、漢字の文字に近いデザインが刻まれてあった。

　ペンギン剣士を囲っている冒険者たちは、その動く巨人の姿を見て、

「う、動いただと？」

「でけぇ、こ、こいつ、モンスターだろ？」

「……鳥野や郎ろう、こいつは何だ？」

　彼らは、動どう揺ようしながら発言。屁へっ放ぴり腰ごしだ。

　その怯おびえた様子を見たペンギン剣士は、黒く縁ふち取どった黄色い嘴で、

「何だじゃねぇよ。それに俺は鳥じゃねぇ！　モガ族の剣士で、名もモガだ」

　ペンギン剣士は博ばく徒とのように名乗る。江え戸ど前まえ風って印象だ。そのモガは、

「それと、こいつは相棒だ。名前はネームス。れっきとした冒険者の一人だ」

　鋼鉄と樹木が混じった巨人の名はネームスか。それらしい名前だ。うん。

「おい、お前、さっき柱だと勘かん違ちがいしながらネームスを何回も蹴っていただろう」

「え？　さ、さぁ……」

　と、きょどる冒険者の一人。きょどる仕草が面白い彼は、仲間たちに視線を目配せするが、他の仲間たちは知らんぷりだ。

「……へんだ！　許さねぇからな。モガ流剣術で斬きり刻んでやる」

　ネームスとモガの凹凸コンビか。すると、鋼木巨人ネームスが、

「フンッ――」

　と、怒いかりを感じさせる鼻息を吐はき、続けざまに、大きい樹皮が裂けた口を広げ、

「ネーーーーームスッ!!」

　と、大きな声で名乗り、鋼鉄と樹木が混ざりあった巨大な腕を高く振り上げた。

　その巨大な腕で、モガを守ろうと、チンピラ風の冒険者たちを吹き飛ばす勢いだ。

「ひっぃぃぃ、わ、悪かった。蹴って悪かった」

「変なこと言って申し訳ない。俺おれたちはもう帰るからさ、怒らないでくれ……」

　頭を抱かかえ悲鳴をあげる冒険者たち。

「ふん、ネームス。許してやれ」

「わ……た、し……は、ネームス」

　ゆっくりとした口調だ。〝ネームス〟と名乗った鋼木巨人。

　振り上げた巨大な腕を下ろして、その場で、本当の柱にでもなったように佇たたずむ。

「す、済まなかった。ありがとう」

　狼ろう狽ばいし青ざめた表情を浮かべていた冒険者たち。

　彼らは鋼木巨人ネームスに謝あやまると、すごすごと撤てつ収しゆうしていく。

　その情けない姿は、周囲の冒険者たちから白い目で見られていた。

　ペンギン剣士こと、モガは、小さい顔をネームスに向け、

「ははは、順番待ちが少し減ったな、ネームス」

　佇んだネームスはモガの声を聞いて反応。

　のっそりと上半身を動かしつつクリスタル風の双眸をモガに向ける。

　そのクリスタルの目を、ぱちくりと瞬まばたきさせながら、

「……ネームス」

　と、また小さい声で名乗っていた。ネームスはアレしか喋れないのか？

　しかし、ここで待つといっても順番が分からない。

「んっ巨大。初見」

　エヴァの驚おどろく声が聞こえた。背後を振り返る。

　きょとん、とした表情を浮かべて、鋼木巨人のネームスを見上げているエヴァだ。

　ぼうっとしているようにも見えるエヴァに、

「凹凸コンビって、印象の冒険者の方だ」

　と、告げると、エヴァはコクコクと細い首を縦に揺ゆらして反応している。

　レベッカも細い腰こしに片手を当てながら、

「うん、わたしも黒色の鋼と樹木でできた巨人の方は初めて。このペルネーテで見たことないって、相当、珍めずらしい種族よ。モガ族なら見かけたことがある」

　と、語った。ペルネーテは巨大都市だ。その都市で見かけないのなら、やはりネームスは珍しい種族なんだろう。

　そこで、ヴィーネにも〝知っていたら何か話せ〟と言うように視線を向ける。

「……喋る植木？　なら聞いたことはあります」

　へぇ、少し知っているらしい。と、ヴィーネに頷いていたら、黒猫ロロが地面に降りて、トコトコと歩き出した。次し第だいに足を速めて話題にしていた鋼木巨人さんの方へと走っていく……あ、ネームスの肩かたへと上ってしまった。

　迷めい惑わくをかけるまえに黒猫ロロを連つれ戻そう。

「ロロちゃん、上っちゃった」

「あぁ、見てくる――」

　俺は仲間たちから離はなれて、ネームスとペンギンさんが居る場所に向かった。

「ンンン、にゃ」

「わ、たしはネームス」

　ネームスは肩に乗った黒猫ロロに挨拶している。

「にゃお」

「わたしはネームス」

　ネームスのクリスタル状の双眸が輝く。さらに、鋼と樹と粘土のようなモノたちが、ネームスの表情筋を新しく作るように微妙に動く。

「にゃん、にゃ」

「わ、た、しはネームス」

「ンン、にゃ～ぁ」

　黒猫ロロの微妙に間延びした猫ねこらしい声を、間近で聞いた鋼木巨人ネームスは、「わた、しはネームス」と、再び、名乗る。

　同時に、可愛いクリスタルの虹こう彩さいを僅わずかに揺らす。

「にゃお」

　と、また鳴いたロロディーヌをジッと見るネームス。

　星々が煌めくようなクリスタルの瞳ひとみたちが動く。虹彩を散大収縮させて、

「わ、たし、は、ネームス」

　と、声を出すネームス。黒猫ロロも面白いのか、

「にゃんお」

　と、挨拶した。

「わたし、は、ネームス」
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　何とも言えない空気に……固まってしまう。

『閣下、ロロ様は不思議な種族が大好きなのですね、可愛らしく素す敵てきなお尻しりです』

『お尻なのかいっ』

　と、軽くツッコミを入れてから黒猫ロロを見やる。

　まだ、不思議なやりとりを繰り広げていた。

　やはり、鋼木巨人のネームスと会話をしているのだろうか。

「おい、その黒猫は？」

　ペンギン種族のモガが、黒猫ロロの行動に驚いたようだ。

　彼は双眸が見開き、青い体毛が逆立っていた。

　鋼木巨人のネームスは黒猫ロロを肩に乗せた状態で、のっそりと動く。

「……わたしはネームス」

　と、モガに頭部を向けて語りかけていた。

「なんだあ？　ネームス、その黒猫が気に入ったのか？」

「わたしは、ネームス」

　鋼木巨人ことネームスは、ゆっくりとクリスタルの目を閉じて開く。

　瞬きしているのか？

　よく見たら睫まつ毛げらしき小さい枝がたくさん生えている。

「おぉ、珍しいな……」

　黒猫ロロはネームスの肩から降りると、

「ンン、にゃお」

　と、ペンギンの姿のモガ族に近寄って挨あい拶さつしている。

「よう、黒猫、お前さんは何ど処こからきた？」

　俺も挨拶しておいた方がよさそうだ。

「突とつ然ぜんすみません。その黒猫はロロディーヌ。ロロが愛あい称しようです。相棒です。俺の名前はシュウヤ・カガリと言います」

「にゃ」

　丁てい寧ねいにペンギンさんへと頭を下げて、挨拶。

　頭を下げていると、黒猫ロロが肩に戻ってきた。

「これはご丁寧にどうも、俺はモガ族の剣士でもある冒険者だ。名はギュンター。ギュンター・モガだ。よろしくな。背が高い人族のシュウヤ」

　モガは軽装な防具を身に付けている。近くで見ても顔はペンギンだった。

　頭の毛が人族のように纏まっているのが、また可愛い。

「わたしは、ネームス」

　モガ族のギュンターに注目していると鋼木巨人ネームスも名乗ってきた。

　のっそりと動いて頭部を傾かたむけてくる。

　やはり、このネームスは、レベッカも語っていたように、かなり珍しい種族。

　俺は笑えみを意識して、

「……よろしく、ネームスとギュンターさん」

　と、ネームスたちに向けて挨拶をした。

「わ、たしはネームス」

　ネームスはつぶらな水晶の目を瞬きしながら、小さく頷うなずく。

「へぇ、またか。ネームスが人族にちゃんと挨拶するとは。そのロロという黒猫と、お前さん、シュウヤは、ネームスと何か通ずるところがあるのかねぇ？」

　と、皇こう帝ていペンギンと少し似ているモガが語るが……俺が知るわけがない。

　そこでまたネームスを見上げる。

「さあ？　どうでしょうか……」

　と、発言しながらネームスを凝ぎよう視し。黒色の鋼と樹木が混ざった特別な生物。

　動きは鈍いが、スムーズに動けている。

　粘土のような素材もあるし、関節部は硬かたそうで柔らかい？

　しかし、本当に生命体であり、何かの種族なのだろうか。

　鋼鉄のような部分は鉱物から造られていると判別はできるが……。

　実はシリコーンやケイ素系生命体なのかもしれない。

　或あるいはソリッドステートで中身は演算回路の機械が詰めこまれていたりする電子的な人工生命体とか。魔導人形ウオーガノフとは明らかに違ちがう。

　樹木も混ざっているから想像がつかない。

　まぁ生命の神秘について思考をいくら重ねても仕方がないか。

　ということで、ギュンター・モガに、この順番待ちについて聞いてみようか。

「それより、この大扉の先にいる黒飴水蛇シユガースネークの討とう伐ばつ順番とは、どのような流れで決まっているのですか？」

　と、広場に視線を移しながらギュンター・モガへと質問をした。

「それなら、広場の左からクランやパーティ順だ。お前らも並ぶなら、俺らの後だな。さっき一組のパーティが居なくなったから、お前らは五組目だ。次はあそこのパーティ、騎き士し団だん風の【アルゴスの飛ひ燕えん団】だ。その次が奴ど隷れいで固めているパーティ【恐きよう道どうリブキー】、その次がクラン【ナナシ】の連中、その後が、俺ら二人組のパーティ【剣けん王おうモガと黄昏たそがれネームス】だ」

　ペンギン、もとい、モガ族のギュンターさんは渋しぶみのある声で丁寧に説明してくれた。

　しかし、ギュンターさんの見た目はペンギンだ。

　相方のネームスさんは鋼木巨人だから強そうだと分かる。

　この凸でこ凹ぼこ二人組のパーティだけで黒飴水蛇シユガースネークを倒せるのか？

　ここに居る時点で、その自信があるんだから余計なお世話だが……。

　実はめちゃくちゃ強いのか。さっき体に纏っていた魔闘術もスムーズだったし、ひょっとしたらパーティの名前通り、本当に剣王なのかもしれない。

「……わかりました。ギュンターさん、説明をありがとう」

「いいってことよ。俺はモガ、ギュンターでもいいぞ」

　鳥の脚のような小さい手で親指を立てるモガさん。可愛いとは言えない。

「わかった。モガ、ありがとな」

「おうよ」

　お辞じ儀ぎをしてから黒猫ロロを連れて離れていく。

　皆のところへ戻り、話の経過を仲間たちへ説明した。

「五番目か、待ちましょ」

「ん」

「了りよう解かい、休きゆう憩けいするか」

「はっ」

「にゃお」

　四人と一匹で輪になるように、その場で待機。

　レベッカは背はい嚢のうを床ゆかに置く。物をチェックしていた。

　エヴァも魔導車椅子に付けてあった簡易袋から毛布を取り出している。

　そして、肩から下りていた黒猫のロロディーヌ。

　丸めた両前足を胸むな元もとにおさめつつ小さい子こ猫ねこの身体を床に預けていた。

　まったりと、休みながら、エヴァの毛布を見ている。毛布の溝に嵌はまりたいのだろう。

　ラグレンと一いつ緒しよに旅をしてきた時や、ポポブムと一緒に旅をしてきた時を思い出す。

　太ふと股ももに掛かけた毛布の溝に埋まい没ぼつするように、嵌まることが大好きな黒猫ロロだ。

　一方、レベッカは日記帳のような紐ひもで縛しばられた小さい紙し片へん集しゆうとお菓か子しとパンを取り出していた。細く綺麗な指たちが握にぎるのは、紙片集。

　すると、「ンン」と微かすかな喉のど声ごえを出した黒猫ロロ。

　その可愛い喉声を聞いたレベッカは、取り出した紙片集を床に置いて、長い人差し指を黒猫ロロに向けて微笑む。黒猫ロロはその指を一心に見つめた。尻尾を揺らして、じゃれそうな感じだ。

　レベッカの指を爪つめで引ひっ掻かくかもしれない。

「相棒、肩においで」

　声を聞いた黒猫ロロは耳をピクピクと動かし、反応。

　振り返って俺を見てから「ン、にゃ」と鳴くと、素す早ばやく地面を四し肢しで蹴けり、俺の肩へと跳躍し、乗ってくる。身軽な黒猫ロロだ。

　その相棒は、くるっと回って、尻尾を俺の耳じ朶だと首に当ててきた。

　悪戯だ。くすぐったいから反射的に「うひゃっ」と首を傾け、肩を上げる。

　相棒はそんな俺に構わず「ンン」と微かな喉声を発しながら、背の頭ず巾きんの中に入った。

　眠ねむるらしい。

「ふふ、頭巾から小さいロロちゃんの頭が見える」

「ん、可愛い、あ、お目めを瞑つぶった！」

「……ロロ様……可愛い」

　ヴィーネも小声で呟つぶやく。俺も見たいが、背中だ。

　休むなら俺も少し休むかと、その場で尻を地につけ待機。

　ヴィーネも、傍そばに寄ってくると、片かた膝ひざを地面に突けて待機した。

　――数十分後、石扉から出た灰色の魔ま力りよくが、朧おぼろげに揺れる。

　その朧げな線が震ふるえて消失すると、石扉が開いた。

　中からその不気味な灰色の魔力を纏う一団が現れる。

　暗い雰囲気を醸かもし出だすパーティだ。

「アブ・ソルン……」

　そう謎なぞの言葉を呟いた人物。分厚い外がい套とうがぼろぼろになっていた。

「古いタンモール語？」

　そうエヴァが発言。共通語マハハイム語以外にも言語はあると知っていたが……そのような言語が過去にあったのか。

「はい、古い言語。アブが八。アブ・ソルンで八人の者たちという意味があるとか」

　聡そう明めいなヴィーネが補足。

「八人の者立ち……民族浄じよう化か、死に神、マハハイム大陸に伝わる古い言葉たちね」

　とペルネーテに住んでいるレベッカも知っていた。エヴァは眉まゆを微かに動かしている。

　死神か、そのような渾あだ名ながつけられていたからな……。

「不ふ吉きつなアブソルンの印と、資料を少し見たことがあります」

　ヴィーネがまた発言。歴史は分からない。

　それにしても、出てきたパーティたちは……外套がぼろぼろなだけじゃない。

　怪け我が人にんも多く、皆、そうじて俯うつむいているし、暗い顔だ。

　彼らは、それぞれに黒い甘かん露ろ水すいを回収した容器を持っているが喜ぶ様子もない。

　どうやら、仲間に死人でも出たようだ。

「人数が減っているな。あの【憂うれいの月げつ下か】がな……」

「隼はやぶさのアシューだけ無傷か、まぁ個人ランクも混合が多く新人も居たからな」

　他の冒険者たちの言葉だ。

　退出してきたパーティの面と態度を見れば、そう喋りたくなる気持ちも分かる。

【憂いの月下】と呼ばれていたパーティは、すごすごとホールを退出していく。

　きっと、パーティ名が悪いのだと思う。続いて、

「我らは結果を残す！」

　と、宣言した騎き士し鎧よろいを身に着けた【アルゴスの飛燕団】のリーダー。元気がいい。

　その八人たちが、意い気き揚よう々ようと石扉の中に入っていった。

　数時間後、石扉が開く。出てきた【アルゴスの飛燕団】は全員無事だった。

　一部の冒険者が身に着けていた鎧よろいは緑に変色し、溶とけてしまった部位もあるが、そんなことはお構いなしというように、そうじて笑え顔がおだ。

　笑い喜びの言葉を紡つむぐ詩を歌い出す。あの歌、どこかで聞いた感じがする。

【アルゴスの飛燕団】はそのまま足を揃そろえて軍隊が行進するように、広場から通路へ出て去った。次に石扉を押おして中に入ったのが、複数の奴隷を従えた【恐道リブキー】の一団。俺たちの順番は三組が終わってからだ。エヴァたちを見る。

　エヴァはアイテムボックスから茶色のフランスパンと似た穀物を出していた。

　口へと、そのパンを運ぶ。長いパン。太いし硬そう。

　エヴァの小さい口で食べられるのか？　と疑問に思いつつも、俺はレベッカを見る。彼女は黒色のパンを齧かじっている。栄養価の高そうなライ麦系かな？

　エヴァに視線を戻すと、パンの匂においを嗅かいでいた。そりゃそうか。そのエヴァは、加工した金属ナイフで長いパンを切ってから、その一切れを口に含ふくむ。

　パンを食べているだけだが、可愛い仕草だ。

　しかし、あの長いパンの見た目は完全にフランスパン。

　この都市では、あのようなフランスパンも流通しているんだな。

　そういえば、この都市に来てから市場の見学をしていない。

　色々な食材を見たい。今度、市場をぶらつくか。ここは巨きよ大だい都市だ。

　ヘカトレイルよりももっとたくさんの食材が売られているはず。

　と、綺麗なヴィーネを見る。

　彼女は隅すみっこで背嚢からビスケットを取り出して独り寂さびしく食べている。

　あのビスケット、俺がキャネラス邸ていで食べた物に似ていた。

　パサパサして不ま味ずい食べ物。同じ物なら可か哀わい想そうだ。何かあげよう。

　アイテムボックスを素早く起動――コップ代わりの水差しを用意。

　続いて、パンと肉にレタス風野菜を出した。

　二人分と相棒の黒猫ちゃんの分の食材を用意。

　チーズもあったから、ついでに出す。

　それらの食材で、手早くサンドイッチを幾いくつか作った。

　黒猫ロロはときどき大食いになるからな。だが、余ったら、食材袋に入れてストックしとこう。さっとパンを並べて、肉と野菜とチーズさんを上に載のせてと。

　……よしよし。ひとまず、サンドイッチ（仮）ができた。

　まずはこれを、味見だ――パクッとな。と、そのままサンドイッチ（仮）を口に入れ頬ばる。おーし、成功。シンプルだが美う味まい！　もぐもぐと咀そ嚼しやくを続けていると……。

　エヴァが魔導車椅子を動かし近寄ってきた。

「どうした？」

「これ」

　フランスパンを切ったらしい。ひときれを渡わたしてくれた。優やさしい。

「ありがと」

「ん」

　エヴァは頷く。天使が微笑むような表情を浮かべたエヴァ。

　魔導車椅子のハンドリムを片手で回して、レベッカの近くに移動していた。

　同様に、レベッカにも、パンのひときれを渡している。

　更さらに、端はしで縮こまるようにビスケットを食べていたヴィーネの側にも移動していた。

　ヴィーネの手を触さわり、優しく語りかけながらパンを渡している。

　受け取ったヴィーネは、慇いん懃ぎんな態度だ。

　エヴァに向けて丁寧に頭を下げてお礼を述べていた。

　だがなぜか、その様子を見たエヴァの目が一いつ瞬しゆん、鋭するどくなった。

　が、すぐに優しい笑顔を浮かべている。

　気のせいか？　まぁ、何にせよ、エヴァは優しいな。

　俺も、ヴィーネにも作ったサンドイッチをあげよう。

「……ヴィーネ――こっちに来い」

　隣となりの地面を叩たたき〝ここに座すわれ〟と伝える。

「……はいっ」

　呼ばれた通り、俺の隣に片膝をつけ姿勢を低くするヴィーネ。

　その彼かの女じよに、サンドイッチと水差しを渡す。

「――ご主人様、これは？」

「俺が作った。サンドイッチという食いもんだ。新しん鮮せんで美お味いしいぞ」

「い、いえ、そうではありません。わたしは奴隷。ご主人様と同じ物を頂いただくわけにはいきません。食事ならキャネラスからもらい受けた菓子がありますから、それに、今しがたエヴァ様からも、パン一切れを頂きました。コンナ、モノ、カシノ、ガ……」

　拒きよ否ひってきた。しかも、小さな声ながらエルフ語を変化させたスラング的な言葉で、ぶつぶつと呟いている。俺には翻ほん訳やくスキルもあるんだが、地上の連中は、分からないとでも思っているのだろうか。ま、いいけど。

「エヴァのパンは一切れだし、足りないだろ？　そして、さっきヴィーネが食っていたのは、あのビスケットだ。高級なのかもしれないが、俺的には、パサパサして不味いと思った。ダークエルフと食感が違うかもしれないがな？　だから、騙だまされたと思って食ってみろ。新鮮な食材を美味しいと感じるはず。あ、宗教的な理由で、小麦系の食材や肉や野菜が食えないとか、チーズがダメとか？」

「いえ、そういうわけでは……」

「なら命令だ。まずは、俺のスーパーなサンドイッチを食べるのだ」

　と、レベッカ風に人差し指を伸ばし発言。レベッカから笑い声が漏れる。

「ンン、にゃ」

　俺の声に連動した黒猫ロロの可愛い声が背中から響ひびく。

『食べるのだ！』

　左目に棲すむ小さいヘルメも念話で俺の真ま似ねをして喋る。

「ロロちゃん、頭巾の中で何か喋ってる！」

「ん、その布で遮さえぎられた声も可愛い」

　レベッカとエヴァの声を聞きながらダークエルフのヴィーネを凝視。

　銀ぎん髪ぱつの前まえ髪がみを耳元に流しているヴィーネ。

　細い銀色の眉でさえ芸術めいている。

「はい。では、ご相しよう伴ばんにあずからせてもらいます」

「おうよ」

　頷いたヴィーネ。

　彼女の美しい紫むらさき色いろの唇が、俺のサンドイッチ（仮）スーパーサンドイツチをカプッと挟はさみ捕とらえた。ヴィーネは、もぐもぐと古こ雅がな頬の動きで、美味しそうにスーパーサンドイッチを食べていく。

　風ふう雅がさがあるヴィーネの食べ方スタイルだが、紫むらさきの唇の動きと、襞ひだたちの動きは艶なまめく魅み力りよくで溢あふれて魅み了りようされてしまう。

　そして、ヴィーネは、意外に美味しいじゃん。という顔付きだ。

　パンを食べながら嬉うれしそうに、小声のエルフ語で呟きつつ、夢中になってスーパーサンドイッチを食べていくと、青白い肌はだに化け粧しようでも施ほどこしたように、頬が紅あかく色づく。

　あっという間にスーパーサンドイッチを食べ終わるヴィーネさんだ。

　そして、エヴァからもらったパンの一切れが、まだ残っていた。

「ヴィーネ、そのパンの上にのせる肉と野菜にチーズも渡すから、食べたらどうだ？　腹はら一いつ杯ぱいなら、別に食わなくていいから」

　そう言って、肉、チーズ、野菜、水差しを渡す。

「では、頂きます」

　ヴィーネは受け取ってくれた。

　彼女は一切れのパンの上に肉、チーズ、野菜を乗せると、パンを食べていく。

　立場上、どんな答えがくるか、分かってはいるが、あえて、

「美味しいか？」

　と、聞く。

「……はい」

　微び笑しようを浮うかべて答えてくれた。エヴァもいいが、ヴィーネもやはり美しい。

「よかった。俺も食おっと」

　食い掛かけのサンドイッチを胃の中に運ぶ。

　うむうむ。うまうまだ。水もごくごくっと飲んでおく。

　すると、背中の頭巾で寝ねていた黒猫ロロが、もぞもぞと動く。

　さっき、声を出していたが、はは、食い時になると必ず起きるね。

「ンンン」

　黒猫ロロは頭巾から肩に移動した。

「にゃぁ」

　と、『何を食っているのにゃ』的に鳴きながら、俺の顔を見る黒猫ロロさんだ。

「待ってろ、今、お前の分も用意するから」

「にゃお～ん」

　黒猫ロロは嬉しそうに鳴く。

　アイテムボックスから肉と野菜を多めに出し皮布の上に置いてやった。

　黒猫ロロは一回、俺の頬ほおをペロッと舐なめてから地面に降りる。

　そして、置いた肉や野菜をがっついて食べていった。

「ロロちゃん、化け大おお茸きのこをいっぱい食べていたのに、すごい食欲」

「元気よく食べている。それが可愛かわいい」

　黒猫ロロは、レベッカとエヴァが自分のことを話していると分かるのか、二人の方を一瞬チラッと見上げるが、すぐに食欲のほうが優まさった。

　また、頭部を傾けながら、肉と野菜にパンをむしゃむしゃと奥おく歯ばを使って、一いつ生しよう懸けん命めいに咀嚼を続けていく。可愛い食べっぷり。そうして、ほのぼのと順番が過ぎていく。

　やがて、冒ぼう険けん者しやと奴隷たちの【恐道リブキー】たちが、石いし扉とびらを開けた。

　次にクラン【ナナシ】の順番となった。

　そのナナシのクランたちも、黒の甘露水が入った瓶びんを抱えながら現れて、素早く広場から立ち去っていく。そして、【剣王モガとネームス】の二人組の番となった。

　俺たちに手を振ふったモガ。ネームスを連れて石扉を押し開く。

　暫しばらく待つと、そのモガとネームスたちが、石扉を開けた。

　ネームスが丘きゆう陵りようのある広く厚い胸きよう郭かくの幅はばを生かすように、たくさんの瓶を抱え持っている。モガも片手で瓶を抱えていた。身に着けている戦せん闘とう服ふくは黒色に染まっている。

　とにかく無事に終えたようだ。速かったし挨拶しておこう。と、近寄ると、

「よっ、一いつ杯ぱい〝黒い甘露水〟集めたぜぇ。俺の身体も黒くろ甘あまくなっちまったぁ～」

　モガはおどけて鼻の穴を拡ひろげたような、変顔を浮かべつつ、ジョークを飛ばしてくる。

　そんな態度の彼らが時間的に一番早く大扉から出てきた。

　結局、アルゴスの飛燕団というパーティが一番時間が掛かっていたな。

「……本当だ。焼いたら美味しそうだ」

　半笑い顔を意識した俺だ。冗じよう談だんを返してやる。

「なにぃ、俺は焼き鳥じゃねぇぞ」

　冗談だってのに、モガは、俺を警けい戒かいするように片手で刀とう剣けんを持とうとしていた。

「ははは、焼かないって」

　俺の言葉を聞いて、凝視してくる。

　ペンギンの顔だ。そのペンギンの面で、真しん剣けんな目つき。

　そのモガは、安心したようで、ホッと息を吐き、

「そ、そうか。たまに、俺を本気で食べたがる奴やつらがいるからな……」

　と、構えを解く。

「それより、黒飴水蛇シユガースネークを倒たおすの早かったな？」

「おうよ。なんせ相棒とオレだけだ。持てる量も少ないから早く倒すしかないのさ。巨きよ体たいのネームスは大量に瓶を持てるけどな？　それでもさすがに限界はある」

「わた、しは、ネームスっ」

　鋼木巨人ネームスが大量に瓶を抱えながら発言した。

　気持ちの入った名乗り声。

　そして、何を思ったか、徐おもむろに大きな胴どう体たいを斜ななめに動かす。

　ゴーレムのような鋼鉄と樹木が混ざる頭部を近付けてきた。

「おい、ネームス、どうしたんだ？」

　背後のモガが驚いて話しかけているが、巨人ネームスさんは微び動どうだにせず。

　枝の眉まゆ毛げをピクピクと動かして、ゆっくりと瞬きを繰くり返す。

　まるで、俺に何かを訴うつたえるよう凝視を続けるネームス。

　可愛いクリスタル系の瞳に反射する俺の姿は疑問気だ。

　一心に集中しているネームスか……。

『瞳の奥おくに深い知性を感じるのは気のせいでしょうか？』

　左目に棲む小さいヘルメが呼応。

　ネームスの双そう眸ぼうはクリスタル。その瞳の内部に指を向けている。

　俺は頷きながら、思念で、

『あるかもな。あの水すい晶しようの奥おく底そこには、小さい宇宙人たちが無数に存在し、文明的な生活を営んでいるとか、蟻ありには蟻の世界があるように、俺たちの発想では捉とらえられない、次元世界が、あのクリスタルのような水晶の奥の間にあるのかもしれない。〝世界五分前仮説〟という説がある。時間は脳が生み出した幻げん想そうに過ぎない。記き憶おくを蓄ちく積せきし知覚させているだけで実際はない。とかな？　時間は一方的だと考えていたから、驚いた覚えがある。エントロピーの増大則も絶対ではないから、あながち間ま違ちがっていないのかもしれないし、そして、今の、俺の存在だ。時空は曲面ではない平面だったということだろう。多元宇宙。無限に存在しうる宇宙の中の一つに過ぎない』

『……閣下、難しくて意味が分かりません』

　確かに。ここは黒服を着た特とく殊しゆな二人組がいる世界ではない。

「……わたしは、ネームス……」

　お、少し口調が変わったか？　彼かれか彼女か性別が分からないが……。

　ただ、やはりネームスの顔色自体あまり変化しない。

　どんなことを考えているか、まったく分からない。

「ネームスさん、後ろにいる相棒が驚いているよ？」

「わた、しは……ネームス」

　頷いたようにも見える。そのネームスは頭部を左右に揺らした。

　左右に揺らした理由はなんだろう。

　そのネームスさんは、背せ伸のびをするように胴体を上げて体勢を整えると……。

　どすどすと巨体の重い足を響かせ広場を歩いていく。

「――あ、ネームス、先に行くな。んじゃシュウヤ、悪いな。また何処かでなァ」

「あぁ、またな」

　モガは軽い口調で挨拶。

　ペンギンっぽい小さい足をピョコピョコと前に運びつつの、身軽な動きで去っていく。

　不思議で変わった凹おう凸とつコンビだ。またどこかで会えるかな。

　それよりやっと俺たちの番だよ。振り返り仲間を見る。

「よし、俺たちの番だ。いこうか？」

「にゃお」

「ん、いく、バルバロイの使者の時は少ししか動けなかったから、がんばる！」

「うん。さっきの音楽の魔ま法ほうか何かで、わたしたちの動きを鈍にぶくする効果を生み出していたと思うし仕方がない。だからこそ、今回は、がんばるからね」

「はっ」

「精せい霊れい様は出さないの？」

「まだ分からない」

『閣下の指示があればすぐに出ます』

『おう』

　皆みな、準備万ばん全ぜん。大きな石扉を開けて、中へと侵しん入にゆう。

　小走りで進みながら、自然と隊列を組む。魚ぎよ鱗りんの陣じん。

　サッカーで例えるなら、俺おれがワントップのＦＷ。ＭＦの皆という感じだ。

　クリスマスツリーの形をしたフォーメーション。④―⑤―①、⑤―④―①などの中ちゆう盤ばんの多さを利用し、プレスをかけやすくして、相手からボールを奪うばいやすくする。

　代表的なカウンター戦術に多いフォーメーションだ。

　ＦＷがない場合は、アンチ・フットボールと揶や揄ゆされることもある。

　そんなことを一瞬で思考しながら、エヴァたちをチラッと見て、周囲も見る。

　部屋はマナーを守り順番待ちをしていた部屋と、ほぼ同じ幅だ。

　天てん井じようが高いから少し広いか。その高い天井を支える巨大な柱があちこちに聳そびえ立たつ。

　柱の表面にある螺ら鈿でん模様は微かに確かく認にんできる。だが、薄うす暗ぐらい空間だ。

　床の色は黒っぽい。しかし、パルテノン神しん殿でんにあるような巨大な柱だ。

　隠かくれる場所に利用できる……巨大な柱といえば……転生直後の地下世界だ。

　放ほう浪ろうしていた時に古代遺い跡せきがあった。

　ゴブリンたちが棲んでいた地下世界……緑色の筋肉マッチョマンの怪かい物ぶつは怖こわかった。

　と、過去を思い出した刹せつ那な――標的の巨大な魔ま素そを感じた。

　大型の蛇と分かる魔素の反応大きさは……。

　黒色の巨大な柱が立ち並ぶ中心の広間からだ。

　そして、もうあの時の俺じゃない、レアモンスターを倒す！







第百十一章「黒飴水蛇シュガースネーク」







　意気込む気合いを抑おさえながら、皆へと、指示を出しておく。

「モンスターの反応は真ん中の柱の陰かげ。各自〝黒飴水蛇〟を視し認にんしだい遠えん距きよ離りから攻こう撃げきだ。そのあとは、臨機応変に！」

「にゃ」

　相棒は黒くろ豹ひようタイプでいくようだ。巨きよ大だい化かして怪かい獣じゆう大決戦という感じではないらしい。

「んっ」

　エヴァは冷静な顔付きで頷くと、魔ま導どう車くるま椅い子すを動かして右みぎ端はしから進む。

「了解！」

　レベッカの声は後方だ。

「はいっ！」

　ヴィーネは俺の左斜め前方から進むようだ。

　その手は銀剣ではなく弓を手にしている。俺は部屋の中心に足を向けた。

　黒飴水蛇シユガースネークを視認。

　見た目は巨大なナマズと、大きな蛇を掛け合わせたような姿だ。

　ナマズ風の頭部には、二つの黄緑眼と二つの黄色い眼が上下に揃う。

　その四つの眼球がギョロギョロと蠢うごめく。

　横に広い口から、緑色と黒色の歯を覗のぞかせていた。体長は約十メートル強と判断。

　上部と下部の腹は、大きな蛇か、蚯蚓ミミズか、毛虫か、というぐらいに伸しん縮しゆくをくり返しているから体長は正確ではない。が……とにかく大きい。

『閣下、わたしも出ますか？』

『いや、無問題モーマンタイ、大だい丈じよう夫ぶだ』

『はい』

　ヘルメが視界から消える――。

　そのタイミングで、矢が宙を飛ひ翔しようする。ヴィーネの矢だ。

　左の黒柱の陰に隠れていたヴィーネが黒飴水蛇シユガースネークへと向けて矢を射出した。しかし、胴体の上部は硬い鱗うろこが集中しているのか、その矢は弾はじかれる。

　ヴィーネは華か麗れいな所作で続けざまに矢を射出する。

　その矢は黒飴水蛇シユガースネークの下腹部に刺ささった。

　下腹部は柔やわらかい。更に、ヴィーネの放った矢が連続的に刺さる。

　ワインの樽たるに矢が刺さったかのように、腹から黒い液体が漏もれていく。

　黒色の血ではなくて、本当に黒い甘露水なのか？

　そう疑問に思ったところで、

「ンンン」

　と、喉声を発した相棒。その声を発したロロディーヌの姿を視線で追う。

　黒豹ロロはヴィーネの反対側だった。

　黒柱の陰に移動していた黒豹ロロ。あの黒柱の陰を利用するつもりか。

　そのロロディーヌは、胸から六本の触しよく手しゆを出す。

　目の前の黒柱の前で、その触手たちは、ぐにゃりと湾わん曲きよくし、黒柱を避さける。

　すると触手の先せん端たんからにゅるっと骨剣が出る。そして、その触手骨剣は、急角度に落ちるような角度で、黒飴水蛇シユガースネークが居る方向に向かう。

　触手骨剣が黒飴水蛇シユガースネークの腹部位を捉え突き刺さる。

「にゃお～」

『刺さったにゃ～』と言ったように鳴いたロロディーヌ。

　胸元から伸のびている触手たちを引く。瞬またたく間に、胸元に触手を収納した。

　触手が胸に仕し舞まわれる瞬しゆん間かんが、面おも白しろい。しなる触手が、ちゅぽんっとコルクを抜ぬいたような音でも立てるように、黒毛と胸の中に収まっていた。

　触手が引いた直後、黒飴水蛇シユガースネークの腹に空いた無数の穴から大量の黒い液体が迸ほとばしった。黒豹ロロは隠れていた黒柱から出る。今と同じように、並び立つ黒柱類を戦いに利用する動き。

　黒飴水蛇シユガースネークに的を絞しぼらせない――ストライドを巧たくみに変える走りだ。素早く黒柱に移動。

　尻しつ尾ぽと触手を、その黒柱に引っ掛けて、ぐるぐると黒柱の回りを旋せん回かいして着地。

　目が回りそうな感じだったが、大だい丈じよう夫ぶのようだ。黒柱の陰に移動していた。

　さすがは相あい棒ぼう。まさに神しん獣じゆうの機動だ。

　その黒柱の陰から、黒豹ロロは再び、触手骨剣を繰り出す。

　黒飴水蛇シユガースネークの腹に触手骨剣を喰くらわせて、穴を作り出す。

　攻撃に成功したロロディーヌは、また走り出す。

　違う黒柱の陰に移る。しかし、後あと脚あしが滑すべった。その後脚で、地面を何回も掻く仕草を繰り出して、転こけると思ったが、体勢を持ち直す。

　触手を使えばいいのに相棒ちゃんは器用だ。

　そして、黒柱の陰に移ったロロディーヌは、チラッと俺を見る。

「ンン」

　喉声を発した。意味は色々ありそうだが……。

　相棒は、戦せん況きようを把は握あくしたのか、またも、攻撃に出る。

　触手から出た骨剣が黒飴水蛇シユガースネークの下腹部を突く。

　またも、突く。しなる動きの触手骨剣が、鋭く、下腹部を刺す。

　連続で刺し突く。そのたびに、黒色の穴が無数に発生した。

　その生々しい傷から黒い液体が勢いよく迸っていく。

「ん、わたしも隠れながらやる」

　エヴァは黒豹ロロの戦う様子を見ながら宣言。気合いが乗ったエヴァ。

　その思いが込められているような紫色の魔力が全身から発せられる。

　魔導車椅子も連動した。紫色に強く煌きらめきながら車輪の外側が自動的に開く。

　開いた車輪部位から、沢たく山さんの鋼針と扇おうぎ状じようの金きん属ぞく盤ばんが宙へ飛翔した。

　それら金属製の武器類は、宙に弧こを描えがきつつ紫色の流星群のような勢いで、黒飴水蛇シユガースネークへと降ふり掛かった。黒飴水蛇シユガースネークの上部は硬かたい鱗が多い。

　金属製の武器群の大半を、その硬い鱗が弾くが、柔らかい下腹部は違ちがった。

　鋼針と金属盤が突き刺さる。黒飴水蛇シユガースネークは、たまらず、痛がるように身を捻ひねる。

「ギィィィァァァァ」

　叫さけび声ごえを出した。そこに、レベッカの火球魔法が向かう。

　黒飴水蛇シユガースネークの胴体に火球が直ちよく撃げきした。下腹部は焼やけ焦こげていく。

「ギィアガ――」

　黒飴水蛇シユガースネークは痛みの声を我が慢まんするように、緑と黒の歯を噛かむ。

　歯の隙すき間まから痛みの声を僅わずかに出していた。

　黒い甘露水が蒸発したのか、なんとも言えない甘い匂いが漂ただよう。

　天にでも誘さそうかってぐらいの、芳ほう醇じゆんなシロップの香かおり。一瞬、ケーキが食いたくなる。

　新手の精神攻撃か。黒飴水蛇シユガースネークめ。その黒飴水蛇シユガースネークは遠えん距きよ離り攻こう撃げきに嫌いや気けがさしたのか、蛇じや頭とうをぐるぐる回し口から長い舌を伸ばす。蛇らしく胴体をくねらせながら一番痛かったであろう攻撃を繰り出したエヴァの下へと直進していた。大きいくせに直進が速い。

「速い。皆は小回りして回かい避ひを優先しろ――」

　そう指示を飛ばしながら灰色外套から両りよう腕うでを出す。

　狙ねらいは黒飴水蛇シユガースネークの焦しよう点てんの合わぬ黄色い眼。

　左手を掲かかげながらアサルトライフルを撃うつ要領で〈鎖くさり〉を射出――。

〈鎖の念導〉でコントロールする。黒飴水蛇シユガースネークはエヴァに意識が集中している。俺の〈鎖〉に気付いていない。すぐに、長い舌をちょろちょろ出している黒飴水蛇シユガースネークの、一つの黄色い眼を〈鎖〉が貫つらぬいた。

「――グギャオオオオオオォォォォ」

　黒飴水蛇シユガースネークはまた頭部を激しく振り回す。

〈鎖〉が貫いた眼がん窩かから黒い液体が大量に迸っていく。〈鎖〉が腕うでごと引っ張られそうになったところで、その伸びている〈鎖〉を消去。

　黒飴水蛇シユガースネークは俺のほうを見る。〈鎖〉の攻撃を出した俺に対して怒おこっているらしい。黒い液体を撒まき散ちらしながら横に広い口を開く。

　緑色の歯を眩まぶしく煌きらめかせて、その横に広い口から緑のブレスを撃ち放ってきた――。

　酸のブレスか――即そく座ざに〈導どう想そう魔ま手しゆ〉を発動。

　足に魔力を溜ため、魔闘脚で走りながら右斜め上へ跳ちよう躍やくして避ひ難なん。

　濃のう厚こうな緑色の泡あわブレスを躱かわした。

　しかし、灰色外套に、酸が少し触ふれてじゅあっと音が立つ。

　臭くさい匂いが漂った。黒飴水蛇シユガースネークはブレスを撃った反動で大きな口が開かれた状態だ。そこから〈導想魔手〉を足場にし、空中から二段ジャンプ。

　再び、酸のブレスを放つ黒飴水蛇シユガースネーク。

　俺が重力で落下する位置にタイミングを合わせてきた。

　が、俺は斜め前方の天井へと〈鎖〉を射出し、天井に〈鎖〉を突き刺し固定。

　その斜め先の天井に伸びた〈鎖〉を手首に収しゆう斂れんさせた。

　しゅるしゅると音は立てないが、手首に退き戻もどる〈鎖〉の反動を利用した俺は、当然に、加速をした。その引き込む速度を得たところで〈鎖〉を消す。

　再び宙空で〈導想魔手〉を発動――。

　その〈導想魔手〉を、魔ま脚きやくで強く蹴ける。更なる速度を得た。

　酸ブレスを放っている黒飴水蛇シユガースネークへと身体の向きを変えて、風を切るように宙を進む。右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かんしながら体勢を海老えび反ぞりへ移行。

　大上段に魔槍杖バルドークを構えた。視界に映る黒飴水蛇シユガースネーク。

　まだ口を広げてナマズ髭ひげを靡なびかせている。

　そんなナマズ髭を蓄たくわえている口へと、身体を一回転させる――。

　重力を味方につけた魔槍杖バルドークを一気に振り下おろした。

　紅べに斧おの刃ばの強きよう烈れつな一いち撃げきが、黒飴水蛇シユガースネークの口を捉え斬きる。

　黒飴水蛇シユガースネークの長い舌ごと下した顎あごを真っ二つ――。

「ギョボブォガァァァァァァァァ」

　黒飴水蛇シユガースネークは声にならない悲鳴をあげる。

　下顎が舌ごと綺き麗れいにパックリと割れた。喉のどから胴体の上部にかけて、ご開帳状態だ。

　しかし、クパァッと、開いた傷口から黒い甘露水が津つ波なみのように発生。

　――それはダムが決けつ壊かいするぐらいに勢いのある水量。

　驚おどろいた、物もの凄すごい水量――こりゃ回避は無理。

　空中で魔槍杖を振った直後だったこともあって、その黒い津波に、ザブンと全身を飲み込まれてしまう。この黒い甘露水の津波、泳げる勢いだ。

　勢いよく流されていくが――この黒いのを飲んでみよう。

　ごくごくごくと、あえて泳がずに、この液体を飲んでいく。

　うまうまうまうま。うまい。

　本当に甘くてスッキリする。だが、コーラではなかった。

　甘く炭酸でもないのに、喉がスカッとする。

　美味しい！　不思議だが、美味い！　もっと回収しよう。癖くせになる。

　濁だく流りゆうとなった黒い甘かん露ろ津つ波なみに飲み込まれながらも、体勢を整えると、泳ぎながらアイテムボックスを操作。水差しを取り出した。

　その水差しの中に黒い甘露水を満たしてはアイテムボックスの中へ放ほうり込んでいく。

　結局、黒い甘露水の回収を続けながら、その黒い津波の濁流によって、入り口付近まで運ばれていた。ダメージはまったくない。

　津波のような黒い濁流は、地面の穴に吸い込まれて水位が下がっていく。

　そこに本体の黒飴水蛇シユガースネークの悲鳴が響いてきた。まだ生きているのか。

　だが、入り口近辺に運ばれてしまったからな、少し距きよ離りがある。

　ま、急いで戻ろうと湿しめった地面を蹴る――悲鳴が聞こえた場所は中央だ。

　戻ると、黒い甘露水を四方へ放出しながら踊おどるように跳はねている黒飴水蛇シユガースネークの姿があった。同時に跳躍している黒豹ロロを視認。ムササビのような体勢から触手骨ほね剣けんを繰り出す。

　見事に、黒飴水蛇シユガースネークの下腹に吸い込まれる触手から出た骨剣。更に、右から左に飛び出したヴィーネも続く。

　黒豹ロロと宙空で交差しながら銀剣を振るう。

　黒飴水蛇シユガースネークの下腹部を横一文字に斬りつつ、しなやかな動作で片足の裏で地面を捉えたヴィーネは、新体操選手か、軽気功を扱あつかう仙せん人にんのように、スムーズに反対の足の裏で、地面を優しく踏ふみ蹴る。再び、跳躍したヴィーネ。

　宙空で身を翻ひるがえしつつの返しの銀剣で黒飴水蛇シユガースネークの下腹部を斬り上げると、右側に着地――。

　その間にロロディーヌが黒飴水蛇シユガースネークの下腹部を突つき刺していく。

　ヴィーネはまたも跳躍し銀剣を振るう。

　ヴィーネと黒豹ロロは互たがいに交差する跳躍をくり返す。

　ダブルな連続攻撃を黒飴水蛇シユガースネークに加えた。黒飴水蛇シユガースネークは、その連係攻撃を身体に喰らう度たびに傷が増え、黒飛沫しぶきが迸ほとばしる。上部の硬い鱗もかなり剥はがれていた。

　周囲に黒い甘かん露ろ水すいを出していく黒飴水蛇シユガースネークは自身のナマズと似た頭部を左右にと揺ゆらす。

　ヴィーネと黒豹ロロを眼で追うが、その動きは鈍い。

　結果的に、反はん撃げきするタイミングを失っていく。

　ヴィーネと黒豹ロロによる前衛コンビネーションとは魅みせてくれる。

　その後に、エヴァの魔導車椅子から繰り出した円月輪が、宙に弧を描きつつ黒飴水蛇シユガースネークの頭部に直撃した。

　黒飴水蛇シユガースネークの前頭部に、世紀末を謳歌するヒヤツハーモヒカンを再現したかのように突き刺さった円えん盤ばん状じようの金きん属ぞく刃ば。強烈な一撃だが、頭から奇き妙みような輪が生えている状じよう況きよう。

　モヒカンではなく格かつ好こいい「ウルトラセブン」という印象か。

　エヴァが操作する円月輪と金属の刃群も、ウルトラセブンに続けと言わんばかりに、黒飴水蛇シユガースネークの黒い側頭部と衝しよう突とつをくり返した。

　そんな風に黒飴水蛇シユガースネークの頭部に無数の切り傷を負わせていく。

　そして、レベッカの大きめの火球が、これまた、黒飴水蛇シユガースネークの頭部に炸さく裂れつ。傷だらけの黒飴水蛇シユガースネークは巨きよ石せきにでも殴なぐられたように頭部が右に蹌よ踉ろめく。しかし、黒飴水蛇シユガースネークは、

「ギュァガバァ」

　と叫びつつ、素す早ばやく頭部をひねりまわし、レベッカのほうを見る。

　それは『痛いぞ、ゴラァ』と言わんばかりの勢いだ。

　傷だらけな口を開こうとしていた。その頭部の半分が焼け爛ただれている。

「ひぃあ、こっちに向かないでよっ」

　レベッカは慌あわてて黒柱がある後方へ走って逃にげていた。

　黒飴水蛇シユガースネークはホラーテイストな、見るも無む惨ざんな格好となっているが、まだ反撃できるだけの力があるらしい。

　斬られて、穴に傷だらけで、頭まで燃やされているのに反撃しようとするとはな。

　だが、ここまでだ――止めは俺がもらおうか。

「ここからは、俺がやる――」

　大声で仲間に宣言。跳躍しながらスキル〈導想魔手〉を発動。

　宙に足場を作る。自らの足で、その歪な魔力の手導想魔手の足場を踏み蹴って、宙空をタッタッとリズミカルに駆かけながら跳躍をくり返す。

　斜め前にジャンプを続けながら〈鎖〉を斜め上の天井に突き刺した。

〈鎖〉にぶら下がりながら天井にしっかりと固定されたことを認にん識しき。

　そのタイミングで――〈鎖〉を勢いよく収斂させる。

　手首に〈鎖〉が収まっていく反動で一気に身体を前方へと運ぶ。

　さっきよりも速度を増した状態で宙を駆けた。素すの本気でいく。

　しかし、あえて魔ま壊かい槍やりは使わない。

　空中からの移動だが、構わず全身に魔力を循じゆん環かんさせる。

　魔闘術を全開させて体を強化した。

　恒こう久きゆうスキル〈真祖の力〉に内包された身体能力を見せてやろう。

　傷だらけの巨きよ大だいな飴あめ水すい蛇じやの姿が視界に収まる。

　レベッカの火球を喰らった損傷が目立つ黒飴水蛇シユガースネーク。

　その頭部に狙いを定めつつ左手に収斂中の〈鎖〉を消去。

　魔槍杖を持つ右手首を素早く返す。

　紅斧刃を横に寝かした状態を維い持じだ――力を溜める。

　背中や腰こしの筋肉を軋きしませつつ、魔槍杖を握にぎる右みぎ腕うでを背中側へと捻り――。

　魔槍杖を弓の弦げんに見立て引いていく。イメージは古いがトルネード投法だ。

　そして、空中からの速度と筋肉の力を魔槍杖へと乗せて振るった。

　紅斧刃が黒飴水蛇シユガースネークの頭部を捉えた。

　そのまま力強く一いつ閃せん。紅色の軌き跡せきが眼前に躍おどり出でた。

　真一文字の血傷が黒飴水蛇シユガースネークの頭部に発生。

　――手て応ごたえあり。その直後、その紅色の血線が爆ばく弾だんの導火線の如く燃え出した。

　傷の線の境目から連れん鎖さ爆ばく発はつを起こす。

　と、黒飴水蛇シユガースネークの頭部が背後へとずれ落ちていく。

　※〈豪ごう閃せん〉スキル獲かく得とく※

　黒飴水蛇シユガースネークの巨体が力なく倒れると、衝しよう突とつ音おんを響かせて質量に見合った黒飛沫が立ち昇のぼる。俺は勢いを維持するように横回転しながら着地。

　ひさびさに赤い文字で視界にスキル獲得と出た。

　ピコーンと、脳内に効果音が響いたように感じるのもいい――両手を広げた。

　爽そう快かい感もある。気持ちがいい。

　スキルを獲得した際に、エンドルフィンでも体内に出ているのかな。

　そんな気分をよくしながら――。

　黒飴水蛇シユガースネークの死し骸がいから噴ふん出しゆつが続く黒い甘露水を、シャワーでも浴びるように、口を開け、頭部から被かぶっていく。

　ごくごくと黒い甘露水を飲む。うまうまだ。

　黒い甘露水から噴出が続く死骸の根本からは、ボコボコと空気が漏れる音が立つ。

　そこには魔石も浮いていた。

　降り注いでくる黒い甘露水を飲みながら現れた魔石を凝ぎよう視し。

　あれは中魔石より確実に大きな魔石。しかも蛇の形状の魔石だ。

　その魔石を触さわって確認でもするかと、歩いていく。

　と、黒い甘露水が噴出する死骸近くの地面から魔素が大量に湧わき出た――。

　うひゃっと、思わず反射的にビクッと身体を震ふるわせる。

　黒い水みず浸びたしの床ゆかを蹴り、足あし下もとに水みず飛沫しぶきを作りながら退いていた。

　その瞬間、魔素の噴出ポイントから銀色の宝箱が出現。

　思わず両腕を使い、ヘルメの物もの真ま似ねではないが独特ポーズアメイジングポーズを取った。しかし、驚いた。銀色の箱は大きく、かなり綺麗。

　きらびやかな銀色でゴシック調のデザインが施されてある。

「ええええっ？　鉄じゃなく銀色の宝箱！　すごいすごい、本当にすごいよぉ」

　口元を黒く汚よごしているレベッカが大興奮。銀色の宝箱は高級な部類らしい。

　宝箱はやはり嬉しい。黒飴水蛇シユガースネークを倒したって気分になる。

　しかし、本当に宝箱が出現するとは……。

　俺と黒猫ロロはやはり運がよいのだろうか。と、周りを確認。

　黒飴水蛇シユガースネークの死骸から溢あふれる黒い甘露水によって、浅い湖のようになっていた。足下も、黒色の水に浸つかる。だが、底の床ゆか面めんは黒の甘露水を吸い込んでいるらしく、どんどんと水位が下がっていく。これ、レアモンスター部屋特有の仕し掛かけというわけか。

　黒飴水蛇シユガースネークだけしか湧かない専用部屋。

　水位が下がった黒水面を眺ながめていると、水の跳ねている音が響ひびく。

　音のほうを見ると、黒猫ロロが自らの片方の前足を口に運んでいた。

　ぺろぺろと舌を使って片足に付着した黒い甘露水を舐めて飲んでいるところだった。

　飲んでいるというより、仕方なくか？

　歩くたびに肉球と四し肢しが濡ぬれることが気になるようだ。

　前足を舐めてから、その毛が濡れている後脚を上下左右へと激しく振る。

　水分を飛ばして、また、その後脚を口に運び舐めていた。

　しかし、舐めた後も、下ろせば地に脚がつく。

　その度に四肢は濡れてしまう。やがて、濡れることに慣れたのか、四肢で黒水面を滑るように遊び出していた。肉球か爪つめか分からないが、滑る動きは可愛くて面白い。

　はは、開き直ったな……暫くは放っておこう。

「まずは宝箱より、この黒い甘露水を確保しようか。水差しなら一杯あるし――」

　俺はわざと、そう大きな声で話しかけながら……アイテムボックスから水差しを取り出した。そして、地面へと、投げるようにその水差しを置いていく。

「はい。もう無くなりかけていますので、急ぎ掬すくいます」

　ヴィーネは指示通り、素早く水差しを掴つかむと、黒い甘露水を回収していく。

　エヴァも水面に魔導車椅子の車輪が浸かっていたが、

「ん、手伝う」

　と、発言すると、速すみやかな機動で、水面に車輪の形に合う波は紋もんの跡あとを作りながら、魔導車椅子を進めて水差しを拾う。黒の甘露水を汲くむのを手伝ってくれていた。

　しかし、約一名は……。

「宝箱～♪　宝箱～♪　中には、何が入ってるんだろう♪　宝箱ォン！　銀、銀、銀ィン！」

　レベッカは完全に宝箱に魅み了りようされている。

　変な歌を口ずさんでいるし、新体操選手には見えないが……杖つえを、旗かバトンに見立てたように小刻みに振ふるい、細い腰をアピールしながら踊っている。

　魅み力りよく的てきだが、俺の言葉は聞こえていないようだ。

　コマネチでもしてやろうか、と思ったが、さすがにそれは自制した。

「……レベッカ、聞いているか？」

　水差しに黒い甘露水を掬いながらレベッカに問いかけた。

「うん？　あ、何？　聞いていなかった！　ごめん」

「この、黒い甘露水を今のうちに確保しておこう」

「うん。そうね。手伝う」

　レベッカも宝箱から目を離はなす。

　俺の話に『うんうん』と、微笑ほほえみながら頷うなずく。

　水差しを取り、黒い甘露水をさっと掬う。軽かろやかな動作だ。

　こうして、黒い甘露水が地面に吸われて無くなるまで回収を続けた。

　昔、この大量の水差しをヘカトレイルで買っておいて正解だった。

　黒い甘露水が入った沢山の水差しはすべて俺のアイテムボックスの中へ入れておく。

　さて、次は、

「この立派な銀製宝箱。鍵かぎが掛かかっているし罠わながあると思うが、どうだろうか」

　俺は綺麗な宝箱を見つめながら、素そ朴ぼくな疑問を言ってみた。

「あっ！　そうだった。鍵に……罠……」

　レベッカは俺の疑問声に、今さら気付いたのか。

　濡れ湿った床面に膝ひざをつけて、愕がく然ぜんと、している。

　その姿はコーナーに座すわり燃もえ尽つきた真っ白なボクサーのようだ。

　と、ツッコミを入れたくなるほどのうなだれようだった。

「ん、当然。銀色。グレード高い銀宝箱」

　エヴァは頷く。もしかして、鍵開けとかできるかな？

「エヴァは鍵開け可能？」

「ううん、無理」

　頭部を横に振り、あっさりと否定。

「やっぱそうだよな。俺もそんな鍵開けなんてしたことない」

　諦あきらめ口調で話していると、忍にん者じやが出現するように、ぼんっと小さな煙けむりの演出を加えた精霊ヘルメが片かた膝ひざを地面につけて頭を下げた体勢で、俺の視界に登場。

『閣下、わたしが鍵かぎ穴あなに潜もぐり込んでみますか？』

　登場の仕方に少し驚いた、とは言えない。

『……それはどうだろう。もし罠が発動したらモロにダメージがこないか？』

『その可能性はありますが……』

『人族の屋や敷しきとかならいざ知らず、ここは迷めい宮きゆう。ダンジョンの中に出現した特殊な宝箱だ。火か炎えん系の罠が爆ばく発はつでもしたら……ヘルメの体が心配だ』

『怖いですが、ある程度の炎ほのおなら相そう殺さいできます。しかし、さすがに、炎神のような魔法力がこもった一撃ですと蒸発してしまいそうですが……』

　視界に現れているヘルメは小さい姿だが、その顔色からは恐きよう怖ふが滲にじみ出ている。

　水の精霊でも、炎神のような魔法力か。

『うーん、さすがにそんな罠はないと思うけど、判別できない以上解わからない。だから、今回は無理しないでいい。今は見ていてくれ』

『はい』

　ヘルメはお辞じ儀ぎをして視界から消えた。

「……これはショック過ぎる……」

　レベッカだ。声を沈しずませている。その肩かたを落とす仕草から……。

『がーん』とした心の声が響いたような気がした。

「……鍵、当たり前だけど重要だった。解かい錠じようスキルを持つパーティメンバー……ってわたしも甘あまかった。目の前に人生初の銀製宝箱が出現したというのに……わたしの人生はいつも失敗ばかり」

　レベッカのショックは暫しばらく続くようだ。

　そこに、ヴィーネが素早い身のこなしで隣となりに……。

　俺の耳元で呟つぶやくように、小さい声で語りかけてきた。

「ご主人様……わたしは鍵開けができます」

「お、銀製宝箱でも開けられるのか？」

「はい。盗とう賊ぞく系スキルから派生する解錠スキルも身に付けておりますので、金製宝箱でも開ける自信があります」

　まじかよ。そんなスキルも持っているのか。さすがは高級奴ど隷れいだ。やるねぇ。

　どういった理由でそのスキルを得たのか、気になるところだ。

　ま、できるなら任せてみよう。

「わかった。開けてみろ」

「はっ」

　その時、魔導車椅子に乗っているエヴァが鋭するどい視線を寄よ越こす。

　俺とヴィーネのやり取りをジッと紫むらさき色いろの双そう眸ぼうで見つめていた。

　どうしたんだろう。とエヴァを見ていると、エヴァはニコッと笑え顔がおを作ってくれた。

　そんなエヴァに報告しておく。

「エヴァ、ヴィーネがこの宝箱を開けられるらしい」

「ん……優ゆう秀しゆう」

　エヴァは頷く。だが、宝箱へと近付くヴィーネを見る視線は……どことなく厳しい。

「えっ？　ほ、ほんと？」

　レベッカはヴィーネと俺との会話をエヴァと同様に聞いていた。

　七転び八起きの勢いで食い付いてくる。

「みたいだぞ。優秀なヴィーネに感謝だな」

「うん、凄すごい！　ヴィーネさん」

　と、すぐに素す直なおな心情を出すレベッカ。

　ヴィーネは笑顔で対応してから宝箱の前に移動し、片膝で地面を突く。

　銀製宝箱の鍵穴を覗く……頷くヴィーネ。

　ダークエルフらしい銀色の長ちよう髪はつが揺れていた。

　罠か鍵を外す方法にめどがついたのか？

「いけそう？」

　と聞いてみた。長耳をピクッと動かしたヴィーネは振り向く。

　どことなく視線は厳しい……が、すぐに頬ほおが優やさしく上がる。微笑んだ。

「はい」

　と、返事をするヴィーネ。

　整った鼻筋に紫むらさきの唇くちびるに、細い顎あごのラインは魅力的だ。

「わかった。作業を続けてくれ」

　頷くヴィーネは、すぐに腰ベルトに付く袋ふくろから針金を取り出す。

　その針金の先端を鍵穴へと、さし込みつつ慎しん重ちように針金を回していく。

　解錠作業を行っていた。

　すると、あっさりとカチャンと鍵が開いた音が響く。

「罠も解除され、鍵が開きました」

「おおお、凄い。ヴィーネ鍵師、ありがとう」

　俺おれのテンションに少しびっくりしたように、身体を震わせたヴィーネ。

　頬を少し朱しゆに染めている。

「……当然のことです」

　照れたヴィーネは可愛かわいい。しかし、何の罠だったのだろう？

「やったぁ。シュウヤ！　開けてみせてっ」

　レベッカは嬉うれしそうに笑えみを浮うかべては、俺に宝箱を開けるように催さい促そくしてきた。

　今までの行動からして、自ら宝箱を開けようとするかと思ったが、さすがに遠えん慮りよしているようだ。それとも罠がまだあったら嫌いやだな、とか思っていたりして……。

　ま、いい。開けてやる。

　罠を食くらい怪け我がをしても、俺の場合は痛いのを我慢すればいいだけだ。

「……わかった。開けてみる」

　いったい、この銀製宝箱には何が入っているのやら……。

　この間の木製宝箱よりは確実にこの銀製宝箱のほうが大きい。

　ざっくざくに金貨が入っていたりして。

　ニヤつき、わくわくしながら宝箱の上部に手をかけて蓋ふたを持ち上げる。

　その宝箱の中には……たくさんのアイテムが入っていた。

　紫色の炎を出している水すい晶しようインゴット。

　黄こ金がね色いろと赤茶色の鉱物。

　地図らしき物も入っていた。

　金貨ざっくざくという夢は破れる。しかし、アイテムは何いずれも魔力を宿していた。

　アイテムは中々の代しろ物ものと予想できる。まずは銀製の指輪。

　中央の大きな宝石が目立つ。藍あい色いろと白色の二つの色が混在し巻き合いつつ中央で溶とけ合う宝石だ。その溶け合った大きな宝石を讃たたえるように、周りに小こ粒つぶのダイヤモンド風の宝石が規則正しく並んで鏤ちりばめられていた。
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　この指輪が宝箱の中で〝一番〟に魔力を内包している。海の水を生み出すことのできるウォータエレメントスタッフに近いぐらい魔力が渦うずを巻いていた。

『閣下、この指輪は他とは違いますね』

『そうだな』

　ヘルメも指輪に注目していた。次は銀製の杖。

　全部が透すき通とおるような色合いで銀色に輝かがやいている。先端に赤と白の宝石が埋うめ込まれてあった。二つの宝石は独立して嵌はまっている。

　魔力も指輪ほどではないが、かなり内包されていた。次は黒鱗に包まれた刀とう剣けん。

　黒鱗の鞘さやは握り手の柄つか巻まきのデザインが黒色の蛇へび模様だった。

　これは黒飴水蛇シユガースネークを倒たおしたからか？

　次は、薄うすい銀素材の半はん袖そで服。インナー代わりに使えるかな。

　網あみ目め模様が非常に細かい。表面の銀製の布を指の腹で労いたわるように触り、摘つまんでみた。

　意外に少し重い。布ではなく金属製だが、布のようにふんわりと柔らかいという……あり得ない服。これ、魔力を帯びているし防具の品としても、優秀そうだ。

　次は黄金色と赤茶色の鉱物が混ざる塊かたまり。これは金きん塊かいか？

　魔力を発しているから特別な鉱物だと思うが。

　次は蓋付きの専用の箱。中身は紫し炎えんを出しているインゴット。

　長方形の整ったクリスタル系だと思うが、俺は鑑かん定てい能力がないから分からない。

　紫色の炎が長方形を纏まとって燃えている。何かしらの能力で鉱物から精せい錬れんされているとは思うが……その紫色の炎から、何ど処こかで……嗅かいだことのある香こう水すいのようないい匂においがした。

　魔力も微び量りようにだが放出している。

　次は古地図のような羊皮紙。

　魔力を宿した紙。地形が描かれてあるのは分かる。これ、宝の地図なのだろうか？

　そういったアイテム類を見てチェックしては……。

　色々とあるし、レベッカが喜ぶ理由はよく分かる。

　と、感かん嘆たんの表情を出して頷いていく。皆みなも宝箱前に集まった。

「わぁ、銀製の杖がある！　魔宝地図も！　何かいい匂いもする」

「ん、凄い、鉱石……。あ、懐なつかしい、ブルーインもある」

　レベッカとエヴァはそれぞれ感想を述べていた。

「こ、これは」

「ンン、にゃ」

　ヴィーネと黒猫ロロも宝箱を覗のぞいて感嘆している。いや、一匹ぴきは違うか。

　黒猫ロロは銀製宝箱の硬い端はしの出っ張りを利用するように頬を擦こすっている。

　甘えたいのか、匂い付けをしたいのか解らない。

　銀箱に匂いをつける作業をくり返しても仕方がないと思うが。

　縄なわ張ばりを作りたい？　宝箱は『わたしのものにゃ』とか言いたいんだな？

　と、黒猫ロロを見るが……。

　マタタビを得た猫ねこのように一心不乱に頬を角に擦り付けていた。

　……まぁ、それは置いておいて。

「ヴィーネ、宝箱開けてくれて、ありがと」

「いえっ、滅めつ相そうもないです。ご主人様のお役に立てて光栄です」

　ヴィーネは即座に宝箱から一歩退き、頭を下げていた。

「ねね、このお宝類、鑑定してもらうとして、どういう風に分けるの？」

「ん、シュウヤが好きなの持っていけばいい」

「え？　エヴァ、貴女あなたは要いらないの？　このお宝」

　レベッカは信じられない、という顔付きで、エヴァが座る魔ま導どう車くるま椅い子すへ身を乗り出す。

　宝箱を覗いているエヴァの横顔をマジマジと見るレベッカだ。

「ん、欲ほしいのはある。けど、黒飴水蛇シユガースネークを倒したのは、ほぼ、シュウヤ。それに宝箱を開けたのはシュウヤが所有する奴隷、パーティだけど、シュウヤの考えを聞く」

「そ、それは、そうだけどさ……わたしもパーティメンバーだし、頑がん張ばったもん」

　レベッカは宝と俺を見比べるように視線を行ったり来たりさせている。

　金色の眉まゆをいじらしく下げては不安気な表情を作った。

　そして、懇こん願がんするように、綺麗な蒼あおい瞳ひとみで俺を見つめてくる。

　はは、可愛い顔。端から独どく占せんなんてするつもりはない。

「レベッカ、大だい丈じよう夫ぶだよ。独占なんてしない。皆の意見を聞く。それで、レベッカはなにがほしい？」

「あ、うん。それじゃ、この、――銀製の杖っ」

　宝箱にある銀製の杖を指さすレベッカ。

「なるほど。魔ま法ほう系らしい。それで、エヴァはどれが欲しい？」

「わたしはこれ――」

　エヴァは黄金色と赤茶色が混ざる鉱石を指していた。一見は金塊。

　金塊が欲しいわけでもないだろうし、戦せん闘とう職業が鋼魔士だからか？　分からない。

「ヴィーネは？」

「ぇ？」

「ん」

「奴隷にも選ばせるの？」

　三者三様に驚く。

「意見を聞くだけだ――」

　俺はレベッカに少しキツイ視線を送った後、

「それでヴィーネ、お前ならどれを選ぶ？　ちゃんと欲しいと思える物を言え、命令だ」

　ヴィーネを見ながら、命令を下す。

「はい、では――」

　ヴィーネは恐おそる恐る腕を伸のばし黒こく鱗りんの刀剣を選んでいた。

「なるほど。よし、皆、その選んだ物を取っていいぞ。俺はあの指輪と、小さいがインナーとかにも生かせるかもしれない銀製の服をもらっておこう。地図と紫の水晶は回収だけしとく」

「それだけ？　欲がないね、それじゃ、ほんとにもらう～」

　レベッカはそれで特に不満がないらしい。

　自分が狙いをつけた銀杖を狩人かりゆうどのように睨にらんでいる。

「ん、わかった」

　エヴァは至って普ふ通つうに頷く。

　そして、宝箱の縁ふちに手を掛けながら、反対の手を宝箱の中へ伸ばしていく。

　ヴィーネも刀剣を取った。

　腕を伸ばしていたエヴァは、さっき選んでいた鉱物を取っていた。

　三人の手にはそれぞれ自分が選んだアイテムが握られている。

　俺も銀の指輪、紫むらさき水すい晶しよう、地図、銀製の服を回収。

　一ひと先まず地上へ出るまで、アイテムボックスへと入れておく。

　レベッカはプラチナブロンドの金きん髪ぱつを揺らしながら、古い杖を細い腰に差す。

　新しい銀製杖を両手に握ると斜ななめ前方へ伸ばして構えて……。

　白銀に輝く杖を目もとに引き寄せる。蒼色の双眸を寄り目ぎみに集中させた。

　そのアイテムを凝視しては〝うふふ〟と声を漏もらす。

　銀色の光こう沢たくにうっとりしていた。

　エヴァは鉱物を見つめている。一見は赤茶が混ざるが金塊。

　微び笑しようを浮かべながら、その鉱物をアイテムボックスに仕し舞まう。エヴァが欲しかった物だったら嬉しい。ヴィーネは黒鱗の鞘から刀剣を引ひき抜ぬく。

　黒色と緑色のきらびやかな刀身を確かめるように眺めていた。

　刀身は緑色の紋もん様ようが刻まれている。気色悪い色合い。毒効果はありそうだ。

　そして、銀製の宝箱から中身が全部消えると宝箱は一気に消失。

「あ、消えちゃった」

「初めて見た。グレード高い宝箱は自動的に消えるんだ」

「ん、わたしも初見」

　銀製の箱だったから、回収できたら高く売れそうだったが、残念。

　それと、今回の宝について説明しておくか。

「今回の手に入れた宝物は個別に手に入れたから、売って金に換かえたりして、パーティの利益に換かん算さんしないつもりだが、いいかな」

　レベッカがうんうんと頷く。

「勿もち論ろんよ。元々、誘さそわれた身としてはもらえることが嬉しいし！　だけど、パーティによっては鑑定してから、店売りとかオークションへと売りに出して、皆で、利益を分け合うことが多いからね。覚えておいたほうがいいわよぉ～」

　彼かの女じよは手にした銀杖の光沢を眺めながら、流りゆう暢ちように語る語る。

　だが、結構普ふ遍へん的てきな重要なことだ。覚えておこう。

「ん、確かに、固定パーティではその方法は多い。でも、野の良らを含ふくめると、わたしたちのように話し合いで決まることが常……最悪な場合、宝の分配で争い、殺し合いになることもあるとか聞いたことがある」

　エヴァも怖こわい情報を付け加えてきた。

「そ、そうか。殺し合いは嫌だなぁ」

「シュウヤの場合、その実力を知っていれば〝絶対〟に起きないから安心しなさい」

　レベッカがニコニコと笑いながらツッコミをいれてくる。

　さて、もうこの部屋には用がない。部屋を出るか。その前に……。







第百十二章「無双なる呂布を体現せり」







　一応、討とう伐ばつ証しよう拠この死骸と魔ま石せきを回収しないと。

　依い頼らいを受けていないが〝黒飴水蛇シユガースネーク〟の死骸、目が残っている頭部の一部をアイテムボックスに入れて、大きい魔石を拾う。

「なぁ、この大魔石、俺が貰もらっていい？」

「ん、いい」

　エヴァは優しい天使の笑顔で頷く。

「いいよ。この銀製の杖を選ばせてくれたし、この杖、ありがとね」

　レベッカも珍めずらしく反対しないで、お礼を言ってくれた。

　あの銀杖をゲットできたのが余よ程ほどに嬉しかったようだ。

「それじゃ遠慮なく、後、集めた黒い甘露水も俺がもらっていいかな」

「少し飲ませてくれるなら、いい」

「いいよー。あ、わたしも、今度、暇ひまな時に飲ませて欲しいかも」

　二人は頷き了りよう承しようしてくれた。

「あぁ、もちろん、飲ませてあげるさ」

　俺が一番得しているがいいのだろうか？

　様々なアイテムに大魔石もゲットした。魔石は重要だからな。

　俺には魔石を集めなきゃならない絶対的な戦いがある。

　どっかの日本代表戦のキャッチコピーではないが、アイテムボックスという魔石を要求するモンスターとの戦いが俺にはあるのだ。と無理やりテンションを高めたところで、

「オープン」

　アイテムボックスを起動して、大魔石を普通のインベントリの中へ入れておく。

　実際に納めるのは宿でやろう。

「それじゃ、この部屋を出て、残りのスライムの依頼とジグアの木金魚の回収へ行こう」

「うん、了りよう解かい」

　レベッカは新しい杖を掲かかげて嬉しそうに声を出す。

「ん、がんばる」

「はい」

　エヴァとヴィーネは冷静な顔付きで声を出していた。

　皆で大おお扉とびらを開けて外へ出る。

　広場に戻もどってくると、他のパーティが順番待ちをしていた。

「エヴァ、青蜜胃無スライムの湧く場所と、ジグアの木金魚の採集場所まで案内よろしく」

「任せて」

　エヴァが先頭に立ちミディアムな黒くろ髪かみを靡なびかせながら魔導車椅子で運んでいく。

　順番待ちの冒ぼう険けん者しやたちから、視線が集中。

　だが、俺たちに絡からんでくることはない。

　無事に何事もなく広間を通り抜ける。またＴ字通路に戻ってきた。

　エヴァは魔導車椅子をくるりと回し左折。無言で左を選せん択たく。

　木々が囲う通路を進み出すと、だんだんと、横よこ幅はばが開けて……更さらに、樹木が増えてくると、森のような場所に出た。しかも、足下がぬかるんでいる。

　粘ねん土どのような感かん触しよくだろうか。空気の流れもどんよりとしていて、湿しつ気けもある。

　光源は森林地帯に変化したせいで、明かりが分散してしまう。

　薄うす暗ぐらい迷宮の環かん境きように変化した。ぬかるんだ地面だし、エヴァは車輪が土に取られて動き辛づらそうに見える。エヴァは大だい丈じよう夫ぶかな。

「エヴァ、動き難にくそうだが……」

「大丈夫。敵が近くに湧いた時は立って〝これ〟をメインで戦うから」

　エヴァは微笑むと、右手のトンファーを出して、すぐに袖そでの中に仕舞いつつ、両手で、マキシワンピのスカートを少し捲まくる。

「後、皆、魔法があるから、今日は、これ、使わないと思う」

〝鋼鉄の足〟を見せつつ答えていた。その鋼鉄の足から魔力を感じる。

　前に、銀ヴォルクの頭部へと喰くらわせていた見事な延えん髄ずい切ぎりを思い出す。

　魔の鉄てつ槌ついといった巨大ハンマーをぶち当てた印象で強きよう烈れつそうだった。

「……なるほど、それか」

「ん、もうこの辺から、青蜜胃無スライムと甲殻回虫ロールキルギンに樹じゆ魔まも湧くから用心、青蜜胃無スライムはぶよぶよ。甲殻回虫ロールキルギンはきんきん」

　と、エヴァは俺だけではなく、皆にも声が聞こえるように声を強めていた。

　エヴァなりのモンスターの略りやく称しようは可愛い。

「了解、酸の攻こう撃げきを食らう前に魔法で潰つぶすわ」

　レベッカは強気な態度だ。バトンのように回した銀杖。

　その先せん端たんを伸ばす。彼女のやる気に溢れる態度に乗った俺は、

「索さく敵てきなら任せろ。ロロ、前に出るぞ」

　と、強い口調で話す。「にゃ」と鳴く黒猫ロロを連れて先頭に立った。

　先に進むと、早さつ速そく、掌しよう握あく察さつに魔ま素そが引っ掛かる。

「――右斜めに数は八。左側にも数は二、まだ増えているようだ」

　モンスターの位置を腕うでで指していく。

　右に広がる木々の間から現れたのは、樹魔と甲殻回虫たち。

　左の泥どろからは青蜜胃無スライムと見られるモンスターが出現。

　反応はどちらも増えている。

　青蜜胃無スライムは青色。透き通ったゼラチン状の物体。

　分厚いゼラチン状の物質が奇き妙みようにぷるぷると震えながら、時折、ぐにょりと、胴どう体たいを湾わん曲きよくさせて器用に進んでいる。幸い、どちらのモンスター群も俺たちに気付いていない。

「敵の感知範はん囲い外がいのようだ。俺たちから奇き襲しゆうが可能だろう。ってことで、まずは、俺、ロロ、ヴィーネの三人で、樹魔と甲殻回虫の団子虫たちを叩たたく」

　三本指を立て、右のモンスターを指す。

「了解、甲殻回虫ロールキルギンは、エヴァなら対処できると思うけど、わたしは相あい性しようが悪いから、対処を頼たのむわね」

「ん、レベッカに同意。わたしたちは青蜜胃無スライムに備える」

「いいぞ、回転する奴やつは俺と相棒に任せろ、ヴィーネもそれでいいか？」

「はい」

　ヴィーネは銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら頭を下げて、了承。

　レベッカは甲殻回虫があまり好きじゃなさそうだ。

　確かに、あの回転しながら突っ込んでくる甲殻回虫は、速度が速い。

　レベッカでは対処が厳しいか。

「それじゃ、まずは右側の甲殻回虫と樹魔から先に倒す。ロロ、ヴィーネ、行くぞ」

「ンン、にゃお」

　黒猫ロロは泥に足が取られるのを嫌きらったのか、黒くろ豹ひようよりも大きい馬の姿へと身体を成長させつつ、触しよく手しゆを俺の腰こしに絡めてくれた。無理やり背中に乗せてくる。

「――ロロ、神しん獣じゆう一体でやる気か」

「ンンン」

　喉のど声ごえの返事のみ。

　まぁここは天てん井じようも横幅も広いし、地上みたいなもんだから暴れやすいとは思うが……。

　相棒が主導してやりたがるのは珍しい。すると、俺たちを見たヴィーネが、

「ご主人様……」

　ん？　ヴィーネは不安気な表情を浮かべている。顔色で分かった。

　神獣の速度を味わっているヴィーネ。まだ速度に慣れていないだろうし仕方がない。

　だから、〝あの、わたしは、遠慮したい〟と、そう遠回しに伝えているつもりなんだろう。

「了解した。ヴィーネは青蜜胃無スライムに備えて、エヴァとレベッカと一いつ緒しよに、見学していて」

　そう喋しやべった直後、神獣ロロディーヌが手た綱づなとしての触手を寄越す。

　触手手綱を握にぎった。すると、親指と人差し指の間から出た触手の先端が、少し伸びる。

　触手の黒豆っぽい先端は角張った四角に形を変えて、平たくなると、俺の首に付着。

　触手の裏側の肉球ちゃんは……。

　柔やわらかくて『冷えピタ』のような感触だ。非常に気持ちがいい。

　と、機き嫌げんをよくしたまま、その手綱触手の握りを強めた。

　そして、右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。狙ねらいは右側だ！

「よーし、駆かけるか！　相棒！」

「にゃぉぉぉぉ～」

　相棒の勇ましい気持ちと、俺の気持ちが連動する。

　モンスターの群がる右側へと、風を纏う速度で迅じん速そくに駆けていく。

　ぬかるんだ地面なんて、なんのその――瞬しゆん時じに攻こう撃げき圏けん内ないに入った。

　ロロディーヌの勇ゆう猛もうな心を宿すような荒あらぶる触手たちが、樹魔に向かう。

　触手から飛び出た骨ほね剣けんが、樹魔たちの胴体を貫つらぬく。

　樹魔は静止。その動きを止めた樹魔たちの横を駆け抜けつつ魔槍杖を振るう。

　動きを止めた樹魔たちを薙なぎ払はらった。

　その僅わずかな間にも、前進を続けているロロディーヌ。

　そのまま、邪じや魔まな甲殻回虫を、前足で、甲殻ごと踏ふみ潰す。

　その前足で潰した甲殻回虫を、後あと脚あしも捉とらえた。

　相棒の後脚は爆ばく発はつ的てきな脚きやく力りよくを生む。競走馬なら素す晴ばらしい末すえ脚あしと呼ばれるはずの勢いで、踏みつけて、潰れていた甲殻回虫を、粉ふん砕さいしながら跳はねるように躍やく動どうした。

　馬に近い姿の神獣は、足の蹄ひづめも強力だ。

　走るロロディーヌは、体を横回転――長い尻しつ尾ぽを鞭むちの如く振るう。

　唸うなるような音を発した長い尻尾は、風を孕はらむ勢いで、樹魔と甲殻回虫たちと衝しよう突とつ。

　樹魔と甲殻海中は吹ふき飛とんだ。尻尾の黒毛を硬こう質しつ化かさせた？

　黒毛の先端が金属バットで巻き付いた針金のように尖とがっているのか、吹き飛ぶ樹魔と甲殻回虫たちはボロボロの姿になっていた。

　尻しつ尾ぽ攻こう撃げきを繰くり出だしたロロディーヌの回転は止まらない。

　神獣としての生命力に溢あふれる相棒の動きだ――。

　そして、騎き乗じようしている俺も当然の如く、ぐるぐると回っている。

　そう、目まぐるしく移り変わるメリーゴーランド状態だ。

　しかし、不快の回転ではない。その移り変わる光景も、ビビッドに感じる。

　心ここ地ちよい視界の移り変わりだ。楽しい――。

　神獣ロロディーヌの躍動する心と、俺の心は通じ合っている。

「ンン」

　と、相棒も、微かすかな喉声を発して、俺の心に返事をしてくれた。

　ロロディーヌは、そのまま神獣の膂りよ力りよくを示すように力強い四し肢しで地面を突つく。

　体の回転を止めた。神獣の足あし下もとから、樹の破は片へんと土が散る。

　体勢を屈かがめていたロロディーヌは、一気に、その体を伸ばすように跳ちよう躍やくした――。

　俺はロデオ競技を行うカウボーイ気分だ。

　宙空に躍おどりでたロロディーヌは、体から触手群を出して、宙空に触手群を展開。

　触手群は吹き飛ばしたモンスターたちと衝突。

　甲こう羅らと幹を、有りと有らゆる甲殻回虫と樹魔の部位をぶち抜いていく。

　そんな縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回った触手の群れを、掃そう除じ機きのコードを引くような動きで、体に収しゆう斂れんさせたロロディーヌは着地――だが、まだモンスターは残っている。

　一匹とて逃にがすつもりはない――撃うち漏らした甲殻回虫たちを狙う。

　俺はロロディーヌに騎乗しながら魔槍杖を甲殻回虫の甲羅に向けて振り下おろす。

　紅べに斧おの刃ばが甲羅を叩っ切る！　いや、叩き潰す形で、甲殻回虫を倒した――。

「ンン――」

　俺を乗せたロロディーヌは、褒ほめるような喉声を鳴らしながら直進。

　その直後、触手の形を、紅斧刃に変えてくる相棒。

「はは、真ま似ねか！」

「にゃお～」

　と、その紅斧刃と似た触手の黒こく色しよく刃ばを振り下げて、甲殻回虫を潰し、吹き飛ばす。

　俺を乗せている相棒は、器用に触手を扱あつかう。

　邪魔な甲殻回虫と樹魔の生き残りたちを、次々と、その触手の黒色刃で倒していった。

　神獣としての躍動感のある動きだが、ゲートボール競技で遊ぶようにも見える。

　その僅かな間にも、俺も連動する。魔槍杖を握る右手と左手を意識――。

　風ふう槍そう流の『枝えだ崩くずれ』を実行――両手の持ち手を素す早ばやく替かえる技術。

　持ち手を替えるのと同時に魔槍杖を下に傾かたむけ、その角度を生かす。

　角度を変えた魔槍杖を下回転させつつの、持ち上がる軌き道どうの後端を、甲殻回虫に向かわせた。技ではなく力の魔槍杖だ――後端の竜魔石が甲殻回虫を捉えた。

　甲羅にめり込んだ竜魔石。ズゴッと鈍にぶい音が響ひびく。

　そのまま嵌まり込んだ甲殻回虫の死し骸がいごと、魔槍杖の後端を斜め下に伸ばす。

　騎乗中のロロディーヌは止まらない。

　魔槍杖の後端に嵌まる甲殻回虫の死骸を地面で擦り死骸を削けずり取とりながら、他の樹魔と甲殻回虫に、その死骸がこびり付く竜魔石を衝突させていった。

　その一連の動作を一分の隙すきもなく行った。

　――無双の如く也。

　神獣一体を超こえる〈神獣止水・翔かける〉のスキルのお陰かげだ。

　右側に出現していたモンスターの大半を片付けたかな。

　ぬかるみに転がる魔石はロロディーヌが、六本の触手を使って拾ってくれた。

　触手の裏側で落ちている魔石をタッチするように集める動きは面おも白しろい。

　肉球に魔石がくっ付くことは謎なぞだが、俺の首筋にも付着するし、黒豆のように丸くすることもできる触手たちだ。

　　その触手の裏側にある肉球ちゃんも、蛸たこの吸きゆう盤ばんのような力が備わっているということだろう。そんなロロディーヌは魔石を回収中にも、油断はしない。

　まだ残っていた甲殻回虫を視し認にん。

「相棒！」

「にゃご」

　俺は三国志の英えい傑けつの一人、呂りよ布ふにでもなった気分で、爽そう快かいに神獣ロロディーヌを操あやつった。

　左右に居る甲殻回虫の二匹を魔槍杖の両りよう端たんを振ふるって確実に潰す。

　魔素の反応は遠くにあるが……見える範はん囲いのモンスターは粗あら方かた倒たおした。

　戻るか――相棒の横腹を優しく足で叩く。

「ンン」

　相棒の声を全身に感じながら、仲間が待機しているところへと駆けていく。

　エヴァ、レベッカ、ヴィーネの女子組三人衆たちの下に帰き還かん。

　よっと、魔槍杖を脇わきに預けながら、片手で挨あい拶さつ。

　彼女たちは、沈ちん黙もく。神獣ロロディーヌと、ポーズを決め込んだ俺を、交こう互ごに見つめて……

「……」

「はぁ……」

「……」

　と、嘆たん息そくを吐はくばかり。じっと黙だまり込んでいる。ポーズが不発？

　感心しているような顔つきだとは思うが……。

　すると、視界の端に浮かぶ小さいヘルメが、

『閣下の御お勇ゆう姿しと、その威い光こうにより、彼女たちはさらなる忠誠心を得たかもしれませんっ』

　と偉えらそうに語る。その動作は新しい独特ガッツポーズ真・ヘルメ立ちだった。

　俺は少し笑いながら、皆に向けて、

「……どうした？」

　と、聞いた。

「ん、シュウヤとロロちゃんが凄い！」

「本当に、その子、黒馬ちゃん、大きい黒豹ちゃん？　黒くろ獅じ子しちゃんは、ロロちゃんよね？」

　何気に神獣ロロディーヌの勇ましい姿を、お披ひ露ろ目めするのは初だったか。

　ヴィーネは唖あ然ぜんと口が半分開いた状態だ。

　ぽかーんと、惚ほうけるように、俺のことを見つめていた。

　無双のような感じだったからな。驚おどろいているようだ。

「ンンン、ゴロゴロ、にゃおん」

　自じ慢まんするような神獣ロロディーヌの声と態度だ。

　口を拡ひろげた姿は、黒馬か、黒豹か、または黒獅子といった姿だからな。

　そして、ごろごろと響かせる声は、獅子や虎とらのように大きい音だが……。

　猫の声質だけは変わらない――。

　俺は地面に降りると、黒猫ロロは姿を縮ませる。

　いつもの俺の肩かたに飛び乗る相棒。レベッカは、俺の肩でスフィンクス姿勢で座すわろうか、スコ座りを行うか、と、迷うように、くるくると自分の尻尾を追うように回っていた黒猫ロロのコミカルな姿を見ながら……、

「肩で休むロロちゃん！　目が回ってしまうわよ！」

「ンン」

　と、回転を止めた黒猫ロロはレベッカのほうを見て、鼻先をくんくんと動かした。

「ふふ、まったく、小鼻ちゃんで息をしているのね！　いつものロロちゃんだ。だけど、さっきのロロちゃんの姿は、少し怖かった」

　と、細い指先を相棒の小鼻へ伸ばしている。

　黒猫ロロはレベッカの白魚のような指たちに興味があるのか、その指先をクンクンと匂いを嗅ぐと、ペロペロと小さい舌で彼女の指を舐なめていった。

　本当に魚のような印象を抱いだいていたりして、なわけないか。

　そして、そのタイミングでフレーメン反応を起こしてくれたら、笑えたのに。

「ふふっ、可愛いっ」

　俺は黒猫ロロと遊ぶレベッカと、皆の気を引き締しめるように、

「まだ左に青蜜胃無スライムが残っているぞ」

　と、注意喚かん起き。左側へと視線を移す。

「うん」

「ん、皆で、奇襲！　魔法で殲せん滅めつ」

　エヴァの声は元気ある。指示を出していた。

「はい」

　魔法で奇襲か。

「エヴァ、どんな魔法が効果的なんだ？」

「ん、物理じゃなきゃ、何でも。ぶよぶよは魔法に弱い。ぶよぶよの中に核かくがある。そこが一番の弱点」

　確かに、透とう明めい、薄うす青あおのゼラチン質。

　ゼリーのぶよぶよの中に細さい胞ぼう核かくのようなモノが見えている。

「了解。それじゃ、ヴィーネ、レベッカ、エヴァ、魔法を頼む。撃ち漏らしても、フォローはする。だから、どーんっと、いっちゃえ」

『閣下！　わたしの出番！』

『ヘルメの魔法なら間ま違ちがいはない。だが、今は我が慢まんな？』

『はい』

　俺おれも氷系の魔法を放って、彼女たちの魔法の連続攻撃に混ざることができる。

　しかし……たまには、外から眺ながめるのもいいもんだ。

「はいっ、お任せを」

「うん。やるわよ～」

「ん、頑張る」

　各自、話し合いを始めてから、レベッカが細い腕を伸ばす。

「それじゃ、一番手はわたし！　火球で、左手前の青蜜胃無を狙う」

「ん、土槍で右みぎ奥おく」

「……では、雷撃鎖チエーン・ライトニングで二匹同時に狙います」

　レベッカ、エヴァ、ヴィーネの美しい三人は顔を見合わせる。

　そして、金色の髪かみを揺らしているレベッカが、先に魔法を撃つようだ。

　バトンのようにくるくると回した銀製の杖つえを、胸むな元もとに掲げた。詠えい唱しようを開始。

　すぐに言語魔法の詠唱を終えると、レベッカの前に火球が出現。

　いつもよりも火球が大きい。

『レベッカは気合いでも入ったのか？』

『あの銀製の杖が、魔法効果を上げているのでしょう。レベッカは魔ま力りよく操作も巧たくみですが、炎ほのおの精せい霊れいちゃんたちに愛されていますからね。神々の魔法力と繋つながる言語魔法とも愛あい称しようがいいのでしょう』

　精霊としての魔法の見解を述べるヘルメの声が、脳内に響く。

　その炎の精霊たちに愛されているレベッカが、

「――火球フアイヤーボール」

　と、魔法を放つ。巨きよ大だいな火球が飛ひ翔しようしていく。

　ゼラチンの塊のような青蜜胃無スライムと、その火球フアイヤーボールが、衝突した。見た目はゼラチンだ。その火球の衝しよう撃げきは吸収されたようにぶよよんと動く。

　だが、炎は違ちがう。あっという間に青蜜胃無スライムの全身に広がった。

　ゼラチン質を燃ねん焼しようさせて溶とかしていく。旨うまそうに見えるのは一度食べているからか？

　続いて、エヴァの詠唱が聞こえる。

「土精霊バストラルよ。我わが魔力を糧かてに、土の精霊たる礎いしずえの力を示し、土槍を現したまえ」

　おぉ、これは初。土系の魔法か。声も綺き麗れいだ。いつもの辿たど々たどしさは皆かい無む。

『閣下、彼女の魔力と、その魔力操作はレベッカより高いですが、攻こう撃げき魔ま法ほうの質は低いようです。精霊さんの集まりが遅おそい』

　その辺は、スキルもあるとは思うが……。

　魔法を扱う技術力とか、精神力とか、経験による熟練度など……。

　色々な複合作用があるんだろう。そんな思考の元、

『レベッカのほうが精せい霊れい魔ま法ほうの質がいいとなると、レベッカには、特とく殊しゆな〝何か〟があるのは確実だな』

『はい』

「――土槍アースジヤベリン」

　そんな思考と念話を零ゼロコンマ数秒で行った直後――。

　土槍が青蜜胃無スライムの中心を貫かん通つうした。

　大穴を空けた青蜜胃無スライムはぶるぶると震ふるえながら溶けていく。

　続いて、

「雷かみなり精せい霊れいローレライよ。我が魔力を糧に、雷の精霊たる礎を越こえ、古いにしえから続く理の雷らい網もう天てん器きに轟とどろく雷鎖チエーン・ライトニングを現したまえ――」

　と、ヴィーネの声が、高らかに響く。

『上級クラスの雷かみなり魔ま法ほうでしょうか。魔力操作も素晴らしい。精霊の集まりはレベッカ、エヴァに劣おとりますが、中々の速さです』

　ヴィーネは魔法も高レベルらしい。

　そのヴィーネは、青白い両手を前に突きだし構えている。カメハメ波？

「――雷鎖」

　ヴィーネの両手先から、黄色い雷が発生。凄すさまじい稲いな妻ずま。

　黄色い閃せん光こうの雷線が、無傷だった青蜜胃無スライムと衝突。

　燃焼していたゼラチンの全身に黄色い雷が巡めぐる。

　連れん鎖さした黄色い雷は、隣となりの青蜜胃無スライムにも巡った。

　エヴァの土槍によって貫通した大穴の内側から、雷が直接内部に通ったのか、青蜜胃無スライムは瞬時にぶるぶると震え、爆ばく発はつ、爆散。

　遅おくれて炎で半分程度溶けていたスライムも爆発。

　ぷすぷすと、蒸発したような音が響くだけとなった。さすがは雷だ。強烈。

「ヴィーネ。凄すごい魔法だ」

「……ぁ、はっ、ありがとうございます」

　ヴィーネは青蜜胃無スライムの残ざん骸がいを見ず、俺に対して頭を下げている。

　そして、呼吸が荒い。肩を上下させている。さすがに上級の魔法を放った直後だ。

　やはり上級魔法を行使するには……それなりの魔力と精神が求められるだろう。

　魔力の消費も他の魔法とは少し違うのかもしれない。

「雷の上級？」

　レベッカがヴィーネに聞く。

「はい」

「……すごい。やるわねぇ」

「はっ、ありがとうございます」

　ヴィーネはレベッカに対しても慇いん懃ぎんな態度で答えている。

　ヴィーネが頭を下げている最中にエヴァも、

「ん、優ゆう秀しゆう」

　小さい声で、さりげなくヴィーネを褒めていた。

　そのエヴァは魔ま導どう車くるま椅い子すのハンドリムを回して、前に移動。

　地面にある青蜜胃無スライムの素そ材ざいを拾っていた。

　素材はゼラチン質。ぶよぶよとした食材。

　エヴァは手でゼラチンを掬すくって、ぷちゅぷちゅと音を立てつつ魔石を取り出す。

　そして、その青蜜胃無スライムのゼラチンの素材を魔ま法ほう袋ぶくろの中に入れていた。

　魔石は中魔石。形がスライムの形状だ。

　エヴァは、そのスライムの形をした魔石を皆みなに見せる。

「ん、可愛かわいい？」

「うん、確かに、可愛い……魔石愛好家たちの必死さが分かった気がする……」

「魔石愛好家？」

「そう、昔の友だちにも居たし、魔金細工師たちにも人気があるのよ。腕うで輪わのデザインに流用できるからね」

　確かに、見た目は、俺の知る国民的ＲＰＧに登場する有名なスライムだ。

　青蜜胃無スライムの魔石は可愛かった。

「ン、にゃお」と、相棒も叩いて撫なでている。すると、

「あ、あそこにジグアの木金魚が生えている」

　回収を終えたエヴァが嬉うれしそうな声を上げると、トンファーの先を伸のばす。

　そこには特殊な樹木が育っていた。大きい金魚。

　名前通りの魚の形をした樹木だ。

　他の樹木と同じように、ぬかるんだ地面から生えているが、明らかに違う。

　これが食材のジグアの木金魚。樹木でもあるが、金魚の見た目でもある。

　瑞みず々みずしい白身玉が生える牛ご蒡ぼうと似た植物の管と樹としての枝が、とぐろを巻きながら、生々しい金魚を形成している樹木があった。

　針金を使った彫ちよう刻こくアートのようか？　いや、それを越えている。

　俺がエヴァの店で食べたジグアと呼ばれていた白身玉と牛蒡のような部位は、金魚の鱗うろこたちから生えている。その牛蒡と似た植物の管から水すい滴てきが流れて金魚の鱗の凹おう凸とつに水滴が伝う。その水滴が触ふれる金魚を見ると、ジグアの木金魚と名があるが、迫はく真しん力りよくがあるし、瑞々しいから、実際に泳いでいる金魚のようにも見えた。

　それでいて、金魚の根元は、自然のオリーブのような樹木の色合いが強く残っている。太い金魚だが樹木でもある。

　そんな不思議な食材なんだと理解した。

「回収する」

　エヴァは急いでジグアの木金魚に移動した。

　と、葡ぶ萄どうを回収するように、白身玉が無数に生えた牛蒡の根本を切る。

　エヴァが回収作業を行っているところへ近寄っていく。

　……これがジグアの食材か。大本は、本当に金魚の樹木とはな。

　摩ま訶か不ふ思し議ぎだ。一個の金魚の形をした樹木。

　金魚から牛蒡の枝が生えて、その枝に沢たく山さんの白身玉が実っている。

「まるごと、ジグアが手に入った」

　エヴァが嬉しそうに語る。

「いつもはまるごと手に入るわけじゃないんだ」

「ん、そう。ゴブリン、オーク、青蜜胃無スライムが、白身玉も茎くきも美お味いしいから、食べちゃう」

　そんな話をしていると、魔素反応。

　左から七つほどの魔素が動いて近付いてきた。

「左から敵だ」

「ん」

「了解」

「はい」

　七つの反応はどれもゼラチン質の青蜜胃無スライムたちだった。

「遠くにいるけど、確かに青蜜胃無スライムたちね」

「また、ぶよぶよっ食材」

　エヴァは嬉しそうに頷うなずき、魔導車椅子を動かしている。

「でもさ、シュウヤの索敵は凄い。今日モンスターからの奇襲を受けてないよ？」

「まあな」

「ん、確かに――わたしよりも上。素早く魔ま法ほう殲せん滅めつできる」

　エヴァはその場で魔導車椅子を動かし、くるりと回転させ機嫌よく答えていた。

「褒めるのは後だ。今回は俺も交ざる。ヴィーネ、さっきの魔ま法ほうは何発撃てる？」

「後、二発です」

　やっぱそれなりに魔力を消費するのか。

「わかった。次は魔力消費を抑おさえるためにグレードを下げて違う魔法を撃つといい」

「はい」

「話は終わり？　それじゃ、遠えん慮りよなく行かせてもらうわっ――」

　レベッカが口火を切り、銀製の杖を振り上げ詠唱を開始。

　レベッカの炎、エヴァの土、ヴィーネの風、俺の氷。

　皆で、一いつ斉せいに、魔ま法ほう攻こう撃げきを行う。先制攻撃は偉い大だいだ。

　次々に反はん撃げきをゆるさない無む慈じ悲ひなる魔法攻撃が青蜜胃無スライムに直ちよく撃げき。

　固定砲ほう台だいならぬ遠えん距きよ離りからのシューティングゲームと化していた。

　青蜜胃無スライムたちを一いつ蹴しゆう。

　黒猫ロロも口からブレスが放てるが俺の肩でさぼるように待機。

　紅色と黒色のつぶらな瞳ひとみは魔素が大気に散る様子を眺めていた。

　魔法の軌き跡せきは綺麗だからな。

　その後も休きゆう憩けいを交えながらジグアの回収を続けていく。

　青蜜胃無スライムも見つけ次し第だい、そのすべてを倒たおし、素材と魔石を回収。

　途と中ちゆう、オーク対ゴブリンたちの争いの場面に遭そう遇ぐうした。

　俺たちは漁夫の利を得てオークとゴブリンを倒しきる。

　青蜜胃無スライムたちも再び見つけたから、これまた殲滅。

　樹魔と甲殻回虫など、出会うモンスターを片かたっ端ぱしから倒していった。

　そうして素材や魔石を集め続けて、二日間かけて、魔石依い頼らいとすべての依頼素材を集めきった。当初の予定より食材も沢山集めることに成功。

「よーし。依頼のぶんはすべて集めた。でも、少し疲つかれたわ、休憩してから帰らない？」

「ん」

　レベッカもエヴァも疲れた表情を浮うかべている。

　二日間ぐらいか、休憩しながらだが……第三層の奥おく地ちを歩き回ったからなぁ。

「そうするか、あそこ辺りはどうだ？」

　比ひ較かく的てき、ぬかるみがない場所を選ぶ。

「ん、了解、結界石、置く」

　エヴァは懐ふところから手慣れた手つきで小さい青白い石を取り出し、置いていく。

「エヴァ、毎回の休憩時に結界石を使わせて悪いわね」

「ん、構わない」

　あの石か。前に魔法書を買った店にあったような気がする。

「ヴィーネも休むぞ」

「はっ」

　ヴィーネも疲れた顔だった。

　仮面があるし、元から青白い顔なので判断が難しいが。

　皆で小さな円を作るように一ひと纏まとまりになり休憩していく。

　レベッカは座りながら水すい筒とうを口に含ふくむ。

　エヴァは魔導車椅子の膝ひざ上うえから毛布をかけて、眠ねむろうとしていた。

　見ていた黒猫ロロが俺の肩から離はなれた。

　その毛布の上に乗ろうと、エヴァの足元へ移動している。

　あいつめ、ちゃっかりしているな。

「ンン、にゃぁ」

　黒猫ロロはエヴァに甘あまえた声で鳴く。前足を上げ『膝ひざに乗せてにゃ』とアピール。

　エヴァは優やさしい笑えみを浮かべて、

「ん、ここ、くる？」

　と、毛布をかけてある股またの上をぽんぽんっと叩きそんなことを言っていた。

「ンンン」

　黒猫ロロは喉声で返事をしながら、エヴァの股また上がみへジャンプ。

　黒猫ロロは笑ったように喜びながらエヴァの細い手を舐めて、頬ほおを擦すって、そのエヴァが用意した毛布の上でくるくる回り丸くなっている。

　レベッカは口にパンを頬ほお張ばっていたが、急いで食べると、

「――いいなぁ、ロロちゃん、可愛い。エヴァに懐なついてる」

　そんなことを語る。

「はは、あの股上なら気持ちよく寝ねられそうだからな？」

　と俺はエヴァの太ふと股ももを想像した。

「微び妙みようにイヤらしく聞こえる」

　うぐ、レベッカめ、鋭するどいな。胡う乱ろんな目だ。

「いや、ほら、例えだよ例え……」

　そこで誤ご魔ま化かすように漫まん然ぜんとした視線を傍そばで片かた膝ひざついて休んでいるヴィーネに向けた。

「……ご主人様？」

　今、ヴィーネは微妙に冷たい眼まな差ざしだったよね？　ヴィーネまで……。

「シュウヤ、いくら自分の奴ど隷れいだからといって、わたしたちが居る前では手を出さないでよ？」

　と、そのレベッカの言葉に反応したヴィーネ。今、一歩後ろに下がった。

　そんなことはしないのに。

「レベッカ君、俺がそんな露ろ出しゆつを楽しむ趣しゆ味みを持っていると？」

「だって、女奴隷持ちの大半はソレ目的でもあることが普ふ通つうよ？」

「シュウヤは、えっちぃなの？」

　エヴァも素す直なおにそんなことを聞かないでくれ。

「まてまて、仕事中にそんなパコパコはしないから。俺を何だと思っているんだ……レベッカは一度パーティを組んで、近くで俺を見ているだろう？」

「まぁねぇ、でも、パーティ組んだ理由が、わたしが〝女〟で〝可愛い〟から組んだって、言っていたわよねぇ？」

　ぐ、あの時素直に喋ったのが災わざわいしたか……だが、否定しても意味がない。

「そうだ。だが事実だろ？」

「えうっ……ばかぁ、奴隷の話をしているのに……」

　レベッカは急に頬を赤く染めて、俯うつむく。

「ん、レベッカ、確かに可愛い女性」

　エヴァも天使の微笑ほほえみで、同意してくれた。

「エヴァまで、もう」

　レベッカはまんざらでもないというように照れた。頭部を逸そらし、チラッと俺を見る。

　そして、またあさってのほうに蒼あおい目を向けている。金色の眉まゆの動きが面白い。

「ところで、えっちぃのシュウヤ、さっきの股上の話。ロロちゃんだけではなく、シュウヤもわたしの股上で寝る？」

　ええ？　エヴァさん、天使の笑みを浮かべながら……。

　流れた話を蒸むし返かえしたうえに、そんな大だい胆たんな発言をっ。

「ちょっ!?　エヴァ、本気？」

「ん、本気、どうして？」
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　エヴァは当たり前の行動だけど？　という感じに頷く。

　レベッカに対してクウェスチョンマークを顔に出していた。

「エヴァ、嬉しいが、それはまた今度……」

　話がややこしくなりそうなので無難に逃げておこう。

「ん、了りよう解かい」

「ダメだよぉ。エヴァが襲おそわれちゃうよぉ～」

　レベッカが半笑いでボケるように言ってきやがった。襲わねぇ……よ。襲いたいけど。

「シュウヤ、襲う？」

　はぁ、エヴァさん、あんたも真に受けるなよ。

　ここはワザと乗っかり、ツッコまずにボケてみるか。

　ニヤリと笑え顔がおを作り、口を開く。

「あぁ、皆を、襲って襲って襲いまくって、やるさぁ」

「えぇぇ」

　レベッカは驚き、

「ほんと？」

　エヴァは嬉しそうに声を出していた。

「……」

　ヴィーネは一いつ瞬しゆん、寒気立ったような表情を浮かべた。

　しかし、俺の視線を感じると、小しよう忿ふんでもあるのか、睨にらみを強めてから、頭を下げてくる。

「冗じよう談だんだ、そんなことはしないから」

　顎あごを突き出し笑顔で喋しやべったが……周りの反応は様々。失敗したか？

「そ、そうよねぇ、ハハ」

　レベッカはぎこちなく笑っている。

　何なんだまったく、変な話をふったのはレベッカだと言うのに。と、少し歩く。

「ん、冗談……残念」

「……」

　エヴァは少し残念がっているし、ヴィーネは黙だんまりだ。

　そのヴィーネをチラッと見たが、歩く俺を睥へい睨げいしている。

　銀仮面の覗のぞかせる銀色の瞳は鋭い。ひんやりと刺さすような視線だ。

「……ハハ、もう休憩するんだろ？　さっさと休もうぜ」

　誤魔化すように半笑いしながら腕うでを泳がせる。

「そうね」

「ん」

「はい」

　三人はそれぞれ好きな体勢で休んでいく。

　と、休もうぜと言った手前、俺は休む必要がないんだよな。

　喉のどが渇かわいたから生活魔法で、水でも作ろっと。

　宙から発生させた水を口へと運ぶ。ゴクゴクと喉音を鳴らし――飲んだ。

　ただの水だが美う味まい。

　喉に水を通すと、黒い甘かん露ろ水すいの味を思い出す。

　のど越ごしがスカッとして、甘くて最高だったなぁ。

　黒い甘露水、高く売れるのだろうとは思うが……売らずに保存しておくか。

　そんなことを考えながら暇ひまをもて余すこと、数時間。

　魔造家を使えば快適な部屋空間が用意できるんだが、今回は使わない。

　タイミング的にもっと前の休憩時に使えたが、まだ知りあって間もないからな。

　魔造家なんて王族が持つようなアイテムはまだ使わない。

　皆がポーションを携けい帯たいしているように、普ふ遍へん的てきなアイテムなら、ばんばんと使うんだが。

　暫しばらくすると、エヴァが自分の懐をまさぐる。

　懐かい中ちゆう時計を示して、起きてきた。

「ん、起きてた？」

「おう、エヴァの可愛い寝ね顔がおを見てた」

「……ん、わたしもシュウヤの寝顔も見たい」

　そこにヴィーネとレベッカの咳せき込む声が響く。

　さぁて、休憩の時間は終しゆう了りようだ。俺たちは迷めい宮きゆうから帰路についた。







第百十三章「鑑定と油断」







　即そく席せきパーティ【イノセントアームズ】は無事に地上へ帰還。

　宝箱から出たアイテム鑑定はあとにして、先にギルドへ向かうことになった。

　時間帯は昼過ぎぐらいかな。太陽の光は三日ぶり。

「楽しみは後ね、ギルドへ急ぐわよ」

「ん」

　レベッカはエヴァの魔導車椅子を後ろから押おして仲良く一いつ緒しよに出入り口から出る。

　露ろ店てん売り場が広がる第一の円えん卓たく通りを進んだ。

　あの二人は随ずい分ぶんと打ち解けたようだ。

　皆でギルドに入り、千せん客きやく万ばん来らい的な賑にぎわいを見せているギルド内部を進む。

　受付に並ぶこと数分。

　全員でギルドカード、魔石、依頼の品々も提出。

　個々に回収していたものを受付台に載のせていく。

「これは凄い量ですね、精算してきます、少々お待ちを」

「にゃ」

　肩の位置からの黒猫ロロさんだ。

　受うけ付つけ嬢じようの声に返事をしていた。だが、獣じゆう人じんの受付嬢は無視して仕事を優先。

　素材や魔石のチェックをしながら紙に記録を記していた。

　そして、素す早ばやく反転し、奥へと向かう。

　スキル的な動きがあるのか分からないが、テキパキと作業を続けていた。

　少し待つと、

「お待たせしました。こちらが報ほう酬しゆうでございます」

　受付嬢から報酬をもらう。たっぷりと金貨が入った袋ふくろだ。

　黒い甘露水は売らずにこの額となった。返ってきた冒ぼう険けん者しやカードを見る。





　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：竜りゆうの殲滅者たち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦せん闘とう職業：槍やり武奏：鎖くさり使い

　達成依頼：三十






　三十回達成だ。地味に達成感がある。

　これでＢランク昇しよう格かくの試験が受けられるはずだが今はまだ受けない。

　冒険者カードを見ていると、レベッカの嬉き々きとした声が響ひびく。

「金貨が沢山、ふふふっ」

　レベッカの蒼い澄すんだ綺麗な瞳。

　完全に欲望丸出しの顔となっているので、少し勿もつ体たいない気がしてきた。

　さて、俺たちの背後には冒険者が並んでいるし待合室に移動かな。

　待合室は縦に長く空いている席も多かった。

「……金を分けるとして、あそこの隅すみへ移動しようか」

「そうね」

「ん」

　受付前から離れて右みぎ隅すみへ移動。伝言板と幾いくつか丸い立ちテーブルが置かれてある。

　一つの丸テーブルを皆で囲った。

　早さつ速そく、そのテーブルの上にどさっと金貨袋を置く。

　その際に周りの冒険者たちから視線が集まる。

「パーティボックスもあるけど、今度、この伝言板でも、連れん絡らくを取り合いましょうよ」

　レベッカが伝言板を指差して指し摘てきする。

「それもそうだな。連絡を取りたい時やパーティを組みたい時に書いておこうか」

「ん、賛成。今度書いておく」

　さて、報酬の金貨を四人で分配だ。

「……それじゃ、これを四人で丸分けするとして、一人頭、金貨と銀貨はこれだけだ。皆、納なつ得とくか？」

「奴隷ヴィーネの分はシュウヤが取りなさいよ」

「ん、不思議」

　レベッカとエヴァは疑問顔を浮かべて話している。

　奴隷の報酬は主人である俺がもらうべきか。

　ヴィーネへ視線を向けると、彼かの女じよは細い顎を下へ動かし頷いてから、口を開いた。

「ご主人様が多く取るべきです」

　ま、そういうことなら、仕方がない。

「わかった。ヴィーネ分をもらう。分けるよ」

　金を分配。エヴァは大事そうに金が入った袋をアイテムボックスへ仕し舞まう。

　レベッカも背曩の中へ仕舞っていく。

　俺も二人分の金貨をアイテムボックスの中に仕舞った。

「ほっくほくね。ささ、楽しみな鑑定へ行こ行こ」

　レベッカは銀杖をくるくるっと掌てのひらで回してテーブルから離れていく。

「おう。行くか。と言うかレベッカ、その杖を落とすなよ？」

「ふんっ、大だい丈じよう夫ぶですよ～っだ」

　べぇ～っと舌を出してウィンクをしてくる。

　そのままプイッと顔を逸らしてギルドの外へ歩き出していた。

　他の冒険者にぶつかりそうになっているし。

　スリにあっても知らないぞっと。

「……俺たちもレベッカを追いかけて、スロザの古こ魔ま術じゆつ屋やへ行くか」

「ん」

「はい」

　ギルドを出てこないだアイテム鑑定を行った【スロザの古魔術屋】店へ向かう。その時、俺たちの背後からついてくる気配を感じた。金目当てか？　今は無視しておく。

　レベッカと合流し、店に急いだ。




[image: ]




　スロザの古魔術屋の風ふ情ぜいある赤茶色の木製扉とびらを開けると、カランコロンと鈴すず音おとが鳴る。縦長のカフェのような内装は変わらない。

　丁度、金持ち風の客が出ていくところだった。マスターは俺たちが階段を下りながら入ってくると、片かた眼鏡めがねを弄いじり渋しぶい顔を向けてくる。

「この間のお客さんですね。いらっしゃいませ」

「どうもです。アイテムの鑑定をお願いできますか」

「えぇ、いいですよ。一律で五大銅貨です」

　前は後あと払ばらいだったような……。

　ま、いいか、銀箱から出たアイテム類と銅貨を提出。地図も一応、出しておく。

　皆もそれぞれ手にしていたアイテムを提出している。

「ヴィーネも出しておけ、銅貨は俺おれが払はらう」

「はい、すみません」

　遅れて黒鱗の鞘さやが目立つ刀とう剣けんも提出。

　店の主人は片眼鏡を装着し、魔力を操作。片眼鏡に魔力が通ると自然に先が細くなり、この間と同様に変形を遂とげる。

　その特殊な片眼鏡で、手に取った刀剣を覗いて……調べていった。

　店主は無言で鑑定。幾つかアイテム類の鑑定を行い……。

　最後のアイテムである指輪の鑑定に移った時、店主が声を漏もらす。

「これは……」

　指輪は中心に大きい宝石が嵌はめられた物だ。

　宝石には藍あい色いろと白色が混ざり渦うずが巻くようにデザインが施ほどこされている。

　店主はその中心にある混ざりあった点を重点的に片眼鏡から発生しているレーザーを当てて覗いていた。

「凄い……」

　何が凄いんだ。皆も、店主の何気ない一言に注目していた。

　特にレベッカは「そんな凄い物なの？」と言うように金色の眉を中央に寄せて小こ皺じわを作っている形ぎよう相そうが凄い……。

　眼め力ぢからで人を殺しそうな雰ふん囲い気きで鼻息を荒あらくし興奮している。

　少し、怖こわい。エヴァも珍めずらしく魔導車椅子から立ち上がりカウンターバーに手を乗せて店主とアイテムを交こう互ごに見ていた。

　俺の隣にいるヴィーネも銀色の虹こう彩さいの瞳を大きくしている。

　店主は鑑定を終えると、徐おもむろに片眼鏡を外す。

　真しん剣けんな眼差しでこっちを見た。豊ほう麗れい線せんの目立つ頬がニヤリと上がる。

「……このアイテム類の質、もしや、金箱でも出ましたか？」

「う～ん、惜おしい。違うんだなぁ実はねぇ銀色、銀の宝箱が出たの！　凄いでしょ！」

　レベッカが勿体ぶるような言い回しだ。

　無い胸を張るようなポーズを取ってドヤ顔を繰くり出だす。

「なるほど、銀製の宝箱ですか。やはり納得です。鑑定した物はどれも高級なアイテムばかりでした。中でも、この指輪は飛とび抜ぬけて凄い――。ユニーク級のアイテムですが、伝説級ともいえるぐらいのマジックアイテムです。名前は〝霧の蜃気楼フオグミラージユ〟の指輪。装備者は水属性持ちの方に限定されなおかつ周囲に水気が必ひつ須すですが、使用すればその装備した持ち主の霧分身を作り出す効果があるという魔法の指輪です。ユニーク級ですが、二つ星の鑑かん定てい証しようが付けられる代しろ物ものですね」

　へぇ、あの指輪そんな名前の代物なのか。

　それに水属性限定とは天命みたいなもん？　俺が手に入れて正解だった。

「霧の分身とは凄そうだけど、水属性限定かぁ」

　レベッカが指輪を見ては呟つぶやいている。

　俺は鑑定証のことが気になるので聞いてみた。

「鑑定証は付けた方がよいんですか？」

「勿もち論ろん。オークションや売る時に便利ですよ。わたしの鑑定スキルと片眼境による効果により特別な羊皮紙に能力表示が書き込まれた物が鑑定証になります、少しお値段が掛かかりますが、お作りになりますか？」

　今回は売るつもりはないから、今はいいか。

「今はいいや、霧の蜃気楼の指輪のことは分かった。その他のアイテム類の名前や軽い解説を頼たのむ」

　店主に説明を促うながした。

「わかりました。まずはこのマジックアイテム、銀魔鋼の杖つえから、名前は〝シルバラリーマジックロッド〟。見た目は銀ですが、普通の銀よりも高級な銀魔鉱シルバラリーマイトから作られた逸いつ品ぴんですね、魔ま力りよく浸しん透とう度どが中々に高い銀鋼製です。この杖自体に魔法効果上じよう昇しようの付ふ与よが掛かっています。それに、質のよい火属性と風属性の魔宝石も先せん端たんに嵌められています。魔力を送れば詠えい唱しよう要いらずで、火と風の魔ま法ほう弾だんを放てますし、装備者の火と風属性の魔法系統の威い力りよくがアップするはずです」

　店主は鑑定済みのアイテムである指輪と銀杖をコーヒーでも出すように、カウンターテーブルの上に置いてくる。

「わぁ、魔宝石が嵌まっているから、もしかしたらと思っていたのよね」

　レベッカはカウンターテーブルに置かれた銀魔鋼の杖を手に取り掴つかみ、先端に嵌められた二つの魔宝石を覗く。その顔は満面の笑みだ。銀杖を翳かざすように持ち上げた。

「ふふふ、ついにわたしも詠唱要らずの杖を手に入れた。魔導士、魔ま術じゆつ師しクラスの必須武器。嬉しいなぁ、魔法効果上昇も付いているし、わたしにとって最高の杖よ」

　蒼い目を輝かがやかせている。本当に嬉しそうだ。俺も嬉しくなってくる。

「えぇ、実際に優すぐれた杖ですよ。では次を、この黒鱗の鞘を持つ黒刀剣。ユニーク級で、名前は〝黒くろ蛇へび〟。刀身には毒の魔法印字アシツド系が組み込まれた魔ま法ほう付ふ与よが掛かっています。瘧おこりのようにはいきませんが、斬きったものへ酸系の毒効果を与あたえるでしょう」

　店主はあっさりとした口調で語ると、鞘に納まった刀剣を霧の蜃気楼の指輪の隣となりに置いてくる。

「黒蛇か。ヴィーネ。この刀剣はお前の物だ」

「……はい、ですが、いいのでしょうか？」

「いいんだよ。二度言わすな」

「はっ」

「あっさりとプレゼントかぁ」

　レベッカが目を細めながら語る。

「レベッカ、ヴィーネはシュウヤの奴隷」

「う、うん」

　エヴァは小さい声で俺を肯こう定ていしてくれた。

　レベッカはエヴァにたしなめられると、ぶすっとした表情を浮かべて、俺を睨む。

　おぃおぃ……俺は当たり前の態度だろうに。レベッカは嫉しつ妬とかな。

「続いての品はこちら！　一見すると金きん塊かいですが、金硬魔鉱プラムードマイトという鉱物です。精せい錬れんすれば霊れい魔ま鉱こうや銀魔鉱を越こえ魔力浸透度が高い優れた金属になります」

「知ってた」

　エヴァは当たり前。という顔付きでテーブル上に置かれた黄こ金がね色いろと赤茶が混ざった鉱物を見て答えている。

「次は銀魔糸シルバラリーと霊銅糸オーガルカツパーから作られた半はん袖そで服です。これは迷宮産ならではの防具服と言えます。対魔ま法ほう防ぼう御ぎよもさることながら物理防ぼう御ぎよも高い、優れた防具服です」

　店主は銀色に輝く半袖服をテーブルに置く。

　これ、迷宮ならではの品か。

「へぇ、迷宮以外では作れない？」

「はい。優ゆう秀しゆうな魔金細工師や一部の実力が高い魔法職人以外に、この生き地じのように、金属の加工を行える技術はありませんから。分解しようにも極きわめて細かいので不可能です。切るにも優秀な刃は物ものを求められますし、引ひき裂さくぐらいにやらなければ穴も開けられないとか。勿論、凄すご腕うでな方に掛かれば塵ちりのように引き裂かれますが……」

「それは凄い」

「シュウヤ、それを着るの？」

　レベッカは不思議そうな顔を浮かべ半袖服と俺を交互に見る。

　確かにこの銀製の服は俺のサイズには合わない。

「俺には小さすぎるから売るか保管か……」

　視線を女じよ性せい陣じんに巡めぐらす。

「ヴィーネに着てもらうか」

「えっ」

「ご、ご主人様、それは」

「ん、ヴィーネなら納得」

　レベッカは驚おどろきヴィーネも遠慮勝ちな表情を浮かべている。

　エヴァは何故なぜか頷き納得していた。

「また、本当にあげるんだ。羨うらやましいかも……」

　レベッカは自分の気持ちをはっきりと語る。いいんだよ。

　ヴィーネにはこれからも生きて働いてもらわねばならない。

「ん、わたしも羨ましい。けど奴隷を強くするのは買った主人なら当たり前。高級な戦せん闘とう奴ど隷れいなら必須」

　エヴァも羨ましいらしい。

「確かにそうね。嫌きらわれているわたしをパーティに誘さそうぐらいだし、シュウヤが、女好きのえっちで強くてお人ひと好よしなのは、よーく分かっているつもり」

「レベッカが俺の何を知っているのか分からないが、ヴィーネは俺が大金を出して買ったんだ。とやかく言わないでくれ」

　そこにヘルメが視界に現れた。手に注射器を持って振ふり回まわしている。

『そうですよ。閣下に文句があるなら、わたしが相手をします』

『ヘルメ、レベッカは素直なだけ。大丈夫だから怒おこるな』

『はい……』

「ふーん」

　レベッカは頬を膨ふくらませて、不満気な顔だ。

「何だよ。気になる顔だな。言いたいことあるならハッキリ言ってくれ」

「わたしが言えることじゃないけど、シュウヤとロロちゃんだけでも十分強いのに、奴隷なんて本当に必要なの？」

　ビシッとした発言だ。ここは建前を言ってから本心を言うか……。

「……必要だ。迷宮を進むだけなら、確かに俺とロロだけでも進めるだろう。しかし、迷宮には何があるか分からない。それに、今日一緒にパーティを組んだから分かっていると思うが、ヴィーネがいたからこそ、あの宝箱を開けることができた」

　ヴィーネが宝箱を開けられるとは俺も知らなかったが。

「あ……それもそうね、変なこと聞いてごめんなさい」

　レベッカは手に持つ銀杖を胸に抱かかえ込むと俺を見て素直に謝あやまってきた。

　気き不ま味ずそうに見上げてくる。

「いや、構わんさ。レベッカの言いたいことは分かる。その、なんだ、ヴィーネが女で、美人だったから欲ほしくなったのは、事実だからな」

　少し笑いながら本音をいった。

「ぷっ、やはりえっちなのね」

「ん、シュウヤは、えっちぃ」

『閣下は確かにえっちいですが、至高なる偉大な方なのは変わりません』

　レベッカに重ねるようにエヴァも笑顔を綻ほころばせながらそんなことを言っていた。

　ヘルメのは無視。

「その通りなので、否定はしない。けどさ……」

　俺の言葉を聞いたレベッカは少し笑いながら、口を開く。

「……分かっているって。少しからかっただけよ」

「ん、シュウヤは強くてえっちぃだけど、優しい」

　レベッカと違ちがいエヴァは真ま面じ目めな顔で答えていた。

「おう。えっちぃだ」

　もう開き直り、誤魔化すように顔を逸らす。

「あはは、言葉と顔が似合わないよ？」

　馬ば鹿かにするように笑いやがって。だが、悪意はなく快活な笑いだ。

「ん、シュウヤ、優しいけどそういうとこある。くすくす」

　えぇ、エヴァまで。

「だよねー、エヴァ」

「ん」

　レベッカとエヴァは頷うなずき合う。二人で笑っている。

「ごっほん、では次のアイテムを説明します」

　店主はわざと咳せきをして、『目の前でイチャイチャすんなや、やっちまうぞ』風の怖い視線を向けてくると、長方形の箱を開けていた。

「これは鑑定が必要な品。紫青香炎パープルブルーインセンス、略してブルーイン。主に王族や高級貴族の方々から〝非常〟に好まれている高級品。水すい晶しようの塊かたまりから発生する紫し炎えんから特とく殊しゆな匂においを発生させる品。人の気持ちを落ち着かせるよい匂いを発するアイテムです」

　説明を終えると長方形の箱の蓋ふたを閉めてカウンターテーブルの上に置く。

　高級貴族か、あ、そういや、晩ばん餐さん会かい、侯こう爵しやくシャルドネから個人的に呼び出された部屋の中にあったな。暖だん炉ろの中に、これと同じアイテムが、くべられてあった。

「次はこの地図ですが、わたしには地図解読スキルが無いので、ただの〝魔宝地図〟としか分かりません」

　店主はそう言うと、地図を置いていく。

「そもそも疑問なんだが、その〝魔宝地図〟とは何なの？」

「――え？　知らなかったの？」

　レベッカは地図のことを知らない俺に驚いている。

「……」

　ヴィーネは黙だんまりだ。

「シュウヤ、残念」

　そんなこと言っても知らないもんは知らないからな。

　俺は助けを求めるように視線を店主に向けると、店主は〝任されよ〟というようにゆっくり頷く。さすがダイハード店主。説明をしてくれるようだ。

「……魔宝地図とは迷宮の何ど処こかにある宝箱を示す地図のことです。地図にはレベルが一～五までありまして、地図レベルが高いほどよいアイテムが宝物に入っている可能性が高く、掘ほり出す時に出現するモンスターたちも強力になっていきます」

　レベルか。しかも、掘り当てるとモンスターまで出るのかよ。

「迷宮の外とか地上の何処かを示すとか、ありふれた宝の地図ではないんだ」

「はい。魔宝地図は【迷宮都市ペルネーテ】だけの地図でしょう」

　そういえば、「迷宮前にある広場で魔宝地図を売ります。」とか叫さけんでいた売り子冒険者がいたな。

「そうなると、この魔宝地図を掘り当てるには〈解読スキル〉持ちを探さないと駄だ目めか。……店主、スキル持ちの方を探すとして何処どこに行ったらいいとかありますか？」

　レベッカが近くにあると話をしてくれたが、聞こえない振りをしながら店主を見る。

　店主は頷き素早く答えてくれた。

「レベッカさんの言うとおり近くに【魔宝地図発はつ掘くつ協会】という組織があります。そこを直に訪ねるか、冒険者ギルドで魔宝地図発掘隊の依い頼らいを受けて、地図解読スキル持ちの方とコネを持つか、後は、初心の酒場、円卓酒場、などの冒険者が多数集まる有名酒場に出向いて地図解読スキル持ちの方を探すとかですね」

　魔宝地図発掘協会。そんなのがあったのか。地図解読スキルを持つ人が一いつ杯ぱいいそうだ。

「その発掘協会の場所は分かります？」

「すぐそこですよ。冒険者ギルドの隣です」

　隣かよ。レベッカが、だから近くだって言ったじゃんとか、言っているが、少し無視。そういえば宝と地図のマークの看板があったな……。

「あぁ、あそこですか」

「シュウヤっ！　その地図解読して迷宮に挑いどむのね？」

　俺の無視に怒ったのか大声で呼ぶレベッカ。お宝大好きのレベッカさん。だからな。興味があるのか食い付きが激しい。

「うん。折せつ角かくの地図だし、すぐというわけじゃないけど、一応その予定だ」

「その時、もし良かったらパーティに誘って欲しいな」

「ん、シュウヤ、わたしも行きたい」

　元から二人は誘うつもりだ。

「勿論だとも二人ともその時はよろしく。それじゃ、鑑定も終わったし回収して、外へ行こうか」

「ん」

「うん」

　俺も鑑定されたアイテムをアイテムボックスの中へ仕舞っていく。

「それじゃ、店主、また今度」

「まったねぇ」

「また」

「はい、ありがとうございました」

　店主の渋い笑顔の挨あい拶さつを見てから、俺たちは外へ出る。第一の円卓通りに戻もどってきた。

「皆みな、これからどうするの？」

　レベッカは偉えらそうに胸を張りながら、脇わき腹ばらに手を揃そろえて聞いてくる。

「俺は市場を見に行く」

「ん、わたしは店に戻る」

「そう。わたしも家に帰るわ」

　皆、家に帰るか。

「わかった。それじゃ解散か？」

「シュウヤ、その前に二人だけで話がある」

　お？　エヴァ、真剣な顔付きだ。

「どうぞ、シュウヤと話してきたら？　あと、市場に行くならわたしの家が近くだし、戻るついでに案内してあげるけど、どうする？」

「レベッカ、ありがとう。ここで待ってて」

「うん」

　レベッカは頷く。

「それじゃ、ヴィーネとロロはここで待機、エヴァ、そこの路地でいいか？」

　右上にある路地へ視線を向けた。

「にゃ」

「はっ」

　ヴィーネは頭を下げ了りよう承しよう。

　黒猫ロロは俺の肩かたから離はなれ、ヴィーネの足元へ移動していく。

「レベッカ、また」

「うん、また組みましょ。連絡はパーティボックスか、ギルドの板にね」

「ん」

　エヴァは笑顔でレベッカに挨拶すると魔ま導どう車くるま椅い子すを反転させ離れていく。俺はレベッカと黒猫ロロを残し彼女の後を追う。路地に入った手前でエヴァは待っていた。

　背後にあった気配も感じないし周りには誰だれもいない。掌しよう握あく察さつにも反応はなかった。

　俺が周囲を気にしていると、エヴァは魔導車椅子を変形させる。

　セグウェイモードで素早く反転し奥おくへ移動。俺は小走りで奥についていく。

　路地の中間ぐらいでエヴァが止まった。

　魔導車椅子を操作して、翻ひるがえすと、こっちを見つめてくる。

　さっきから、やけに真剣な顔だ。どうしたんだろう。

「シュウヤ、貴方あなたは命の恩人であり大切な仲間。だから、忠告」

　忠告？　エヴァは俺を透とう視しするように見み据すえている。

「忠告？　何だ？」

　そう問うと、エヴァの紫むらさき色いろの虹彩が揺ゆれた。少し躊ちゆう躇ちよしているようだ。

「……わたしは、人の心、表層部を読めるスキル、サトリを持つ」

「んお？　読める？　俺が何を考えているか分かると言うのか？」

　マジで？　透視とか冗じよう談だんで考えたが、サトリとは……。

　人の心を読むスキル。凄い能力だ。師し匠しように聞いたことはあったが本当に居るとはな。

「ん、分かるのは、わたしが触さわった瞬しゆん間かんだけ」

「触ったときだけ……」

　触ふれた時か……初めて彼女と会って助けた時、俺が助けた時、食事を奢おごられた時、フランスパンの一ひと欠片かけらを配っていた時……。

「シュウヤ、怖くなった？」

　エヴァは俺の瞳ひとみをジッと見てから、悲しい表情を浮うかべると……。

　視線を横へと逸そらしていた。

「いやいや、怖くないさ。むしろ、すげぇと感心している。ほら、俺の手に触れて、リーディングしてみろ」

　エヴァに近付き手を伸のばした。握あく手しゆを求めるように。

「リーディング？」

「あぁ、俺の心を読んでみろよ。ほら、手を出して」

「んっ」

　エヴァは強い決意を持ったかのように俺の手を握にぎる。

　異世界初。君と握手。細い手だが彼女の掌には堅かたい豆があるようだ。

　可愛かわいい、御お豆まめちゃんだ。

「ん、ふふ」

　エヴァは頬ほおを紅あかくして笑う。あっ、しまった。

　すげぇとかではなく、幼さと大人らしさが同居したその表情を見て、純じゆん粋すいに可愛いとしか考えなかった。

「あぁ、済まん。堅いとか豆が可愛いとか、伝わっていた？」

「んっ」

　屈くつ託たく無い笑え顔がおで頷くエヴァ。

「でも、これでわかったろう？　怖くないと」

「確かに、分かりやすい」

　そこで握手を止めて、手を離すエヴァ。

「でもさ、そんな重要で秘ひめた能力を俺に話していいのか？」

「いい。それより、忠告のこと。聞きたい？」

「う、それは聞きたい」

「わかった。それは、奴ど隷れいのヴィーネ。あのダークエルフの心はシュウヤに〝まだ〟ちゃんと従っていない。けど、大いなる尊敬と混乱も感じられた。わたしやレベッカにも、尊敬心があったけれど、警けい戒かいや文句も思い浮かべていた」

　うへ、確かに思い当たる節はある。

「それは絶対？」

「ん、表層ではそう。深層は無理」

　深層心理は読めないのか。

「ヴィーネに関しては納得した。だが、まだ彼女を買ったばかりだ。そんなヴィーネが敵てき愾がい心しんを持っているのはしょうがないかもしれない」

「ん、でも、何をしてくるか……」

「その点に関しては大丈夫だ。心配しなくていい。たとえ、奴隷というシステムが無くても〝俺〟がヴィーネのすべてを凌りよう駕がすればいいだけだ。彼女だって優秀な一人の女に過ぎない」

「……」

　黙りとして、見つめてくるエヴァっ子。何なら触って確かく認にんするか？　と、手を伸ばす。

　エヴァは頭を左右に振る。納得はしているようだ。

「さすがシュウヤ。分かった。もう言わない」

「でも、ありがとな。能力のこと秘密なんだろ？」

「ん、秘密。知っているのはシュウヤとリリィとディーだけ」

　少ない。そんなに俺のこと信用したのか。

「そりゃ光栄なこった。誰にも話さないよ」

「ん、分かっている」

　エヴァは微び笑しようを作る。癒いやされる笑えみ。素す敵てきな女性だな。

　それに、俺のために大切な能力を明らかにしてくれた。

「……わたし店に戻る」

「あぁ、そうだな。また」

「ん、暇ひまになったらパーティボックスとギルドの連絡板にメッセージを出しておく」

「了りよう解かい」

　エヴァはそう言って頷き路地の外へ出ていく。

　彼女の後ろ姿は、ほぼ魔導車椅子で占しめられているが、不思議な魅み力りよくに溢あふれていた。

「さて、俺も戻るか」

　円えん卓たく通りで待っていた皆のところへ戻った。

「お待たせ、行こうか」

「はっ」

「ンン、にゃ」

　ヴィーネはすぐに俺の傍そばに走りよってくる。

　相棒は豹ひようと馬に近い姿には変身せずに猫ねこの状態で肩へ戻ってきた。

「――それで、エヴァの話は何だったの？」

　歩きながらレベッカが焦あせった顔を浮かべて聞いてくる。

　そのタイミングでチラッとだがヴィーネを見た。

　本当のことは言うつもりは無いので、レベッカには悪いが適当に嘘うそをでっち上げる。

「……あぁ、個人的なことだ。エヴァに俺の泊とまっている宿屋の場所を教えたりね。パーティボックスにメッセージ出しとくとか」

「そういうこと……」

　レベッカは微び妙みような顔を浮かべて円卓通りを進む。

「このまま南へ向かうわ」

「了解、南だと闘とう技ぎ場じようがあるけど、そこに近いの？」

「そそ、闘技場は比ひ較かく的てき市場に近い場所にある」

「なるほど、あそこか」

「うん。わたしの家も方角は同じだから」

　レベッカの家は南にあるらしい。

　人通りが激しい円卓通りを抜けて南へ向かう路地に入る。暫しばらく路地の中を一直線に進む。すると、また俺たちを尾び行こうしている気配、複数の魔ま素そが一定の距きよ離りを維い持じしてつけてくるのを感じた。レベッカは気付いていない。さっきから黒猫ロロへちょっかいをだして楽しそうに歩いている。

　ヴィーネはそんな様子を見ながら沈ちん黙もくを守っていた。

　彼女も背後の気配に気付いていないようだ。索さく敵てき系スキルはそんなに優秀ではないらしい。そんな感じで背後を気にしながら進む。

「もうすぐ食味街の一部でもある解放市場よ」

　レベッカが言うように、路地の先には広場が見えている。中々の広さのようだ。

　その時、その広場から俺たちが歩いている路地の中へ入ってくる人たちがいた。

　通りすがり？　すると、背後にあった魔素の気配が急に迫せまるのを感じた。

　同時に前方の通りすがりと思われた奴やつ等らも抜き身の切っ先を向けて走り寄ってくる。

　前からは四人。後から三人。挟はさみ撃うちか。

　俺は外がい套とうを広げつつ魔ま竜りゆう王おうバルドーク製の紫色の鎧よろいを露ろ出しゆつ。

　左右の手を真横に伸ばし右手に魔ま槍そう杖づえを出現させる。鷹おう揚ような構えを維持する。

　最初から武器を出すとはな。相手をしようか。

『閣下、わたしも出ますか？』

『いや、大丈夫だろう』

『はい』

　ヘルメはまだ出さない。

「レベッカ、あまり動かず待機、ヴィーネとロロはここで背後からくる敵を迎むかえ撃て」

「はっ」

「にゃ」

　ヴィーネと黒猫ロロは即そく座ざに返事を出す。黒猫ロロはむくむくっと黒くろ豹ひようへと変身を遂げる。

　ヴィーネも新武器の黒蛇を鞘から抜く。

　怪あやしく緑に光る刀身を見せて戦せん闘とう態勢を取った。

「こいつら、何なの？」

　レベッカは怯おびえた顔を浮かべて銀杖を構えている。

「さぁな、ゴロツキだろう」

　そう言うと、正面から走ってきた四人のゴロツキは無言で動きを止めた。

　剣けんを正眼に構え間合いを保ってくる。

「……」

　四人は暗あん褐かつ色しよくローブにフードを被かぶっているので顔は判別できない。

「俺に何のようだ？」

「お前が〝槍やり使つかい〟だな？」

「そうだとしたら？」

「死んでもらう――」

　四人の野や郎ろうたちが一いつ斉せいに斬りかかってくる。魔闘術の気配がない雑魚ざこだ。

　正面から突つき崩くずしてやる。自ら、槍の間合いを作り出すように前進。

　魔槍杖を正面へ伸ばす。暗褐色ローブの長ちよう剣けんを斧おの刃ばで弾はじきながら流れるように、正面の暗褐色ローブごと胸を紅べに矛ほこで突く。手て応ごたえあり。まずは一人。

　正面から斬り込んだ男があっさり倒たおれると、二人目と三人目は横斜ななめから首を狙ねらう袈け裟さ斬ぎりを放ってきた。敵の胸を貫つらぬいた魔槍杖を引き戻しながら足裏を意識。

　回転避けステツプワークを行い、剣けん刃ばを紙かみ一ひと重えで避さけた。

　避けた直後に大だい腰よう筋きんと背中の筋肉を意識しながら右みぎ腕うでを引く。

　魔槍杖の紅斧刃を水平に寝ねかせつつ溜ためた力魔槍杖に乗せるように一気に力を解放――

　薙なぎ払いスキル〈豪ごう閃せん〉を放った。

　烈れつ火かの如く燃えた紅斧刃が、紅色の扇おうぎの線を宙に描えがく――。

　二人の胴どう体たいは四つの肉につ塊かいとなった。血ち飛沫しぶきによる路上アートが壁かべに誕生。

　もう一人の敵は長剣を持ち構えていたが、今の惨さん状じようを見て一いつ瞬しゆん動きを止めていた。

　その隙すきは決定的――動きを止めた敵に向けて槍やり投なげ競技のように〈投とう擲てき〉を行う――。

　スキルと身体能力の力で投げられた魔槍杖はスパイラルの風を作り出しつつ空を切り裂くように突き進む。暗褐色ローブを簡単に貫き胴体も突き抜けた。

　血塗まみれた魔槍杖は背後の壁に突き刺ささった。これで全部か。

　壁に突き刺さった魔槍杖バルドークへと〈鎖くさり〉を伸ばし紫色の金属棒へと絡からませてから、その〈鎖〉を手首に収しゆう斂れん――尋じん常じようではない速度で引き戻される魔槍杖を左手で掴んだ。

　回収するが、普ふ通つうの人だったら掴めず、頭部に刺さって死ぬかもな。

　魔槍杖の矛が頭部に刺さった落ち武者をイメージして笑うが笑えないか。

　少し背筋を寒くしながら翻る。皆がいるところへ戻った。後ろも大だい丈じよう夫ぶのようだ。暗褐色ローブを着ている三人が倒れている。

「大丈夫か？」

「わたしは平気。ロロちゃんとヴィーネがあっという間にやっつけちゃった」

「しかし、なっ――」

　ヒュッと音が聞こえた瞬間、右の視界が消える。

　ぐぇっ！　痛ぇぇぇ、顔、眼がん窩かに激げき烈れつな痛みが走る。久々に血が舞まった。

　これ、矢か？　グァ！　続け様に強きよう烈れつな矢を首に受けた。

「ええっ」

「ご主人様！」

「にゃごっ」

　皆、倒れた俺おれの下に駆かけ寄よってくる。

　その時、黒い波のような布包みがレベッカの背中を覆おおう。

　気を付けろと、喋しやべろうとしたが、しまった、喉のどに矢が、刺さって、

「きゃっ」

　と声を上げたレベッカは瞬またたく間まに、その黒布の中に吸い込まれた。

　レベッカを包んだ闇やみ布ぬのは蠢うごめきながら地面を這はうように路地裏へ移動。

　市場とは反対の方向へと消えてしまう。

　俺は右眼窩と首に刺さった矢を一本、二本と素す早ばやく引き抜く。血が迸ほとばしるが構わない。

　傷はすぐに回復したが、視界は血で覆われ真っ赤だ。胸ベルトからポーションを取る。

　顔と首へシャワーを浴びるようにぶっかけた。本当はポーションなんていらないが。

「ロロ、俺のことはいい。分秒を争う、あの闇布の後を追え、そして、見つけ次し第だい全力で戻ってこい！」

「にゃあ」

　黒猫ロロは即座に黒馬に近い神しん獣じゆうとしての姿に変身。

　ロロディーヌは勢いよく路地裏を駆けていく。

「ご主人様、顔と首の怪け我がは……」

「あぁ、平気平気。これ、高級ポーションだからね」

　と、空き瓶びんを地面に捨てる。それにしても、さっきの矢。

　掌握察の範はん囲い外がいからだ。完全に不意をつかれた。

　矢を視界に捉とらえていたら喰くらわなかったとは思うが……。

　ま、これは言いわけだな……まさか、二段構えの戦術でくるとは。

　最初の雑魚は完全に捨すて駒ごま。油断させ、そこに掌握察の範囲外から精密な弓矢を放ち標的にダメージを与えてくる。もしくは抹まつ殺さつを狙ってきたんだろう。

　その隙に一番戦力が低いレベッカを誘ゆう拐かいか。

　二段、三段と手の込んだことを。

　あのレベッカを攫さらった闇布は特殊なアイテムだ。どっかで見たような気がする。

　まぁ、敵は狡こう猾かつだったということだ。

　そこで最初に突っ掛かかってきた雑魚の死体を見ていく。この暗褐色ローブ。

　懐ふところからブローチが出てきた。闇ギルド【梟ふくろうの牙きば】のメンバーだな。

　残党、組織だっての動き。まだ幹部が生きていたのか。

　他の闇ギルドと抗こう争そうで勝手に死ぬと思っていたんだが……。

　考えが甘あまかった。あれほど仲間に迷めい惑わくが掛からないようにと動いていたつもりだったのに本ほん拠きよ地ちごとエリボルを潰つぶして少し安心していたかもしれない。

　枝を伐きりて根を枯からす。の精神でやるべきだったか。

　そんな愚ぐ考こうを重ねていると、黒馬のロロディーヌが戻ってきた。

　もう居場所を突き止めたらしい。

「にゃお」

　触しよく手しゆを頬に伸ばしてくる。

『見つけた』『助ける』『臭におい』『こっち』『狩かり』『遊ぶ』『狩りする』『匂い』『助ける』『簡単』『見つけた』『狩り』『追う』『簡単』

　様々な気持ちを伝えてきた。はは、簡単か。

「さぁ、レベッカを助けに行くか」

　後でレベッカに謝ろう。相あい棒ぼうの違う触手が俺の腰こしに巻き付くと、ふさふさした自身の背中へと俺を運んでくれた。俺は相棒の上に跨またがる。

「ヴィーネも乗せてやれ」

「にゃ」

　相棒の触手がヴィーネの腰に巻き付くと、強ごう引いんに俺の前に乗せてきた。

「あ、きゃ」

「ヴィーネ、また気を失うなよ？　怖こわかったら目を瞑つぶり俺に抱だきついていいから」

「はっ、はぃ……」

　言われた通りヴィーネは俺の胸に抱き付いてきた。おぉ、駅弁スタイル。

　おっぱいのプルルンッとした感かん触しよくがしっかりと伝わってキタ。

　これはヨイ。ヨイゾ。と、股こ間かんが反応。

　チョモランマが聳そびえ立たちそうになったが、レベッカのことを助けることを優先する。

　ゼロコンマ数秒の間に、エロパワーを抑おさえた。

「ロロ、進め」

　黒豹と黒馬を合わせたような姿の神獣ロロディーヌは、壁に突き刺した首元から出した二つの触手を、その壁ごと引っこ抜ぬきながら身体に収斂させた。神獣の身体を前方へと、一気に運ぶ。引き戻ってくる触手の先に刺さっている壁は違う触手が叩たたいて粉ふん砕さいしていた。

　そのまま空を駆ける。黒曜石のような色合いを持つ四し肢しが唸うなりをあげて躍やく動どうした。

　横壁を蹴けり――地を蹴り――空を駆ける――すげぇ速い。まさに神獣。

　ヴィーネはあまりの速さに恐きよう怖ふしたのか震ふるえながら俺の胴体を鯖さば折おりするようにキツく抱き締しめてきていた。迷めい宮きゆう都市ペルネーテを踏ふみ台だいにするが如く。

　ジェットコースターを超こえる速度でロロディーヌは駆けた。
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第百十四章「救出と万国共通運動」







　数分後に到とう着ちやくした場所は小さな木造家だった。

「ンン、にゃ」

　神獣ロロディーヌの小さい鳴き声。この小さい建物の中にレベッカが居るようだ。

　二階建ての古民家か。玄げん関かんは見当たらない。目の前に下に向かう階段がある。

　その階段を覗のぞく……と、下の右みぎ隅すみに玄関の扉とびらがあった。

　あそこが玄関として……この建物の中から感じられる魔素の気配は三つ。

　だが、まだ入らない。とりあえずこの古民家を確認しようか。

　建物の裏側に向かう……裏側に扉はない。

　木き枠わくの窓とサッシが重なったような紙にも見える壁が、幾いくつかあるだけだった。

　窓の木枠は小さい。小人のような種族でないと入れないだろう。

　そこで視線を周囲へと向けた。路地特有の入り組んだ通路が上下左右に続いている。あばら家のような襤ぼ褸ろ小屋が多い。薄うす汚よごれた階段が備わった家々が乱立。

　二階や三階の位置に渡わたり廊ろう下かがトリックアート風に、迷めい路ろのように存在する。

　洗せん濯たく物ものが干せるロープも左右の家の間に繋つながっているから地形の把は握あくは難しい。

　特殊な建物が多かった。黒猫ロロの嗅きゆう覚かくは凄すごいなぁ。こんな高低差のある建物が並ぶ迷宮のような場所を、よくも迷わずに追つい跡せきできたもんだ……。

『偉いぞ！　相棒！』と、心の中で褒ほめつつ神獣ロロディーヌの首を撫なでてやった。そうして、家の回りを一周。正面に戻った。結局、入り口はここだけか。

　正面にある小さい階段。

　さて、神獣ロロディーヌから降りる前にヴィーネを起こす。

　対面座位でぎゅっと抱きついているヴィーネ。さっきから目を瞑った状態だ。

「ヴィーネ。ついたから降りるぞ」

「はい」

　彼かの女じよは元気よく声を出すと、パッと目を開ける。

　背中に回していた青白い手を離し、鞍あん馬ば競技の終わり際ぎわのように、スラリとした左足を華か麗れいに上げながら地に降り立っていた。

　モデルのような長い両足でしっかりと立つ。

　グラディエーターロングブーツが似合う。

　この間のように、足が震えるとかはないようだ。俺も相棒から降りた。

　相棒も、神獣の黒馬に近い姿から瞬く間に小さい黒猫の姿に戻す。

　と、トコトコと歩み寄ってくる。「にゃ」と、鳴いた相棒。

　黒くろ傘がさの柄えのように尻しつ尾ぽを立たせていた。そして、そんな尻尾の根元付近をぷるぷると震わせながら、俺の足へと頭部を擦すりつけてくる。

　黒猫ロロは地面に∞の字でも描くように、俺の両足の間を行いき交かう。

　そのまま、頭を擦りつけるのに満足したのか、相棒は顔を上げる。

　ジッと、つぶらな黒色の瞳で見つめてきた。

　紅色の虹こう彩さいに浮かぶ黒色の瞳ちゃんは丸い。くっ、可愛いぞ、この猫すけ！

　どうやら褒めて欲しいらしい。

「……よくやったぞ。ロロ」

「ン、にゃお」

　黒猫ロロは可愛く返事をすると、目の前にある廃はい墟きよの家へ歩いていく。

　湿しつ気けがありそうな軒のき下したへと鼻をつけて、くんくんと小鼻を動かす。

　軒と壁の匂いを嗅かいでいた。

　野の良ら猫ねこの縄なわ張ばり確認か？　レベッカの匂いでも確認しているのかな？

　レベッカがここに連れ込まれたのは確実として、出入り口は階段下の扉のみ。

「……狭せまそうな家だ。飛び道具優先で言葉は、なしだ。行くぞ」

「にゃ」

「はっ」

　黒猫ロロとヴィーネは了承。そこにヘルメが視界に登場した。

『閣下、わたしの出番かと』

　潜せん入にゆうだからな。

『確かに、だが、今回はいい。精せい霊れいの目は借りると思う』

　ヘルメには悪いが、俺自身で仕留めないと気がすまない。

『分かりました』

　ヘルメは頭を下げ視界から消える。俺は頷き〈隠身ハイド〉を発動。

　スニーキングミッションを意識だ。

　すぐに攻こう撃げきできるように、魔ま法ほう、〈鎖〉、胸ベルトにある短たん剣けんを意識しながら石階段を下りていく。右手前の玄げん関かん扉とびらに手をかけた。鍵かぎは掛かっていない。

　指の腹を木製の扉に当て……慎しん重ちようにスッと扉を押おす。

　扉は開いた。足先から侵しん入にゆう！　中は狭い。右に板張りの通路が一つ。

　板張り通路の左に閉じた扉が二つある。部屋が二つか。

　その扉と扉の間の上に蝋ろう燭そく台がある。

　そこからオレンジ色の揺らめく光が廊下と俺たちを照らした。

　そんなオレンジの光が潜入中の不安をかき立てる。

　狭い通路を慎重に進む。〈隠身〉の効果を得ている俺は足音を立てない。

　魔素は二階から感じるが……念のために一階も調べようか。

『ヘルメ、視界を貸せ』

『はぃっ』

　視界に現れたヘルメを掴つかむイメージ。

『ァッ』

　小さい喘あえぎ声と共に、左の視界がサーモグラフィ化。

　扉の先に赤い反応はなし。この部屋は無視だな。

　もう一つの部屋扉も同様の反応だった。だから扉の先はチェックしない。

　足あし下もとに注意しながら通路の奥へと進む。

　通路奥に、螺ら旋せん状じように延びる階段があった。

　その樹じゆ板ばんの階段に足をかけて、階段を上がり二階に出た。

　正面は土つち壁かべ……左右に通路。いや、通路と言うより……。

　一つの地続きな広間へと繋がるのか？

　正面にあるひび割れた土壁は、照明の蝋燭台が飾かざってあるだけのシンプルな壁だ。

　その壁向こうから話し声が聞こえてくる。

「あんたの指示通り〈遠目〉と〈絶影矢〉で完全に不意をついて頭を正確に射たよ。だけど生きている。二本目は動どう揺ようして狙いが外れたけど首に刺さっていた。急所のはずなのに、その刺さった錬れん魔ま鋼こうの毒矢を平気な顔で引き抜いていた……あの毒はセナアプアの化物にだって数分は効いた代しろ物ものなのよ？　槍使いは、木のトゲでも刺さったかといった程度で、平然と抜き取っていた……」

　女の声だ。

「毒は本当に仕込んだのか？　お前は俺たちの指示に従わず、組織から抜けようと、逃にげようとしたからな。怪しいんだよ」

「何でよ、ナイフで脅おどしているアンタの目の前で、ドスメガラの毒を仕込んだのを見たでしょう。コレクターの倉庫から盗ぬすんだ特とく殊しゆな矢と薬で、ちゃんと槍使いを射た。遠くから確認していたんでしょ？」

「まぁ、確かに刺さって倒れていたが、結果的には平気だった。だからこそ、あの槍使いがオゼの兄貴を倒したのも頷うなずける。何かしらの特殊スキルを持つ者だろう。だが、あいつの弱点はここにいる」

　男の声だ。俺の弱点？

「……本当にこの女が囮おとりに使えるのかしら」

「あぁ、間ま違ちがいない。盗とう賊ぞくギルドから仕入れた情報通りだ。それにこの女……あの槍使いとパーティを何回か組んでいることは俺の部下も確認済みだ」

　やはりレベッカか。確かに……弱点だ。

「そう。それで、どうやってあの槍使いを倉庫街へ誘おびき寄せるのよ。只ただでさえ【覇は紅こうの舞まい】の攻こう勢せいが激しいのに……」

「そんなイラつくなよォ、お前の矢で直接知らせてやればいいじゃないか、この女の命が惜おしかったら〝倉庫街の一五番倉庫へ来い〟とな？　そこでコレクターから盗んだ特殊なトラップ部屋を使い、この女もろとも一いち網もう打だ尽じんにしてやる」

「え？　わたしが？　弓しかないのに、もういい加減解放してよ……」

「――また脅されたいのか？　この間から逃げるだの解放してだの、うるせぇんだよ。お前だって羽の遠弓と呼ばれた幹部のレネだろうが。もっとプライドを見せろよ」

　おっと、変な流れに……。

「幾つかある通り名を呼ばれてもね。あんなの手に負えない。血ち長なが耳みみの盟主よりも怖い。今まで脅されてあんたの復ふく讐しゆうに付き合っていたけど、もうごめんだわ。わたしには帰らなきゃならない場所があるのよ」

「おぃおぃ、ふざけるなよ。ここまで来て逃げる気か？　組織が駄だ目めになったら逃げ出す糞くそ女おんなの典型か？　これだから女は嫌いやなんだ。何が幹部だ。何が遠弓、羽弓だよ」

「武器を抜いたわね……殺す気？」

　喧けん嘩かか仲間割れか、荒あららげた声の出元は壁の向こう側だ。

　魔素の反応も壁向こうから感じる。精霊の目により、壁が透すけ赤やオレンジ色で縁ふち取どられた人型シルエットがハッキリと見えていた。

　封ふう印いんしていた〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉も使用。

　ここは俺の縄張りとなったわけだが……周りにヴァンパイアの血の匂においはない。

　リビングのような広間か。壁は目の前の一枚だけ。

　魔素は三つある。右手前に一つ、中央に二つ。

　立ち姿の人型が中央に一つ、右手前に一つ。女の匂いは中央と右。

　レベッカは中央で寝かされている状態か。魔素の反応と重なる。

　そこで精霊の目を切り、視線と指で、黒猫ロロとヴィーネへ指示を出す。

　胸ベルトから短剣を出しつつ〈投擲〉が可能な壁かべ際ぎわの角まで慎重に歩く。

　壁の角に到着。

　そこから間を開けず、角から一気に躍おどり出でる――。

　瞬しゆん時じに視線を巡めぐらせ――状じよう況きようを把握。

　匂いと魔素を探知した場所と精霊の目で視た通りだ。

「なんっ」

「えっ」

　急に現れた俺たちを見て驚おどろく、中央の男と右に居る兎うさぎ女おんな。

　男の足元にはレベッカが寝かされている。

　即座に男の胸に向けて、左手首をスナップさせて、の、〈鎖〉を射出――。

「ぐあぁ――」

　直進した〈鎖〉は男の胸を貫く。〈鎖〉の勢いは止まらない。

　その〈鎖〉と共に移動する男は、箪たん笥すと椅い子すにぶつかりながら壁に激げき突とつした。

　続いて、兎女の足へと、短剣を〈投擲〉――兎女の足にその短剣が刺さる。

「ぎゃっ――」

　女の声は無視。タペストリーのように壁に縫ぬい付けられた男のほうを見た。

　束ねた髪かみの紐ひもが切れたのか落ち武者のように長ちよう髪はつが垂れている。

　そして、男の懐にあったのか、小さいアイテムが床ゆかに落ちて転がった。

　それは片眼鏡らしき物。〈鎖〉に貫かれて完全に壊こわれている。

「ベック！　グッ」

　兎女は壁にぶら下げられた仲間の名前を叫さけぶ。

　彼女の右足は短剣が突き刺さった状態だ。

　だが、そんな状態でも、足下にある長ちよう弓きゆうを拾おうと細い腕うでを動かした。

　そこに黒猫ロロが触手を兎女の手へ伸ばす。

　武器を拾おうとしていた兎女の手を触手骨剣が貫いた。

「――っ」

　更さらに、その様子を見ていたヴィーネが素早い身のこなしで抜剣――。

　迅じん速そくに兎女との間合いを潰すと、黒くろ蛇へびではない銀剣の刃はを兎女の首へ当てる。

　さすがはヴィーネ、状況を把握している。殺すことをしなかった。

　黒猫ロロの行動を見て、咄とつ嗟さに判断したのかな。

　そんなことを考えながら……掌握察を実行。

　無力化した二つ以外に怪しい魔素の気配はない。制圧完かん了りようだ。

　寝ているレベッカを確認。首に手を当て……脈はあった。

　闇布の上で、大事そうに銀ぎん杖づえを胸に抱かかえて寝ね息いきを立てている。

　衣服も乱されていないし何もされていない。よかった、無事だ。

「ガァァ、グホッ、お、おまえ、なぜここが……」

　壁に縫い付けられている男が喋っていた。ベックだったか？

　その男が、口から血を流し苦しそうな顔を浮かべている。

　まだ生きていた。このまま野郎の賊ぞく言葉など聞きたくもない。

　ノーモーションで《氷弾フリーズブレツド》を放つ。

　氷の弾だん丸がんがベックの眉み間けんを捉えた――パァッンと、破は裂れつ音おんが響ひびき脳のう漿しようが辺りに散る。

　鎖を消去。ベックだった血ち塗まみれの肉塊は板いた床ゆかに崩れ落ちていく。

「ヒィィィ」

　兎女は仲間が殺やられ、悲鳴をあげる。

「……ぇぅ」

　兎女の首に剣を当てているヴィーネも俺の行動に吃驚びつくり。

　小さい声で悲鳴をあげていた。

　その際にヴィーネの刃が兎女の首に触ふれたのか、兎女の首から血が流れていく。

　お前が驚くなよ。とは言わないでおく。少し目を細めたが。

「ヴィーネ、刃を下ろしていいぞ」

「はっ」

　ヴィーネは刀とう剣けんを鞘さやに納めた。気を取り直すように兎女を睨にらむ。

　彼女は怯えた兎のように大人しくなっている。

「さて、兎さん。色々と訊ききたいことがあるんだが……」

「……ヒィィ」

　声をかけたらコレか。ビビりすぎて、話にならないな。

　少し、回復させるか。兎女の足に刺さっていた短剣を引き抜き、傷口へポーションをかけてあげた。シュゥッと蒸発するように傷が再生されていく。

「い、痛いぃぃ、あれぇ、痛くない！」

「治ったようだな」

　笑みを表に出して、そう言うと、

「ヒィィィ」

「また、ビビるのかよ」

　喋らないなら、いっそ、殺すか？　視線に殺気を込める。

「……死にたいらしいな」

「ヒィッ、ま、待って何を話せばいいの？」

　お、やっとか。兎女は壁に背を預けてビビりながらも口を動かしていた。

「まずはお前の名と所属の闇ギルド。どうして俺を襲おそいレベッカを誘拐したのか、説明しろ」

「……わたしの名前はレネ、死んだ男はベック。両方とも闇ギルド【梟の牙】の幹部よ。あなたたちを襲った理由は復讐、わたしは巻き込まれた形なの」

　名前はレネ、それに、目的は復讐か。

「俺に親、兄弟、親しん戚せきでも殺られたのか？」

「わたしは違ちがう。ベックがそうなのよ。ベックは義兄弟である〝オゼ〟をあなたに殺されて恨うらんでいた。それに梟の牙が潰れた原因は貴方あなただから」

　確かにホルカーバムでオゼ・サリガンと戦い、倒した。

　青せい銀ぎんのオゼと名乗り、魔法の短剣と長剣を扱あつかう二刀流の手て練だれだった。剣だから二剣流か。思えばオゼは梟の牙こいつらの中で一番強かった。

「……青銀？　あいつか」

「そうよ、元、武芸者」

「動機は分かった。次は俺を襲う前からの、もっと詳くわしい経けい緯いを話せ」

　視線を厳しくして、レネに話を促うながした。鬼おにの面を意識したから凶きよう悪あくと予想。

「う、うん。わたしたちはビル総長からこの都市に呼び出された。まずは、そこから始まったの、そして、この都市の何個かある縄張りを守るように命令された」

　ホルカーバムでセーヴァも同じことを語っていた。

　レネは話を続けた。

「わたしとベックが担当したのは港近くの倉庫街。その縄張りに到着してから、すぐに縄張り争いが始まったの。最初は他の闇ギルドの攻勢を防いで守っていたけれど……突とつ然ぜん、他の場所を守っていた幹部たちと連れん絡らくが取れなくなった……そこからは防戦一方になって……縄張りはどんどんと他の闇ギルドに奪うばわれ続けた」

　仁義なき裏社会の戦いか。

「更には本部までも連絡がつかなくなった……そこで、ベックが言い出したのが、最初よ。『このまま他の闇ギルドに殺られるなら、せめて苦く汁じゆうを飲まされ続けたあの槍使いに一いつ矢し報むくいたい。どうせ死ぬなら復讐を果たしてから死にたい』と。そして、勝手に僅わずかな手勢を率いてあなたの行動の追跡を開始していた。わたしは後から参加したの……」

　矢が刺さった首を触さわりながら、今の言葉について考えていく。なるほど。

　確かに一いつ矢しどころか、二矢を食くらった。あれは痛かったなぁ。

　目を潰される感触……視界が無くなるのを味わった。

　中々そんじょそこらにない……。

　ある種の未知なレア体験Ｍ体験と思えばよかったのか？

　あぁ、駄目だ。喰らうなら膝ひざのほうがよかった。

　矢を膝に喰らっていたら、〝ここ〟に矢を喰らってしまってな。

　とか、リアルでできたのに。チッ、使えねぇ弓使いだ。

　だが、喰らった攻撃なぞ、もうどうでもいい。

　問題は俺を調べ追跡していたことだ。

　レベッカだけではなくエヴァのことも調べたのだろうか。

「俺のことを調べたと言っていたが、レベッカと魔ま導どう車くるま椅い子すの女については調べたのか？」

「えぇ、あなたに関かかわりのある冒ぼう険けん者しやは調べたわ。珍めずらしい魔導車椅子に乗っている黒くろ髪かみの方は〝最初から無視〟よ。彼女に絡んだ冒険者やチンピラは……大おお怪け我がを負うか死ぬかの二択たくだったからね。しかも裏の繋がりがないのに、完かん璧ぺきな仕事……誘拐するのにリスクが大きすぎた。だから、誘拐するなら金きん髪ぱつのハーフエルフのほうだ。と、すぐに決まったってわけ」

　エヴァはやはり強い。この分だと何も起きていないようだ。

　そこで、改めて兎女レネを見ていく。彼女はただの兎女ではないのか？

　顔は人族のようで兎の耳が生えているから兎種族と分かる。

　手首の外側から肘ひじにかけて白色の鳥の羽う毛もうが呼吸するように靡なびく。

　彼女の種族が気になった。レベッカが攫われたあの布について聞いてみるか。

「……そういうことか。それでレベッカを誘拐時に使ったあの闇布は何だ？」

　闇布の上で寝てるレベッカへ視線を向ける。

「……あれは幹部モラビから貰もらったアイテム。闇の念鋼布ヴオルチヤーキヤツチという、回数制限付きのマジックアイテム。使用者は闇属性限定だけど、防ぼう御ぎよ系のアイテムとしては優ゆう秀しゆう。自動カウンターで相対した攻撃を相そう殺さいすることができる。他にも指定したモノを包み運ぶ機能もある。今回はそれを使ったの」

　へぇ、回数制限があるとはいえ、便利なアイテムだ。

「今も使えるのか？」

「ううん、もう、その念鋼布は使えないはず」

　確かにあの布からはもう魔ま力りよくを感じないし、ただの風ふ呂ろ敷しきにしか見えない。

　貰おうかと思ったが、使えないのでは意味がない。

　後は何を聞こう……俺を射ぬいた弓、矢について聞いておくか。

「話が変わるが、俺を射ぬいたのはお前だよな？」

「そ、そうです」

　急に兎女レネは目を泳がせ、緊きん張ちようしながら話す。

「遠えん距きよ離りからのスキルか？」

「はい。遠くを見み渡わたせるスキル〈遠目〉と弓スキル〈絶影矢〉というスキルを使用しました。主に暗殺用で、隠身状態からの効果を矢に上乗せできます。魔力を込めた錬魔鋼の鏃やじりを使うことで、矢の命中精度と威い力りよくも上げるという遠距離に特化したスキルです」

　そんな弓スキルがあるのか。

　そして、俺は別に威い圧あつ感は出してないが、恐怖したのか急に敬語となったレネ。

　俺は頷きながら、その兎女レネから視線を逸そらす。ヴィーネを見た。

「ヴィーネは弓のスキルを持つ？」

「はい、〈精せい密みつ射しや撃げき〉〈速そく連れん射しや〉〈雷かみなり絶ぜつ矢や〉などがあります」

　三つもあるとは、さすがはヴィーネ。優秀だ。

　また視線をレネに戻もどす。さて、もう聞きたいことは聞いた。

「それじゃ、聞きたいことは聞いた、ロロ、離はなれていろ」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロはレネの腕に突き刺していた触手骨剣を抜き、寝ているレベッカの方へ歩いていく。血と魂たましいを吸うことはしない。

　まだ、ヴィーネに俺がヴァンパイア系だとちゃんと説明をしていないからな……。

　ま、うすうすと俺が普通じゃないことは理解できていると思うが。

　レネ、顔も綺き麗れいな女だが普通に殺すか。殺気を込めた視線を送る。

「ま、待って、殺さないで、わたしはもう敵意はないわ。な、何でもするから命は助けてください……」

　怯おびえた兎女から懇こん願がんされてしまった。副長だったセーヴァとは正反対。

　あいつの場合は血を吸ってしまったから違うか。

「敵意がないだと？　なぜ命いのち乞ごいをする。お前は闇ギルドの幹部だろう？　俺を殺す覚かく悟ごの上で射ぬいたんじゃないのか？」

「そ、その通りよ。でも、わたしは〝虚きよ勢せいを張った〟弓が得意な幹部でしかないの。それに……い、妹が【セナアプア】にいるの……わたしがいなくなったら、あの子が、あの子が一人になっちゃう……」

　兎女レネは愁しゆう眉びを作ると、涙なみだを流して語る。

　自身の胸にかけていた銅製ペンダントを握にぎっていた。

「……妹をだしに命乞いか、随ずい分ぶんと都合がいいな？」

「本当なのよっ！　このペンダントの中に妹の毛が入っている」

　余よ程ほどに分かって欲ほしいのか、俺にペンダントを見せてくる。

　丸い銅製のペンダントをパカッと開いた中には、確かに折おり畳たたまれた手紙らしき物と白い毛が入っていた。

「ここに入っているのは全部、本当のことよ。あなたを射たことを謝あやまるわ。許ゆるされることじゃないけど……ごめんなさい」

　う、謝られると……レネは眉まゆ筋すじを動かし眉毛で八の字を作る。

　目は細く顎あごは引いている。頭も下げてきた。

　兎女レネの表情から気持ちを読み解くと……。

　手紙や妹のことは本当なのだろう。メンタリストではないが、たぶん、そうだ。

　これが演技だったら、彼女はアカデミー賞助演女優は堅かたい。

　というか、嘘うそだったら女不信に陥おちいりそうだ。一度クナで味わっているからな。

　だが、クナと同じ闇ギルドの女だ。裏ではなに考えているか分からない。

「……お前を見み逃のがしたとして、俺に何のメリットがある」

「お金なら今まで稼かせいでいた分が少し渡せるわ。後、わたしの体で払はらう……」

　確かに美人でスタイルはよいが。だけど、こんな気分で女を抱けるかよ。

「ふざけるな、お前は確かに美人だが、すぐ抱けるほど俺の頭はいかれちゃいねぇよ。……仮に逃がしたとしても、お前は仲間を募つのって、俺にちょっかいを出す可能性がある。それに、またレベッカを誘拐するかもしれない」

　兎女レネは即そく座ざに頭を振ふって、

「――そんなことは絶対にしないしっ、できない。わたしはこれでも元幹部だから多額の賞金が懸かかっているはず。……他の多数ある闇ギルドから追われる身よ？　妹がいる【セナアプア】も危ないの、たとえ、あなたが逃がしてくれても助かるか分からない状況なの」

　切せつ羽ぱ詰つまった状況か、だが……。

「妹が本当にいるのなら何故なぜ【梟の牙】が劣れつ勢せい時にさっさと逃げなかった？」

「逃げられなかったのよ。わたしは弓が扱えるだけで近接戦せん闘とうが苦手なの。一いつ緒しよに組まされた幹部のベックは飛ひ剣けんで遠えん距きよ離りも近距離も得意だったし、わたしが少しでもオカシイ真似をすれば、あっさりと殺されていたでしょうね、実際に刃は物もので脅されたし…」

　突とつ入にゆうする前の会話からしても嘘は言っていないように見える。

　……仕方ない。長々と話を聞いたのも結局は逃がす理由を探していたようなもんだからな、甘いが逃がしてやるか。形けい影えい相しよう同じ。

　普ふ段だん、命を刈かり取る側が考える言葉ではないが、本来、命とはかけがえのないものだ。

　俺おれの場合は女でなおかつ話せる奴やつ限定だが。

「……わかった。逃がしてやるから妹のとこへ帰れ」

「えっ、何もしないで、いいの？」

　手で変なマークを作るなや、下品な女だ。

「美人がそんなことをするな、俺のピュアな心に傷がつく。ほら、さっさと気持ちが変わらないうちに消えろ」

　半笑いをしながら『行け』と視線で誘ゆう導どうした。

「わかった、それじゃ」

　レネはそう簡潔に言うと、床に落ちていた長弓も拾わずに早く去ろうと動く。

　俺は視線を長弓に向けながら、

「待て、そこに落ちている弓、お前のだろ？　持っていけ」

　レネは一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうに視線を俺に向けるが、頷く。

「うん。ありがとう。あ、あの、わたしが言えたことじゃないけど、貴方、最高にカッコイイ男だと思う。もし、生き延びられたら、一生、貴方へ感謝をし続けて過ごすわ」

　兎女レネは怪け我がをしていない手で弓を拾うと、容すがたを改めて頭を下げる。

　……別にお前に対してカッコつけたわけじゃねぇ、女に甘いだけだ。

　レネは、俺の実際には発していない言葉を受け取ったように微笑ほほえむ。

　そして、踵きびすを返し小走りに階段を下りていった。

「……ご主人様、逃がして宜よろしいのですか？」

「いいんだ」

「……分かりました」

　ヴィーネの目からは残念という色を感じた。

　ヘタレなところを見せてしまったかな？

　詰つめが甘いが、あの分では他の闇やみギルドに狙ねらわれ続けるだろうし、結局は誰だれかに殺られる可能性は高いだろう。仮に生き延びたとしても俺に再び弓を向けるか？

　話を聞く限りはそんなリスクは冒おかさないはず。

　さて、そんなどうでもいい予想より、レベッカを起こす。

　寝ねているレベッカに近寄り、肩かたを揺ゆさぶった。

「おい、レベッカ起きろっ」

「んーぶぅたん、うるさいおー」

　何だ？　ぶぅたん？　寝ね惚ぼけてやがる。

「レベッカ？　ぶぅたん？　そんなのはここにいないぞ」

　ゆっさゆさと激しく揺らして起こす。

「んぅ～、あらぇえぇ？　ここどこ？　あぁぁぁっ」

　ガバッと起きて、俺を見るなり大声を出し、疑問顔に変顔を作りつつ、

「シュウヤ、顔、首に矢が刺ささっちゃった……は、ず？」

「それなら、大だい丈じよう夫ぶだ。ほら、何にもないだろ？」

　顔を上向かせながら首と喉のどを見せて、無事をアピール。

　レベッカは矢が刺さった場面を思い出したか、

「嘘っ、嘘よ。もっとちゃんと見せなさいっ、二本も刺さっていたのに、ほら鎧よろいを脱ぬいで、ちゃんと見せてっ！」

　焦あせった表情を浮うかべて、俺の身体を揺さぶってくる。

　矢が刺さった箇か所しよは首だから、鎧は関係ないと思うが……。

　このままじゃ落ち着かないと思うから……。お望み通り胸ベルトから外がい套とうと鎧を脱いだ。上半身裸はだかとなった。首を見せていく。

「――これでどうだ？」

「……」

　レベッカは、俺の裸を見ると……。

　黙だまって、胸むな元もとを見つめるだけになってしまった。

　今度は黙だんまりかい。感情の起き伏ふくが激しい。

　しかし、レベッカは俺の胸ばかりを凝ぎよう視ししている。何故？

　傷を負ったのは首だぞ。あ、まさか……。

　男のおっぱいが好きとか？　えぇ？　野や郎ろうのパイパイが好き？

　確かに俺の胸筋、少し盛り上がっているけどさ。

　よし、健康印のマッスルポーズ。

　音楽が鳴るように、万国共通のおっぱい運動の胸をぴくぴくっと……。

「……何、胸を動かして変な格好をしているの？」

　う、違ったらしい。

「はは、いや、ちょいと軽く運動を……」

「はぁ？　意味わかんない。 そんなことより、その首から下げているネックレスよ！　わたしに、ちゃんと見せてくれない？」

　ん？　何だ、これに興味があったのか。まったく恥はずかしい……。

　首に下げていた二つのネックレスを見せる。

　一つは昔、地下の骨海洞ほら穴あなで見つけた天てん道とう虫むしのネックレス。

　もう一つは師し匠しようがくれた鍵がついたネックレスだ。

　レベッカは俺が持つ天道虫のネックレスだけを手に掴むと、自身の綺麗な蒼そう目もくへと近付けて、じろじろと見続けていく。近眼ではないと思うが……。

　レベッカは、改めて強く、強く、数回頷く。

　そして、驚きよう愕がくした表情を浮かべると、突とつ如じよ、目から……あれ？

　涙がこぼれ落ちていく。泣いちゃったよ。どういうことだ？

　思わず近くにいたヴィーネへ視線で問うた。

　ヴィーネは首を捻ひねって、さぁ？　分かりません、とアピール。

　黒猫ロロに視線を移すと、足をバレリーナのように伸のばしてぺろぺろと足先を舐なめて毛け繕づくろいをしている。仕方なくレベッカに視線を戻す。

　彼女は泣きながら、天道虫ネックレスを弄いじっていた。

「……ねぇ、このネックレス――どこで？」

「あぁ、それか――拾った物だ」

　地下深い骨海の場所で拾ったんだよな。不思議と光の天道虫が見えていた。

「やっぱりこれ、父さんの？」

「んん？　父さん？」

　レベッカはいきなりそう言うと、自分の首に下げていたネックレスを取り出していた。

　あれ、レベッカが持っているネックレス……。

　天道虫は小さいが、俺のネックレスにあった天道虫と似ている。

　レベッカは俺が持っていたネックレスと自分が持っていた天道虫の飾りを付け合わせていく。がちっと金属音が鳴ると、二匹ひきの天道虫を組み合わせた。

　すると一つの〝天道虫の親子〟の飾りへ変化。

　おおお、すげぇ、揃そろっちゃったよ。

『一つになったネックレスの天道虫から魔力を感じます』

　確かにヘルメの言った通りだ。感じる。マジックアイテムとして進化？

「それは古の星白石ネピユアハイシエント？」

　ヴィーネが知っているようだ。

「宝石の名前なのか」

「……うんっ」

　レベッカが頷くと、目から大おお粒つぶの涙が流れた。

　すると〝一つになった天道虫の親子〟が白く輝かがやく。

　輝く天道虫の飾りから、白色の天道虫たちが飛ひ翔しようする。

　その天道虫たちは、アブストラクト的な、意味があるのかないのか……。

　個性豊かな天道虫たちだ。

　その大小様々な天道虫たちは、光としての意識が強まる？

　光は、何かを俺に問うかのような……そんな気持ちを抱いだいた。不思議と胸元が疼うずく。

　やがて、その天道虫は淡あわい色しき彩さいを放ちつつ楽しそうに飛んで幻げん想そう世界を作り出した。

　天界を意味するような、ここだと神界セウロスだったかな。

　そのようなイメージが湧わく。と、俺とレベッカの近くに集まる天道虫たち。ヴィーネと黒猫ロロが驚く。

「ご主人様!?」

「にゃお？」

　俺は大丈夫だと、落ちつけと――。

　両手で、ヴィーネと相あい棒ぼうに対して、ジェスチャーを取る。

『悪い感じはしません。光の精霊さんが溢あふれ出ています』

　左目に棲すむヘルメが、そう思念を寄よ越こす。

　俺は、皆みなに向けて、再度、両手を動かす。

「ヴィーネとロロ。大丈夫だ、害意はない」

「ンン」

　相棒は『そんなことはわかってるにゃ』と、俺の手の動きに反応。

　猫ねこパンチを繰くり出そうと上半身をムクッと起き上がらせて、猫ボクサー化。

　だが、その黒猫ロロボクサーの相手はしない。

　しかし、この天道虫は、光の精霊らしい。

　白い天道虫たちは白く淡い光線となり弧こを描えがく。

　そのまま俺たちを囲う。三百六十度の円だ。

　この白い円というか、膜まくか、カーテンか……触れば、昇しよう天てんしそう……。

　白いカーテン状の円は、天てん井じようを突つき抜ぬけるように真上に伸びていた。

　凝視すると、幻げん想そう的てきなカーテンの中に……。

　デボンチッチのようなモノが泳いでいる？

　不思議に思っていると、レベッカは怖こわくなったのか抱き付いてくる。同時に俺とレベッカを優やさしく包むような白い光線から、小さい天道虫が現れた。その小さい天道虫は分ぶん裂れつを始めていく。分裂した小さい天道虫たちは、それぞれに燐りん光こうを発し眩まぶしく輝いていく。

　煌きらめく薄うすいカーテン？　オーロラ？　ホログラム？

　宙に幻げん影えいを作り出す天道虫たち。

　浮かんだ幻影は、幸せそうな仲なか睦むつまじい家族の絵だった。

　耳が長いエルフの男性と人族の美しい女性に子供の絵。

　もしかして、レベッカのエルフの父と人族の母の姿か？

　どちらも金髪さんで綺麗な蒼あおい目。レベッカにそっくりだ。

　父親は瞳ひとみが蒼そう炎えんを纏まとっている。

「お父さん、お母さん……」

　レベッカの頬ほおに大粒の涙が流れていた。彼かの女じよは、細い手で、幻影に触れようとする。

　お父さんとお母さんだもんな、触りたいはずだよ。彼女にとって家族は……。

　俺もレベッカの気持ちは理解できる。

　……自然と溢れていた涙を拭ふきながら、照れもあるが、その涙を誤ご魔ま化かすように、

『光の精せい霊れいたちが幻影を見せている？』

　と、常とこ闇やみの水精霊ヘルメに質問。

『光の精霊に祝福された魂の欠片かけらが解放されたようです』

『魂の欠片？』

『はい。〝精霊の奇き跡せき〟……現世に残された魂が精霊の力により僅かに残ることです』

『へぇ』

　感動して見ていると、呟つぶやいているヴィーネの声も聞こえてきた。

「……これは、精霊の奇跡？」

　ヴィーネも小さい声で呟く。感動しているようだ。

　彼女はダークエルフ、こういう現象を知っているらしい。

　黒猫ロロは興奮して小さい天道虫たちを追いかけている。

　すると、声が頭に響く。

「ありがとう、光と闇を合わせ持つ者よ。娘むすめに思いを届けてくれて――」

　男エルフの幻影が語り出す。話せるのかよ。びっくりだ。

「い、いや、たまたまですよ」

　本心で語る。

「さすがは光を宿した精神だ。素す晴ばらしい謙けん虚きよさを持つ。だが、君は分からないのかい？　こうして光の精霊を運び用いていることに、そして、自分が、稀け有うな光と闇を持つ特別な存在だということを。よかったら君の名前を聞かせてほしい」

「シュウヤ・カガリです」

「そうか、カガリ君。わたしの想おもいを、ちゃんと娘に……ネックレスを届けてくれてありがとう。そして――レベッカ、そのネックレスの裏を見てごらん」

　レベッカのお父さんは優しくレベッカへ語り掛かけている。

「うん」

　彼女は言われた通り、金属製のネックレスの天道虫をひっくり返し裏うら面めんを見る。

　そこには〝永遠の愛をポプラへ〟から

　金属が自然と窪くぼんで文字が〝永遠の愛をポプラとレベッカに捧ささげる〟

　と、新たなメッセージがリアルタイムに刻まれていった。

「……お、おとうさん、……これ、メッセージが追加されている……」

「そうだ。言葉が遅おそくなってすまないな」

「ううん。ありがとう」

　慈じ愛あいの表情で娘を見る。父。

「レベッカ、大きくなったな」

「お父さん……」

　レベッカは涙を流している。お父さんだもんな、当然だよ……。

「わたしやお母さんのように、もう立派な魔ま法ほう使つかいだ」

「うん。ありがとう。お父さんを超こえる冒険者になろうと思って」

「そうか。わたしは幸せだ……おや、そろそろ限界か……わたしのハイエルフの魂たましいとて、光の精霊力を合わせてもここまでか」

　光が薄れていく。

「お父さん、消えちゃだめ！　もっと、もっとお話をして！」

「ははっ、姿は母さんに似て綺麗な大人の女だと思ったが――まだまだ子供だな？　カガリ君。こんな娘だが……頼たのむぞ」

「あっ、はい」

　恐きよう縮しゆくするように背筋を伸ばして、レベッカの父親へ返事をした。

　そんな俺とは正反対にレベッカは頭を左右に振り、金髪を激しく揺らす。

「父さんだめっ、お話したいのっ！」

「レベッカ、もっと強くなるんだ……」

　レベッカは父の言葉を聞いて、頷こうとする。が、すぐに頭を振る。レベッカの父は愛しげに自分の娘を見る。

「お前には、ベファリッツ古貴族を超えた古代の暁あかつきから流れる、いや、もっと古い、永久なるハイエルフの血が流れているのだ。そして、蒼炎神の血筋を引ひき継つぐ偉い大だいな力が眠ねむっている。だからこそ、もっと強くなれる」

「……そうではないの、父さん、待って」

「わたしもお前と話がしたい……が、わたしとポプラの分まで幸せになるのだぞ……レベッカ。お前に永遠の愛を……ポプラ――今いくぞ――」

　すると、光の天道虫たちが一いつ斉せいに消えていく。

「消えないで父さん！」

　だがその声も空しく、最後の光の一ひと欠片かけらがレベッカの掌てのひらにある天道虫親子のネックレスの中へ入って消えた。

「お父さん……」

「消えちゃったな……」

　……レベッカはハーフエルフではなくハイエルフのハーフか。

　だからか、彼女は魔力操作も上う手まく精霊が集まりやすい。

　下級の火ひ魔ま法ほうも威力が高かった理由か。

　ただの貧びん乏ぼうな幸さち薄うすいハーフエルフではなかったんだな。

「……ご主人様、今の奇跡はいったい」

　ヴィーネは不思議そうにレベッカが握るネックレスを見ている。

「奇跡に説明はいらんだろ、レベッカの父が持つ魔法力が凄すごかった、そして、ハイエルフとも言っていたから何かしらの力なのだろう」

「ンンン、にゃおぉぉ」

　黒猫ロロは追おい掛けていた天道虫が消えて残念そうな顔を俺に向けてきたが、無視、俯うつむくレベッカへ視線を移す。

「レベッカ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん。驚おどろいたけど……お父さんに会えて嬉うれしかった」

　その様子を見て、大丈夫と判断。

　笑え顔がおで頷うなずいてから、鎧を着て外套を羽織る。

　最後に肩に胸ベルトを掛けて準備を整えてから、レベッカを見た。

　彼女はまだ天道虫のネックレスを見つめ続けている。

「……まさか、俺が身に付けていた天道虫のネックレスがレベッカのネックレスと繋つながっているなんてな。偶ぐう然ぜんという言葉では片付けられない〝運命〟という奴を感じるよ」

　転生したての頃ころ……。

　あの時、骨山をたまたま通ってゾンビやスケルトンを倒たおさなくてはレベッカが持つネックレスは拾わなかった。そして、地面に文字が書かれてあったのは娘に届けてくれというメッセージだったのか……運命。運命神アシュラーという神。

　少し前に転生者の占うらない師しカザネが色々と語っていた。

　彼女は俺の運命は見えないと語っていたが……。

　実は見えていて、俺に嘘をついていた可能性もあるわけだ。

　もしかしたら既すでに見えない神のレールが、俺の前に敷しかれてあるのか？

「……うん、わたしとシュウヤは運命？」

　レベッカは真しん剣けんな顔で俺を見つめてきた。蒼色の双そう眸ぼうはマジだ。少し、真ま面じ目めに答えるか。

「……そうかもしれない。精霊や神のみぞ知るって奴だろう」

　真面目に答えると彼女は少し残念そうに顔を少し逸らす。

　あれ、まずったかな。

「……確かに、シュウヤが話していることは分かる。今のように奇跡を起こせる精霊、神様はすごいと思う。わたし、炎ほのおの精霊様と炎神様を信じていたけど、光精霊フォルトナ様や光神ルロディス様も信じてみようかな。まだ信しん仰こうと言えるほどじゃないけど教会へ行くかもしれない」

　教会ねぇ、あまり行く気は起きないが……。でも、神様を感じられる場所は大事だよな。俺も水神の恩おん恵けいに与あずかっているんだし。

「……はは、まぁ、信仰は人それぞれだからな。実は釈しや迦かの掌だった、とかは勘かん弁べんだけど自由に考えて行動したらいいさ」

　自分に言い聞かせるように語っていた。

「……しゃか？　が分からないけど、そうよね。 うん。でも、わたし火の精霊さんが大好きだから浮うわ気きはしないんだ」

「俺も水精霊と水神は好きだな」

『閣下、ありがとうございます』

　視界にうっとり顔で登場するヘルメ。

「そうそう。自分の属性は大事だからね」

　確かにそうだな。と、なぜかこのタイミングでレベッカの笑う顔を見ていたら……。

　さっきの寝ね言ごとの言葉が気になり出してきた。聞いてみよ。

「ところでさ、突然話を変えるけど……ぶぅたんとは何？」

「え？　えぇぇぇ……何で知っているの？」

　レベッカは慌あわてたように身を震ふるわせた。

　頬と額がまだらに赤く染まり、細い手で自身の顔を覆おおう。

「寝言で言っていたからさ」

「……人形よ。いつも一緒に寝てるの……」

「あぁ、そういう……」

　まだそんな少女的なところがあるんだ。

　というか、レベッカの歳とし、何なん歳さいか聞いていない。

　ま、恥ずかしそうだし年ねん齢れいを聞くのは止めて軽く流しておこう……。







第百十五章「ボニーとクライド？」







　落ち着いたレベッカは相棒とじゃれ合う。

　そのレベッカは黒猫ロロの両りよう脇わきを手で持ちながら……細めた口を黒猫ロロの口か小鼻に当てようとしていた。

「ンン、にゃおご」

　と、微び妙みような発音を鳴らす相棒は、身を捻ってレベッカから離れた。

　猫パンチは繰り出さなかったものの、レベッカとのキスを防ぐロロディーヌ。

「チッ、何回も、ちゅっちゅを、させてくれたのに！」

　と、レベッカは口を窄すぼめながら語り、俺を睨にらんできた。

「なぜ、俺を睨む」

「いいの！　でも、さ……今回のことだけど、すぐにわたしを助けに来てくれたんだ」

　ここは謝っておかねば。

「そうだ。レベッカが誘ゆう拐かいされたことは事実。俺が闇ギルドに関わったせいだ。ごめん」

　レベッカはかぶりを振って否定の意思を示す。

「――ううん。そんなことない。シュウヤがわたしを助けてくれたんだし、ありがと。今は貴方あなたに感謝の気持ちでいっぱいよ？」

　レベッカは笑顔だ。俺も自然に笑え顔がおになった。

「とにかく生きていてよかった」

　と、語りかけながら彼女の足あし下もとにある闇の念鋼布ヴオルチヤーキヤツチを見る。

　この風呂敷アイテムと似たような品は他にもあるだろう。

　今後は気を付けないと。

「うん。でもね……闇ギルドの仕し業わざと聞いて怖くなってきちゃった」

　レベッカはハハッと、ぎこちない引き攣つった笑みを浮かべながら……。

　視線を闇ギルド幹部の死体へと向けていた。

　そのまま、自らの両りよう腕うでで、身体を抱きかかえるような素そ振ぶりをする。

　震えているのか。安心させてやらねば……。

「今回襲おそってきた奴やつ等らはもう俺に関わることはないよ。ましてやレベッカに被ひ害がいが及およぶことは、ないはずだ」

　その言葉に安心したのか、笑顔で頷くレベッカ。

「うん。わかった。それじゃこの死体がある場所に長居したくないし外へ出ようよ。市場への案内途と中ちゆうだったし」

　レベッカは汚よごれた膝ひざ下したを叩たたき払ってから階段へ向かう。

「そうだな。ヴィーネ、外に行くぞ」

「はい」

　ヴィーネを連れて古民家の二階から一階へと下りた。

　レベッカは古民家から出ると、周りの様子を窺うかがう。

　自分が誘拐された場所だ。気になるのは当然だな。

「ここは倉庫街と繋がるスラム街近きん郊こうかしら……嫌いやなところ。市場へ行きましょ」

　この分かり難にくい土地の雰ふん囲い気きを、すぐに特定したらしい。

　レベッカは、やはり長年この都市に住んでいるだけはあるようだ。

　そのレベッカの様子を見ていると、足元の黒猫ロロがむくむくっと姿を大きくさせて、神しん獣じゆうの姿に変身した。いつ見ても、素晴らしい神秘さを持つロロディーヌ。

　頭部は黒くろ豹ひようにやや近い。後頭部は馬の鬣たてがみ。

　胸には獅し子しのような黒毛を生やす。触しよく手しゆたちは生えていない。

　四し肢しは、力強いサラブレッドのような形。

「――うはぁ、ロロちゃん。凄い。何度見ても凄い。本当にあっという間に変わっちゃうのね。鼻筋は延びて大人びているけれど顔は猫顔というより、ん～、やはり、黒豹とか黒獅子ね。目は紅色と黒色の瞳ちゃん。可愛かわいくてカッコイイ」

　レベッカは大きくなったロロディーヌの頭部と首筋の毛並みを確かく認にんするように、頬を擦すりつけて抱きつくと、撫なで撫でをしている。

　ロロディーヌはその間にも、俺とヴィーネの腰こしへ触手を絡からませ持ち上げていた。そのまま自身の神獣としての背中の上に運んでくれる。

「――ほら、レベッカ、ロロの黒毛を撫でていないで乗れよ。あ、そういや三人乗っても大丈夫か？」

「ンン、にゃおん」

　ロロはわたしに任せろという感じの強気な声。

　まさに百人乗っても大丈夫的な自信溢れる声質。

　決して、うあああああっといった崩ほう壊かいするようにはならない……と思う。

「わたしはシュウヤの後ろに乗るのねぇ～、街は――」

　レベッカが喋しやべっている途中に、相棒の触手が、彼女の腰に巻き付く。

「きゃ――」

「にゃ」

　相棒は『軽いにゃ』とでも言うように、レベッカの身体ごと、軽々と持ち上げて、俺のすぐ後ろに乗せてくる。

「ロロちゃん、いきなりなんだからぁ」

　そう不満気に声を出すレベッカさんだが……。

　ちゃんと、俺の腰へ両手を回していた。背中越ごしに胸の圧力は感じない。前に密着して座すわるヴィーネのほうが、圧あつ倒とう的てきなマシュマロ率を誇ほこる。

「ちょっとぉ？　何か失礼なこと考えてないでしょうね？」

　鋭するどい。背中越しにそんなこと言ってくるレベッカ。頭ず突つきを噛かます勢いだ。

　あんたはサトリを持つエヴァさんですか？　とは言えないので、適当に笑いながら、

「……ハハ、何を言っているんだか、行くぞ」

　すました顔を浮かべ誤魔化した。ということで、出発。

　三人乗せている馬に近い姿のロロディーヌは街を移動。

　速度はあまり出さずに、馬並みの速度で進んでいく。路地を出た。

　大通りに入ると、レベッカに案内を受ける形で……。

　解放市場という名の活気溢れる市場に到とう着ちやく。

　レベッカは混雑している市場へ向けて指を差す。

「ここよ――」

　そう言いながら、馬型黒猫から降りた。

　彼女は身長が低いのでジャンプするように降りての着地だ。

「わたしの家はここの近く、ベティさんのところでよく働いているわ」

「ベティさん？」

「紅茶売りのベティ、と言ったら開放市場では結構知られているの」

「そうなんだ、見てみたいかも」

「いいわ、こっちよ」

　レベッカに案内されたところは本格的な紅茶専門店だった。

　緑から焦こげ茶ちや色いろまで様々な茶葉が売られている。

　すでに袋ふくろが開けられているのは値段が極きよく端たんに安い。ガリガリ君ぐらいの値段だ。

　ちなみに値段が高いのは袋が開けられていない。

「……おや、レベッカが最近パーティを組ませてもらっているとか言っていた、あの魔ま槍そう使いかい？」

　店番をしている老ろう婆ばが話し掛けてくれた。レベッカは俺のことを魔槍使いと紹しよう介かいしているらしい。つり上がった目を持つ、気の強そうなお婆ばあさんだけれど挨あい拶さつしておくか。

「名はシュウヤ・カガリです。レベッカとはパーティを組ませてもらっています」

「そうかそうか、レベッカをよろしく頼むよ」

　にっこりと微笑む老婆。

「はい」

「それじゃベティさん。彼かれを開放市場の方へ案内してくるね」

「行っといで、ちゃんとモノにするんだよ」

　モノにする？　レベッカと俺が結ばれろと言っているのか？

　そりゃレベッカは可愛いし結ばれたい女の一人ではあるが……ひとまず。

　したり顔の老婆が店番をやっていたところから離はなれて市場へ向かう。

　噴ふん水すいの近くの露ろ店てんで販はん売ばいされている最近人気のメロン風フルーツ菓が子しの美お味いしさについての講こう釈しやくと、うんちくを長々と聞いていると……。

　体格のいいカエル顔の男が近付いてきた。目つきが悪い。ぎょろ目で睨んでくる。

「レベッカじゃねえか。男を連れて何をしているんだ？　まさか彼かれ氏しか？」

「うるさいわね、こっちにこないでよっ」

「おうおう、嫌だねぇ、それでこいつは誰だよ」

　カエル男は太い指で俺を差してきた。

「アンタには関係ないわよ、向こうへ消えて」

　レベッカはハッキリと男を拒きよ否ひする言葉を言い放つ。

「けっ、男なんだな……俺が先に目をつけていたのに。何なんだそこのお前はっ、レベッカから離れろよっ」

〝何なんだ〟は俺の言葉だ。いきなりの喧けん嘩か腰ごしとか。

「いきなり現れてそれはないだろう、君はレベッカの何なんだ？」

「俺はレベッカの男だ」

「――違ちがうっ、シュウヤ助けて」

　あんな嫌けん悪お感丸出しの顔を浮かべるレベッカを初めて見た。

　このカエル男はストーカー系の男か。

　キッシュに纏わりついていた、いつぞやの馬の顔を持つ男を思い出す。

「おい、カエル男、お前はお呼びではないらしい、独りよがりはよくないな」

「くせぇ台詞せりふだ。くせぇくせぇ糞ふん溜だまりの平たい顔で、イケメンヅラしてんじゃねぇ」

　カエル男は悪あく罵ばを込めた言葉を言い放つ。

　そして、あろうことか遠い位置から短たん剣けんを抜くと斬きりかかってきた。

「ご主人様、カエルを踏ふみ殺しますか？」

『閣下、あのカエルへの天てん罰ばつはわたしにお任せください、尻しり獄ごく門もんを……』

『……必要ない』

　ヘルメと念話をしながらヴィーネにも言う。

「いや、俺おれが対処する」

　外套を広げ手を伸ばし魔ま槍そう杖づえを出現させる。

　向かってくるカエル男の股こ間かんに向け、魔槍杖の石いし突づきを下から掬すくいあげる。

　下から弧を描く竜りゆう魔ま石せきが、カエル男の股間にクリーンヒット。

　竜魔石を喰くらわせてやった。股間から鈍にぶい金玉が潰つぶれた音が響ひびく。

「あひゃっ」

　変な声を漏もらすカエル男。

　竜魔石があとで臭くさくなりそうなぐらいに股間からは血と変な汁しるがついていた。

　股間を完全破は壊かいされたカエル男は地面に蹲うずくまり、失神。

　汚お物ぶつは消毒しないと。魔槍を引き抜き竜魔石の汚れを落とすように魔ま力りよくを浸しん透とうさせる。

　竜魔石から、隠し剣氷の爪が伸びてカエル男の膝ひざを刺す。

　もう片方の膝を斬った。矢じゃないが膝に怪け我がを負わせてあげた。俺は優しい？

「ぎゃぁぁぁぁ」

　失神していたが起きたか。足は切断一歩手前と言ったところ。これはすぐに回復ポーションをかけなくては死ぬな。そのうち、市場の手前なので野や次じ馬うまができてしまった。このへんにしとくか。魔槍杖を仕し舞まう。

「レベッカ、やりすぎたかな……」

「ううん、助けてくれてありがと。大丈夫よ。こいつの事なんて誰だれも助けないと思う。この辺の一部を仕切っていた奴やつで偉えらぶっていたから」

「そっか。なら放っておこう」

「うん」

　気を取り直してレベッカに開放市場まで案内してもらった。

「ここからが本格的な市場。見ての通り色々な物が売っているの。でも、人が多いから荷物を盗ぬすまれないようにね。スリに注意」

「スリか、分かった。それよりさっきの放っておいて本当に大丈夫か？」

　少し心配だ。レベッカの身長へ合わせるように屈かがめて顔を近付かせた。

「……大丈夫。ありがと――」

　え、キスされた。
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「これはお礼。そこまで過保護に守らなくていいわよ――」

　レベッカは両手に持った銀ぎん杖づえを背中に回し、

「それじゃ案内はここまで、シュウヤ、ヴィーネ、またね～」

　挨拶するように少し斜ななめに頭を下げながら話していた。

　その表情は可愛らしく元気一いつ杯ぱいの笑顔だ。

「あぁ、またな」

「はい」

「あっ、魔法地図の件に挑いどむ時は、必ず！　呼んでよね？　明日から毎日ギルドにチェックしに行くから」

「分かったよ」

　レベッカは今までに見せたことのないぐらいの優しい笑顔で俺を見て頷いている。

　一いつ瞬しゆん、ドキッとして蒼い瞳へ吸い込まれそうになった。

　可愛い……次は、自分から、あの小さい唇くちびるを奪うばいたい。

　彼女は店の家がある方へ引き返していく。さて、市場を見ていくか。

　俺たちは行いき交かう人々に交ざり市場の見学を開始する。

　骨組みと幕だけで出来た粗そ末まつな店が多い。雨汚れのある襤ぼ褸ろもある。

　そんな店で売られている商品を、多種多様の種族たちがごちゃごちゃと犇ひしめき合うように物色していた。

　せわしなく動きまわる、興奮した商人たちの声が耳じ朶だを叩く。

　道みち幅はばは広いのに狭せまく感じた。木材屋はあるかなぁと、ぶらぶら歩く。

　スリに注意ね。と、レベッカは言っていた。

　だから混雑している周囲へ目を配り歩いていく。確かにそれらしい犯罪集団がいた。

　種族はそれぞれ違うが実行犯は基本的に子供。

　サポート役として、商人やら冒ぼう険けん者しやの姿に扮ふんした大人の奴等がいる。

　連れん係けいをとってターゲットの背曩の中身、懐ふところの袋、手元の指輪などをターゲットにスリを行っていた。それぞれに役割があるんだな。

　中々に凄すご腕うで集団とみた。ターゲットがまったく気付いていない。

　例えば、ミスディレクション。視線を誘ゆう導どうし注意力を逸そらすとかいうテクニック。

「ご主人様、何をお探しですか？」

　スリ集団の技わざに感心していると、ヴィーネが聞いてきた。

　まずは箸はしを作りたいから、木材屋的なとこだな。

「まずは木材。樫かしとか檜ひのきみたいな、丈じよう夫ぶな堅かたい木が欲ほしい。オリーブ油も要いる。あとは、適当に食材関係も見たいかな。そして、ヴィーネの生活用品も買っておこうかと」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。この背曩の中に一通り入っていますので」

　ヴィーネは背中を見せて、そう言っているが……。

　あまり背曩には物が入っていなさそうにも見える。

「そうはいっても普ふ段だん着ぎとか、嵩かさ張ばる皮布はないだろう？」

「はい。代えの鎧よろいと矢はありますが」

「鎧と矢か、防具は大事だが普段着はないのと同じだな。それじゃ服を買うとして……」

　スリ集団を避さけて移動しようと、きょろきょろと頭部を回しつつ周りを窺いながら、

「この辺りは食品を売っている露ろ天てん商しようが多いから、まずは先に食品類を見ていこうか」

　と、ヴィーネに話をした。

「はい」

　彼女は納なつ得とくした顔を見せて頭を下げている。

　そのまま視線を泳がせつつ通りの店を見学していく。

　売っている商品はどれも見た目は綺き麗れいでしっかりしてそうな食品類だった。

　値札がスーパーで売られてあるのと同じく、値が記された木札が貼はられてある。

　野菜、肉、フルーツを商あきなう店が多い。豆類も売っていた。

　大豆という名前ではなくクアリ豆とレーメ豆という種類があるらしい。

　ペソトの実という名のピーナッツも売っていた。

　これらは少し値段が高い。あ、そういえばこの豆類、一度食ったことある？

　思い出した。高級料理で、盗とう賊ぞくギルドのメリッサと一いつ緒しよに食った奴だ。

　メリッサ、どうしているかなぁ……。

　お、近くにはオリーブの実も売っていた。

　油もあるのか、油が入った大きな壺つぼが何個も置かれてある。

　小分けされている瓶びんも沢たく山さん売られていた。

　そして、ここの近辺の売り場だけ、平幕が綺麗で豪ごう華かな飾かざりが付いている。

　売っている店主も頭にターバンを巻いていた。

　小太りの金持ちそうな絹きぬ生き地じのタブレットを着込んでいた。

　だが、ここではまだ買わない。

　素す通どおりして野菜類の店に戻もどる。野菜はどれも新しん鮮せんそうだ。つまみ食いをしたくなる。

　沢山買いたくなったが、先まずは様子見をかねて少しずつかな。

　そのタイミングで黒猫ロロは眠くなったのか肩かたから頭ず巾きんの中へ潜もぐる。

　まぁ、買い物中は暇ひまだからね。寝ねかせてあげよう。

　気にせず野菜を物色し二日分ぐらい買う。

　緑の濃こい青葉、胡きゆう瓜りのような長物。

　レタス、トマトとナスが合体したような物。

　値段の安い空豆風の豆も選ぶ。

　フルーツ類は黄色い丸型のキウイかアボカドのようなものを幾いくつか買った。

　野菜の次は肉。隣となり向こうにある平幕の違う店に移動。

　野や禽きん類、精肉、加工品、魔ま物もの肉など分かれているようだ。

　精肉店で豚ぶた肉にく系と思われる赤身肉を買う。

　今まで買った全部の食材を一つの袋に入れて、アイテムボックスの中へと入れておいた。

　最後に、さっきあえて素通りした豪華な平幕店でオリーブ油の壺をゲット。

　三つ買い、こちらもアイテムボックス行きだ。

「それじゃ、次。服系か木材系の店を探すよ」

「はい」

　スリ集団を避けながら服屋を探す。

　食品類が売られているところから解放市場の通りを西へと進み歩いて行くと、売り場の商品が乾かん物ぶつ、香こう辛しん料りよう類へ変わっていく。

　平幕の天てん井じようからイカの乾かわいた物が吊つるされている。

　その真下は口の開いた麻あさ袋ぶくろが沢山並んでいた。

　一つ一つの袋には、びっしりと、色とりどりの粉や粒つぶが詰つまっている。

　……値段も高い。銀貨、金貨、白金貨の値札だ。

　匂においはクミン？　シナモン？

　地球で見たことあるものや異世界特有の物もあるようだ。

　もしやカレーとかも作れる？　でも色合いが赤いのばかりだ。

　名前も当然に知らないのばかり。

　すると、そこの一角に煙けむりが噴ふん出しゆつしているところがあった。怪あやしい。なんだろ？

　興味が出たので、煙の場所へ近付いていく。

　そこは煙草たばこ売り場であり、香こう草そう売り場だった。

　箱はこ詰づめにされている高級そうな葉巻タイプ、羊皮紙で作られた煙草、纏まとめて束になった香草類、他にも硬かたそうな石が売られている。

　売り場の隣では喫きつ煙えんコーナーのようなフロアスペースがあり、そこでは客たちが談だん笑しようしながら口に煙草を咥くわえては、煙を鼻や口からもくもくと吐はき出していた。

　さっき見えた煙はコレか。

　煙けぶっているフロア客の一人が石同士をぶつけて擦りカチカチさせていた。

　火打ち石の要領で、煙草に火をつけている。

　そんな様子を見学していると、声が飛んできた。

「お客さん、どのような煙草が必要ですか？」

　ヒッピーのような、顎あごで結ばれた長なが髭ひげが特とく徴ちようの人族店員から、声こわ高だかな口調で話し掛けられた。種類があるのか。少し興味が湧わく。

「……どんな煙草があるんだ？」

「筋力が一時的に増すエンギル草を使った煙草が人気ですよ。酩めい酊ていが少々ありますが味も少し甘あまめの香かおりですし、それと、こっちのマゴマ草も人気ですね。魔力が一時的に増えて喉のどや頭がスカッとする味わいです」

　なんだって？　煙草でそんな効果があるのかよ。

　あの煙草で筋力や魔力が増す？

「すみません、煙草とは身体によいモノなのですか？」

　素で聞いていた。

「はぁ？　当たり前じゃないですか」

　店員は、何だ？　コイツ、という顔を俺へ向けている。

　本当らしい。肺が真っ黒とか、肺はい癌がんの病気は無いのだろうか。

「肺の病とか聞いたことないでしょうか？」

「はぁ？　そんなもんはありませんよ。如いか何がわしい魔ま薬やくと間ま違ちがえていませんか？」

「い、いや」

「まったく……変な言いがかりは止よしてください。さすがに、癒いやし煙草のリュイン草の効果はご存じでしょう？」

　常識なのか、癒やし煙草のリュイン草……。

　ええ、知らないですよ。（笑顔）、とは言えない空気感になってしまった。

「……すみません。少し変でしたよね。では、そのマゴマ草を使った煙草を一箱と、火をつける石の一式をください」

「え？　えぇ、はい。喜んでお売りいたしますとも、マゴマ煙草の箱と火魔石ですね。銀貨一枚と大銅貨二枚です」

　無難に笑みを浮うかべて、ささっと銀貨と大銅貨を店員に出す。

　葉巻＆火打ち石セットの箱買いだ。

「まいどあり～」

　店員は不ふ機き嫌げんそうな顔色だったが、一転。急にホクホクとした顔色に変化した。

　煙草と火魔石が入った箱を抱かかえ持ち、その売り場を離れていく。

「ご主人様は魔力を高めようと？」

　隣のヴィーネは煙草が入った箱を見ながら聞いてきた。

「あぁ、まぁそうだな……」

　衝しよう動どう買がいとは言わずに、歩きながらぶっきらぼうに答えた。

　煙草を吸うとしても、今はいい。煙草の箱はアイテムボックスに仕舞う。

　通りの煙草売り場を過ぎ物屋が増えた。

　目当ての木材売り場を発見。

「あった。あそこ」

「はい。小さい木も売っていますね」

「見てみよう」

　平幕の露店なのは変わらない。

　切り出されたばかりの原木、緑色の木材、薄うす黒ぐろい高級感のある木材、やや赤みが強い木材、長細く加工された木材などが、陳ちん列れつされた棚たなに並ぶ。

　更さらに、木材製の神像が何点も並んでいた。神像の出で来き栄ばえは素す晴ばらしい……。

「おぉ、フジク連れん邦ぽうのドナーク＆ジクランを感じさせる、お二人さんだねぇ。いらっしゃい、どの木を買うんだい？」

　アジア風衣装を着ている虎人ラゼール種族の店主から、そんな風に愛あい想そよく話しかけられた。

　最初のドナーク＆ジクランとは、俺とヴィーネのことか？

　感心した感じもあるが、畏い怖ふもあるようなニュアンスだ。

　銀仮面が似合うヴィーネが、よほどに渋しぶいか。ダークエルフだからな。

　地球の歴史の人物にたとえると、ボニーとクライド？

　まぁいいや、そんなことは聞かずに商品の像を褒ほめておこう。

「この像は貴方がお作りに？」

「おっ、お目が高いねぇ、俺と師し匠しようたちが櫛しつ風ぷう沐もく雨うの半生をかけて作った木き彫ぼり像さ、気にいったのかい？」

　雨の日も風の日も作り続けていたか。

「えぇ、素晴らしい木彫り像ですが、今回は小さい木、少し硬めの木が欲しいのです」

「だったら、これだね。知り合いのゴーモック商隊が卸おろしていったフジク産の材木。チョーク材、木材師スキル持ちが原木から作り上げた材木だ。駆かけ出し魔ま法ほう使つかいの必ひつ需じゆ品ひん。魔力伝導率も普ふ通つうぐらいで堅い木だし、短杖にぴったりだ」

　茶色がかった色合いの木目がある材木だ。目的は杖ではないが、まぁいい。

「それは幾らですか？」

「銀貨一枚だよ」

　銀貨か。もしかして、木材に付いて、ヴィーネが〝何か〟知っているかなぁと……。

　期待してアイコンタクトを実行！

「ご主人様、チョーク材の値段はそれぐらいが妥だ当とうと思われます」

　やはり期待に応こたえてくれた。

『詳くわしいですね』

『あぁ』

　ヘルメが思念で言う通り、ヴィーネの知性溢あふれる顔付きは伊達だてじゃない。

　こんな木の相そう場ばもチェックしていたとは驚き。

　キャネラスが彼かの女じよの価値を上げようと、色々と勉強をさせたのは大正解だな。

　美人で優ゆう秀しゆうなのは素晴らしい。

　彼女は内心で俺に反目しているらしいが、何とかして心からの信しん頼らいを得たいものだ。

　さて、材木はこれに決めた。買おう。他にも何か作るかもしれないから、あの平幕の壁かべ際ぎわに立て掛かけてある大きい木材も買っておくか。

「……わかった。それじゃ店主、このチョーク材と、そこの壁かべに置かれた厚板を一枚くれ、壁のは幾らだ？」

「ソルナット材だね、銀貨三枚だよ」

「買おう」

　一時的に茶色の木材をヴィーネに持たせアイテムボックスから値段分の銀貨を出す。

　店主に銀貨を手て渡わたした。

「まいどあり～」

　橋用の茶色チョーク材とソルナットの厚材をヴィーネから受け取り、アイテムボックスの中へ入れる。よし、次は服だな。材木店から離れて服屋のような店を探す。

　少し歩くと、市場の端はしにある簡素な布服屋を見つけた。ここの店も平幕の露店だ。

　現代のブティックとは程ほど遠とおいが品しな揃ぞろえは豊富。

　売られている服に同じ服はない。

　全部の品が手作り感漂ただよう作り。ま、当たり前か。

　仕立て用のスキルはあると思うけど近代的な工場はない。

　売っている衣服は一いつ般ぱん市民の女性が着ているようなシュミーズ系とタブレット系。

　高級娼しよう婦ふが着ていそうな、体にピッタリと合うボディス系の上服もある。

　綺麗なラシャのカフタンと広い襟えりぐりのヒラヒラつきのキャミソール系などが、マネキンに着せられて飾られている。

『閣下、ここには魔力が内包された服はないです』

『そりゃそうだ。ただの服屋だからな』

　さて、ヴィーネが着る服だから、ダークエルフがどんなセンスを持つか見せてもらおうか。何ど処こかの仮面をかぶった三倍さんの気持ちでヴィーネを見る。







第百十六章「幕間 レベッカ」







　あの魔槍使い、シュウヤと出会って、わたしは……人生が変わった。

　あ、ロロちゃんもだけど。でも、シュウヤのほうが大きいかな。

　わたしが初めて大好きになった男の人。

　初めて彼と出会ったのはギルドのボード前だった。まだ鮮せん明めいに覚えている。

　黒くろ髪かみ、吸い込まれるぐらいに綺麗な黒色の瞳ひとみ、顔は平たいけど整った顔。

　彼は迷めい宮きゆう都と市しに来たばかりらしく色々と世話を焼いてあげたのが出会い。

　勿もち論ろん、本当の理由はわたし自身がパーティを組みたいからという打算があった。

　でも、結局は正直に自分から渾あだ名なと他の冒険者たちから避けられていることを告げていた。彼はわたしの忌いみ嫌きらわれている渾名を聞いても嫌な顔をしなかった。

　更に、わたしを可愛い女とか。この言葉を聞いた時は心底驚おどろいた。

　あんな風にわたしの目を真まっ直すぐ見て……。

　容姿を褒めてくれたのは、凄すごく久しぶりだったから……。

　でも、彼の瞳を見ながら聞いていると……不思議と染しみた。心に、なぜか染みた。

　あの黒色の瞳は狡ずるい。綺麗で吸い込まれそうになる。

　少し紅あかく光ったのは気のせいだと思うけど目が離せなくなってしまった。

　それから……女でなければついてこなかったとか。

　ハッキリとスケベだと分かることを自ら恥はずかしげもなくざっくばらんに話してくるし、こんなに純じゆん粋すいというか素す直なおな男の人は生まれて初めてだった。

　学院にシュウヤのような男性はいなかった。

　そんな彼を掘ほり出し物が売っている魔ま術じゆつ屋やに案内してあげた。

　ここで違った意味で驚くはめになる。

　喉から手が出るほど欲しい高くて買えない魔ま法ほう書しよをあんなに沢山……大白金貨という見たことのない大金で、お菓子でも、簡単に買うような姿を見た時……。

　わたしは頭をハンマーで殴なぐられたようなショックを受けた。

　彼は、もしかすると、大貴族のご子息かもしれない。

　高度な魔法を教える家庭教師か優秀なご家族と一緒に育った人物かもしれない。

　魔法ギルドと通じた魔法学院に通っていた？

　そして、あっさり魔法書を読んで、魔法を覚えていく姿を見て、唖あ然ぜんとする。

　思わず感情をそのまま口に出して怒おこってしまう。

　そう、彼の魔力、精神力だけでなく……。

　いかにもお金持ちといった態度に嫉しつ妬としていた。

　ぞんざいな言こと葉ば遣づかいでシュウヤに対して、当たり散らしてしまった。

　普通は魔法学院で勉強して魔力操作……。

　いや、わたしが知る普通の見方をしても意味がないわよね……。

　リーン先生も言っていたし、才能は努力を凌りよう駕がすると。

　そもそも、わたしだって普通じゃない。

〈炎ほのおの加護〉と〈蒼そう炎えんの目〉は珍めずらしいスキル。

　戦せん闘とう職業も蒼炎絵師という希少なもの

〈炎の加護〉は火ひ精せい霊れいイルネス様と炎神エンフリート様からの加護に加え、炎属性の魔法効果が倍増するという特とく殊しゆスキル。

　ちなみに〈蒼炎の目〉の方は意味がなくて時々目が蒼炎を灯ともすだけという……。

　まったくもって意味の分からないスキル。わたしの理解が及ばないだけかもだけど。

　でも、戦闘職業が希少な蒼炎絵師にクラスアップした時は嬉うれしかったんだけどなぁ……憧あこがれの魔法絵師系になれたって！　そう思ったのに……。

　魔法絵師のように額がく縁ぶちの魔道具が使えるかと思ったら使えないし……。

　ただの炎が得意な魔法使いとあまり変わらないのはショックだった。

　……とにかく、そんな風にわたしが学院での生活を思い出しながら文句をいうと……。

　彼は当然の如く機き嫌げんを悪くした。

　厳しい表情を浮かべて、貴族ではなく冒険者として稼かせいだ。

　と、強い口調で話してきた。すぐに謝あやまったけど、失態だった。

　でも、彼はわたしの気持ちを察していたのか笑え顔がおでフォローしてくれた。

　わたしが悪いのに……シュウヤは意外に優やさしくて気が回るのよね。

　そこからは仲直りできたと思う。自然と会話は弾はずむ。

　何だか、彼と話をしていると楽しいかもしれない。パーティは久ひさし振ぶりだからかも？

　そうして、迷宮に入ろうとした時、【青腕宝団ブルーアームジユエルズ】の面々が現れた。六大トップクランのメンバーだ。シュウヤに少し六大トップのことを説明してあげた。彼らの活かつ躍やくは本当に凄い。

　わたしもいつか、彼らを超こえる冒険者となって父も超える冒険者になるんだ。

　お宝も発見して最強の大魔ま術じゆつ師し系の戦闘職を目指す。

　と、そんな意気込みで魔法学院ロンベルジュを卒業してからずっと努力しているけれど、最近はパーティも組めていないので、ただの目標となっている。

　だから、今日は頑がん張ばるつもり。

　小さなことからコツコツと、魔法の腕をあげてやるんだから。

　特にパーティ戦は久しぶりだからね。

　わたしは後こう輩はいを指導するつもりで、シュウヤを連れて迷宮へ突とつ入にゆうした。

　しかし、彼のことを後輩とか考えていたわたしは馬ば鹿かだった……。

　よくよく考えれば、魔法をすんなり大量に覚える時点で普通じゃないことは明らかだったのに、わたしはパーティが組めて浮かれていた。

　彼と黒くろ猫ねこのロロちゃんはわたしの想像を遥はるかに超えた強者。

　強者は、学院でも習い聞いていたけど、実際にいる。まぁ当たり前なんだけど、ペルネーテのことしか知らないし……でも、自信は脆もろくも崩くずれていく。

　砂で作ったお城のように。

「ランクはあくまでもランク……一流を超えた何かを超ちよう越えつした存在は、低ランクにもいますよ」

　リーン先生の言葉を思い出す。

　一階の雑魚ざこモンスターたちを巨きよ人じんが踏みつぶす勢いで簡単に倒たおし進む。

　彼はパーティメンバーが要らないぐらいに強い。

　こんな強いならもっと沢山の依い頼らいを受ければよかったと話してから、急きゆう遽きよ、モンスター部屋にも行くことになった。

　そして……部屋手前にある広場を通った時、ちょっとした事件が起きた。

　わたしの渾名を知る冒険者たちから罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできたのだ。

　だけど、わたしが貶けなされたことに怒ったシュウヤが、わたしのために、馬鹿にしていた奴らを圧倒的な槍やり武術と体術で倒してくれた。

　ロロちゃんの触しよく手しゆも凄いけど……。

　シュウヤの巧たくみな動きに魅み了りようされて心臓が速く早はや鐘がねのように高鳴る。

　彼のカッコイイ姿にときめいてしまう……あんな凄い男の人もいるのね。

　でも、恥ずかしくて絶対口には出せない。

　占せん領りようし、わたしを馬鹿にしたパーティはすごすごと退出していく。

　帰っていく情けない姿を見ていてスカッとした気持ちになれた。

　ふふっ、正直気持ちいい。

　シュウヤは気を遣って謝ってきたけれど、わたしは凄く嬉しかったので気持ちを伝えたら少し恥ずかしそうに、気まずそうに笑っていた。

　そして、モンスター部屋に入ることができた。

　中に湧いていた中型ゴブリンを連係して難なく倒すことに成功。

　さらに、さらに、宝箱が出現したのっ。宝箱なんて運が良い。

　木箱から腕うで輪わを発見した。

　わたしは嬉しくて楽しくてテンションが上がりっぱなし状態だった。

　そんなわたしたちは無事に地上へ戻り【スロザの古こ魔ま術じゆつ屋や】に向かう前に寄り道をする。とーーーーーーっても、楽しかった!!　サウススターが美味しかったなぁ。

　ふ、シュウヤと……間接キッス……。

　そのあと、店に向かいスロザに鑑かん定ていをしてもらう。

　腕輪は、木箱から出るアイテムとしては珍しい。

　魔法効果が付くマジックアイテムだった。

　テンションの上がったわたしは調子に乗って店主と話した。

　マジックアイテムが手に入って、凄く、凄く、嬉しかった。

　機嫌をよくして店から出ると、シュウヤがわたしをからかった。

　わたしが宝に夢中だと判断したのか、子供でもあやすような、少し馬鹿にした感じの口くち振ぶりで、腕輪をあげると言ってくる。

　少しむかついたけど、お宝だし、ありがたく、貰もらっておいた。

　でも、ロロちゃんから悪戯いたずらされて、腕輪を取られてしまった！

　わたしとロロちゃんのやり取りを見ていたシュウヤが大きく笑う。

　その笑いと喋しやべりに、イラッとしてしまって、

「シュウヤがロロちゃんに指示させたんでしょ～、シュウヤのばかぁぁぁ」

　叫さけんでしまった。けど、ギルド前で、ロロちゃんは、わざとわたしに捕つかまってくれて、肉球ちゃんを頬ほおに当てて、『いいにおい』『おもしろい』『れべっか』と、気持ちを伝えてから、抱だきしめさせてくれた猫ねこちゃん。

　可愛かわいすぎて柔やわらかいお腹なかに顔を埋うずめてしまった。

　この時は、もしかしたら、彼とこれからもパーティを組めるかもしれないと淡あわい期待を寄せていた。精算を終えて、ギルドから出たとき、

「レベッカ、これからどうする？」

「わたしは一いつ旦たん、家に帰ろうかな。シュウヤは？」

「俺は少し都市の見学をしながら宿へ帰る」

　と、話をしたときのシュウヤの顔は目に焼き付いている。

　パーティとしてのお試ためし期間は終わりかぁ、と。

　もう一度組もう、という強い言葉はなかった。でも、分かる。シュウヤは迷宮の経験が浅いけど、一流の武芸者でもあるし、魔法も使える凄腕な魔槍使い。

　わたしも魔法は砂のお城的な自信があったけれど、崩れ去さったし。

　彼かれのような優秀な人材が魔法しかできないわたしと組もうとする理由がないからね。

　仕方がない。残念だけど。

「……そう。なら、……お試しのパーティはここまでね」

「そうだな」

　社交辞令で作り笑顔的な表情を浮かべたつもりだったけれど……。

　シュウヤの笑えみをあまりまっすぐ見られなかった。

「うん。また今度組めたら嬉しいわ」

　わたしにはベティさんの家で紅茶を売る仕事もあるし、パーティを組めなくても平気。

「あぁ、そうだな。また今度頼むよ」

「……分かった。じゃあね」

　今日は迷宮で稼げたけれどベティさんはもう年を取っているし……。

　紅茶売りも頑張らないと！

　シュウヤと黒猫ロロちゃんとの楽しいパーティはここで終わった。

　わたしは肩を落として解放市場に向かって、そのまま家に帰った。

　家は解放市場の端先。狭い路地の奥おくにある小さい家。

　小さいけど、父と母が残してくれた大切な家。

　父の名はヒート・イブヒン。

　べファリッツ大だい帝てい国こくの生き残り。優秀な魔術師でエルフの冒険者だった。

　でも、迷宮に潜って帰らぬ人になった。母の名はポプラ。人族で母も火属性の魔法が得意な魔法使い系の冒険者だったけれど……病気で死んじゃった。

　だから、今、わたしは一人で生活している。でも、あまり寂さびしくはない。

　隣のベティさんのお店で幼い時から、お茶の販はん売ばいの売り子として働かせてもらっているからね。解放市場の端だけど、ちゃんとお客さんが来店する。

　わたしはさっそく背はい嚢のうを下ろして、迷宮用の装備を脱ぬいでいく。

　販はん売ばい店てん用のボディス系のスカートを穿はく。

　スカートの端にあるヒラヒラが人気の服。それからベティさんの店へ向かった。

「――レベッカ、もう帰ったのかい？」

　店番をしていたベティさんがわたしに気付いて声を掛けてくれた。

「うん、今日はね、パーティを組めたのよ？　それがね、強い魔槍使いなのっ」

　わたしは気分よく、人差し指を立てて話をした。

「おぉ、よかったよかった、わたしゃぁ、心配していたのだよ。いつも、いつも、個人で迷宮に潜っているからねぇ……」

「ふふ、大丈夫だって、これでも魔法学院を次席で合格したんだからっ」

「はいはい、分かっているさね、ハーフだから差別されて首席じゃなくなったんだろ？　ささ、そんなことはいいから今日も店番をやっとくれよ」

　ベティさんはいつもの調子で笑うと店の奥へ移動していく。

　最近はすぐに奥の自室で休んでしまう。

　お婆ばあちゃんなので、体も弱ってきているし心配。

　だからわたしが店番を頑張らないとっ。そうして暫しばらく店番を続けていた。

「よっ、レベッカ。今日も迷宮ではなく、店番か？」

　また、こいつかぁ。カエル顔の男。最近毎日、この店にやってくる……。

「うるさいわね、買うの買わないの？」

「どうしようかなぁ……」

「はぁ……商売の邪じや魔まだから向こうへ行ってよ！」

　腕うでをふりふりして、どっか行けと強く意思を示す。

「レベッカが俺おれとデートしてくれたら一番高い紅茶を買ってあげてもいいかなァ」

　……嫌いやなのに、あんたなんかと絶対デートなんてしないわよ。

　シュウヤなら喜んで付いていくのになぁ……。

　はぁ……あれ、自然とシュウヤのことを考えていた……。

「うるさいわね、どうせ買わないくせに、いいかげんにしないと、魔法で焼くわよ？」

　理想シユウヤと現実かえるの違ちがいに、イラついたわたしは口酸っぱく話していた。

「怖こわい、怖い、それじゃ退散しますよ」

　カエル顔の男は去っていった。あのわたしの足を見る目……少し怖い。

　でも、素直に帰ったから、ほっとする。あ、別のお客さんだ。

「このブレックファーストで飲める中級紅茶を三つください」

「はい、ラド茶、ファーストフラッシュですね、どうぞ、大銅貨三枚です」

　そのあとは、雷かみなり精せいのラド峠とうげで栽さい培ばいされている高級茶葉のセカンドフラッシュ、ファーストフラッシュ、中間摘つみのインビトウィーンも一つずつ売れたところで店じまい。

　ベティさんに褒められるかも。給料アップしてくれるかなぁ。

「ベティさん～。店の売り上げをここに置くわよー」

「……あぁ、悪いね、お、今日は沢山売れたみたいだねぇ、ありがとうよ、レベッカは黙だまっていれば美人だからねぇ、売り子には最適だ」

　……一言多い気がするけど、ベティさんには文句は言えない。

「そんなことないよ、ベティさんの仕入れるお茶の品質が良いから売れるのよっ」

「ひゃひゃひゃ、嬉しいこと言ってくれるじゃないか、今月の給料は少しアップしてあげようか」

　やったー。

「わーい、ありがとう、ベティさん！」

「あ、危ないよ、棚の端に服がひっかかって――」

「――きゃぁ、痛い」

　転んでしまった。

「まったく、言わんこっちゃない。おっちょこちょいだねぇ、その大事なわたしの植木はちゃんと拾うんだよ。ま、お茶の袋ふくろはこぼしていないからよかったか。こぼしていたら、給料アップはなしだったからねぇ」

　うぅぅ、いたた、わたしより枯かれた植木と紅茶のほうが大事なのね……。

「アハハ……よかった。こぼさなくて……」

「ささ、食事にするよ、レベッカも一緒に食べていくかい？」

「あ、うん」

　怒おこりやすいけど優しいベティお婆ちゃん。

　ついでに、前々から疑問に思っていた、この落ちた古い植木について訊きいてみた。

「ベティさん、どうして死んだ木を、鉢はち植うえを、そのまま飾ってあるの？」

「ん、それは大事なレベッカのことでもあるんだよ」

「うん、わたし？　おかしなベティさんね。なんで死んだ木がわたしなのよ」

　少し怒った。

「ふふん、そうかい、分からないのかい？　その植木は古い木だが、まだ死んではいないのだよ。根元のところをよく見てなさい」

　ベティさんは独特の深い笑みを見せていた。

　しゃくだけど、言われた通り植木の枯れ葉はを退どかして根元を見ていく。

　あ、本当だ。小さい翠みどりの葉があった。これがわたしという意味なのかな。

「葉がある……」

「そうだ。愛情を注いであげれば、古い木だろうと花は咲さくんだ」

　愛情か。

「うん……」

「この古びた植木のような傷ついた人族、エルフ、ハーフエルフは沢山いる。戦争の孤こ児じ、手足がない子供、口の利きけない子供、飢うえて彷徨さまようことしか知らない不幸な子供、更に、盗賊に堕おちる者、奴ど隷れいとなる子供、他にも様々な理由で枯れ木のまま過ごすのを許ゆるそうとしている強ごう欲よくな奴隷商人たちもいる。そんな傷ついた者の中には、状じよう況きように耐たえられず自ら死を選ぶ者もいるだろう。だが、目の前にいるレベッカ。あんたは両親に先立たれても、枝に生える綺麗な葉を失おうとも、その悲しみを乗のり越こえて、明るく元気よく、笑い幸せに綺麗な花を咲かせ続けて生きている。だから、それはレベッカなんだよ。大事なわたしの守り神なのさ、わたしは幸せだよ。神がレベッカを生かし続けてくれるかぎり、わたしは与あたえられたお茶売りの人生を有意義に生き続けていられるのだからね……」

　わたしはベティさんの想おもいを聞いて泣いていた。

「……ごめんなさいベティさん……」

「はは、ばかだねぇ、さぁ泣いてないで、こっちに来なさい。一緒に食事にするよ」
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　わたしはお店で売り子として過ごすことが多い。

　けど、それ以外は律りち儀ぎな渡わたり鳥どりのピピクのように毎日ギルドへ向かう。

　今日も、依頼が貼はりだされたボード前で、にらめっこしている。

　パーティの応おう募ぼ要よう項こうを眺ながめては……だれか違う冒ぼう険けん者しやと組みたいと思っているのだけど、組めないから仕方がない。個人でも頑張ればモンスターは狩かれる。

　でも、心の中では……あの魔槍使いであるシュウヤに会えればな、と思っていた。

　そして、ついにその日。

　ギルドで依頼を選んでいると神様が願いを叶かなえてくれたのか、その想っていた相手のシュウヤに話しかけられた。またパーティを組んでくれるらしい。

　すごくすごく、嬉しくて、言葉を噛かんでしまった。

　そして、パーティメンバーを紹しよう介かいされて、驚く。

　シュウヤが奴隷を買ったことにもびっくりしたけれど、魔ま導どう車くるま椅い子すに乗ったわたしと同じぐらいに嫌な渾名と噂うわさが付きまとう女性がいたことにも驚いた。

　名前はエヴァ。話を聞くと優しいと分かる。どうして、変な渾名がついたんだろう。

　そして、皆みなで、魔石収集、モンスター討とう伐ばつを選んでパーティ名も色々意見を出し合って決めていく。わたしはこういう雰ふん囲い気きが大好き。

　シュウヤも笑顔を浮かべて楽しそう。却きやつ下か、却下と言って、わたしの案を無下にしていたけど、掛け合いのテンポは本当に楽しかった。

　何か、皆と……心が響ひびき合えたような気がして、一いつ瞬しゆんという時間が、永遠になった気分……結局黒猫ロロちゃんを見つめていたシュウヤが……。

　何かを思いついたような表情を浮かべてから発言した「イノセントアームズ」にパーティ名が決まる。名前の意味は分からないけど、いいと思う。

　わたしたちイノセントアームズは迷宮に進出した。

　迷宮のモンスター退治は順調そのもの。

　楽に狩かりを進めることができた。シュウヤの戦いは凄いの一言。

　湧くモンスターを次々と倒しスムーズに進む。

　わたしはこんな速度で狩り進めるパーティを知らない。

　昔はそれなりにパーティを組んだことがあるだけの経験だけど。

　でも、速いと思う。これは皆同意見だった。

　そして、教皇庁の神聖教会の司祭様を助ける形でバルバロイの使者と遭そう遇ぐう。

　美人なミラさん。シュウヤの彼女かと狼狽うろたえたけど、違うようだったので、少し安心した。

　けど、そんなことよりシュウヤがめちゃくちゃ強くて、格好よかった……。

　わたしたちを守ろうと自然と指示してくれて……。

　ロロちゃんも強かった。そして、精霊様を使し役えきしていたことも驚いた。

　シュウヤは槍使いと言い張るけど、魔槍使いね。

　見たことのない魔槍を召しよう喚かんしてバルバロイの使者を倒したし！

　左目に棲すむ精霊様の存在も驚いたけど、魔法使いや魔術師系の才能も凄く高いと思う。

　でも、自じ慢まんをしない。当たり前といった表情を浮かべていた。

　ギルドで公表されている情報だと、最後にバルバロイの使者が討伐されたのは百年前だったはずだし、凄いことなんだけど……。

　こればかりは討とう伐ばつ証しよう拠こも消えてしまったし証明できないか。

　あの司祭様と魔ま剣けん師がパーティ外の証人だけど、シュウヤもバルバロイの使者を倒したことを公表するつもりはないようだし……仕方ない。わたしは勿論、ベティさんに自慢した。でもベティさんは何の話か分からなかったみたい。

　もう、悔くやしいから、迷宮の話に戻もどる！

　バルバロイの使者を倒したわたしたちは、勢いに乗ってモンスター部屋にも挑ちよう戦せん。

　ここは黒飴水蛇シユガースネークが湧わく。あの黒い甘かん露ろ水すいを放出する髭ひげを生やした大だい蛇じやだ。

　ここでもシュウヤが魔槍使いとしての実力をいかんなく発揮。

　勿論、わたしも必死になって魔法を放っていたけれど……。

　シュウヤは色々と桁けたが違う。魔ま槍そう杖づえというハルバードを使った豪ごう快かいな薙なぎ払はらいで黒飴水蛇シユガースネークの大きい頭部を爆ばく発はつさせるように斬きっていた。

　精霊様を使役しているとか、バルバロイの使者の件といい、本当に驚きの連続。

　Ａランクのモンスターをあっさり倒す人族がいるなんてね。

　本当は人族ではない？　この時は聞かなかった。

　わたしだってハーフエルフ。あまり話したくない種族名だからね。

　でもでも、銀箱が出現したことのほうが、個人的に衝しよう撃げきだった。

　わたしは興奮して鼻血が出る勢いだったと思う。うん。

　しかもシュウヤはアイテムをわたしにくれたし。

　詳しくは、みんなに分けていたんだけど、彼はアイテムを独どく占せんしようとはしない。

　……優しい。あまりお金に執しゆう着ちやくしないタイプなのかもしれない。

　奴隷のヴィーネにも、あげているし、まぁこれは戦力を上げるためだから当然ね。

　でも、正直にそんなことは言えないから……休きゆう憩けいの時に、わざと強がった態度を取って、ふざけながらシュウヤを責めてしまっていた。

　そのあとの狩りでは、ロロちゃんが馬の姿に変身。

　うーん馬というか、黒くろ豹ひようの頭部も残っているし、まぁ神しん獣じゆうでいいかな～。

　でも、でも、ロロちゃんにも驚いたけど、シュウヤも、そのロロちゃんに乗って無む双そうのごとく槍を振ふるい、敵をばったばったと倒していく姿は圧巻だった。

　槍使いとしての実力はバルバロイの使者と黒飴水蛇シユガースネークを倒したから分かっていたけど……。

　そうして、依頼のモンスターを狩り終えたわたしたちイノセントアームズは無事に地上へと帰き還かんすることができた。

　ギルドの精算とお楽しみの鑑定を終えた。

　この時、わたしは、ほくほく顔を浮かべていたと思う。

　マジックアイテムの杖つえを手に入れたし、沢たく山さんの金貨……。

　こんなに報ほう酬しゆうを得たのは冒険者になって初めてのことだったから仕方がないと思うけど、もう鼻の下がデレデレに伸のびまくっていたと思う。

　これじゃシュウヤのエロ顔に対して注意できないわ。

　でもいいや嬉しいし、ふふふふ。

　銀箱に入っていた魔ま宝ほう地ち図ずにもいつか挑いどむらしいし、その時もわたしのことをまた誘さそってくれるらしい。自然と笑みが溢れてくる。嬉しい。ありがとうシュウヤ。

　わたしは怪かい鳥ちようルククが驚いて歩くようにスキップをする勢い、るんるん気分でギルドから出た。ギルド前の通りで、皆、これからどうするか話し合う。

　シュウヤは市場に行きたいらしい。だから、案内してあげることにした。

　でも、エヴァが二人だけで話したいとシュウヤに語りかけていた……。

　告白するつもりなのかもしれない。

　迷宮でもエヴァはストレートに好き好き視線で、分かりやすい態度を表面に出していた……わたしにはできないことを素直にやれてしまうエヴァは凄い。

　きっとシュウヤのことが凄く好きなんだ。だとしたら先を越されちゃう。

　どうしよう……。

　そんな淡い恋こい心ごころを抱いて待っているとシュウヤは何事もなく戻ってきた。

　わたしは気になっているので聞いてみた。

「――それで、エヴァの話は何だったの？」

　シュウヤはそこで奴隷のヴィーネへと視線を向けた。

　なぜ？　何か関係しているのかしら、それともヴィーネのことが……。

　シュウヤは少し苦く笑しよう気味の顔だった。

「……あぁ、個人的なことだ。エヴァに俺の泊とまっている宿屋の場所を教えたんだ。パーティボックスに置き手紙のメッセージ出しておこうと、いった話をした」

　やはり告白したのかも。えっちな約束をしたのかもしれない。

「そういうこと……」

　誤ご魔ま化かされた気もするし、女の勘かんだけど。

　わたしはあまり顔に出さないように複雑な気分だったけど、不満は言わず、解放市場に続く路地を通って案内してあげた。

　すると、いきなり知らない人たちから襲おそわれた。

　けど、襲ってきた奴やつらの大半はシュウヤが倒していく。

　後ろから来た奴らも、奴隷のヴィーネとロロちゃんが素す早ばやく倒してくれた。

　ほっと一安心。でもどうして襲われたのだろう。

　そんなことを考えていると、目にもとまらぬ速さで飛んできた矢が、シュウヤに直ちよく撃げきしていた。顔と首から、鮮せん血けつが迸ほとばしる。

　あぁ、すぐにポーションを、と思った瞬しゆん間かん――。

　わたしの視界は閉ざされてしまった。気を失ってしまう。

　気が付いたら見たことのない家の中でシュウヤに起こされていた。

「んぅ～、あらぇえぇ？　ここどこ？　あぁぁぁっ」

　あ、シュウヤは怪け我がを！　首と顔に矢が！

「シュウヤ、顔、首に矢が刺ささってしまった……は、ず？」

　わたしは勢いよく起き上がりシュウヤの顔を凝ぎよう視ししていく。

　あれ、傷が消えている？　ポーションをすぐにかけた？

「それなら、大だい丈じよう夫ぶだ。ほら、何にもないだろ？」

「嘘うそっ、嘘よ。もっとちゃんと見せなさいっ、二本も刺さっていたのに、ほら、鎧よろい脱ぬいでちゃんと見せてっ！」

　もう、心配でシュウヤの体の全部を見たい、違う、必死な思いで話していた。

　やはり傷がないし何かの回復系スキル？

　毒系も効かない神に選ばれし者とか言われている人たちが持つ特殊スキルを持つのかもしれない。

「――これでどうだ？」

「……」

　シュウヤは上半身を脱いでくれた。裸はだか、筋肉が素す敵てき……。

　あれ？　二つあるネックレスの片方は……。

　古の星白石ネピユアハイシエントの形。どうして、シュウヤが？

　でもシュウヤは馬鹿みたいにポーズをとっている。

「……何、胸を動かして、変な格好をしているの？」

「はは、いや、ちょいと軽く運動を……」

　もちろん、冗じよう談だんでやっていると分かっているけれどネックレスのことで頭がいっぱいなので、早口を意識する。

「はぁ？　意味わかんない。 そんなことより、その首から下げているネックレス、ちゃんと見せてくれない？」

　首に下げていた二つのネックレスを見せてくれた。

　……天てん道とう虫むしのネックレス。シュウヤの手から奪うばい取とると、改めて形を確かく認にん。

「……ねぇ、このネックレス――どこで？」

　これはもしかしたら、との思いでシュウヤに迫せまる。

「あぁ、それか――拾った物だ」

　拾った……迷宮で死んだと思っていたのに、あ、転移の連続した罠わなで迷宮外に飛ばされたのかもしれない。だとしたら、やっぱり父さんのだ。

「やっぱり、これ父さんの？」

「んん？　父さん？」

　わたしは自分が装着していたネックレスを取り出す。父さんと母さんのなら合うはず。

　カチッと、二匹ひきの天道虫にわたしが持っていた天道虫が嵌はまった。

　親子が揃そろった。三つの天道虫。今になって戻ってくるなんて、父さん……。

　……自然と涙なみだが流れていた。

「それは古の星白石？」

　ヴィーネの声だ。この宝石のことを知っているようね。

「宝石の名前なのか」

　シュウヤは知らないみたい。

「……うんっ」

　わたしは頷うなずきながら感動で泣いていた。

　彼はこのネックレスを持っていてくれた……。

　あれ？　飾かざり、組み合わせた天道虫が輝かがやいている？

　輝く天道虫の飾りから、白い天道虫が現れた。

　……色々な形の天道虫たちは、どんどんと宙へ飛び出していく。

　わたしとシュウヤの回りを輝く天道虫たちが祝福するように周囲を囲む。

「ご主人様!?」

「にゃお？」

　なんだろう、不思議。

「ヴィーネとロロ。大丈夫だ、害意はない」

「ンン」

　シュウヤが落ち着いた口調でヴィーネと黒猫ロロちゃんに話していた。

　その間にも、カーテンのような淡い白光にわたしたちは覆おおわれてしまう。

　白光は天てん井じようまで続いている。ロロちゃんは興奮しちゃって大変。

　シュウヤにじゃれたいだけじゃないと思う。このカーテンのような不思議な白光に触さわりたいのかもしれない。天道虫を追おい掛かけたい？

　ロロちゃんを見て、気が紛まぎれたけど、少し不安になったからシュウヤに抱きつく。

　その瞬間、淡い白光が輝く。ぶれるように蠢うごめく。

　幻げん影えいが生まれて、え、おとうさん、おかあさん？

　あぁ、わたしも小さい姿で映っている……。

「お父さん、お母さん……」

　わたしは自然と手を伸ばしていた。

「……これは、精霊の奇き跡せき？」

　そう、これは奇跡だ。黒猫ロロちゃんは興奮して小さい天道虫たちを追いかけている。すると、声が頭に響く。

「ありがとう、光と闇やみを持つ者よ。娘むすめに思いを届けてくれて――」

　父さんの声だ。

「い、いや、たまたまですよ」

　シュウヤと話している。

「さすがは光を宿した精神だ。素す晴ばらしい謙けん虚きよさを持つ。だが、君は分からないのかい？　こうして光の精霊を運び用いていることに、そして、自分が、稀け有うな光と闇を持つ特別な存在だということを。よかったら君の名前を聞かせてほしい」

「シュウヤ・カガリです」

「そうか、カガリ君。わたしの想いを、ちゃんと娘に……ネックレスを届けてくれてありがとう。そして――レベッカ、そのネックレスの裏を見てごらん」

　父さんに言われた通り、ネックレスの裏側を見る。

「うん」

〝永遠の愛をポプラへ〟から……。

〝永遠の愛をポプラとレベッカへ捧ささげる〟と、新しい文字が刻まれていく。

　ああああぁぁぁぁ、と、とうさん。

「……お、おとうさん、……これ、メッセージが追加されている……」

「そうだ。言葉が遅おそくなってすまないな」

「ううん。ありがとう」

　お父さんだ。優しい顔でいつも見ていてくれた。お父さん。

「レベッカ、大きくなったな？」

「お父さん……」

「わたしや母さんのように、もう立派な魔ま法ほう使つかいだ」

「うん。ありがとう。お父さんを超える冒険者になろうと思って」

「そうか。わたしは幸せだ……おや、そろそろ限界か……わたしのハイエルフの魂たましいとて、光の精せい霊れい力を合わせてもここまでか」

　光が薄うすれていく。ええええ、なんでよっ。

「お父さん、消えちゃだめ！　もっと、もっとお話をして！」

「ははっ、姿は母さんに似て綺き麗れいな大人の女だと思ったが――まだまだ子供だな？　カガリ君。こんな娘だが……頼たのむぞ」

「あっ、はい」

　寂しい思いが心を埋めていく。お父さんと離はなれたくない……。

　わたしは子供の頃ころのように頭を振って、

「父さんだめっ、お話ししたいの！」
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「レベッカ、もっと強くなるんだ……」

　父さんはわたしの我わが儘ままな言葉を聞いても、優やさしい表情で見てくれた。父さん……。

「お前には、ベファリッツ古貴族を超こえた古代の暁あかつきから流れる、いや、もっと古い、永久なるハイエルフの血が流れているのだ。そして、蒼炎神の血筋を引ひき継つぐ偉い大だいな力が眠ねむっている。だからこそ、もっと強くなれる」

「……そうではないの、父さん、待って……」

「わたしもお前と話がしたい……が、わたしとポプラの分まで幸せになるのだぞ……レベッカ。お前に永遠の愛を……」

　父さん……父さんが、消えちゃう！

「ポプラ――今いくぞ――」

　ああああ、父さん……いや、消えないで……もっとお話がしたい……。

　光の精霊さんたち、もう少し頑がん張ばって……。

　星の煌きらめきのような光の天道虫さんたちは、わたしの想いとは裏腹に霧きりが晴れるように消えていく。一瞬だけど、時間の隔へだたりが長く感じられた。光の粒つぶが消えていくたび……心が揺ゆらいで軋きしんで萎しぼむ。

「消えないで父さん！」

　わたしの言葉は届かない……よい夢は続かない。儚はかない夢のように消えてしまった。

　でも、わたしの言葉が届いたのかな……。

　光の欠片かけらが、淡い天道虫が、わたしのネックレスの中に入ってきてくれた。

　父さんの一部かもしれない。見守ってくれるのかな……。

「お父さん……」

「消えちゃったな……」

「ご主人様、今の奇跡はいったい」

　ヴィーネはわたしのネックレスを見続けていた。

「奇跡に説明はいらんだろ、レベッカの父が持つ魔ま法ほう力が凄すごかった、そして、ハイエルフとも言っていたから何かしらの力なのだろう」

　そう語るシュウヤは真ま面じ目めだ。

　でも、わたしがハイエルフの血を持つだなんて初めて知った。

　ずっと、ただのハーフエルフだと思っていた……想像すらしなかった。

　だから、わたしは不思議なスキルがあったのね。

「ンンン、にゃおぉぉ」

　ふふ、可愛い黒猫ロロちゃん。がっかりして、お髭ちゃんを下げている。

　あの天道虫たちを捕まえられなくて悔しかったみたいね。

「レベッカ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　心配してくれているシュウヤ……嬉うれしい。

「うん。びっくりしたけど、……お父さんに会えて嬉しかった」

　このネックレスを肌はだ身み離さず持っていてよかった。

　しかも、わたしが好きになった人が……。

　父と母のネックレスを持っていてくれるなんて偶ぐう然ぜんとは思えない。

　きっと、光の神様ルロディス様と家族たちのお陰かげ。

「……まさか、俺が身に付けていた天道虫のネックレスがレベッカのネックレスと繋つながってるなんてな。偶然という言葉では片付けられない〝運命〟という奴を感じるよ」

　運命だって、シュウヤも似たようなことを考えていた……嬉しい……運命。

「……うん、わたしとシュウヤは運命？」

　わたしは告白した気分で聞く。どうしよう……どきどきしちゃう。

「……そうかもしれない、精霊や神のみぞ知る奴だろう」

　もう、こんな時に限って、ばかシュウヤは真面目なんだから。

　……もうすこし女心を勉強しなさいよっ、とはまだ言えない。

　言ったら負けな気分。ふんっだ。……。

　でも確かに神様を感じてもおかしくはないか。

「……確かに、シュウヤが話していることは分かる。今のように奇跡を起こせる、精霊、神様はすごいと思う。わたし、炎ほのおの精霊様と炎神様を信じていたけど、光精霊フォルトナ様や光神ルロディス様も信じてみようかな。まだ、信しん仰こうと言えるほどじゃないけど、教会へ行くかもしれない」

　シュウヤは黒くろ髪かみが目立つ頭をぽりぽりと掻かきながら、

「……はは、まぁ、信仰は人それぞれだからな。実は釈しや迦かの掌てのひらだった、とかは勘かん弁べんだけど、自由に考えて行動したらいいさ」

　随ずい分ぶんと宗教には寛かん容ようみたいね。確かにわたしも人それぞれだと思う。

　強制するものじゃないわ。でも、しゃかの掌という言葉は知らない。

　どこかの宗教学で使われる言葉なのかも。

　シュウヤは色々と旅をしてきたようだし、意外と博識なのね。

「しゃか？　が分からないけど、そうよね。うん。でも、わたし、火の精霊さんが大好きだから浮うわ気きはしないんだ」

　わたしは〈炎の加護〉というスキルがあるから、自分に言い聞かせるように話す。

「俺も水精霊と水神は好きだな」

　この時、シュウヤの表情筋が動く。

「そうそう。自分の属性は大事だからね」

　何も言わなかったけど、おかしなシュウヤ。少し笑ってしまう。

「ところでさ、突とつ然ぜん話を変えるけど、レベッカ、ぶぅたんとは何？」

「え？　えぇぇぇ……何で知ってるの？」

　うぅぅなんでわたしの部屋にある人形のことを……。

「寝ね言ごとで言っていたからさ」

　あぁ、わたしの馬ば鹿かっ。恥はずかしい。

「……人形よ。いつも一いつ緒しよに寝ねてるの……」

「あぁ、そういう……」

　シュウヤは流し目で視線を逸そらした。

　うぅ……なんか同情されている感じがするんですけど……。

　助けられて嬉しかったけど、負けた気分。
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　その後は、ちゃんと解放市場まで案内してあげた。

　ふふ、ロロちゃんの背中に乗ってシュウヤのことを後ろから抱だきしめちゃった。

　でも、何かヤラシイ事を考えていそうだったので、

「ちょっとぉ？　何か失礼なこと考えていないでしょうね？」

　注意しといた。ふふっんだ。

　解放市場に到とう着ちやくすると、わたしが働いているところが見たいっていうからベティさんのお店へ案内していく。

　紅茶を売っている普ふ通つうの店なんだけど、紅茶に興味があるのかしら。

「おや、最近パーティを組ませてもらっているとか、言っていた、あの魔ま槍そう使つかいかい？」

　ベティさんに紹介した。

「はい、シュウヤ・カガリといいます。レベッカとはパーティを組ませてもらっています」

「そうかそうか、レベッカをよろしく頼むよ」

「はい」

「それじゃ、ベティさん、彼かれを開放市場の方へ案内してくるね」

「行っといで、ちゃんとモノにするんだよ」

　ベティさんに発破を掛けられてしまった。

　店前から出て色々とお菓か子しの話をしてあげていたら……。

　あ、あいつだ……。カエル顔の男が近付いてきた。

「おや、レベッカじゃないか、男を連れて何をしているんだ？　まさかの彼かれ氏しか？」

「うるさいわね、こっちにこないでよっ」

「おうおう嫌だねぇ、それでこいつは誰だれだよ」

　カエル男はシュウヤを睨にらんで指を差した。

「アンタには関係ないわよ、向こうへ消えて」

　わたしは強い口調で、何ど処こかへ消えて！　と、意味を込めながら腕うでを振るっていた。

「けっ、男なんだな……俺が先に目をつけていたのに、何なんだ。そこのお前、レベッカから離れろよっ」

　カエル顔の男がシュウヤに喧けん嘩かを売っている……。

　どうしようもない馬鹿だ。

「いきなり現れてその言葉はないだろう、君はレベッカの何なんだ？」

「俺はレベッカの男だ」

「――違うっ、シュウヤ助けて」

　わたしは咄とつ嗟さにシュウヤに助けを求めていた。

「おい、カエル男、お前はお呼びではないらしい。独りよがりはよくないな」

「くせぇ台詞せりふだ。くせぇくせぇ、糞ふん溜だまりの平たい顔でイケメンヅラしてんじゃねぇ」

　あ、この瞬間カエル男は死んだと直感した。シュウヤ相あい手てに武器は抜ぬいてはだめ。

　わたしは知っている、彼は普ふ段だんとても優しくてスケベだけど……。

　敵には容よう赦しやはしない。

　迷めい宮きゆうでもわたしを中傷してきた冒険者たちの事を、最初、殺そうとしていたし。

「ご主人様、カエルを踏ふみ殺しますか？」

　ヴィーネの表情は非常に冷めていた……。

　シュウヤはあんな怖こわい子を奴隷にして扱あつかいきれるのかしら。

「いや、俺おれが対処する」

　シュウヤは紫むらさき色いろの特とく殊しゆハルバードを出現させると軽々と箒ほうきを扱うように下からぐいっとハルバードを回して、カエル男の股こ間かんに蒼あおい水すい晶しよう体たいをぶつけて倒たおしていた。

　凄い、股こ間かん潰つぶしの槍やり使い。要いらぬ心配だったわ……。

　このシュウヤならヴィーネだろうと大丈夫そうね。

「あひゃっ」

　カエル男を見ていられない……と言いつつ指の間から見てしまった。

　蒼い水すい晶しようのような塊かたまりにきしょい液体が付いているし……おぇぇ。

　カエルは白目になって地面に沈しずんでいく。

　シュウヤは容赦なく冷れい徹てつな表情を浮うかべながらハルバードの後こう端たんから氷の大たい剣けんを発生させて、倒れたカエル男の膝ひざを斬っていた。

「ぎゃぁぁぁぁ」

　同情しない。無残に地面に転がるカエル男。

「レベッカ、やりすぎたかな……」

「ううん、助けてくれてありがと。大丈夫よ。こいつのことなんて誰も助けないと思う。この辺の一部を仕切っていた奴で偉えらぶっていたから」

「そっか、なら放っておこう」

「うん」

　死体になっていたらわたしが片付けておこう。衛兵がきたらちゃんと証言しないと。

　でも、わたしの近所の人たちは皆知り合いだから誰も衛兵は呼んでいないと思う。

　関係のあるスリ集団も衛兵たちにわざわざ連れん絡らくするほど馬鹿じゃないだろうし。

　そんな事を考えながら開放市場のすぐ手前までシュウヤを案内してあげた。

「ここからが本格的な市場。見ての通り色々な物が売っているの。でも、人が多いから荷物を盗ぬすまれないようにね。スリに注意」

「スリか、分かった。それよりさっきの放っておいて本当に大丈夫か？」

　そんな事を言いながら、わたしの近くまでくるシュウヤ。

　心配してくれているのか、屈かがめて真しん剣けんな顔を寄せてきた。

　どきどきしちゃう、もうわざとやっているとしたら天才的ね。

　ふふ、わざとじゃないことは分かっているけど。

　もう我が慢まんできない、自然と行動していた。

「……大丈夫。ありがと――」

　わたしは爪つま先さき立だちをして、シュウヤの頬ほおへキスをしていた。

　急ぎ、恥ずかしい心持ちを見み透すかされないように誤魔化して、笑みを意識してから

「これはお礼。そこまで過保護に守らなくていいわよ。それじゃ、案内はここまで、シュウヤとヴィーネ、またね～」

　銀杖を背中に回しながらそう話していた。

「あぁ、またな」

「はい」

「あっ、魔法地図の件に挑いどむ時は、必ず！　呼んでよね？　明日から毎日ギルドにチェックしに行くから」

「分かったよ」

　大好きな彼の笑顔を見て満足。

　わたしからの一方的なキスだったけれど、心に空いた風穴が塞ふさがった思いを感じられて彼の頬に生えた僅わずかな髭が愛いとおしく思えた。まだ心臓が高鳴っている。

　この想いは本物よ。やっと見つけた気がする。

　わたしにはハイエルフの血と一緒に恋こいの血も巡めぐり流れているのだっ。

　ふふっん、わたし天才かも。吟ぎん遊ゆう詩人のような言葉が自然と出てきちゃった。

　よし、ベティさんに挨あい拶さつして家に帰ろうっと。

　明日は儲もうけたお金で魔法書とか、服とか、あ、その前に新しくできた美お味いしい

　お菓子を売る店に行こう……ふふっ。







第百十七章「海え老びと箸とヴィーネの心」







「ヴィーネ。服、好きなの選んでいいよ」

「はっ」

　彼かの女じよは銀色の瞳ひとみを鋭するどくさせると、売られている服を物色していく。

「ご主人様、これをお願いします」

　ヴィーネは素早く決めていた。

　下着の布パンツ二着、黒色のお手伝いさんが着るようなワンピース。

　シュミーズ系の服を二着選ぶ。ボタン付きとボタン無しの二つ、地味なの選ぶなぁ。

「わかった。貸して」

　二つの服と布の履はき物ものの値段を店主に聞くと、四つで大銅貨七枚の値段だった。

　意外に安い。早さつ速そく、店主へ金を払い買う。

「ヴィーネ。持っといて」

「はっ、ありがとうございます」

　買った服をヴィーネに渡わたしておく。

　彼女は買った衣服を背はい嚢のうに仕し舞まっていた。

「それじゃ、宿屋に戻ろうか」

「はい」

　そういやヴィーネは俺が泊まっている宿屋は知らないんだった……。

　彼女を買い冒ぼう険けん者しやギルドへ直行し、いきなりパーティを組んで依い頼らいをこなすという……激務で濃のう密みつな時間を一緒に過ごした。

　宿についたらゆっくりと箸を作りながら彼女の話を聞いてみるか。

　魔石もアイテムボックスの中へ納めて報酬を貰もらうのも忘れないようにしないと。

　よし。戻るか。スリに注意を配りながら軽く考えを纏まとめていく。

　ここでよくある展開だと、さっきのスリ集団からチョッカイを出されるとか、あるのかなぁと推測したが、そんなことは起きなかった。

　スリ集団は俺たちには寄ってこない。だからスリやトラブルなどは一いつ切さいなく無事に市場を出ることができた。背後の気配も感じない。尾び行こうとかもないようだ。

　掌しよう握あく察さつの範はん囲い外がいからの優すぐれた尾行の可能性はあるので、一応警けい戒かいしておくか。

　あくまで〝可能性〟だけど。ヴィーネと黒猫ロロを連れて、若じやつ干かん、空腹となるが無視して、歩き続けること数時間。少し迷うが、やっと、第一の円えん卓たく通り近くまで戻もどってこられた。

　黒猫ロロは、まだ頭ず巾きんの中で寝ている。

　俺が着ているザガとボンが作った外がい套とうは性能がいい。

　首の裏に、色々と格納が可能な場所があるのだ。

　そして、ほぼ黒猫ロロようのポケットだろう。

　感謝。友でもある鍛か冶じ屋やのドワーフたちを思い出していると……。

　丁ちよう度ど、夕刻が終わり夜の帳とばりが降りようとしていた。

「ここから近い。北西の路地だ」

「はい」

　円卓通りを歩いていると寝ていた黒猫ロロが起きてきた。

「ンンン」

　小さい喉のど声ごえを出しながら肩かたから降りる。

　黒猫ロロは地面の先へと両の前足をついて、背中をぐいっとしなやかに伸ばす。今から動くぞ～と、いうような元気いっぱいな背せ伸のびだ。

　黒猫ロロは伸びを満まん喫きつすると尻しつ尾ぽをピンッと立たせる。

　そして、お尻しりを左右へとふりふり動かしながら、悠ゆう々ゆう自じ適てきに歩いてから……。

　振り向むいてくる。遊びたいにゃ風の表情だ。

「いいぞ、この辺で遊んでこい」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロは『わかったにゃ』的に鳴いてから、宿屋側にある隙すき間ま道の中へ消えていく。俺とヴィーネは路地を進み〝迷宮の宿り月〟に到着。

「ここだ。中に入るぞ」

「はっ」

　玄げん関かん扉とびらを開けるとまた綺麗な歌声が耳に響ひびく。

　夕飯時だからか、食事の匂においも鼻び孔こうを刺し激げきしてきた。

　飯も気になるが……この歌声だよな。

　この間と同じように食堂ではエルフの歌うた姫ひめが繊せん細さいな声を披ひ露ろうしているようだ。

　俺たちは歌声に誘われるように食堂へ向かった。

　ヴィーネも素晴らしい歌声を聞いて感動したようだ。ステージ台で歌うエルフのことを見つめている。俺も柱の一つに背中を預けながら歌声を聞いた。

　暫しばらくして、美しい旋せん律りつを響かせていた歌が終わった。

　聴きき入いった他の客たちは食事やカードゲームへと移っていく。

　しかし、ヴィーネはまだ惚ほうけていた。歌声がまだ耳に残っているらしい。

　彼女は誰もいないステージ台を見つめ続けていた。

　そのボケッとしているヴィーネへ話し掛ける。

「起きているか？　泊まる場所はここだ。まずは食事をしよう」

「……はい」

　銀ぎん髪ぱつの彼女を連れて席に向かう。

「あらぁ、シュウヤさん、迷宮帰りかしら、お帰りなさい～」

　席に座すわると女将おかみメルから話し掛けられた。

　茶色の瞳に鼻筋もしゃんとして美人な女将さんだ。

　相変わらず上半身はメリハリのある体形。

　下半身はスレンダーだ。自然と、ふくよかな胸に視線が誘ゆう導どうされてしまう。

「……メル。ただいま。食事を頼めるかな。彼女の分もよろしく」

　俺は隣となりに座る、奴ど隷れいである銀髪のヴィーネを軽く紹しよう介かい。

「へぇ、連れの女性、あ、女奴隷ね。あれ、黒猫ちゃんが見当たらないわね？」

「ロロなら路地に入ったところで、遊びたいアピールしていたから、近くで遊んでいると思う。その内に戻ってくるさ。食事は俺とヴィーネの分だけで。あ、一人増えるから金を払はらわなくてはだめか」

「ううん。今日はいいわ、と言うかシュウヤさんの連れなら永久的に無料よ」

　連れなら無料かよ。　太っ腹だねぇ、褒ほめとこ。

「おぉ、さすが、美人女将メルさん」

「あらまぁ、褒めてくれてもサービスはしませんよ？　……それより後ほど、〝裏〟について、お話ししたいことがありますの。いいですか？」

〝裏〟、つまり闇ギルド関係についてか？　急にメルの目つきが鋭くなっているし。

「了りよう解かい、後で、俺の部屋でいいか？」

「はい。では、カズンの特製料理をお持ちします」

　女将メルは美人さん特有の流し目で俺を見て、頭を下げてから踵きびすを返す。

　カウンター奥おくにある調理場へお尻を魅みせつけるようにふりふりしながら歩いていく。それからすぐに料理は運ばれてきた。料理は海老だ。エビの香こうばしい匂いが漂ただよう。

　赤い甲こう羅らの海老をこんがりと焼いた料理。

　大きな皿の上に身がたっぷりと入った伊い勢せ海え老びのような大きな海老が一匹乗せられている。それと、黒パンに蜂はち蜜みつ酒しゆという組み合わせだ。

　この大きな海老を二人で分けて食えってか。パンと蜂蜜酒はヴィーネの前にも置かれていた。

「それじゃ、これを食うか」

「はい。大きなエビですね」

　と、ヴィーネが発言。こっちの世界でもエビが名前なのか。

「そうだな。特製と言っていたし美う味まそうだ」

　ナイフで甲羅ごとエビの身を切り分ける。ヴィーネの分もたっぷりと分けてやった。切り分けた大きめの白身を口へ運ぶ。もぐっとさくっとボリュームが凄いや。

　感かん触しよくも素晴らしい。さくっとしたエビ特有の感触を味わいながら噛かむごとに、程ほどよい塩加減とエビの香かおりが口の中に広がる。

　うめぇ、旨うまい。少し焦こげ目めのついた白身をどんどん食い尽つくす。

　と言うか、ひさびさだよなぁ、海老料理。懐なつかしい。こっちだとエビ料理。

　昔、日本で食った時を思い出すよ。日本の光景が目に浮かぶ。

　富士山、波しぶき、何故なぜか楽しそうに潜もぐる美人すぎる海女あまたち。

　自然と一粒の涙が頬を伝って流れていた。

「……ご主人様？　泣いていらっしゃる？」

　ヴィーネは驚おどろいた顔を見せていた。

「い、いや、――目にゴミが入っただけだ」

　かぶりをふって、誤ご魔ま化かす。目やにを取るような仕草をする。

「そ、そうですか？」

　銀色の瞳には戸と惑まどいの色が見えた。そりゃ、怪あやしいよな。

　わざと視線をエビやパンへ向けて話題を振ふる。

「そんなことより、ちゃんと食っているか？」

「はっ、はい。素晴らしい味わいです」

　ヴィーネはそう言って、パンにかじりつき咀そ嚼しやく。

　その後はあまり会話はせずにエビやパンを食べていく。

　俺とヴィーネはあっという間にエビを完食。最後にパンを食い、酒も飲み干した。

「食事はもういいな？　泊とまっているとこは二階だ。行くぞ」

「はい」

　食堂のテーブル席を離れ玄げん関かん近くにある階段を上がり二階へ進む。

　部屋は二階通路の奥にある角部屋だ。

「ここだ」

　扉とびらには相変わらず〝月が二つ描えがかれた〟飾りが付いている。

　その扉の横下には大きな篭かごが置いてあった。

「入るぞ」

「はっ！」

　何故かヴィーネは部屋に入る前に気合い声を発していた。

　気にせず中に入り寝しん台だいへ向かいながら、

「見ての通り寝台は四つ。好きなのを使って楽にしていい。俺もその方が気楽だし」

「わかりました」

　彼女は自分の寝台を選び背負っていた背曩を寝台の横に下ろす。

　その中からさっき買った服を取り出していた。

　ヴィーネの行動を横目に、胸ベルトから短たん剣けんを二本取る。

　出窓へと移動して、手に短剣を持ちつつ、窓を開けて風通しをよくした。

　夜風を顔に感じながらベランダに置かれてある桶おけの横に、持っていた短剣を置く。

　これは後で箸作りに使う。先まずは風ふ呂ろに入るか。

　その場でアイテムボックスから皮布を取り短剣の横に置いておく。

　寝台へ戻り胸ベルト、外套を脱ぬいでから魔ま竜りゆう王おうの鎧よろいの金具を外す。

　魔竜王の素材がふんだんに使われた鎧は、こう見えて意外に軽いから凄い。

　骨やら鱗うろこやら金属やらが合成してあるってのに、ザガとボンに感謝。

　紫色の特別な鎧に、両手を合わせてお祈いのりをした。

　寝台の横スペースに、その友が作ってくれた鎧一式を纏めて置いておく。

　ヴィーネがいるが素すっ裸ぱだかになった。体の臭においが若干気になる。石せつ鹸けんを用意してと。

「風呂に入るが、ヴィーネは？」

「……はい。お供します」

　すんなりと了りよう承しよう。だが、その表情は明らかに変わっていた。

　やや赤みを帯びた銀色の虹こう彩さいが鋭くなる。

　侮ぶ蔑べつの色、軽けい蔑べつの目。やべぇ……冷れい酷こくな殺し屋を連想させる。

　別にお前の体を抱くわけじゃないが……。

　命令していないのだから、嫌いやなら嫌と言えばいいのに。

「それじゃ、今お湯をいれちゃうから――」

　ま、ヴィーネの裸ら体たいをじっくりと拝見したいので、何も言わない俺も俺か。

　彼女の裸はだかに期待をしながら出窓近くに、またフルチンのまま移動。

　水を流せるベランダ床ゆかに置いてある大おお桶おけにお湯を注いでいく。

「……マグ、だが、男……」

「なんだ？　ぶつぶつと言って――」

　ぶつぶつ声に振り返るとヴィーネが綺麗なお尻を見せながら、赤あか黒くろ革かわのロングブーツを脱いでいるところだった。長いすらりとした足、やや筋肉質の太ふと股ももの上には柔やわらかそうなお尻があった。お尻から太股にかけての、流れるようなラインが実に美しい。

　レースクイーンかモデルの撮さつ影えいですか？　と、問とい詰つめたくなる。

　日本の美人な芸能人にもこんな格好している女性がいたなぁ。

　お尻に見み蕩とれているとグラディエーター柄がらのロングブーツを脱ぎ終わった彼女も裸になり振り向く。うひょぉ。銀の長ちよう髪はつに青白い肌が映はえて綺麗だなぁ。

　顔に装着している銀色のフェイスガードはそのままだが……。

　と、外してくれたヴィーネ。俺の気持ちを読んだのか。というぐらいなタイミングだった。まぁエヴァのような力はないだろう。

　俺を挑ちよう発はつするように全身のすべてを見せてくる。

　お尻もいいが、なんといっても、おっぱいだよ。

　うん。大きい乳ち房ぶさ、雪のような粒つぶ蕾つぼみも素晴らしい。

　筋肉質な細いくびれからお尻、太股のラインも素す晴ばらしいね。

　素晴らしいが二連発だよ。扇せん情じよう的てきすぎる。ムッチムチだし。

　アンダーヘアも真っ白い熱帯雨林ときたもんだ。そのヴィーネも俺の裸を鑑かん賞しようしているのか上から下まで、じっくりと視線を動かしている。

　女め神がみの芸術に見み惚とれていると、桶にお湯が溜たまっていた。

「……それじゃ、石鹸はここにあるから自由に使って洗うといい」

「はぃ……」

　ヴィーネは少し恥ずかしそうに小声で返事している。

　彼女に促うながした後、俺自身も石鹸を使い素す早ばやく全身を洗う。

　洗い終わると生活魔法のお湯で、体についた石鹸を流して先に湯の中に浸つかった。

　俺は湯船の縁ふちに背中を預けながら、ヴィーネの姿を鑑賞。

　ヴィーネは青白い肌の身体を、泡あわ立だてた手で丁てい寧ねいに洗っている。

　張りのある巨乳さんが、ぷるるんっと揺れていた。

　彼女は泡あわまみれの体となっているその泡を流したいのか、桶に溜まったお湯を自らの手で掬すくい体に少しずつかけている。洗い流してやるか。生活魔法のお湯を宙に発生させてシャワーのように使い、彼女の背中から優しく流してあげた。

「……ありがとうございます」

「気にすんな、湯に浸かっていいぞ」

「……はぃ」

　銀髪がしっとりと濡ぬれて艶あでやかだ。

　だが、銀色の虹彩と瞳どう孔こうが死んだ魚のように無機質ときたか……。

「ヴィーネ。そんな心配しないでも、手を出すつもりはないから安心しろ」

「ぇ、そ、そうなのですか？」

「あぁ、嫌がる女を抱く趣しゆ味みは無いのでね」

　股間がモッコス状態の男が言う台詞ではないが。

「驚きました」

　ヴィーネは目に力が戻ったように俺を見み据すえてくる。

「この通り、俺は不能とか男が趣味とかではないからな？」

「は、はい。ですが、キャネラスの話ですと、わたしを買ったご主人様は必ず下世話な命令を行い、お前を問答無用で抱くだろうと言われていたので……」

「普通ならそうだろう。だが、さっきも言った通り女を抱くのに命令なんてしない。強要なんてもってのほかだ。あれは互たがいに楽しむもんだろう」

　彼女は俺の言葉を耳にすると、少し頷うなずき笑顔を見せる。

　ゆっくりと息をつくヴィーネ。どこかほっとした表情を浮かべていた。

　俺は頷いてから、言葉を重ねていく。

「ぬきたくなったら専門の娼しよう館かんでも利用するさ。それよりヴィーネには〝心を開いて〟欲ほしいからな」

「……」

　ところが、何か俺が間ま違ちがったのか。

　彼女は、俺の〝心を開いて〟の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ほっとしていた表情を一変させる。

　豹ひよう変へんした。怒おこったのか？　分からない。

　先ほどの視線が可愛かわいいと思えるくらいに、目付きが鋭くなって黙だまってしまった。

〝心を開け〟という意味が、ダークエルフのヴィーネの忌き諱いに触ふれたのか？

　もしや、反はん抗こうでもする気か？　だとしても胸の黒こつ環かんは弄いじりたくはないなぁ。

　しかし、彼女が何をしでかすか分からない。命令だけでもしとくかな。

「そろそろ、風呂から出て着き替がえベッドで待機しろ、命令だ」

「……っ、はっ」

　お？　今、一いつ瞬しゆん、体に魔ま力りよくを纏った。だが、瞬しゆん時じに霧む散さんした？

　ヴィーネは何かやろうとしたようだが、結局、思おもい止とどまったらしい。

　指示通りに桶から出た。しかし、まだまだ彼女の心の雪解けは遠そうだ。

　すると、

『――閣下』

　左目に棲すむ常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメだ。見た目で分かるが、怒っている。

『どうした、髪かみが逆立っているぞ』

『はい！　このヴィーネという女……今しがた、魔力を全身に纏わせ殺気を僅かにですが放っていました。閣下に対して生意気です』

　湯の水面がヘルメの怒いかりの思念と同調するように蠢うごめいた。

『分かっている』

『……害になるのでしたら――抹まつ殺さつしますが？』

　またも、ヘルメの意思が働いたように湯が波打った。

　その波が桶の縁に衝しよう突とつし、湯が桶から溢あふれ落ちる。

　常闇の水精霊としての力だろう。

『そう怒るな。殺す必要はない。ヴィーネは高級奴隷だが、いきなり見ず知らずの俺に対して最大の忠誠を求めるのは酷こくだ。暫くはチャンスを与あたえるべきだと思う』

　そう気持ちを伝えたが……ヘルメの気持ちは収まらないようだ。

　ヘルメは頬を膨ふくらませた。しかし、怒った姿も可愛いヘルメだな。

『しかし……閣下がどういう存在か解わからないのは許ゆるせません。断罪に処すべきかと』

　ヘルメはヴィーネの態度が気に入らないらしい。

　　確かに、エヴァも指し摘てきしていたように、ヴィーネは自分の本心を俺やヘルメに気取られずに、上う手まく従って見せていた。

　そして、ヘルメは俺に対して忠実。一心に思って考えて行動してくれている。

　だからヘルメは、俺に対して向かうヴィーネの殺気を感じたことが、許せないんだろう。

　水の中だからってのも……あるのかもしれない。

『ヘルメ、そう心配せずとも大だい丈じよう夫ぶ。ヴィーネが俺を殺そうとしたのなら分かるが、彼女は俺を襲おそっていないんだからな』

『はい』

　ヘルメは頷く。

『仮に、襲いかかってきたら直接応対する。倒したら〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉スキルを使い、俺の眷族化にしちゃうかもだ。それに、ただ単に俺のことが嫌きらいなだけかも知れない。そうだったなら彼女は解放する。金が戻ってこなくても、キャネラスの下へ帰ってもらうさ。だから殺さない。これは決まりだ』

『はい。承知いたしました』

　ヘルメは逆立てていた髪から湯気を放出させて元に戻っていく。

　怒りの表情からいつもの美人さんの表情に戻っていた。

『よかった。元に戻ったか。それと、風呂の湯が自然とヘルメの感情と連動するから、湯を動かさないように』

『はいっ』

　ヘルメは俺の気持ちを察したのか、お辞じ儀ぎしながら視界から消えていく。

　念話は瞬時に行われるから便利だ。しかし、いきなりだからな。

　少し驚いてしまった。

　その時ヴィーネの姿が目に入る。

　濡れた体で服を着ようとしていた。水も滴したたるいい女。とは言わせない。

　横に置いてあった皮布を掴つかみ、

「――ほら、これで拭ふけ」

　と、ヴィーネに投げて渡す。

「――っ、ありがとうございます」

　ヴィーネは何事も無かったように皮布を掴む。と、頭を下げてきた。

　手にした布で体を拭きながらベッドに戻る。買っていた服を着始めていた。

　さて、俺は、箸作りでもやりながら……ヴィーネの話を聞くかな。

　彼女のかたく結んだ心の紐ひもを引き当てるとしよう。魔石をアイテムボックスに納めるのは後回しだ。桶から出ると皮布で体を拭いていく。

　革かわ服ふくと布ズボンを穿はいて、楽な格好となった。

　ジャージとかあったら着るんだけどなぁ。

　そして、腰こしに手を当て、風呂上がりの牛乳を一気飲み。

　だけどそんな牛ぎゆう乳にゆう瓶びんはないわけで。

　そんなどうでもいいことを考えながら……大桶の汚よごれた水を流そうとした時、

「ンンン、にゃ、にゃあ」

「ロロっ」

　黒猫ロロが部屋へ戻ってきた。

「遅おそかったな？」

「にゃ」

　黒猫ロロは頷くように鳴きながら、出窓の外へと顔を向ける。

　そこには白しろ猫ねこが優ゆう雅がに歩く姿があった。

「なるほど、この間の白猫か。名前はマギットだっけ？　遊んでいたんだな」

「にゃおん」

　はは、もうすっかり友達同士というわけか。

　そこで黒猫ロロを抱だいて撫なでてやった。が、少し臭い。

「ロロ、風呂に入るぞ」

「ンン」

　あまり入りたくなさそうだが……流さないでおいた湯に黒猫ロロを浸つける。

　石鹸でゴシゴシと黒猫ロロの体を洗った。黒猫ロロは抵てい抗こうはしない。お腹なかを押っ広げて俺にすべてを委ゆだねている。

　よーし、綺き麗れい綺き麗れいにしてやるからなーと、楽しんで優やさしく洗ってあげた。

「にゃお、にゃ」

　洗い終ると、桶からすぐに出る黒猫ロロ。

　寝台へと飛ぶように四し肢しを動かそうとしたが、押おさえる。

「拭いてやるから待てっ」

　黒猫ロロの体を、ふきふきと水分を拭き取ってから離はなしてやった。

　解放された黒猫ロロは床を蹴けるように走ってベッドに飛び乗る。

　そのままベッドの感触を確かめるように、トランポリンの競技でもするように、何回も飛とび跳はねる遊びをくり返す。ベッドは硬かためだと思うから跳ちよう躍やくがしやすいんだろう。

　ヴィーネはその踊おどるように跳躍をくり返す黒猫ロロを見つめている。

　驚いているらしい。

「ヴィーネ、ロロはあれが好きなんだ。ほっとけば自然と眠ねむり出すから」

「はい」

　それじゃ、ちゃちゃっと箸作りを始めてしまうか。

　まずは桶に入っている汚れたお湯を流す。

　次に、アイテムボックスからオリーブ油と茶色がかった木目のある材木を取り出した。

　大桶の上に、そのチョーク材とオリーブ油も置いておく。

　木を削けずるのは、さっき出した魔ま法ほうの短剣だ。

　一応、古竜の短剣もあるが、この青白い刃はを持つヤゼカポスの短剣を使う。

　あまり技術が必要ではない四角柱型を目指す。

　短剣を使いチョーク材を――ジョリジョリと削り出す。

　簡単に削れた。この分なら四つぐらいは作れそうだ。

　テンプレートやカンナがあるわけではないから、少し歪いびつになるかもだが……。

　削り箸の原型を作っていく。ある程度の目安はできた。

　ここでオリーブオイルを皮布に染しみ込ませる。

　その染み込ませた皮布を使い一いつ対ついの箸原型にオイルを塗ぬっていく。

　第一段階はこんなもんか。

　ま、前世ではワークショップで簡単な箸作り体験はあるし、アキレス師し匠しようから教わった木工細工の技もある。無む駄だに軍人将しよう棋ぎのような駒こまを何個も作らされてはいない。

　だからこんなもんは楽勝だ。と思ったが〈木工〉スキルは覚えていない。

　悲しいかな。俺には木工のセンスは無いらしい。センスはなくとも努力はする。

　そこでヴィーネへ視線を向けた。新しい服の黒ワンピース姿だ。

　ヴィーネの銀色の虹彩が向かう先は……俺の手先を捉とらえている。

　どうやら木材を削って〝何か〟を作っていることに興味があるらしい。

「ヴィーネ、これに興味があるのか？」

「はい」

「これは食事の時に使う。〝箸〟という簡単な道具だよ。俺おれの故郷で使われていたのを再現したんだ」

「箸……故郷ですか」

　その故郷という言葉に微び妙みように反応を示す。

　丁度いい、ヴィーネの故郷である【地下都市ダウメザラン】についての話題を振るか。

　その前にオイルを塗った箸を出窓の出っ張りに置く。

　ここなら風で乾かわきやすいはず。風ではなく紫し外がい線せんで硬こう化かするはずだ。

　この油が地球と同じだったらの話だが。

　さて……ヴィーネに近寄りながら、

「故郷といえば、ヴィーネの故郷は地下都市ダウメザラン。そして、第十二魔導貴族アズマイル家の次女だったよな」

「はい、よく覚えていますね……さすがはご主人様です」

　うは、皮肉。敬う言葉だが、その口調は冷めていた。

「お褒めくださってありがとう？」

「……」

　と、冷めた笑顔を返したが、ヴィーネは沈ちん黙もく。構わず、

「覚えているさ、綺き麗れいなヴィーネが育ったダークエルフの文化に興味があるんだよ……地下都市ダウメザランがどんなところかってね」

　そのままヴィーネのパーソナルスペースに侵しん入にゆう。彼女が座る寝台に近付いた。

「……」

　俺の言葉を聞いたヴィーネは沈黙。怒っている？　我が慢まんしているのか？

　細い眉まゆをピクピクと動かして、やや視線を斜ななめ下したへと向けていた。

　無理にでも話をしてもらおうか。彼女の心に踏ふみ込む。もう少し突っ込んでみよう。

「なぁ……何か、俺に不満でもあるのか？」

　ヴィーネは頭部を上げた。

　眉み間けんに皺しわを作りつつ瞳を揺ゆらすヴィーネ。潤うるんだ瞳。

「はい、か、いいえ、か、わたし自身、分からないのです。心が揺れて判断が難しい」

　迷っている？　困こん惑わくか。何が彼女の心を揺らしているんだろう。

　俺の存在が彼女の価値観を迷わせている？

　分からない。だけど彼女の心が少し開いたかな。だが、その困こん惑わく顔がおも美人故に見み逃のがせない。

「……ん？　心が揺れるとは？」

「……マグ、ル、のご主人様が、つ……よい、おす」

　ヴィーネは顔を左右に激しく揺らして喋しやべっているから、聞き取れない。

　声も小さいし……だが、青白い肌はだの頬ほおが少し赤い。

「いまいち聞こえない。ハッキリと言ってくれ」

　その言葉を聞いた彼女は一瞬、顔を上げた。

　銀色の虹彩たちが織り成す瞳を揺らしてから、俺を見つめてくる。

　顔を逸そらしたが、銀仮面と反対側の頬の赤みが増して見えた。

　また、見つめてくる。今度はちゃんと話す気らしい。

「……ご主人様は素晴らしい戦せん闘とう力りよくだ」

「まぁ、戦いに関しては自信がある」

　肯こう定ていしたが、ヴィーネはそんなことで、あんな怒ったような混乱でもしているような表情を浮うかべていたのか？　更さらに、彼女はピンクと紫むらさき掛がかった唇くちびるを動かしていく。

「わたしには秘密があるのだ。ダークエルフ種族としての能力、ご主人様を含ふくめたマグルの誰だれにも話していない秘密がある」

　おぉ、この口調が素の状態か？

「誰にも？　お前を買って教育を施ほどこした商人キャネラスにもか？」

「当然だ」

　静かに頷く、ヴィーネ。

「ほぉ、それじゃ最初から分かるように、君の物語を聞かせてくれよ」

　分かち合いたい。相あい合あいの心持ちで話をした。

　そうして、ヴィーネは静かに語り始める。
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あとがき







　読者の皆様、こんにちは！　９巻を買ってくれてありがとうございます。

「９巻買ったぞ、槍猫の作者！　ヴィーネのあつぱれなイラストを見た！　爆発しろ！」

と、なろう上などでメッセージを下されば、気合いが入りつつ爆発しません。

　今後も、７巻の巻末に載せた年表のように槍猫世界の拡充を目指していきますので、平に応援のほどをよろしくお願いいたします。続きまして、９巻の見所を。やはり今巻は、イノセントアームズたちと戦う「バルバロイの使者」の書き下ろしエピソードでしょう。ＷＥＢ版ではそもそも戦ってませんからね。そしてミラとリュクスだけでなくドゥンの戦士団も、今のところ本巻オリジナルです。ちなみにあの歴史ある戦士団の方々、著者も結構気に入っています。そして、ＷＥＢ版に彼らと関係する言葉が出ていることにすぐ気付いた方！　さすがです。槍猫検定一級の賞状代わりに、ロロディーヌが肉球判子を押してくれるはず（わたしもほしい）。次は近況です。実は最近、パンケーキにハマっております。ひたすら美味しいお店を探す日々なのですが、中でも神保町の「ＴＡＭＴＡＭ」は実に美味しかった。有名店なのでご存じな方もいるでしょうが……最近、とにかく美味しいパンケーキを食べたい健康なんです！　えぇ、はい。鼻息を荒くしてすみません。

　太らないように気を付けねば！　そういえば、この間、編集さんと入った「中国ラーメン揚州商人」の池袋西口店で食べた「冷やしトマト麺」も、非常に美味しかった！　個人的にまた行こうかと思います。

　次の近況話は、「巣鴨ぶらり旅」風に、巣鴨地蔵通り商店街を歩いてみたことです。

　最近、流行のタピオカの行列など眺めつつ……毎度だなぁと思っていた私が、思わず大注目してしまった店がありました。そう、猫グッズのお店です。猫好きな私は、すぐに猫魔力を察知し、いや、魔力を発して店の中に突撃しました。

この時、端から私を見たら、夢中になって猫グッズを漁る怪しいおっさんに見えていたかもしれない。その猫グッズと言えば……ＨＪ50周年記念のシュウヤ＆ロロディーヌのグッズたち。皆、いい感じですね。肩のロロディーヌが可愛い！　今も部屋に飾っています。ということで、そろそろあとがきのページも少なくなってきました。

　相棒ロロディーヌに感謝をしつつ、毎度ですが、編集様、市丸先生、関係者各位、今回もお世話になりました。感謝です。そして、いつも応援してくれている読者の方々にも強を送ります。今後も頑張ります！

２０１９年８月　健康
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